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　　＃＃　デッド・オア・アライブ







　そこは、商店街から外れた裏うら通どおりにそびえる廃はい墟きよビル。瓦が礫れきやガラス片へんが散さん乱らんし、ひび割れた床から雑ざつ草そうが顔を出している。壁には色いろ褪あせたスプレーの落らく書がき。日が暮れていく夕刻、薄気き味み悪わるさは三割増しといったところ。

　中に入ってすぐ、伊い佐さ見み遥はる彦ひこは自分でも無む意識に足を止めた。

　ごくり。のどが鳴る。進むか引き返すか、逡しゆん巡じゆん。別にどうしてもここを通らなければならないわけではない。友達と遊んで帰りが遅くなったので、近道しようと思って入っただけだ。この廃墟を抜ければ商店街の人ひと混ごみを避けられるし、大通りの長い信号に足止めを食らうこともない。ただ、あまり雰ふん囲い気きのよろしくない一帯なので地元の人間は近寄らないし、遥彦にしてもしょっちゅう利用しているわけではなかった。今日きようは正せい規きルートで行くとメシ時に間に合いそうにないから、しかたなくだ。

　しかし今、急いでいたにもかかわらず、足は止まっていた。この抜け道を使うことをためらっていた。なんとなく気が乗らないというか、バツの悪い感じがするというか。

　本人も不ふ思し議ぎに思うそれは、もしかしたら嫌いやな予よ感かんというやつだったのかもしれない。

「……ま、いっか、別に」

　深くは考えず、気が変わったようにきびすを返しかけた。

　そのときだ。妙みような音が聞こえたのは。




　キチキチキチ、キチキチキチ、キチキチキチ。




　振り返ると、奥のフロアから伸びる黄昏たそがれの日差しの中を、すっと影が横切った。一いつ瞬しゆんだけ見えたそれは、波のように揺れる長ちよう髪はつのシルエット。女のようだ。

　気がつくと、先ほどの嫌な予感は自覚に至らないまま遠くへ追いやられ、遥はる彦ひこは影を追って忍しのび足で奥へと向かっていた。その場の流れというか、ほとんど反射に近い行動だった。こんなところで女おんな一人で何を、という疑問をあとから思いながら、なんとなしに足を運ぶ。

　奥のフロアは西日が差して明るかったが、入ってすぐのところに置き捨てられたロッカーの戸がくの字に歪ゆがんで邪じや魔まをし、死し角かくになって内部を見渡せなかった。

　身を屈かがめてロッカーの戸をくぐり抜ける。伏せた目に、床に伸びる人ひと影かげが映った。その影を視線でたどっていくと、死角の先に広がるフロア内、逆ぎやつ光こうの中に輪りん郭かくがふたつ。

　二人いる。その片方、長髪のシルエットが片手を薙なぐ。

　ひゅ、と乾いた音が聞こえたと思ったら、もう一方のシルエットの首から勢いよくしぶきが上がった。起き立りつした姿し勢せいのまま、無む造ぞう作さに後ろへ倒れる。どろっとした液体が床を伝い、たまりを広げる。日向ひなたの中、遥彦の足あし元もとへぬらぬらと伸びてくるそれは、どす黒い血。

「……え？」

　自分がいったい何を見たのか、すぐには理解できなかった。

　しかし理解するまでもなく、目にも明らかだった。

　夕ゆう陽ひをバックに姿勢よく立つ、長髪の影かげ法ぼう師し。その手には光を反射する得え物もの。その得物がもう一人の首を裂さいた。相手は血しぶきを上げて倒れ、もう動かない。

　殺人だ。

　単たん純じゆん明快なまでに人殺しだった。

「……う、あ」

　ハプニングを超えてサスペンス。遥彦は頭の中が真まっ白しろになり、反応を失う。おかげで声こそ上げずにすんだが、身体からだは本能的に逃げようとしたのか、無む意識に足を引いていた。その足がロッカーにぶつかってしまう。

　隠かくしようのない音が鳴り、影法師が素早く振り向いた。

　腰まである長髪がふわりとふくらみ、そして落ち着く。

　逆ぎやつ光こうで表情はわからない。わかるのは小こ柄がらな少女であること。自分と同じ学校の制服を着ていること。そして、まばたきひとつしない開き切った瞳どう孔こうが、妖あやしくも美しい瑠る璃り色いろの光こう彩さいを宿していること。その目に捉とらえられた遥はる彦ひこは息を呑み、呼吸を忘れた。

「あーあ、見られちゃいましたか」

　透すき通った声が、ため息とかすかな笑いを含んで言う。

　小さな身が揺れ、遮さえぎられていた夕ゆう陽ひが遥彦の目を刺す。

　眩まぶしさに思わず目を瞑る。

　一いつ瞬しゆん後ご、少女は、目前に存在していた。

　動く気け配はいがまったく感じられなかった。ゾッとした遥彦の胸に悪お寒かんとは違うリアルな冷たさが挿そう入にゆうされる。目め線せんを落とすと、少女の手がまっすぐ伸ばされていた。手て元もとはぶかぶかな袖そでに隠かくれているが、袖の中からは刃は物ものが顔を出し、切きっ先さきは遥彦の心しん臓ぞうに達している。

　なんら抵抗なく刺し込まれている細くて薄っぺらい刃は。凶きよう器きと呼ぶにはチープに思えるその得え物ものは、文ぶん房ぼう具ぐのカッターナイフ。

「運が悪かったと思って、あきらめてください」

　少女はカッターを抜き、白はく衣いの天てん使しのようにやさしく告げる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、痛くないですから」

　死の宣せん告こくと共に、ひゅん、と刃は音おと。

　直後、遥彦の首から血が噴ふん出しゆつした。

　心臓と頸けい動どう脈みやくの二に重じゆう殺さつ。念ねん入いりで無む駄だのない殺やり方。なにより迷いがないことが、この手の行為に手て馴なれていることを物語っている。

　少女は真まっ赤かな雨に降られた。しかし、一いつ滴てきの雫しずくも浴びなかった。少女の立つ場所だけ赤色が遮さえぎられる。その不ふ自然にして不ふ可か思し議ぎな光こう景けいを目まの当たりにしながら、遥彦はよろよろと壁に背をぶつけ、腰から崩れていった。

　少女の足のあいだを通して、フロアの奥に、先に手にかけられた被ひ害がい者が横たわっているのが見える。パンツスーツ姿すがたの女性。首だけでなく胴どう体たいも袈け裟さ懸がけにばっさりだった。見開かれた瞳ひとみは濁にごったガラス玉のよう。俺おれもすぐにああなるのか……。

　死というものを意識するが、なんだか実感がない。たぶん痛みがないせいだ。切れ味がよすぎるのか、少女が言ったとおり痛みを感じない。そのせいで現実味みがなく、現実味がないから恐きよう怖ふ心しんもわいてこない。

　死の間ま際ぎわには人生の思い出が走そう馬ま灯とうのようによみがえると言うが、それもなかった。走馬灯に選出されるほどの印いん象しよう深ぶかい思い出がないということかもしれない。

　十七年と数日、遥彦の人生は実に平へい穏おんだった。今日きようを別とすれば、大きな不ふ運うんに見み舞まわれたことはない。逆に、大きな幸運に恵まれたこともない。山なし谷なしの人生。たいした苦労も苦く悩のうもしていない分、たいした成果や功こう績せきを上げたこともない。

　ただ、なんとなく、生きてきた。

　モラトリアムに甘え、ちょっとニヒリズムを気取りつつ、退たい屈くつな日常を気の向くままに。

　そんなだから、人生経けい験けん値ちみたいなものはほとんど積んでいない。中でも性に関して言えば経験値ゼロ。遥はる彦ひこは童どう貞ていだ。キスはおろか女の子と付き合ったことさえない。

　ドラマチックとは無む縁えんだった。唯ゆい一いつそれらしいものがあるとすれば、小学生のときの初はつ恋こいだろうか。相手は転てん校こう生せいで、宇う都つ宮みやさんというおさげが似に合あう子だった。一ひと目め惚ぼれだった。席が隣となりになったことで仲良くなれて、あの頃は学校に行くのが楽しかったものだ。

　だけど翌よく年ねんの夏休み中、宇都宮さんは親の仕事の都つ合ごうで急に転校してしまった。遥彦がそれを知ったのは二学期の始業式。初恋は知らぬ間に終わっていた。そのせいではないだろうけども、以い来らい男子として健康に育ち、性的関かん心しんは昂たかぶる一方であるものの、恋愛感かん情じようと呼べるものを抱くことなく今日きように至る。そして童貞のまま死ぬ。

　キチキチキチ、キチキチキチ、キチキチキチ。

　少女がカッターの刃はをおさめた。遥彦の出しゆつ血けつは勢いを弱め、垂たれ落ちる。相変わらず痛みはない。むしろ心地ここち良よい眠りに誘われていくように楽になっていく。

　視し界かいが霞かすんできた。死ぬのってこんなに味あじ気けないものなのか？

　せめて自分を殺した相手の面つらぐらいおがんでやろうと思って、視線を上げる。

　夕ゆう陽ひのオレンジを背に、こちらを見下ろす少女。

　微わ笑らっていた。

　凶きよう笑しようとも冷れい笑しようとも違う。それは、まるで快かい楽らくに浸ひたるような、艶あでやかで淫みだらな微笑。

　自分が手にかけた相手を見下ろしながら悦えつに入る、その色しき欲よく的な様さまを目にして遥彦は、恐きよう怖ふの類たぐいとは別のものにぞくりとさせられ、自分の状況すら忘れた。

　忘れて、見み惚とれた。

　よりによって死に際ぎわに。自分を手にかけた相手に。

　見惚れてしまった。

　一いつ瞬しゆんが永遠と化すような魔ま法ほうの瞬しゆん間かん。しかし、そこに感情が追いつくことのないまま意識は遠のき、最さい期ごはテレビの電源を落とすようにあっけなくブラックアウト。

　こうして、伊い佐さ見み遥彦の人生にピリオドは打たれた。

　の、だが。




　──どくん。




　と、身体からだが跳ねそうな強い鼓こ動どうに、目を覚ます。

　長い潜せん水すいから浮上してきたように、一気に肺へ空気を取り込む。

「……、……、……？」

　夢……だったのか。やけにリアルな夢だった。

　薄うす明あかるい。もう朝か。何時だろう。身体からだを起こそうと手をつく。

　ぬるりとした感かん触しよくがあった。

　何気なく手ての平ひらを持ち上げると、赤黒い液体がべっとり。

　瞬しゆん間かん、確信にも似た直ちよつ感かんが働き、愕がく然ぜんとあたりを見渡した。自分の部屋……じゃない。夢と同じ廃はいビルの光こう景けい。部屋を満たす薄い明るみは、明け方ではなく夕方のもの。自分がいるのは血だまりの中。誰だれの血か……俺おれの血だ。

　続いてる、と遥彦は悟さとった。でもそれは、夢が？　現実が？　夢なら生きている。現実なら死んだ。だけど、夢だとしたら、このリアルな血はなんなのか。現実だとしたら、どうして無ぶ事じでいるのか。俺は確かに胸を刺されて、首を切られて……。

　……あれ？　傷が……ない？

　胸も首も、血にまみれてはいたが傷きず痕あとはなかった。どういうことだ。余よ計けいに夢か現実かわからなくなる。俺は生きているのか、死んでいるのか、どっちなんだ？

　自分で頬ほおを引っぱたいてみた。痛……くない。さらに強くビンタしてみたが、これも痛くなかった。なら、これは夢……だとしたら、どうすれば目が覚める？

　遥彦はビンタを繰り返す。次し第だいにゲンコツに変わる。起きろ自分、起きろ。

　それは滑こつ稽けいな姿すがただった。あまりにも滑稽すぎて、

「……ふふん」

　と、誰かが鼻で笑った。

　遥彦が反射的に振り向くと、すぐ傍そばに、真まっ黒くろなシルエットが立っていた。いや、影ではない。黒ずくめの衣い装しように身を包んでいる。

　いつからそこにいたのか。遥彦はとっさに身を引くも、腰こし砕くだけで無ぶ様ざま。その道どう化けな有あり様さまを見て、相手はまた「ふふん」と笑う。さっきの少女ではない。しかし不ぶ気き味みさはこちらのほうが格かく上うえだ。死しに神がみのような不ふ吉きつさをまとっている。

　ニヤリ。不ふ敵てきな笑えみを浮かべた相手は、遥彦の疑ぎ念ねんを見み透すかしたように言った。

　きれいな女の声で、皮ひ肉にくっぽく、愉ゆ快かい気げに。

「あいにく夢ではないよ。きみは確かに死んだ。でも生きている。それが現実さ」




　下りた幕は再び上がり、伊い佐さ見み遥はる彦ひこの舞台は続く。

　しかし、その命の針は、もうどうしようもなく狂っていて。

　狂った針が刻むのは、日常ではなく非ひ日常のラプソディー。




　終わりは始まりにすぎなかった。







　　＃１　キリサキシンドローム







　いつもの時間、いつもの風景の中、いつもと違う自分がいる。

　午前八時十五分。満まん開かいをすぎた桜さくらが彩いろどる土ど手て道みちを、学生の群れが流れていた。その中に伊い佐さ見み遥はる彦ひこの姿すがたもある。昨さく晩ばんは一いつ睡すいもできず、目の下には墨すみを塗ったようなクマ。それでも眠ねむ気けを掻かき消してしまうほど、頭は妙みように冴さえていた。

「……夢じゃない、現実……いや、まだ白はく昼ちゆう夢むって可能性も……」

　ぶつぶつと独ひとり言ごと。昨日きのうから繰り返している現実逃とう避ひ。

　寝て覚めればすべてリセットされると思った（思いたかった）が、なかなか寝付けずにいるうちに朝が来た。現実は途と切ぎれないまま、昨日体験した非ひ日常の延長に今がある。

　遥彦は傷きず痕あとのない首くび筋すじをなでながら、周りを歩く制服姿に視線を散らした。昨日と今日きようが地じ続つづきである以上、この中にあの少女がいても不ふ思し議ぎじゃない。

　と、不ふ意いに肩をぽんと叩たたかれた。

「よ、おはよーさん」

　思わず身がすくむが、声で相手が誰だれかはすぐにわかり、ホッと挨あい拶さつを返す。

「おう、卓たく郎ろう。おはよ」

　横に並んだのはモヤシのようにひょろりとしたノッポ。御み木き本もと卓郎。遥はる彦ひこのクラスメイトで小しよう中ちゆう高こうと一いつ緒しよの長い付き合いだ。よく二人でつるんでいる。昨日きのうも放課後ご、一緒に遊んだ。その帰り、あんなことに……。

　御木本は聞いていた音楽を止め、イヤホンを内ポケットにしまった。

「またまたお出でなすったなぁ、キリサキ魔ま。もうすっかり流りゆう行こう語ごだぜ」

「……だな」

　答えながら、遥彦はもう何度目めか自分が殺される瞬しゆん間かんを思い出す。記き憶おくの再生が少女の艶あでやかな微笑にさしかかろうとしたとき、また肩を叩たたかれた。さっきよりも強きよう烈れつにバシッと。

「おっすーっ」

　ハツラツな声が二人を追い越す。ハイソックスに包まれた健康的な足が軽やかにステップして立ち止まる。ポニーテールをひるがえし振り返ったのは、こちらも小中高と一緒の地じ元もと組ぐみで同じクラスの野の々の原はら歩あゆ実み。いつも無む駄だに元気なかしまし娘むすめだ。

　隣となりに並んでペースを合わせた野々原は、遥彦の顔を下から覗のぞくように見ると、立りつ派ぱな犬けん歯しを覗かせてカラッと笑った。

「わっ、遥彦、どしたのっ？　クマ、すっごいクマっ。ゾンビですかーっ？」

　ゾンビですよーっ、なんてノリ良く返す気力があるはずもない。ていうかシャレになってないし。ここはテキトーに返す。

「ちょっと寝ね不足でな」

「なに話してたの？　どうせまたろくでもないことでしょ」

　御木本がチッチッチッと舌したを鳴らし、指を立てて振った。

「見くびってもらっちゃ困るね。俺おれたちだってたまのたまには時じ事じ問題についてマジメに語り合うこともあるのだよ。今この街でいちばんホットなニュースと言えば──」

「キリサキ魔っ」野々原が先に答えた。「もう四人目だってね。こっわー」

「連続通とおり魔殺人事件。この街も物ぶつ騒そうになったもんだぜ。なぁ」

　遥彦は首に触れながら「ああ」とハンパな相あい槌づちを打つ。

　この四し季き森もり町ちようで最初に通り魔事件が起きたのは、一週間前まえ。当初はローカルレベルの騒ぎでしかなかったが、二人目め三人目と同じ手て口ぐちによる他た殺さつ体たいが発見され、その残ざん虐ぎやく性と連続性が明らかになったことで注目が集まり、今では全国扱あつかいになっている。

　遥彦も今け朝さ、家を出る前にテレビでニュースを見た。発見された四人目の被ひ害がい者はあのビルで殺された女性だった。本当なら自分も五人目として報道されていたのだろう。

（俺が昨日、キリサキ魔に殺されたなんていっても、信じないよな、絶対……）

　両りよう隣どなりを歩く友人が、その話を聞いてどんな反応をするか、想そう像ぞうするに難かたくない。こうして生きているのに殺されたなんて主張しても笑われるだけだ。逆に心配されるかもしれない。なに言ってんの？　もしもーし起きてますかぁ？　アタマ大だい丈じよう夫ぶ？　みたいに。

　方法として、自分の身に起きた非ひ現実を証明する術すべは、あるにはある。だが、それをやってしまうと余よ計けい面めん倒どうなことになるだろう。

　誰だれにも言えない。むしろ知られちゃまずい。

「ネットの噂うわさじゃ、キリサキ魔まは唐とう辛がら子しが苦にが手てらしい。持ってれば狙ねらわれないとよ」

「はぁ？　なにそのドラキュラにニンニク的な発想……でも一いち応おう持っときますかな」

　御み木き本もとと野の々の原はらが他ひ人と事ごとのように事件をネタに話すのを聞くのは、複雑だった。昨日きのうまでは自分も二人と同じだったのだ。メディアを通じて知る事件はどこか遠くの出来事。自分たちが暮らす街で起こっている猟りよう奇き事件すら、自分の日常からは切り離されたものだと、関係なんかないと、根こん拠きよもないのに確信して暮らしていた。今もこうして三人で並んで歩いていると、これまでと何も変わっていないように思える。

　実際、日常に変わりはないのだ。

　そう、変わったのは自分のほう。

「でもホント、早く捕まってくんないかな。この辺、夜になると暗いんだもんさ」

　野々原はアヒル口を尖とがらせ、河か川せん敷しきを見渡す。

「安心して犬の散歩もできないし、部ぶ活かつで帰り遅くなるとマジ怖こわいし」

「大丈夫だって。俺おれが犯人なら、おまえはスルーすっから」

「ほほぅ、どーゆー意味かなぁ？」

「逆に襲おそわれそうで怖い怖い。夜中に出くわしたら心しん臓ぞう止まるぜ。なぁ遥はる彦ひこ」

　応じる間もなく、遥彦の目前をビュッと長い足がきれいな角度で横切った。

　野々原のハイキック。御木本の肩にジャストミート。尻尾しつぽを踏まれた猫ねこのような悲鳴を上げた御木本は、足を踏み外して土ど手ての芝しば生ふを転がり落ちていく。何かあると口より手より先に足を出すのが野々原だ。だから常にスパッツ着用。

「あんなの放っといていくよっ。急がなきゃ遅ち刻こく遅刻っ」

　ずんずん歩いていく野々原。ここで逆らうのが得とく策さくでないことは、遥彦も経験上じようよく知っている。ゆえに御木本を見み捨すてていくことに微み塵じんの後ろめたさも感じなかった。




　下げ駄た箱ばこで上うわ履ばきを履はいたあと、購こう買ばいで飲み物を買っていくと嘘うそをついて二人と別れた。廊下の壁に背をあずけ、通過する生徒をチェックする。生徒は必ずここを通るから、すでに登校済ずみでなければ、あの少女を見つけられるかもしれない。

　ぼんやりと視線を向けて、頭の中では昨日の出来事を反はん芻すうする。いまだに現実を否定しようとする自分がいる一方、なんとか折り合いをつけようとする自分もいる。しかし混こん沌とんを抜け出すのは容易ではない。問題なのは、例の少女だけではないのだ。

　あのあと現れたもう一人。そちらもまた別の意味で状況を掻かき乱してくれた。

「黄よ泉み返がえり……不ふ死じ身み……アヤカシ……ジンガイ……」

　情報が錯さく綜そう。実感の伴わない単たん語ごがシナプスのあいだをバラバラに行き交う。

　その情報を与えた者、黒ずくめの女の言葉を、今いま一度回かい想そうする……。




「あいにく夢ではないよ。きみは確かに死んだ。でも生きている。それが現実さ」

　昨日きのう、黄昏たそがれの廃はい墟きよビル。目を覚ました遥はる彦ひこにそう言った黒ずくめの女は、その後もマシンガンのように一方的に言葉を連ねた。

「信じられないって顔だね。ではひとつ証明して見せようか。そこに転がっている鉄パイプを取ってくれるかな。そう、それだ。こいつできみを……突き刺す！

　ふふん、見事に刺さったね。心しん臓ぞうを一ひと突つき、背中まで貫かん通つうだ。まあそうジタバタするな。落ち着いて自分の身体からだを確認してみたまえ。ほら、平へい気きだろ。心臓が止まっても呼吸できなくてもきみは生きていられる。そしてこいつを引き抜けば……ほれ、傷もすぐに再生だ。きみは不死身になったんだよ。それに苦痛も感じないようだね。後こう遺い症しようで痛つう覚かくを失ったか……よかったじゃないか。不死身で痛みがないとくれば、これ以上に便利な身体もないだろ。

　もっとも、不死身と言っても魂たましいの寿じゆ命みようまではどうにもならないけどね。いずれそっちが尽きれば死ぬことになる。逆に言えば、寿命以い外がいで死ぬことはないわけだ。まだ若いし、半はん世せい紀きは余よ裕ゆうで生きられるさ。そのあいだ病気や怪け我がの心配がいらないんだから、気き楽らくなもんだろ。

　ふふん、どうも話についてこれてないみたいだな。このままきみを放置するのも面白そうだけど、わたしはそこまで薄はく情じようじゃない。何が起きたか手て短みじかに解説してやらないでもないよ。

　きみは死んだ。その死体に〝アヤカシ〟が憑ひよう依いした。それで黄泉返った。

　簡単に言えば、そういうことだ。おや、目が点だね。まあ無む理りもない。新しん参ざん者もののきみには理解できなくて当然。その辺もちゃんとレクチャーしてやるさ。

　日常の裏うら側がわに潜ひそむ存在、それがアヤカシだ。人間のように知ち能のうがあり、社会性を持って生きるものもいれば、野や性せいに従い本能で生きるものもいる。そして、人間に憑依するものも……そうしてアヤカシに憑つかれた人間を、こちらの業ぎよう界かいでは〝ジンガイ〟と呼ぶんだよ。基本的に生きている人間に憑くものなんだが、死体に憑く変わり種だねも中にはいてね。

　憑依により死のふちから黄泉返った人間は〝黄泉人びと〟とも呼ばれる。今のきみが、まさにそれだ。その命は肉体ではなく、きみに宿ったアヤカシに依い存ぞんしている。身体は擬ぎ似じ的てきに生せい命めい活動を行っているにすぎない。ま、見た目に変わりはないから、普通にしていれば誰だれも変には思うまい。特に困ることもないだろうさ。

　まだ信じられないかい？　それとも、信じたくないのかな？

　きみのように表おもて舞ぶ台たいから裏うら舞台へ身を落とす人間は、決して少なくないよ。〝裏〟と言っても便べん宜ぎ上じようの表現だけどね。

　そう、舞ぶ台たいはあくまでひとつだ。きみがいる場所は、死ぬ前と今で何も変わっていない。アヤカシは最初から同じ舞台の上に存在している。世の中がそれに気づいていないだけだ。普通の人間には知ち覚かくできないんだよ、アヤカシは。

　暗あん黙もくの了りよう解かいってやつがあるだろ。表おもて立だって定められていなくても、誰だれもが知る当然のルールとして扱われる、どこの業ぎよう界かいにもよくあるアレさ。

　それと同じで〝暗黙の領りよう域いき〟と呼ばれるものが、この世にはある。俗ぞくに〝魔ま境きよう〟と称されるものだ。アヤカシの放つ妖よう気きは自然と魔境を張る。そして魔境は、人の意識の死し角かくをつく。だから人間はアヤカシの存在に気づけないし、魔境の張られた場所からは、無む意識に足を遠ざけて近づかなくなる。たまに迷い込んでしまうやつも、中にはいるけどね。

　と……まあ、初しよ心しん者の手引きとしてはこんなところかな。どうだい、少しは現実の裏うら側がわってやつがわかったかい……おや、頭を抱えてしまったね。余よ計けいに混乱してしまったかな。別にいいよ。今はそれでも、そのうち嫌いやでも思い知ることになるだろうからさ。

　さて、そろそろ行くとするか。こっちは忙しい身でね、いつまでもきみにかまっていはいられないんだ。わたしのような親切者に出会えたことをありがたく思いたまえ。暇ひまができたら様よう子すを見に来てやるから、それまでに頭のネジを巻きなおしておくがいいよ。

　ふふん、私が誰かって？　ただの通りすがりの退たい魔ま師し、見てのとおりの黒くろ巫み女こさ。退魔師というのは、アヤカシ関連のトラブルシューターで、その起き源げんは数百年前まえの陰おん陽みよう師じが発ほつ端たんとなり始まったとされ……とと、そんな無む駄だ話をしている暇はないんだよ。

　わたしは今、キリサキ魔を追っている。相手はこちら側の存在だ。きみもせいぜい気をつけたまえよ。ああ、そこに転がってる死体は放っといていい。あとで処理しておくよ。どこか別の場所で発見されるように。だから、きみも今日きようのところは帰るといい」

　延々と独ひとり舞台を演じた黒巫女は、ガラスのない窓まど枠わくに向かった。夕日が放つ最後の光が遥はる彦ひこの目に飛び込む。まぶしくて見えない中で、声だけが響ひびく。

「グッドラック。きみの余よ生せいに、不ふ吉きつな幸運を」

　そして忽こつ然ぜんと消えていた。




　退魔師の黒巫女。結局、名乗らずに終わった。

　この世界の死し角かく。日常の裏に潜ひそむ非ひ日常。アヤカシ。

　今さら疑うわけじゃないが、どうも素直に納なつ得とくできない。こちらの話を聞いてもくれず、説明にしたって情報の丸まる投なげもいいところで、思い返せば思い返すほど、態度や口ぶりは真しん剣けん味みに欠けるというか、人をからかうような皮ひ肉にくな印いん象しようを濃くする。

「ダメだ、頭が回らん」

　ぷすぷすと煙が上りそうな頭を軽く振る。そして視線を下げ駄た箱ばこのほうへ戻してすぐ、大きく目を見開いた。

　いた──見つけた。

　昨日きのう、自分を殺した犯人。キリサキ魔まの少女。腰のラインまで伸びた長ちよう髪はつと手が隠かくれるほどぶかぶかな袖そでのシルエットは記き憶おくに新しい。

「……間違いない、よな」

　自分に確認を取るように呟つぶやいて、改めてその容よう貌ぼうを観察した。

　理り知ち的な面おも立だちはまだあどけなさが残っていて、つぼみが花に変わる最さ中なかのように美しさと愛らしさの狭はざ間まで揺れている。肌はだは色白。透とう明めい感かんがあり、触れたら溶けてしまいそうな清らかさと儚はかなさを覚える。

　悪あく魔まのような所しよ業ぎように反する天てん使しのような美び少女が、そこにいた。

　少女の姿すがたが下げ駄た箱ばこの陰になる。その位置からして一年のようだ。

「どうする、俺おれ」

　見つけられるかもしれないとは思っていたが、実際に見つけたらどうするか、そこまでは考えてなかった。まったくのノープラン。このまま接せつ触しよくを試みるか、出直すか。

　迷っているうちに少女が廊下へ出てきた。視線を伏せ気味に歩いてくる。慌あわてた遥はる彦ひこは自分でも心の準備ができないうちに、とっさに行く手を遮さえぎるように立っていた。

　少女が邪じや魔ま者に気づき、足を止めて物もの憂うげに視線を上げる。可か憐れんな顔は近くで見るとやっぱり可憐だった。が、いかんせん無ぶ愛あい想そうだった。遥彦が死に際ぎわに見た官かん能のう的な微笑からは遠く離れた、陰いん鬱うつな目つき。

　少女は遥彦をいちべつして、そのまま避けて通ろうとする。しかし、踏み出す足が廊下についた瞬しゆん間かん、ぴくりと再さい停止し、恐る恐る二度見みした。

　遥彦は片手を上げ、ぎこちなく挨あい拶さつから入ってみる。

「や、やあ、おはよう。あのぅ……昨日、俺を、殺しませんでした？」

　聞き方がアホすぎた。我ながら呆あきれる。

　相手の反応はと言うと、

「…………」
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　一歩、のみならず二歩、三歩と引かれた。

　驚きよう愕がくが浮かんだのは一いつ瞬しゆん。すぐに表情は険しく、目つきは鋭くなる。

　少女は独ひとり言ごとのように、

「人ひと違ちがい……では、なさそうですね。どういうことでしょう？　手て応ごたえは確かだったはずですが……まあいいです。また斬きり裂さけばいいだけの話」

　キチキチと音がして、少女のもとからふわりと波は紋もんが広がる。風ではない。気け配はいとでも言うべきものだ。それがよぎった途と端たん、遥彦は昨日あのビルに入ったときに感じた嫌いやな予よ感かん的なものを、確かな実じつ感かんとして自覚した。

　今、一いつ線せんを越えた──越えさせられた。

　刹せつ那な後ご、少女は滑すべるような動きで素早くふところに忍しのび入る。びっくりして反応しきれない遥はる彦ひこの胸に、昨日きのうの再現のように、無む駄だなく躊ちゆう躇ちよなく抵抗なく、刃やいばがブスリ。

（マ、マジかよ……こんな、人ひと目めがある中で）

　ところが、だ。

　下げ駄た箱ばこ前を行き交う生徒の流れに、乱れはなかった。目の前で起きている殺人行こう為いに、誰だれも見向きもしない。すぐ横を三人組の女子がおしゃべりしながら自然と通りすぎていく。

　まるで見えていないかのようだ。

「……なるほど」合が点てんがいった。「これが暗あん黙もくの領りよう域いき……魔ま境きようってやつか」

　平へい然ぜんと言葉を吐く遥彦の姿すがたを前に、少女が呆あつ気けにとられる。純じゆん粋すいに不ふ思し議ぎそうに、きょとんと首を斜めにかしげた。どうして死なないの、と顔に疑問が書いてある。

　とりあえず刺さっているものを抜いてほしい遥彦が伸ばした手が、少女の手に触れた。少女は静せい電気でも走ったように小さく震え、刺さったままの得え物ものを手放して飛び退のく。動どう揺よう、そして警けい戒かい。まるで怯おびえた小しよう動物のように身をすくめる。この場面だけを切り取れば、遥彦のほうが凶きよう悪あく犯はんに映ること間違いない。

　そこにチャイムが鳴り渡った。急ぎ足で教室に向かう生徒たち。その中で、遥彦と少女のもとだけ空間が切り離されているように無む視しされる。

　チャイムが鳴り終わったとき、下げ駄た箱ばこ前には二人だけになっていた。

　遥はる彦ひこは自分に刺さった凶きよう器きを抜く。何の変へん哲てつもない、小学生が手にしていても不ふ思し議ぎじゃないカッターナイフ。刃は物ものは刃物だが、こんなもろい刃はでよく人を刺したり斬きったりできるものだ。そんな緊きん張ちよう感かんのないことを思うぐらいの余よ裕ゆうは取り戻してカッターの刃をキチキチしまっていると、「どうして？」と少女がか細い声で問うた。遥彦は自じ虐ぎやく的に肩をすくめた。

「不ふ死じ身みってやつらしい。自分でも信じがたいけど、ご覧らんのとおりで」

　胸の刺し傷は出血する間もなく消えていた。制服に小さな切れ目ができただけ。

　遥彦はカッターナイフの持ち手のほうを少女へ差し出した。

「ちょっと話さないか？　あ、俺おれは、伊い佐さ見み遥彦。二年四組」

　同じ学校内だし、名前もクラスも隠かくしたってすぐわかるだろうから簡単に名乗った。少女もそう判断したのか、おずおずとカッターを受け取って答えた。

「一年三組……三み日か月づき彼方かなた……です」

　ふっと張り詰めていた空気が解かれた。

　手て品じなのような手つきでカッターを袖そで下したに引っ込めた三日月は、しかし警けい戒かい心しんまでは解かずに要よう注意の視線を向けてくる。立ち去りはしないので、対たい話わに応じる気はあるようだ。

「場所を変えよう。屋上でいいかな？」

　三日月は黙だまってうなずく。遥彦があえて無む防ぼう備びに背中を見せて歩きだすと、足音も立てずに四、五メートルの距離をとってついてきた。

　はてさて、どうしたものか。遥彦は困った。こっちから誘っておいてなんだが、こんな展開は予想外がいもいいところ。自分を殺した相手と改めて話をすることになるとは。三日月のほうにしても、それは同じだろうけど。

　まあいい。ここまで来たらケセラセラ。なるようになれだ。




　フェンスの張られた屋上には人工の庭園が築かれている。ベンチも設置されており、昼休みはランチをする生徒でにぎわう人気スポットだ。ホームルーム中の今は誰だれもいない。

「それで？　お話とは？」

　倦けん怠たい感かんを隠かくさない声に背中をつつかれ、遥彦は振り返った。

　三日月彼方はつんとすました横よこ顔がおを向けている。キチキチキチ、キチキチキチ、と音がするので出で所どころを探ると、右手の袖そで口ぐちでカッターの刃は先さきが見えたり隠れたりしていた。

「お気になさらず。ただの癖くせですから。無む闇やみに襲おそったりしませんよ」

　その言葉が嘘うそでないことを祈ろう。祈ってどうなるものでもないが。

　遥彦は言葉を探した。

「きみも、その、あれ……ジンガイってやつなのか？」

「今さら聞くまでもないでしょう。前まえ置おきはいいですから本ほん題だいをどうぞ。私はマジメな子で通っているんです。ホームルームに続いて授業にまで遅れるわけにはいきません」

　鼻につく言いい草ぐさだった。どうやら性格は見た目ほどよくないらしい。

「俺おれは昨日きのう、きみに殺されて、ジンガイになったんだ」

「それはそれはご愁しゆう傷しよう様さまでした」三み日か月づきは流し目め線せん。「でも、そのわりにはずいぶん落ち着いていらっしゃいますね。それに、昨日の今日きようなのに、どうして魔ま境きようやジンガイのことを？」

「落ち着いてなんかないさ。昨日からずっと混乱しっぱなしで、頭の中ぐちゃぐちゃで、まともにものが考えられなくて、もう疲れたってだけだ。はぁ……魔境とかジンガイのことは、教えてもらったんだよ。退たい魔ま師しの黒くろ巫み女ことかいうやつに」

「退魔師……ふーん……」

　キチキチキチ。三日月はぶつぶつ言いながらカッターをいじる。

「俺みたいに死んでから生き返ったやつは、黄よ泉み人びとっていうらしい」

「ヨミビト？　初めて聞きますね。何に憑つかれたんです？」

「何に……わからない。その話はしなかった。でも、黄泉返がえって不ふ死じ身みになって、痛みも感じなくなった。傷はすぐ治る。不ふ老ろう不ふ死しと違って、魂たましいの寿じゆ命みようが尽きると死ぬらしいけど」

「不死身……寿命以外では死なない……殺しても、殺せない、か……」

　三日月はまたカッターをいじりながらぶつぶつ。

　遥はる彦ひこはこめかみを押さえた。俺はなんだって自分のことばかり話しているのか。誰だれかに話したい。打ち明けたい。聞いてもらいたい。そんな気持ちが先走ったのだろうか。だからって自分を殺した相手に話すことはないだろうに。

　かぶりを振って気を取り直す。

「そっちはどうなんだ？　何に憑かれてる？」

「ノーコメント。プライベートに関する話はお断りします。ではこれで」

　三日月はぷいっと背を向けた。拒否というより拒きよ絶ぜつに近い。

　ここで帰られても困る。遥彦はとっさに聞いた。

「きみが、キリサキ魔まなんだろ？」

　キチキチキチ。三日月は振り返り、冷たく笑った。

「そうですけど、それが何か？」

　あっさり白はく状じよう。あまりにもあっけなさすぎて、逆に遥彦は面めん食くらう。

「ど、どうして、俺を殺した？」

「口くち封ふうじですよ。まさか魔境に入ってくる人がいるなんて思ってもいませんでしたから、私もびっくりしました。おかげで獲え物ものにも逃げられてしまいましたし」

「エモノ？」

「こっちの話です。あなたには関係ありません。もういいですか？」

「ちょ、ちょっと待てっ。俺のことを口封じで殺したなら、あの女の人は？　どうして殺したりしたんだ？　いったいなんのために」

「あれは私が殺やったんじゃありません」

「……は？」

　開いた口がふさがらない。なぜ、そこで否定に走る。俺おれを殺したことを簡単に認めておきながら、なんでその一点をとぼけるのか。からかってるのか？

「時間の無む駄だですね。教室に戻ります」

　三み日か月づきはさも迷めい惑わくそうに言って立ち去ろうとする。遥はる彦ひこはここにきてようやく怒りと呼べるものを感じ、ムキになって追いかけた。

　華きや奢しやな肩をつかみかけた、そのとき。

　ひゅん、と吹き抜ける一いち陣じんの風。

　直後、遥彦の手首から先が、無む造ぞう作さに落下した。

「…………？」

　突然のことに声も出ない。ただただ呆ぼう然ぜんと途と切ぎれた手首と落ちた手を見る。きれいすっぱり切せつ断だんされている。痛みがないのは今さらだが、出しゆつ血けつがないことに驚く。

　昨日きのうの夜中、夢と現実の狭はざ間まで、遥彦は自分で自分を傷つけて不ふ死じ身みを試した。どれだけ傷をつけても痛みはなく、痕あとも残さず治っていたが、血が流れないわけではなかった。

　しかし今、一いつ滴てきの血も流れない。

　棒ぼう立だちの遥彦を三日月が見返る。

「血が出ないようにやりました。屋上を血まみれにしたら、あとが面めん倒どうですからね」

　いや、そもそもどうやって手首を落としたというのか。三日月の仕し業わざであるのは間違いないようだが、カッターは使わなかった。というか、なんの動どう作さもなかったぞ。

「身の上がばれて困るのはお互い様。沈ちん黙もくを守ることに異い論ろんはないでしょう。私はこれ以上あなたに何をする気もありませんから、そちらも私に干かん渉しようしないでください。ここで話したことはすべて忘れてください。今後は声をかけないでください。視し界かいに入らないでください。名前も顔も知らない。会ったこともない。そういうことでお願いします」

　一方的に話をまとめた三日月は、肩で風を切るようにさっそうとドアへ向かう。

　遥彦はもう追いかけることはせず──できず、悪あがきのように声を飛ばした。

「まだ続けるのかよ。これからも殺すつもりなのか？」

「その必要があれば」

　三日月は背中で答え、ドアを開けて校舎に入り、体からだ半分だけ振り返った。そして不ふ意い打うちのように、にっこり。虫も殺せなさそうな清せい純じゆんな微笑ほほえみを浮かべると、人ひと差さし指ゆびを立てて薄うす桃もも色いろの唇くちびるに添える。会話の内容とはかけ離れたチャーミングな仕し草ぐさだった。

「くれぐれもヒミツは守ってくださいね。でないと……」

　最後まで言うことなく、勝かつ手てに閉じていくドアの向こうに笑顔が消える。

　残された遥はる彦ひこはがっくりとうなだれた。足あし元もとの手を拾って合わせる。あまりにもきれいに切断されていたため、吸いつくようにくっついた。すぐに傷きず痕あとも消え、感覚も戻る。

　三み日か月づきの脅おどし同どう然ぜんの提案に屈するわけではないが、これ以上関かかわらないほうが身のために思えた。なんせ相手はキリサキ魔ま。自分を殺した相手だ。犯はん行こうを阻そ止しするべきだ、と当然の道どう徳とく心を抱かないわけじゃないが、俺おれがそれをやる必要はないだろうとも思う。

「あの黒くろ巫み女こってやつに任せればいっか」

　また会いに来るって言ってたし、そのときに三日月のことを教えてやれば、あとは向こうでなんとかしてくれるだろう。

「自分のことだってままならないんだ。頭ん中カオスだし、そんな余よ裕ゆうねーし」

　言い訳わけがましい独ひとり言ごとで、自分を納なつ得とくさせる。

「キャパ超えてるっつーの」

　今度は愚ぐ痴ちのように呟つぶやいて、フェンスにぐったり寄りかかった。




　鬱うつ々うつとしたまま午前が流れ、昼休み。教室で御み木き本もとと一いつ緒しよに弁べん当とう箱ばこを広げ、昼食。御木本の振りまく話題に適当に相あい槌づちを入れつつ聞き流しつつ、黙もく々もくと箸はしと口を動かす。

　御木本が白はく米まいをかきこんで会話が途と切ぎれたところ、ふと思って聞いてみた。

「卓たく郎ろうさ、三日月彼方かなたって知ってるか？　一年の子なんだけど」

　御木本はもぐもぐしながら激しく首を縦たてに振った。御ご存ぞん知じらしい。こいつは独どく断だんと偏へん見けんで女子をランク付けするのが趣しゆ味みで、他の同どう志したちとも情報を交換し合い、誰だれと誰が付き合っているとか、誰が誰を好きらしいとか、その手の校こう内ない事情に詳しいのだ。

　口の中のものを呑み込むや否や、ニヤリ顔をしてべらべらとしゃべりだした。

「おまえも首っ丈たけの仲間入りか？　三日月彼方。新入生の中でダントツの人気をほこるトリプルＡの逸いつ材ざいだ。清せい楚そで可か憐れんな黒くろ髪かみの乙女おとめ。これぞ正せい統とう派はの美び少女ってやつを久々に見たぜ。他県から越してきたらしくて、完全ノーマークだったのがサプライズを呼んだな。一いち躍やく校内アイドルさ。入学式の日にはもうウワサになってて、始し業ぎよう式しきの日には告こく白はくが殺さつ到とう。おまえが休んでいるあいだに、ざっと五十人は告こくってたな。今のところ全ぜん滅めつしてっけど」

　けっこうな人にん気きらしい。遥彦は新年度早そう々そう、風か邪ぜで数日ダウンしていたので、そんなことになっていたとは初はつ耳みみだった。ちなみに始業式の翌よく日じつが十七歳さいの誕生日で、寝ね正月ならぬ寝誕生日だった。

　それはともかく、校内アイドルって……確かに見た目は反則的に可愛かわいいけどな、あれは化ばけの皮をかぶっているにすぎないぞ。正しよう体たいはキリサキ魔まだぞ。

「ただ性格に難なんありだな。とにかく無ぶ愛あい想そうでよ、なんとかフィールド全ぜん開かいって感じで、クラスでも浮いてるんだと。そもそも打ち解ける気がないらしい。それでもあのルックスだから言い寄る男は数かず知しれず、恋の花が咲いては散る毎日さ。誰がモノにできるか見み物ものだけどよ、俺の勘かんじゃ、あの子、誰だれともくっつく気ないな。心に決めてる相手がいるのか、もっと年とし上うえじゃないと対たい象しようにならないのか、はたまた男に興きよう味みがないのか……」

「ねーねー、なんの話？　どうせまたろくでもないことでしょ」

　突とつ如じよ乱らん入にゆうしてきたのは、ポニーテール野の々の原はら。空あいていた隣となりの席の椅い子すを拝はい借しやくして横につくと、首を伸ばして遥はる彦ひこが箸はしに持っていたウインナーをぱくっとさらった。軽く睨にらむと、屈くつ託たくない笑顔が返ってくる。御み木き本もとがどさくさにまぎれて卵焼きをさらい、言った。

「ろくでもないこと前ぜん提ていなのかよ、俺おれたちは」

「いーから、なんの話？　蹴けられたくなかったらあたしも混ぜなさい」

「今回は恋のお悩み相談だ。一年の三み日か月づきって子のことでな」

　野々原も知っているらしく、「ああ、あの子」とすぐにうなずいた。

「すっごい人気だよねー。さっきも中庭で三人から同時に告こく白はくされてるとこ見ちゃった。瞬しゆん殺さつだったけど……んでんで？　あの子がどうしたの？　恋って？」

「これまで色いろ恋こい沙ざ汰たに縁えんのなかったこちらの大たい将しようが、ついにハートを射い抜ぬかれたらしい」

　御木本が箸で遥彦を指す。野々原は狐きつねにつままれたようにぽかんとなり、「へー」とだけ言って返した。そこまで意い外がいに思われるのも、なんだか複雑だが。

「違うって」遥彦は首を振る。「そういうのじゃない」

「悪いことは言わん」御木本は聞いちゃいない。「あれはやめとけ。泣きを見るだけだ。万まんが一いちうまくいっても学校中の男子を敵に回すことになる。とても生きてはいけんぞ」

「だから違うって」

「あ、あの……」

　と、話途と中ちゆう、ほっそりしたソプラノが降ってくる。

「歩あゆ実みちゃん、ちょっと、いいかな？　い、伊い佐さ見みくんと、み、御木本くんも」

　三人は同時に首をもたげた。声の主ぬしは、学級委員長の瀬せ里り沢ざわ道みち流る。品ひん行こう方ほう正せいで勉強もできるザ・優ゆう等とう生せいだが、見た目がこの上なく地じ味みである。スカートは長く、前まえ髪がみがまた目を覆おおってしまうほど長い。その隠かくされた素す顔がおの一方で、どうにも隠しきれない突き出た胸の存在感かんはあまりにも強きよう烈れつにして鮮せん烈れつ。いや、もはや爆ばく裂れつだ。

「おーす、道流」野々原がからりと笑った。「なになに、どしたー？」

「えと、あの、三人とも、ノートの提出、まだで……その、ひ、昼休み中に……」

「だああああーっ！」

　野々原がいきなり吠ほえた。瀬里沢が身をすくませる。

「数学のやつ忘れてたっ。遥彦、写さしてっ、速そつ攻こうっ！」

「いや、俺もすっかり忘れてた」

「じゃあ、卓たく郎ろう……は、ダメか」

「おいおい、聞く前からあきらめてんじゃねーよ」

「え、もしかして、やってあるの？」

「フッ、まさか。俺おれは世界一ノートを大事にする男だぜ。当然、白く美しいままさ」

「道みち流るぅ、助けてぇ。あたしには道流しかいないよぉ。助けてくれなきゃ揉もんじゃうぞぉ」

　野の々の原はらは御み木き本もとを無む視しし、瀬せ里り沢ざわの胸に顔をうずめてすがる。その手はすでに行為に及んでいて、「わわわ、わかった、わかったからぁ」と悲鳴同どう然ぜんの了りよう解かい返事を上げさせた。

　瀬里沢はすぐに自分のノートを持ってきてくれた。三人はありがたやありがたやと委員長を拝おがみ、飢うえたジャッカルのように与えられたノートに食いつく。

　ノートを写しながら遥はる彦ひこは、この何の変へん哲てつもない日常から紙かみ一ひと重えのところにキリサキ魔まがいる事実に、ひりつくような不安を感じずにはいられなかった。それをきっかけに脳のう裏りをよぎる殺さつ戮りくシーン。その最後に待っている艶あでやかで淫みだらな微笑。

　気づけば不安も何もかも二の次になって、あの一いっ瞬しゆんに囚とらわれている。




　放課後ご、御木本の遊びの誘いを断り、下げ駄た箱ばこに直行した。すでに一年生の姿すがたもある。三み日か月づきはもう帰っただろうか。その姿を見つけたいような見つけたくないような、どっちつかずの心ここ地ちで見渡しながら靴くつを履はいていると、正門に向かう生徒の流れの中に、見み覚おぼえのある後うしろ姿を見つけた。むしろ目が吸い寄せられた。

　三日月だ。一人ではない。何人もの男子に囲まれている。遊びに誘われたり交際を申し込まれたりしているのだろう。表情は見えないが、背中には排はい他た的オーラが漂っている。

　ふと立ち止まると、なにやら発言したらしく、直後に男子がいっせいに意気消しよう沈ちん。しぼんだ彼らをその場に捨て去り、三日月は淡たん々たんと正門を抜けて行く。

　なるほど、咲いては散る毎日か。でも、みんな命いのち拾びろいしたぞ。

「キリサキ魔なんかと付き合ったら、命がいくつあっても足りないって」

　皮ひ肉にくな光こう景けいを横よこ目めに、遥彦も正門から出た。

　学校の前を流れる常とこ瀬せ川がわに沿った土ど手て道みちを、三日月は東へ行く。

　川の向こう、街の北には、小高い丘に古めかしい住宅街が広がっている。南の駅周まわりで再さい開発が進み、その一帯がニュータウンと称されたのを受け、川を挟んで北側はオールドタウンと揶や揄ゆされるようになった。

　三日月は橋の手前で南に折れ、アーケード街に入っていく。駅前まで続く商店通り。ちょうど買い物客きやくがひしめくピークの時間。人通りが増す。

　キチキチキチ、キチキチキチ、キチキチキチ。

　不ふ意いに、カッターの刃はを出し入れする音が聞こえた──気がした。距離や喧けん騒そうを考えれば耳に届くはずがない。空そら耳みみだ。だが魔ま境きようがある以上、三日月がその気になれば今この瞬しゆん間かんにでも刃が振るわれておかしくないわけで。そう考えると冷ひや汗あせものだった。

「で……あとなんかつけてどうすんだ、俺」

　こうして見張っていれば、三み日か月づきが犯はん行こうに及ぼうとしたとき止めに入ることができる。なんてもっともらしい理由はあとから取ってつけたものにすぎない。教室を出たときは尾び行こうする気なんてさらさらなかった。屋上で出した結けつ論ろん通どおり、下へ手たに関わらないほうがマシだと思っていた。今も思っている。三日月が自分の帰り道と同じ方向に向かうからあとを追う形になったにすぎない。で、いつもなら橋を渡って帰き宅たくするところ、そのままなんとなく尾行になった。

　下げ駄た箱ばこでつい三日月の姿すがたを捜してしまったように、今もつい追いかけてしまっている。

　考えるより先にってやつだ。

「あんな目に遭あっておきながら、どういう心しん理りなんだか」

　我ながら理解に苦しみ、自分を嘲あざけり笑った。

　三日月が横よこ道みちにそれたのを見て、小こ走ばしりで追う。

　陰からそっと通りを覗のぞくと、そこは行き止まり。

　薄うす暗ぐらい袋ふくろ小路こうじ。人ひと影かげはなし……三日月もいない。

　目を疑った遥はる彦ひこは慌あわてて中に駆かけ込む。身を隠かくせるような場所はないのだが。

「……どこに行った？」

「さあ、どこでしょう」

　声は真ま後うしろ。唐とう突とつに気け配はい。

　振り返るより先に足を払われ、身体からだが浮く。景色けしきが逆さまになり、背中に衝しよう撃げき。受身も取れず大だいの字じに倒れた遥彦の目と鼻の先に、カッターの刃はがキチキチと突きつけられた。

　馬乗りになった三日月が、呪のろうような目つきで見下ろす。

「言ったはずですよ。干かん渉しようしないでください、と」

「そ、そっちが勝かつ手てに言ったんだろ」

「物もの分わかりの悪い人は嫌きらいです。しつこいストーカーさんはもっと嫌いです」

「だ、だったらキリサキ魔まをやめろ。じゃなきゃこれからも付きまとうぞ」

　追い込まれてヤケ気ぎ味みに言い放つ遥彦の顔を、三日月は遠えん慮りよなく切りつけてきた。

「この有あり様さまでよくそんな態度に出れますね。不ふ死じ身みだから無む茶ちやできるんでしょうけど、それだけじゃ私は止められませんよ。殺せなくても無む力りよく化かはできます。手足を落とされて、それでもまだ追いかけてこれますか？　それに、私がその気になれば、あなたは指ゆび一本触ふれることはできない。そのことは今け朝さ、その身を持って教えてあげたはずですけど？」

「……ッ」何も言い返せない。

　出しゆつ血けつしないように切れると言っていたが、あえてそうしないのか、遥彦の顔はすぐに血まみれになった。傷が治ったところをすかさずカッターが走り、新しい傷をつける。

　途と中ちゆうから、三日月は愉たのしそうな笑えみを浮かべだした。興こう奮ふんで頬ほおが紅こう潮ちようし、瑠る璃り目めは危うい光を宿しながら、とろんと酔よいしれる。官かん能のう的な吐と息いきまで漏もらし、妙みように艶つやっぽい雰ふん囲い気きをかもしだす。それは遥彦が死の間ま際ぎわに見た、あのときのものと同じだった。

　まるで刃は物ものを振るうことで快かい楽らくを得ているような淫みだらな姿すがた。遥はる彦ひこは魂たましいをなでられるようなぞくぞく感に襲おそわれ、切りつけられながらも目を離せない。

「屋上でも言ったはずです。私はキリサキ魔まをやめるつもりはありません。この程てい度どの妨ぼう害がいは無む意味です。私を止めたいなら方法はひとつしかありませんよ」

「ひとつ……それは？」

　三み日か月づきは不ふ意いに屈かがみ込んで、恍こう惚こつの表情を近づけた。左手で髪かみをかき上げる。何本か唇くちびるにかかったまま、ろうそくの火をそっと吹き消すようにささやく。

「私を殺すことです」

「な……そんなこと」

「できないなら、目を瞑つむって、耳をふさいで、口を閉ざして、いい子にしてるんですね」

　カッターが一いっ閃せん。遥彦の両目が裂さけ、視し界かいが真まっ赤かに染そまった。

　キチキチと刃はをしまう音。三日月が立ち上がる。

「今度こそ、さよならでお願いします。ああそれと、顔が血まみれですから、ここを出る前に拭ふいたほうがいいですよ。ティッシュ置いておきますから、どうぞ使ってください」

「ま、待てっ、おい、待てってっ！」

　応答なし。すぐに目は治ったが、そのときにはもう三日月の姿はなかった。

　傍そばに転がるポケットティッシュ。不ふ服ふくながらもそれを使う。まぶたの裏うらには三日月の淫らな様さまが焼きついている。残ざん像ぞうを振り払うように首を振る。

「……ダメだな。不ふ死じ身みでも敵かなわない」

　別にそんなつもりはなかったけど、自分の手には負えないと改めて思った。言われたとおり無む関心に徹したほうが楽かもしれん。目を瞑り、耳をふさぎ、口を閉じて……。

　建物に切り取られた狭い夕空を仰ぎ、とぼとぼと商店街に引き返す。

　キチキチキチ、キチキチキチ、キチキチキチ。

　人ひと混ごみにまぎれた途と端たん、あの音が嘲あざ笑わらうように聞こえた──気がした。

　ハッと顔を上げてキリサキ魔の姿を捜すが、いるはずもない。わかっている。幻げん聴ちようにすぎないことは。でも、耳にこびりついて離れない。

　誰だれかがどこかで三日月のカッターナイフの餌え食じきになっているかもしれない。そして自分はキリサキ魔の正しよう体たいを知りながら手をこまねいている。その心労。不ふ甲が斐いなさ。後ろめたさ。そうした人並みの感かん性せいからくる精神的負ふ担たんが、あの音を呼ぶ。

　でも、それだけが理由じゃない。

　遥彦自身も気づいていなかった。幻聴を耳にして思わず三日月の姿を捜し求めたとき、不安とはまるで相あい反はんする衝しよう動どうが働いていたことに。




　アーケードを抜けて、橋の手て前まえまで来たときだ。

　河か原わらのほうから、「おーい、遥はる彦ひこー」と聞き覚えのある声が飛んできた。

　ジャージ姿すがたの野の々の原はらが、リードにつないだ犬を連れて小こ走ばしりに土ど手てを上がってくる。ジャージは学校のものではなく市し販はんのもの。横に稲いな妻ずまのようなギザギザラインが入っている。いったん帰って犬の散歩をしていたのだろう。

「帰き宅たく部ぶがこんな時間まで何してんのさ。もしかしてデート？」

「そう、ロンリーデート」

　遥彦はしゃがんで犬の頭を撫なでた。垂れ耳が揺れる。

「よ、うらら。久しぶり」

　野々原の愛犬うららのことは子犬の頃から知っている。品ひん種しゆはなんだったか忘れたが、ふさふさの銀ぎん毛げは触り心地ごこちがよく、どことなく品の良さを感じさせる。よくペットは飼い主ぬしに似るというが、主人とは似ても似つかない、おとなしくて賢かしこいやつである。

　野々原と一いっ緒しよに橋を渡る。うららは主人の左隣どなりにぴったりと付き添い、ひょこひょこと独特のバランスの取り方でついてくる。

　空は暗い藍あい色いろを帯び、手すりの向こうでは太陽が今まさに隠かくれていく。

「あー……のさー、遥彦？」

　野々原が何か聞きたそうに言った。珍めずらしく歯切れが悪い。

「その……昼休みに、言ってたこと、なんだけどー」

「ん？」

「例の、三み日か月づきって子？　その……好き、なわけ？」

　ああ、あの話か。そう言えば、宿題に追われてそのままだったっけ。

「いや、あれは卓たく郎ろうが勝かつ手てに言っただけで、別にそういう気はないんだ。周りが話してるの聞いて、どういう子なんだろうって思っただけで」

　野々原は「ふーん」と言いながら、じっと顔を見てきた。

「なんだよ」

「なんか、まったく無む関心って風ふうにも見えないんだよねー。怪しいですなー」

「なぜそう思う」

「女の勘かんってやつ？」

「おまえに女としての勘が備わっていたとは驚きだ」

「んー？　なんだか足が疼うずくなぁ。何か蹴け飛とばしたい気分かも」

「え、や、あれ？　俺おれ、今なんか言いましたっけ？」

　焦あせって誤ご魔ま化かす遥彦。一歩ずれて射しや程てい圏けんから逃れる。

　横よこ目めで睨にらむ野々原は黙だまったまま橋の中ちゆう腹ふくを越えると、アヒル口の合あい間まからフゥーとため息を吹いて、視線を足あし元もとへ落とした。それ以上さっきの話題に触れてもこなかった。

　野々原の勘とやらは半分だけ当たっている。確かに三日月のことは気になる。でも、それは相手がキリサキ魔まで、殺し殺された間あいだ柄がらだからで、野の々の原はらが勘かんぐっているような色いろ恋こい模も様ようなどではない。断じてない。そんなことがあるわけない。誰だれが自分を殺した相手に好こう意いなんぞ抱くものか。そんなのは異常だ。ありえない。

　我われ知しらずムキになる。自分は被ひ害がい者で向こうは加か害がい者。その事実を確認するように昨日きのうの一件を思い出す。が、回かい想そうは途と中ちゆうを飛ばし、例の淫みだらな様さまだけを鮮せん明めいによみがえらせた。さらに先ほど襲おそわれた際に見た姿すがたとも重なり、そこで心の身動きが取れなくなる。

「じゃ、ここで。バイバイ、また明日あした」

　野々原の声に、ハッと現実へ引き戻された。

　いつの間にか、橋を渡り終えている。

「ああ、また明日」

　とっさに返事をして、その場で別れた。

　野々原はうららを連れ、ポニーテールを揺らしながら、川沿いの道を歩いていく。

　遥はる彦ひこは一人直ちよく進しん。道みち端ばたを歩きながら今しがた想そう像ぞうしていたものを思い返す。どうしてアレばかり思い出してしまうのか。そう自問したとき、不ふ意いにその答えに心当たりがつき、それまで無む意識だった自分の中の何かに触れた。

　思わず足が止まり、ぶるぶると身み震ぶるいを起こす。

「……なんだそりゃ。怖こわいもの見たさってやつか？」

　己おのれの気持ちを誤ご魔ま化かすように苦く笑しようを浮かべ、また歩きだした。

「どうかしてる」




　オールドタウン西にし区く。ゆるやかなカーブを描く坂の上、高台の閑かん静せいな住宅地に、伊い佐さ見み家けはある。小さな庭がついた一戸建ては、このあたりではスタンダード。

　遥彦は部屋着姿で夕食の席にいた。リビングには他に専せん業ぎよう主婦の母親と中学二年の妹。それがいつもの食事風景。父親は二年ほど前から仕事で海外へ単身赴ふ任にんしている。

「どうしたの、遥はるくん。具合でも悪い？」

　食欲なく箸はしの進まない息子むすこを心配し、母親が顔を覗のぞく。おっとりした笑顔に「別に」とそっけなく返した遥彦は、おかずとごはんを無理やり口に運んだ。

　と、隣となりから非ひ難なんするような口ぶりで声が飛ぶ。

「部ぶ活かつも何もしてなけりゃ、お腹なかも減らなくて当然よ。だからって勉強するでもなく、遊んでばっかなんだから、兄にいさんは。そんなんじゃこの先、競争社会を生きてけませんよー？」

　中学生にしては発はつ育いくがよく大人おとなっぽい妹は、駅えき向むこうにある中高一いつ貫かんの名めい門もん女子校に通っていて、水泳部ではエース級の活かつ躍やくをしている。そのせいか勉強やスポーツをはじめ、何かに本ほん気きになったことのない兄に、その楽したがりな気き質しつに、嫌けん悪お感かんを抱いているらしい。

「俺おれは平和主義なの。競争だの勝ち負けだの、上だの下だの……」

　こんなのは言い訳わけにもならないと思いながらも、愚ぐ痴ちるように返してしまう。言葉を重ねれば重ねるほど兄としての威い厳げんが失われていく。それがわかっていても止まらない。

　そうしてうだうだ言っているところ。

　突然、身体からだが浮くような違い和わ感かんに襲おそわれた。

　静かな波は紋もんが漂い、リビングの空気が変わる。

　それは、一いっ線せんを越える、あの気け配はい。

「中ちゆう途と半はん端ぱなのよ、兄にいさんは。少しは向こう上じよう心しんってものを持って──」

　妹に叱しかられ続けていたが、的てき確かくかつ痛いツッコミは耳に入ってこない。

　表面上じようは平へい静せいを装っていても、内ない心しんは突然のことにパニックだった。動くに動けず、椅い子すに座ったまま硬こう直ちよく。

　これは、魔ま境きよう。どうしてここが。まさか……。

　廊下に面したドアが、おもむろに開かれる。遥はる彦ひこは息を呑む。

「…………？」

　直後、張りつめていた全ぜん神しん経けいが、肩すかしを食らった。

　ぽかんと開いた口の塞ふさがらない遥彦の目に映るのは、黒ずくめ。

　自じ称しよう、退たい魔ま師しの黒くろ巫み女こ、だった。

　まるで自分の家のように堂々と台所へ向かう。その姿すがたが視し界かいに入っているはずなのに母親は平へい気きで食事を続ける。妹は何気なく顔を向けたが、やはり気づかずに箸はしを動かす。

　黒巫女は勝かつ手てに冷れい蔵ぞう庫こを物ぶつ色しよくしだした。中からプリンを、食器棚だなからスプーンを取り、引き返してくる。そうしてリビングを出て行くとき、「もらうよ」と気き軽がるに断りを入れた。はっきり発せられたその声にも、母親と妹は気づかない。

　何も見えず。何も聞こえず。すべては暗あん黙もくの領りよう域いきの出来事。

　呆あつ気けに取られているうちに魔境の気け配はいは退ひいた。遥彦は反射的に立ち上がる。勢い余ってテーブルが揺れ、母親と妹が驚く。「ごちそうさま」と早はや口くちに告げて廊下に出ると、上でドアが閉じる音がした。

　階段を駆かけ上がり、二階のいちばん奥、自室のドアを開け放つ。

「ふふふふん、ふっふっふーん♪」

　レベルアップの効果音おんみたいな鼻はな歌うたを吹きながら、黒巫女はベッドであぐらをかき、プリンのふたをめくっていた。遥彦はどんな顔をしたらいいかわからず表情筋きんがひくひくする。

「……なにくつろいでんだよ。勝手に人んちに上がり込んで」

「なんだい、その非ひ難なんの目は。わざわざ様よう子すを見に来てやったというのに」

　とぼけた調子で言ってプリンを頬ほお張ばると、琥こ珀はく色いろの目を満足そうに細め、「ん～」と舌した鼓つづみを打ちながら機き嫌げんよく身体を左右に揺らした。ツインテールが一いつ緒しよに揺れる。

　時代錯さく誤ごもはなはだしい古こ風ふうな和わ装しよう束ぞく。黒巫女と自称するだけあり、正月の神じん社じやで見受けられる巫み女こ装しよう束ぞくにそっくりな、しかし漆しつ黒こくの染そめ物もの衣い装しよう。あえて気き崩くずしているのか、単にだらしないだけなのか、衿えりがはだけていて、まるで脱ぎかけのように肩や胸むな元もとが露ろ出しゆつしている。袴はかまのほうにはスリットが入っており、生なま足あしがちらちら覗のぞく。目のやり場に困る。

　見た目は同おない年どし。背せ丈たけは三み日か月づきと同じぐらいで、顔立ちも同じぐらい見み栄ばえはいい。しかし人を食うような曲くせ者もの感かんがたっぷりで、せっかくの魅み力りよくを大いに損なっていた。

「どうだい？　その後、変わりは？」

「なくもない。むしろいろいろあった」

　突然の来訪に驚かされたが、こうして再び現れてくれたのはありがたい。

「話したいことが山ほどあるんだけど、その前にひとつ聞いてもいいか？」

　黒くろ巫女は口にスプーンを入れたまま「ふふん？」と首をかしげた。
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　遥はる彦ひこは勉強机づくえの椅い子すに腰を下ろす。

「おたく、名前は？」

「ん？　おいおい、恩おん人じんの名を忘れたのか？　途と方ほうに暮れていたきみに親切にアドバイスしてやったのに、まったく薄はく情じようなやつだ。それとも物もの覚おぼえが悪いのか？　アホなのか？」

「あのな、そもそも、お互い自己紹しよう介かいすらしてないだろ」

「言い訳わけがましいやつだ。改めて名乗ってやるから、感かん謝しゃ感激するがいいよ」

　しゃべるだけしゃべって消えたのはそっちだろうに。

　遥はる彦ひこは言い返したいのをぐっと堪こらえる。とりあえず名乗らせよう。

「わたしは不知火しらぬい杏あん奈なという。どうぞよろしく頼まれてやるよ、伊い佐さ見み遥彦とやら」

　完全に上から目め線せんで言って、プリンを食す黒くろ巫み女こ。

「なんで、俺おれの名前を……だいたい家の場所だって、どうやって」

　不知火はスプーンをくわえ、空あいた手をはだけた胸の谷間に入れると、そこから小さな手帳を取りだし、放ってよこした。それは遥彦の生徒手て帳ちようだった。生あったかい。

　いつの間に取られたのか。しかし、これで名前も住所もわかっていた理由がわかった。

　遥彦は状況を整理し、机つくえに肘ひじをつく。

「魔ま境きようを感じたときはキリサキ魔まかと思ってビビッたぞ。おたくもジンガイだったのか」

「わたしは違うよ。でも裏うら世界を渡る者なら、誰だれでも操あやつれて当たり前さ。きみもそのうちできるようになる。自転車の乗り方みたいに感覚的な暗あん黙もく知ちだからね」

「そうかい。ところで、キリサキ魔を追ってるって言ってたよな？」

「ああ、言った……かな？　言ったような気がしないでもないような」

「言ったんだよ」遥彦は嘆たん息そくした。「実を言うと、俺を殺したのも、そのキリサキ魔だ。そのことを話したかったのに、何も聞かずに行っちまうんだもんな。おかげで下げ駄たをあずけたくてもあずけられなくて……だから、自分で確かめるはめになったんだ」

「ほう？　確かめるとは？」

「キリサキ魔の正しよう体たいは、俺と同じ学校の生徒だ。一年の女子で、名前は三み日か月づき彼方かなた」

　どうだ寝耳に水だろ、と驚く顔を予想したが、不知火はまったくのノーリアクション。プリンを平らげ、スプーンをカップに入れて机に置くと、ごろんとベッドに寝そべった。黒くろ袴ばかまのスリットがめくれ、乳にゆう白はく色しよくの太ふと股ももがあらわ。遥彦は思わず目をそらす。

「ほ、本ほん人にんも白はく状じようした。ジンガイだってことも、キリサキ魔だってことも」

「ふーん」気のない返事。「んで？」

「やめろって言ったけど、ダメだった。返り討うちに遭あった」

「で、わたしに泣きつこうってわけかい。軟なん弱じやくだなぁ。そりゃ妹にもコケにされるさ」

「聞いてたのかよ……けど、キリサキ魔を止めるのはそっちの目的なんだろ」

「そうだけどね。でも……違うんだなぁ」

　んにー。不知火は猫ねこのように伸びをする。自由人じんだ。

　さっさと肩の荷を降ろしたい遥彦は、急せかすように聞く。

「違うって何がだよ」

「きみの言うキリサキ魔とわたしが追ってるキリサキ魔は、違う……別ものってことさ。わたしが追ってるほうは、ジンガイではないんだ」

　ジンガイじゃない……アヤカシそのものってことか？

「けど、三日月が自分で認めたんだぞ？　それに昨日きのう、あのビルで人を殺すところを俺は見たし、その口くち封ふうじで殺されたんだ。今日きようだって……」

「なら、それはそれで事実なんだろ。でもね、それとこれとは話が違う。まあ、無む闇やみに言葉を連ねても路ろ頭とうに迷うだけだ。その娘むすめについて話して聞かせろ。きみが見て得た感想なり印いん象しようなり、気づいた点なりおかしな点なり、なんでもいいから言ってみるがいい」

　偉そうに言った不知火しらぬいは両脚あしを振り子にして上じよう半はん身しんを起こす。ツインテールを結ゆっていたゴムを外し、首を振ってくしゃくしゃの髪かみを遊ばせ、また結い直しにかかる。

　遥彦は今け朝さと放課後ごのことを思い出しながら、一部始し終じゆうを話した。下げ駄た箱ばこ前でいきなり刺されたこと。屋上で話したこと。不ふ可か解かいな手首の切せつ断だん。放課後あとをつけたけど、あっさりつかまって報ほう復ふくを受けたこと。そのときの三み日か月づきの異い様ような様さま。

　話し終えたとき、不知火は大あくびをかましていた。ちゃんと聞いてたのかよ。

「ジンガイはね、一種の病気みたいなもんなんだ」

　ビョーキ？　質問はせず、黙だまって耳を貸す。

「アヤカシに憑つかれる人間は、もともと精神を病んでいることが多い。すべてがそうとは言わないが、病的な心ほどアヤカシを惹ひきつけやすいんだ。逆を言えば、アヤカシはそういう偏かたよった心を好んで憑く。憑ひよう依いしたあとどうなるかはアヤカシによる。宿やど主ぬしの心を食い尽くすものもいれば、ただ居い座すわるだけのものもいる」

　不知火は窓を開けて外の空気を入れた。

「そしてジンガイになると、大まかに分けてふたつの症しよう状じようが現れる。ひとつは〝異常性〟。精神的な疾しつ患かんや病的な傾向のことだ。もともと抱えていたものが、アヤカシの憑依によって悪あつ化かしたり表面化かするケースが多い。そしてもうひとつは〝異い能のう力りよく〟。アヤカシの妖よう気きに当てられて人間離ばなれした力を持つようになる。どちらもその中身はアヤカシによりけりだ」

　ひんやりした風がツインテールをなびかせる。

「さて、ここで三日月彼方かなたの異常性と異能力をアナライズしてみよう。彼女にはカッターナイフをいじる癖くせがある。それはただのカッターにすぎないが異常な切れ味を発はつ揮きし、その気になれば得え物ものを使わずしてものを断つこともできる。それも血が出ないように。そして、刃はを振るう行為そのものを、愉たのしんでいるようだった」

　遥彦はうなずき、思い返す。昨日きのう、廃はいビルで殺されたとき、そして今日、袋ふくろ小路こうじで顔を切りつけられたとき見た、淫みだらで艶なまめかしい様。狂きよう気きと欲よく情じようの入り混じった悦えつ楽らく微び笑しようと桃もも色いろ吐と息いき。

　あれはなんて言うか……アブないのと同時に、エロかった。

　そして、あの姿すがたに魅み入いってしまった自分がいる。三日月を尾び行こうしたのは、あれを見たいがためだったのかもしれない。帰りに野の々の原はらと会ったあと、そんな自己診しん断だんが働いた。もちろん本気になどしていない。仮に万まんが一いちそうだとしても、それはいわゆるその、怖こわいもの見たさってやつなんだろう、と自分を納なつ得とくさせた次し第だいだ。

「キリサキシンドローム」

　出し抜けに不知火しらぬいが言う。遥はる彦ひこは視線で疑問符ふを投げた。

「言い換えれば、斬ざん裂れつ症しよう候こう群ぐん。三み日か月づき彼方かなたが抱える異常性はそれだ。刃は物ものとその扱いに対する異常なまでの執しゆう着ちやく・衝しよう動どう・愉ゆ悦えつ……まず間違いないだろう。得え物ものの異常な切れ味や手を触れずにものを切せつ断だんするのは、〝風かざ斬きり〟と呼ばれる異い能のう力りよくだな。いわゆる真しん空くうの刃やいば。それらの異常性と異能力から考えて、憑ついているアヤカシの正しよう体たいは……」

　不知火は一ひと呼吸置おいて告げた。

「〝鎌かま鼬いたち〟──で決まりだね」

「カマイタチ？　それって、気づかないうちに切り傷ができるっていう、あの？」

「そ。一種の自然現げん象しようともされている、あの鎌鼬さ」

　遥彦は妖よう怪かいとして描かれた姿すがたを想そう像ぞうする。小さい頃、絵本か何かで見たやつだ。腕の先が鎌になっている胴どう長ながの小しよう動物。それほど凶きよう悪あくなイメージはないが……。

「危険なのか？」

「いや。鎌鼬自じ体たいは悪戯いたずら好ずきなアヤカシにすぎない。問題があるとすれば人間のほうだ。基本的に鎌鼬は流れもの──通り魔まみたいなものでね、人が『何かを断ち切りたい』と切望する心に惹ひかれて憑く。そして異常性と異能力をもたらし、宿やど主ぬし自身に願いを叶かなえさせる。それは鎌鼬にとってあくまで遊戯あそびの一いつ貫かんにすぎない。何かを断ち切る行為は、その何かに対する当人の意を断つことに通じる。俗ぞくに〝意い断たち〟と呼ばれる心理で、鎌鼬はその意断ちに加か担たんして遊ぶだけだ。だから宿主の思いが果たされれば、自然と離れていく」

　人間のほうに問題がある。その意味はすぐに理解できた。断ち切る対たい象しようが人間なら、もっとも手っ取り早い意断ち手段は、殺人だ。

「どうするんだ？」

「どうするって？」

「止めるんだろ？」

「だから、そのイタチ娘むすめはわたしが追ってるキリサキ魔ではないんだ。前の三人ときみが目もく撃げきして四人目に数えられている被ひ害がい者しやとでは、同じ斬ざん殺さつでも殺さつ傷しよう痕こんが違う。〝風斬り〟によるものじゃない。どうしてわかるか、そこは企き業ぎよう秘ひ密みつだけどね。ふふん」

　考えてみれば、キリサキ魔を追っていた不知火が、廃はいビルで斬殺死し体たいを見て、その犯行を疑わないはずがない。もし可能性があると見ていたら、遥彦に詳しく事情を聞いたはず。だけどあっさり立ち去った。手て口ぐちが違うと見み抜ぬいていたから。

　でも、そうなると三日月のほうに疑問が及ぶ。なぜ三日月は、すべて自分がやったみたいに言ったのだろう……いや、あのビルで起きた件について認めただけで、すべての犯行を認めたわけではなかったっけ……俺おれの早とちりだったのか？　だとしても……。

「この際、別でも関係ないだろ。三日月は現に人を殺してるし、これからもやめるつもりはないって言ってんだ。止めないとまずいし、そのための退たい魔ま師しじゃないのか？」

「そっちにかまってる暇ひまはないよ」不知火しらぬいは面めん倒どうそうに答えた。「今だって地じ獄ごくのように忙しい中、きみの様よう子すを見にきてやってるんだ。この上さらに別件を抱えるなんて無む理りだね。いくらわたしが有ゆう能のうで天てん才さいで博はく識しきで美び少女でも、このナイスバディはひとつしかないのだから」

　美少女とナイスバディは関係ない。しかも自分で言うか。頭の片かた隅すみでツッコミ文もん句くを連ねるが、口に出す気にはなれず、少し感情的になりながら別の文句で食ってかかる。

「放っとくってのかよ。そのあいだに誰だれか殺されたらどうすんだ？」

　不知火は片かた目めを細め、さめざめと流し見た。

「そこまで言うなら、きみが自分でどうにかするがいいさ。わたしの分ぶん析せきのおかげでアヤカシの正しよう体たいと手の内は知れたんだ。対たい処しよのしようはあるだろ。それに、きみは殺されても死なない黄よ泉み人びとだ。いくらでもコンティニューできる。百回殺ころされても一回殺せばそれでいい」

「殺すって、そこまでする必要ないだろ。アヤカシさえ引き離せればそれで──」

　あ。自分で言って自分で気づいた。そうか、他に解決法はあるわけか。

「んじゃ、そーゆーことで」

　不知火は帰ろうとして窓まど枠わくに手をかける。

「お、おい、待ってくれっ」

「何度言われても、わたしは鼬いたちごっこに付き合う気はないよ」

　それは……この際しかたない。あとを任せられたらそれに越したことはなかったが、話を聞くにキリサキ魔まは別にいるみたいだし、それに手の打ちようがあることがわかった。三み日か月づきがどういう理由で動いているのか、本当のところを確かめたい気持ちもある。

「三日月のことはいい。そうじゃなくて、俺おれ自身のことで聞きたいことがある」

「ふふん？　言ってみたまえ。答えてあげなくもないではないよ」

「俺には……何が、憑ついてるんだ？」

　それは今け朝さ、三日月に問われたときから頭の片隅に引っかかり続けていたことだった。

　しかし、不知火からは期待していた回答は得られない。

「ふむ……アヤカシの正体に至るには判はん断だん材料が足りないね。不ふ死じ身みが異い能のう力りよくにあたり、痛つう覚かくの喪そう失しつが異常性にあたる。今のところ言えるのはそれだけだな」

「今のところ……ってことは、まだこれからも何か起こるのか？」

　黒くろ巫み女こは袴はかまが風でひるがえるのにもかまわず、琥こ珀はく色いろの目を細めた。

「黄泉人の異常性は、〝喪そう失しつ〟。死という最大の喪失を逃れた代だい償しように、命とは別の何かを失うんだ。生きながら死んでいく──デッド・アンド・アライブ。きみはこの先、痛覚とは別の何かを失うことになる……かもしれない。それがなんなのか、どれだけ失えば歯は止どめがかかるのか、わたしにも確かなことは言えない。わたしにわからないことは誰だれにもわからないよ」

　喪失──あまりにも漠ばく然ぜんとしていて、どう受け止めればいいのかわからない。漠然としているからこそ、不安が恐きよう怖ふを象かたどらずにすんでいるのかもしれないが、しかし不安は不安だ。

「なあ……俺おれ、人間に戻れるのか？」

「無む理りだね」

　切実な問いかけは、ギロチンのごとく無む惨ざんに一いっ蹴しゆうされた。

「可能性はゼロ。一％の希望もない。小しよう数すう点てん以下を期待しても無む駄だだ。完かん膚ぷなきまでにゼロだよ。昨日きのうも言ったろ。きみの命はアヤカシに依い存ぞんしている。そのアヤカシがいなくなれば、ただの屍しかばねに還かえるしかない。ある意い味み人間に戻れはするが、そこでジ・エンドだ」

　ヒトとしては生きられない。ジンガイとして生きるしかない。アヤカシに依存し、異常を抱えたまま。そのことが今後にどう影えい響きようしてくるか、遥はる彦ひこには想そう像ぞうもつかなかった。

「……そうか」それ以上言こと葉ばにならない。

　心が麻ま痺ひしたように、気持ちが追いついてこない。

「もういいかな？　これ以上は延長料金をいただくよ？」

「ああ、悪い……今日きようはサンキュー。来てくれて助かったよ」

　礼を言うと、不知火しらぬいはまんざらでもなさそうに目を細めた。

「ふふん、次は夜よ這ばいに来てやるよ。それまでグッドラック。不ふ吉きつな幸運を」

　夜這いはよせ。不吉も余よ計けいだ。

　遥彦がツッコミを返す間もなく、不知火は二階窓まどから飛び降りた。すぐに窓まど辺べによって外を見たが、漆しつ黒こくの姿すがたはどこにも見当たらない。神しん出しゆつ鬼き没ぼつなやつだ。

　窓とカーテンを閉め、ベッドに寝ね転ころぶ。

　人間には戻れない。そのことを改めて考えてみたが、麻ま痺ひした心では具体的な感情も感想も抱けなかった。不ふ死じ身みと化し、寿じゆ命みよう以外で死を恐れることはなくなったが、引き換えに何かを失っていく。その得え体たいの知れない不吉な影は、この先ずっとつきまとう。

　黄よ泉み人びとの異常性。生と死の同どう時じ進行。俺はこれから何を失うのだろう？

「……今は、考えてもしょうがない」

　そうだ。まずは当面の危き険けん人物をどうにかしないと。

　不知火の分ぶん析せきによれば、鎌かま鼬いたち……意い断たち……その想いに惹ひかれて憑つき、願いが果たされれば離れる……とくれば、アプローチすべきは、ただ一点。

　三み日か月づき彼方かなたは、何を断ち切りたいのか。




　翌よく日じつ、普通に登校して、三日月と顔を合わせることなく過ごした。

　昨さく晩ばんはいろいろ考えつめたせいで二日続けての徹てつ夜や。それでも眠ねむ気けに襲おそわれることなく午前の授業をこなす。それだけ三日月の存在が緊きん張ちようを呼んでいるということか。何をされても痛くないし、死なない身ではあるけども、度ど胸きようはまた別べつ物ものだ。

　放課後ごになると昨日と同じく御み木き本もとの遊びの誘いを断り、一いつ直線に下げ駄た箱ばこへ向かった。昨日と同じく下げ校こうする生徒の中に三日月の背中を発見。昨日と同じく（メンバーは違うが）男子に囲まれていて、昨日きのうと同じく三み日か月づきは彼らを散らし、一人で正門を抜けていく。

　昨日と違って遥はる彦ひこは堂どう々どうとストーキングした。ほんの四、五メートルの距離を置いて、あからさまにあとをつける。

　当然、三日月はすぐに気づいた。鋭く振り返り、目で殺す勢いで睨にらんでくる。

「…………、…………、…………」

　何も言わず。代わりにスズメバチが巣に近づく外がい敵てきに向けて発する警けい告こく音おんのように、キチキチキチ、キチキチキチ、キチキチキチ、とぶかぶかな袖そでの中でカッターを鳴らす。背後にメラメラと黒いオーラが顕けん現げんしそうな凄すごみがあった。

　睨にらみ合いの末、ぷいっと背を向け、足早に歩いていく。遥彦はついていく。

　三日月が途と中ちゆうでペースを上げれば、遥彦もそれに合わせた。

　昨日と同じルート。土ど手てを行き、橋の手て前まえで道を折れる。商店街のアーケードに入ったところで三日月がさらにペースアップ。雑ざつ踏とうの中、早足で器き用ように人の波を避けていく。

　と、急に三日月が足を止めた。遥彦も止まった。が、それはフェイント。すかさず三日月はダッシュ。横よこ道みちに入る。遥彦は慌あわてて追う。三日月の背中が通路を駆かけ抜け、その先の裏うら通どおりに出る。遥彦も遅れて飛びだす。

　途と端たん、足が払われ、世界が反はん転てん。

　背中に衝しよう撃げき。昨日と同じく大の字でダウン。

「……しつこいにもほどがありますよ、死に損ぞこないさん」

　そして昨日と同じく馬乗りになった三日月が、殺さつ気き満々で刃はをかざした。

「人を怒らせて楽しいですか？　それともまた虐いじめてほしいんですか？」

　近くに人はいない。ちょうどいい。遥彦は一ひと言ことで切り返した。

「鎌かま鼬いたち」

　ぴくん、と三日月が反応。

「きみに憑ついてるアヤカシ……鎌鼬だろ？」

「……それが何か？」

　否定せず。不知火しらぬいの洞どう察さつは正しかったようだ。

「もう一度、話がしたい。聞いてくれたら、もう付きまとわないって約束する」

　瑠る璃り目めが暗く睨み下ろす。遥彦は黙だまって見返した。視線はそらさない。

　睨めっこの末、キチキチとカッターの刃はをおさめ、三日月は上から降りた。

「これっきりですからね」

　遥彦はふぅーと緊きん張ちようから脱して立ち、ズボンのほこりを払う。

　と、そこに、ぐぅぅ～、となんとも場ば違ちがいなゆるゆるな音が。

　発生源げんは三日月のお腹なかと見た。

「さ、さっさと用件をすませてくださいっ」

　すまし顔でふるまっていたが、声が微び妙みように慌あわてている。腹の虫が鳴いて恥はずかしがるなんて人ひと並なみの感かん性せいがちゃんとあるらしい。初めて、殺さつ人じん鬼きではなく普通の女の子として見ることができて、妙にホッとさせられた遥はる彦ひこは、聞こえなかったフリをして言った。

「なんか食いながらでいいか？　小こ腹ばらが空すいたもんで。話を聞いてくれる礼に奢おごるから」

「ま、まあ、別に？　いいですよ？　そちらがそうおっしゃるなら、奢られてあげても」

　三み日か月づきは涼すずしく応おう対たい。ばれてないと思っているようだ。

　遥彦は微び苦く笑しようを隠かくして先を歩き、アーケードに戻った。三日月は用心深ぶかくついてくる。

「タイヤキとタコヤキ、どっちがいい？」

「どちらでもお好きに。個人的には、甘い物が食べたい気分ですけど……」

　と言うのでタイヤキ屋に寄った。遥彦はつぶあん。三日月はカスタード。傍そばの自じ販はん機きでペットボトルのお茶を二本購こう入にゆう。近くに座れるところがなく、人通りも多かったので、場所を移すことに。

「いい場所があります。ついてきてください。はい、カバン持って」

　三日月が前を行く。遥彦はそれに続く。さらさらな長ちよう髪はつがはずむ背を、すべての荷物をもたされて追つい従じゆうする姿すがたは、まるでお姫ひめ様に付き添う従じゆう者しやのようだった。




　三日月先せん導どうでやってきたのは、遥彦が襲おそわれた廃はいビルのある路ろ地じ裏うらの一いつ角かく。このあたりは再さい開発で取り壊こわしを待つ廃はい墟きよが並んでいるが、その再開発計画の遅れで取り壊しからも取り残され、ゴーストタウン同どう然ぜんとなっている。

　もともと日当たりの悪い一帯だが、黄昏たそがれ時どきになってさらに薄うす暗ぐらく、冷え冷えとしていた。

　三日月は路地の角に建つ雑ざつ居きよビルの外そと階段を上がっていく。四階に着いたところで階段に腰かけた。そこからは眼がん下かに路地裏を見渡せた。

　遥彦は荷物を置いて隣となりに座る。タイヤキとペット茶を渡す。

　三日月は「いただきます」と小さな口で頭からタイヤキを頬ほお張ばった。すまし顔が自然とほころぶ。その瞬しゆん間かんは無む邪じや気きで年とし相そう応おう──むしろ子供っぽく感じられた。

　そんな顔もするんだな、と微笑ほほえましく思う一方、カッターを振り回すときとのギャップの激しさに眩暈めまいを起こしそうになりながら、遥彦はタイヤキを尻尾しつぽからかじる。自分を殺した相手と並んでおやつしているこの状況に、また眩暈を起こしそうだ。

　三日月が半分も食べないうちに食べ終えたので、先に話に入らせてもらった。

「昨日きのう、例の黒くろ巫み女こと会って話した。それで、いくつかわかったことがある。さっき鎌かま鼬いたちを言い当てたのは、そのひとつ。それからもうひとつ……きみは、キリサキ魔まだけど、キリサキ魔じゃない。前の三件の事件は別のキリサキ魔……アヤカシの仕し業わざだ。俺おれは、ぜんぶきみがやったんだと勝かつ手てに思い込んでた。すまん」

　三日月はタイヤキをかじりかけてストップ。不ふ可か解かいそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「あなたが謝るのはおかしいと思いますけど？　私が何をしたか、あなたがいちばんよく知っているはずです。私がキリサキ魔まであることに変わりはありません」

「ん、ああ……だな」

　確かに。なんで謝ってんだ、俺おれ。そんな必要はない。謝られる筋すじ合あいはあっても。

「そんなことを言うためにわざわざ？」

「いや、話したいのは、鎌かま鼬いたちのことだ」

　三み日か月づきはタイヤキをかじるのに戻る。口元についたカスタードクリームを舌したで舐なめ取るのを横よこ目めに見ながら、遥はる彦ひこは本ほん題だいに入った。

「アヤカシに憑つかれたジンガイは異常性を発はっ症しようする。鎌鼬がもたらす異常性は、キリサキシンドローム。刃は物ものへの執しゆう着ちやく、それを振り回したい衝しよう動どう、その行為によって得られる快かい楽らく。きみがキリサキ魔になったのは、そうした異常性を満たすため……違うか？」

「もしそうだとしたら、なんだって言うんです？」

「アヤカシによってもたらされる異常性は、アヤカシが離れれば消える。そうすればジンガイから普通の人間に戻れる。つまり、鎌鼬がいなくなれば、きみは異常性に振り回されることもなくなって、キリサキ魔にならなくてすむ」

「…………」

　三日月は無ぶ愛あい想そうになって、口をもぐもぐ動かすのみ。

「普通に戻りたくないか？」遥彦は聞いた。「鎌鼬を引き離す条件は、はっきりしてる。鎌鼬は何かを断ち切りたいと願う心に憑く。そして、その想いが成じよう就じゆすれば離れていく。きみが何を断ち切りたいのかは知らない。たぶん聞いても教えてくれないだろうな。でも、その気になれば触れずに人を殺せるほどの異い能のうを持ちながら、想いを果たせずにいる……ってことは、相当に手て強ごわい相手なんだろう。だから……もし俺に手伝えることがあるなら、協力したい。できれば殺す以外の方法で解決できるように」

　ぽろ。三日月の手から、残っていたタイヤキの尻尾しつぽがこぼれ落ちた。今の申し出があまりに予想外がいだったらしく、素すで驚いた顔をしていた。

「あなたは……何を言って……協力？　私を、助けようって言うんですか？」

　遥彦はうなずき、ペットボトルのお茶で口の中の乾きを潤うるおした。

「別にきみのためだけに言ってるわけじゃない。きみがキリサキ魔でなくなれば、その被ひ害がいもなくなるし、それに……俺はもう人間に戻りたくても戻れない。でも、きみはまだ……」

「バカじゃないの？」三日月は戸と惑まどいを抱えたまま言う。「私はあなたを殺したんですよ？　ただ見られたからというだけの理由で。憎にくくないんですか？　恨うらんでないんですか？」

「確かにな……言われてみりゃ、そうなって当然だけど……けど、結果的に生きてるし、そのせいかな、あんまりそういうドロドロしたものは感じてない。そりゃ怒りもしたけど、それよりも、ジンガイになってこれからどうしていけばいいかってことで頭がいっぱいだし」

　まったく恨うらんでないと言えば嘘うそになるが、復ふく讐しゆうしたいとまでは思っていない。不ふ死じ身みになったことで、自分の命に対して薄はく情じようになってしまったのかもしれない。

　いや、違うな。そうじゃない。あの瞬しゆん間かん、死の間ま際ぎわ、遥はる彦ひこの心を占せん領りようしていたのはアニマとエロスが溶け合った三み日か月づきの妖よう艶えん美びだった。あれに魅みせられてしまったから、目もく前ぜんに迫る死すら忘れて、憎にくしみとか怒りとか、殺されたことへの恨み辛つらみとか、そういったものまでどうでもよくなってしまったのだ。

　ここにきて遥彦はそのことに思い至り、そして素直に認める気になった。三日月の普通の女の子の一面を見たせいかもしれない。

　死に際という特とく異いな状況だったがゆえに強く刻み込まれてしまった瞬間記き憶おく。怖こわいもの見たさもそのせいに違いない。だけど、それ以上でもそれ以下でもない……はずだ。三日月から鎌かま鼬いたちを引き離してキリサキ魔まをやめさせれば、あれに振り回されることもなくなるだろう。

「自分を殺した相手を助けようなんて……ホント、バカとしか言いようがないですね」

　三日月はまだ驚きの尾を引いている。「そうかもな」と遥彦が自じ虐ぎやく的てきに苦く笑しようすると、思わずつられたように唇くちびるがふっと笑えみの形になる。理解できません、とでも言いたげに呆あきれ調子で首を振り、お茶を飲む。それから返答があった。

「申し出はありがたく思います。本当に……でも、お断りします」

「え……なんで？」

　三日月は遠くを見るようなまなざしになった。どことなく寂しげな表情だった。

「あなたと同じです。もう遅いんです……手て遅おくれなんですよ、私は」

　同じって何がだ。手遅れっていったい……。

　説明を待ったが、三日月はもう語らず、そしていきなり立ち上がった。

　急に顔つきが変わり、締まった表情で路ろ地じを見下ろす。何を見ているのか、遥彦も立って視線をたどろうとしたそこへ、あの独どく特とくの気け配はいが波なみ風かぜのように押し寄せた。

　一帯が死し角かくに閉じられる──魔ま境きよう。

　いち早く察したのだろう三日月は、カバンを残して階段を下りだした。

「獲え物ものが現れたようです。私はこれから狩りに出ます」

　エモノ……そう言えば、昨日きのうもそんなことを言っていたな。

「あなたはここを離れたほうがいいでしょう。話も終わりましたし、さよならです」

「お、おい、勝かつ手てに終わりにすんなよ。断るなら断るでちゃんと理由を言えって。それを聞くまでは納なつ得とくできないし、帰らないぞ。行くなら俺おれもついていく」

　三日月は踊り場で止まり、まっすぐに目を見てきた。

　遥彦もまっすぐに見返す。ここで退ひくわけにはいかない。

「……御自由に」三日月は再び階段を下りだし、付け加えた。「これより先は人じん外がい魔境。正義も悪も法も倫りん理りも人じん道どうも外げ道どうも関係ない。生きるか死ぬか、殺すか殺されるかの世界です。そのことを肝きもに銘めいじておいてください。あとでごちゃごちゃ言われても鬱うつ陶とうしいので」

　少し気け圧おされながら「ああ」と返し、キリサキ魔まに続く。

「それで、獲え物ものってなんなんだ？」

「〝蛇じや魅み〟というアヤカシです。前と気け配はいが同じでしたから、間違いありません」

「もしかして、そいつが別のキリサキ魔？」

「いいえ、違います。あれは斬きり裂さいたりしません」

　薄うす暗ぐらい路ろ地じに出る。三み日か月づきは迷いない足取りで進む。

「蛇へびに魅み入いられると書いて、蛇魅。文字通り蛇のアヤカシです。これまでにも何度か狩ったことがあります。蛇魅のジャには〝邪よこしま〟の意味もあって、憑つかれた人間は心に秘めている邪じや念ねんを丸まる裸はだかにされ、邪なふるまいをするようになる。そうして蛇魅は邪念をすすって成長し、やがて宿やど主ぬしの心を食い尽くすと、次の標ひよう的てきへ移る。その繰り返しです」

　とある廃はい墟きよの前で立ち止まる。

　そこは、遥はる彦ひこと三日月が初めて邂かい逅こうし、殺し殺された、あのビルだった。

　魔ま境きようの発生源げんがその中であることを、遥彦もなんとなくだけど感じ取れる。不知火しらぬいが言っていた暗あん黙もく知ちの感覚ってやつが芽め生ばえだしているのかもしれない。

「さっき、ここに男女のカップルが入っていくのが見えました。魔境が張られたのはそのすぐあと。どちらかが蛇魅です。でも……やれやれですね。あちこち捜した挙あげ句く、前回取とり逃がした場所に舞い戻ってくるなんて。犯人は犯行現げん場ばに戻るってやつですか」

「戻る？　どういうことだ？」

「一昨日おととい、私があなたを殺す前に相手にしていた女の人──あれは蛇魅に憑つかれたジンガイでした。正確に言えば、もうジンガイですらなかった、ただの傀かい儡らい。あの人はすでに心を食い殺され、器うつわとして利用されていた……救いようはありませんでした」

「それじゃあ、あのとき俺おれが見たのは……」

「私が殺したんじゃありません。昨日きのうもそう言ったはずです。別に言い訳わけするわけじゃないですけど、私は〝殺した〟のではなく〝壊こわした〟んです。蛇魅を暴あばくために」

「その瞬しゆん間かんを、俺が目もく撃げきしたってわけか」

「ええ。私がキリサキ魔として標的にしているのは、日常に害をもたらすアヤカシやジンガイです。いくら異常性を満たすためとは言え、好きで人を殺したりしませんよ」

「そうか……っておい、俺は？　殺しましたよね？　速そつ攻こうで」

　遥彦が自分の顔を指ゆび差さして聞くと、三日月はつんとすまして返した。

「あれはやむを得ませんでした。あんな場面を見てしまったからには、誰だれだって警察に駆かけ込むでしょうし、そうなったら私の日常はメチャクチャです」

「……保ほ身しんのためには迷わないんだ」

「他人より自分が可愛かわいいですから。誰だってそうでしょ？」

　にっこり。三み日か月づきは純じゆん真しんな笑顔を見せ、ビルに入っていく。そこまで正直に本ほん音ねをぶちまけられると返って清すが々すがしいものが。遥はる彦ひこはハハハと頬ほおを引きつらせながらあとに続く。

　空を染そめて行く朱しゆ色いろが、逢おう魔まが時ときの訪れを知らせていた。




　オレンジに染そまるフロア。一昨日おととい、遥彦が殺されたのと同じ場所。

　そこで目にしたのは、男と女の情じよう事じだった。大学生風ふうの金きん髪ぱつ男が仰あお向むけに倒れ、夜の仕事をしていそうな化け粧しようの濃い女が半はん裸らでまたがり腰をくねらせている。

　予想だにしていなかった光こう景けいに遥彦と三日月は面めん食くらい、言葉を失った。とんでもないところにお邪じや魔ましてしまったらしい。が、ここは魔ま境きよう。この場にいること自体がすでに異常。

　すぐに気を取り直した三日月が、軽けい蔑べつのまなざしを送った。

「なるほど、邪よこしまですね。ところかまわず男をあさるなんて……ハレンチな」

　半裸の女が腰の動きを止めて見向く。ニッと笑った姿すがたを前にして、遥彦もようやくその異常さに気づいた。女の瞳どう孔こうは縦たてに細い蛇へびの眼めそのもの。口は耳みみ元もとまで裂さけ、しゅるしゅると伸びる舌したは異い様ように長い。男のほうは白しろ目めをむいて泡あわを吹き、死し相そうが浮かんでいる。

　キチキチキチ。三日月は右みぎ袖そでから出したカッターの刃は先さきを女に向けた。

「今日きようこそは逃がしませんよ。あなたの邪は、ここで鼬いたちの道みち切きりです」

　シュー。蛇じや魅みの女はかすれた音を吹いて立つ。着ていた服が足あし元もとにずれ落ちた。大だい事じなところを隠かくすこともせず、足を大きく振って男を蹴け飛とばす。大事なところを隠すこともできない絶命した男が、サッカーボールのように軽々と宙を舞う。

　ひゅん。三日月の右手が空を薙なぐ。男の身体からだが真まっ二ぷたつに裂ける。左右に分ぶん断だんされ、内ない臓ぞう物ぶつをぶちまけながら、空くう圧あつで両壁かべに斬きり飛ばされる。ただの文ぶん房ぼう具ぐでは考えられない切れ味と断ち幅は、例の〝風かざ斬きり〟によるものだろう。

　三日月はすかさず左手で複数の何かを放った。そのひとつが女の片かた目めに命めい中ちゆうし、女はかすれた悲鳴を上げて倒れる。しかし、そのままうつ伏せの格かつ好こうで床を這はいずり、フロアの奥にあった階段を上へ逃げていった。その動きはまさに蛇へびそのもの。

「おいおい、なんだよ、あれ。不ぶ気き味みすぎ……つーか、ここまでする？」

　遥彦は呆ぼう然ぜんとフロアを見渡す。三日月が斬り裂いた男の血ち肉にくが散さん乱らんし、夕ゆう陽ひの朱しゆに彩いろどられていたフロアは、飛び散ったその血と肉でいっそう赤みを増している。

「どうせ死んでましたよ。女のほうも人間味みをなくしてました。あれはもうムリですね」

　救いようがないってことか。直じかに見ただけに納なつ得とくできるが、この有あり様さまはさすがに引く。

　グロテスクな光景から目をそらした。と、壁に刺さっているものに気づく。先ほど三日月が投げた物のひとつ。それはカッターの替かえ刃ばだった。使い捨て可か。コスト安やす。

「どうします？　帰りたいなら帰ってもいいですよ？」

　三日月が挑ちよう発はつ的に言った。遥彦は苦にがい顔になる。

「ここまで来たんだ。最後まで付き合うさ」

「では見物料りようをいただく代わりに、少しは役に立ってもらいましょうか。私はこっちの階段をいくので、あなたはそっちからお願いします」

　フロアの奥、女が逃げていった階段の反対サイドには、もうひとつ別の階段があった。片方をノーマークにするわけにもいかない。承しよう知ちして、いったん三み日か月づきと別れる。

　四階まで上ったところで、妖よう気きが濃くなった。ちょうど反対側に三日月も現れる。

　オフィスとして使用されていたらしきフロア。からっぽのデスクやキャビネットが放置されている。天てん井じようや壁のあちこちが崩ほう落らくし、床には瓦が礫れきが散さん乱らん。鉄てつ骨こつがむきだしになった西の壁かべ穴あなからオレンジの日が差す。

　気け配はいはするが、蛇じや魅みの姿すがたは見当たらない。どこかに潜ひそんでいるのか。

　二人は警けい戒かいしつつフロアを進む。

　何事もないまま中央付ふ近きんで合流した、その瞬しゆん間かん。

　３６０度、全ぜん方ほう位いからいっせいに、何かが押し迫った。人の胴どう回まわりほどはある太いチューブのようなものだ。派は手でにほこりが舞い、煙えん幕まく化かして視し界かいが奪うばわれる。

　まとめて縛しばり上げられ、正面から身体からだをぶつけ合う。三日月のおでこが遥はる彦ひこのあごを直ちよく撃げきした。遥彦は無む痛つうだが、三日月のほうは「きゃんっ」と子犬のような悲鳴を漏もらす。

　そのまま、わけもわからないうちに密みつ着ちやく状態でぐるぐる巻き。

　舞っていたほこりが落ち着き、ようやく巻きついているものの正しよう体たいが知れる。

　それは、大だい蛇じやだった。

　頭上にフッと影を感じて見やると、天井付近から蛇魅の女が見下ろしてくる。裸はだかの上じよう半はん身しんは人間のまま、腰から下がウロコをまとった長い胴と化し、二人をとぐろ巻きにしている。

「う、うぅ」三日月が顔をしかめた。「バケモノ化した？　短たん期間でここまで成長を……」

「なに？　バケモノ、化？」

「アヤカシやジンガイの成れの果てってやつです。くッ、うぁぁ……ッ」

　締めつけが強まり、遥彦の胸むな元もとで三日月が苦しそうにあえぐ。苦く悶もんの声を聞いた蛇魅は裂さけた口を広げてしゅるしゅると笑い、またギリギリと締め上げる。二人の足が浮く。

「うああッ、ぁぁ……あぐ、うぅッ」

　身体がミシミシと軋きしんだ。悲鳴を上げるのは三日月だけ。遥彦は圧迫感こそ覚えるが、痛みにはいたらない。その分、自分がなんとかしないと、と思う。

「くそ、どうにかしてこいつをほどかないと……」

　身をよじってみるが、動ける隙すき間まがなく、身体の自由はほとんどきかない。手足をもぞもぞ動かすのが関せきの山やまだ。それでも抵抗を試みる。

「──ひゃんっ」

　と、急にそれまでとは違った高い悲鳴が。

　顔を赤くした三み日か月づきが、ギロッと睨にらんだ。

「ちょ、ちょっと……どこ触ってるんですかっ」

「へ？　あ、いや」

　俺おれにもどこがどうなのか……手に伝わる感かん触しよく、それはすべすべしてやわらかい。撫なでてみると、三日月が「ぅんっ」と眉み間けんに力を込めて目を瞑つむった。軽く揉もんでみると、今度はびくんと震えてさっきみたく女の子の悲鳴を上げる。苦く痛つうに耐える顔に怒りと羞しゆう恥ちがにじむ。

　さすがに遥はる彦ひこも事じ態たいを察して慌あわてた。

「おわわわわっ！　ご、ごめんっ！　すぐ離れるからっ！」

　とは言え、満まん員いん電車のようなぎゅうぎゅう状態では、離れようにも離れられない。せめて手の位置を変えようと身をよじるが、身体からだがこすれるようにずれて、余よ計けいにきわどいところに入り込む。手だけでなく全身に肉にく感かんが伝わってくる。

　耐える三日月が我が慢まんの声を漏もらす。可か憐れんな面おも立だちが苦痛と羞恥に歪ゆがむ様さまは否いや応おうなく数センチの至し近きん距離で目に入り、ピンチなのはわかっていてもヘンな気分になりそうだ。痛みがなくて気持ちに余よ裕ゆうがある分、反応するところが反応してしまう。

「え……？　や、やだ、これって……」
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　三日月がそれに気づいた。赤い顔がさらに赤くなる。

「な、ななな、何を考えてるんですかこんなときにっ！　信じられないっ！　最低っ！　死んでくださいっ！」

「ち、違うっ、違うんだっ！　これは生理的なもので俺おれの意い思しとは関係なくっ！」

「スケベっ！　ヘンタイっ！　人でなしっ！」

「だから違うっ！　わざとじゃないんだ本当にっ！」

「だったらもうじっとしてくださいっ！　動かれたほうが迷めい惑わくですっ！」

　涙なみだ目めで訴えられ、遥はる彦ひこは停止した。呼吸も止めた。頭の中で九九の七の段を唱となえた。

　そうこうしているあいだにも蛇じや魅みの拘こう束そく力りよくは強まり、三み日か月づきはようやく恥ち辱じよくをまぬがれたものの、すぐに苦痛を味わうはめになってうめく。

　状況は厳きびしい。しかし、瑠る璃り目めは逆ぎやく襲しゆうに燃えていた。

「うぅー、こんな二重苦くに遭あわされるなんて……もう手段は選んでられません。私の好きにやらせてもらっていいですか？　その場合、あなたももろともになってしまいますけど」

「わざわざ俺の了りよう解かいを取る必要ないだろ。らしくもない」

「……そう、ですね。私としたことが、無む駄だな気き遣づかいでした」

　三日月は自じ嘲ちようの笑えみ。

「それでは、さっそく遠えん慮りよなく……殺やらせていただきます……ッ！」

　カッ、と瑠璃目を見開いた。瞳どう孔こうが縮み、奥深くに狂きよう気きの火が灯ともる。低てい気き圧あつが発生したように風が渦うず巻まくのを感じた直後、遥彦は目を疑った。

　三日月の頭に、ぴょこん、と動物の耳らしきものが生はえたのだ。

　さらに口が大きく裂さけて、異い形ぎようの笑えみを刻む。

　獣けものじみたその表情は、まるで……イタチ。

「────ッ！」

　一いつ瞬しゆん後ご、遥彦は宙を舞っていた。頭だけで。

　天てん井じよう近くまで上がり、半はん回転。真ま下したの光こう景けいが見える。首なしの自分。獣形ぎよう相そうの三日月。巻きつく蛇魅。その情じよう景けいを目にした刹せつ那な、それは起こった。

　ひゅんひゅんひゅん、と鎌かまを振るうような音が唸うなり、空間に走る無む数すうの亀き裂れつ。断だん層そうが滑るような視し覚かく錯さく誤ごを起こしたかと思うと、時間差さで蛇魅の全身に裂れつ傷しようが刻まれる。

　蛇魅は乾いた悲鳴を上げ、身をよじる。その身はズタズタに裂かれ、悶もだえれば悶えるほど原型を失い、バラけていく。鮮せん血けつ。血しぶき。それすらも裂かれていく。

　拘こう束そくを脱した三日月の臀でん部ぶでは、ふさふさの大きな尾が揺れた。頭の耳といい、獣形相といい、三日月の身に何が起きているのか。わけのわからないまま遥彦の頭は惰だ性せいで回転し、視し界かいは天井を映すのみとなる。

　ひゅんひゅんひゅん、と下では風かざ鳴なりがループ。斬ざん裂れつの数はネズミ算ざん式しきに増え、嵐あらしのようなキリサキ現象はとどまるところを知らず、周りの何もかもを巻き込み、塵ちりと化すまで斬きり裂いていった。




　遥はる彦ひこの頭が床に落ちるまでのあいだに、すべては終わっていた。

　転がった頭は、ちょうどフロア中央を向いて止まる。そこに蛇じや魅みの姿すがたはもうなく、遥彦の首から下もなく、不ふ自然にかたづいたエアポケットに、赤い霧きりが充じゆう満まん。

　夕ゆう風かぜが赤い霧を散らすと、獣けもの耳みみと尻尾しつぽを生はやした三み日か月づきの姿があらわに。その身体からだは少しも血にまみれていない。〝風かざ斬きり〟ですべて遮しや断だんしたのだろう。

　遥彦が言葉を失っていると、三日月はにへらぁと表情筋きんが緩みきった笑えみを浮かべた。

「名づけて〝絶対領域〟──私の必ひつ殺さつ技わざです。妖よう力りよくを解放して自分の周りに真しん空くう刃はの嵐あらしを起こす、鎌かま鼬いたちの真しん髄ずいですよ。これをやると最ッ高にキモチイイんです。ただ消しよう耗もうが激しいので、ここぞというときにしか使えないのが欠点ですね」

　呼吸は少し乱れ、興こう奮ふん冷さめやらぬ悦えつの表情。昂たかぶりを味わうように肩を抱いて身をくねらせる。卵のように丸みを帯びた耳がぴくぴく動き、ふっくらした尾がご機き嫌げんに揺れる。

「それより、三日月くん？」遥彦はまばたきを連れん発ぱつ。「その、お姿は？　耳と尻尾が生えているように見える……ような気がするのだけど、俺おれの目の錯さつ覚かくだろうか」

「ああ、これですか？」三日月はふさふさの尾に頬ほおをすりすり。「ある程度の妖力を解放すると自然とこうなるんです。ちょこっとバケモノ化しちゃうんですよ。完全なバケモノ化ではないので、〝バケモード〟って呼んでます。ちなみに普通の人には見えないので平へい気きです」

「へぇー」としか言いようがない。

「そちらはどうです？　一応、頭は外しておきましたけど……無ぶ事じみたいですね」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶみたいだ。俺も初めてだけどな、首だけになるのは」

　実際のところ、三日月のバケモード以上に今の自分の有あり様さまのほうが常じよう軌きを逸いつしている。自じ傷しよう行為で不ふ死じ身みを確かめたことはあったが、これほどの肉体的損そん壊かいを受けてまで平気でいられるとは……自分の身の上を嫌いやってほど思い知らされるな、こいつは。

「もう人間じゃないよな、こんな……」

　わかりきっていた現実だが、まだどこかに抵てい抗こうする心はあった。しかし、それもここにきて失った。もはや自分がジンガイとやらに成り果てている事実を認めざるを得ない。

「ずっとそのままなんですか？」

「いや、時間がたてば再生すると思う……たぶん」

「では、私も休きゆう憩けいを。うーん、よく斬きり裂さいたっ」

　三日月はリフレッシュしたように両手を組んで身体からだを伸ばす。耳と尾がシュッと消え、魔ま境きようも去った。遥彦の頭を拾って壁かべ際ぎわに腰を下ろす。遥彦は隣となりに置かれた。

　壊こわれた壁の向こうで太陽が沈もうとしている。黄昏たそがれの色合いを増した夕ゆう陽ひで、フロア一面が血のような朱しゆ色いろに染そまった。遥彦は首を回せないので、目の動きだけで三日月を見る。

「とんでもない荒あら技わざだったな、〝絶対領域〟。跡あと形かたもなく斬り裂くなんて。でもさ……そんなすごい異い能のうを持っていながら、いったい何を断ち切れずにいるんだ？」

　三み日か月づきは夕ゆう陽ひに目を細め、ゆっくり胸で息をする。

　返事はなし。やっぱり話してはくれないか、とあきらめかけたそのとき、三日月の手が遥はる彦ひこを持ち上げて膝ひざ枕まくらに誘った。ローアングルから見る三日月は遠くに思いを馳はせるような、どこか物もの寂さびしげな面おも持もちで、機き械かい仕じ掛かけのオルゴールのように言葉を奏かなでる。

「今から七年前のことです。両親が交通事故で死んで、私と五つ上の姉は、遠とお縁えんの親しん戚せき夫婦に引き取られ、山に囲まれた田舎いなか町まちで暮らすことになりました」

　突然の昔むかし話ばなしだった。話の流れが読めない。でも、あれだけ自分のことを話すのを嫌いやがっていた三日月が語ろうとしている、それを邪じや魔まするのは野や暮ぼというものだ。

　遥彦は黙だまって耳を貸した。




「最初は感じのいい人たちでした。でも、すぐに本ほん性しようを出しました。二人の目的は両親が残したお金だったんです。私たちを引き取ることで、そのお金を手にしたわけです。私たちはすぐに用よう済ずみになりました。周りの目がある手て前まえ、学校に行かせはしましたけど、それ以上は何もしませんでした。お酒が入ると必ずと言っていいほど暴ぼう力りよくを振るいました」

　親戚夫婦は贅ぜい沢たく三ざん昧まい。姉妹しまいは掃そう除じや洗せん濯たくでこき使われ、わずかに渡されるお金でギリギリの食生活を送っていた。二人で身を寄せ合い、毎まい晩ばんのように繰り返される虐ぎやく待たいにも耐えた。

「助けを求めようにも、周りは親戚夫婦の仲間内うちばかりでした。二人とも外そと面づらはよくて、田舎町の小さなコミュニティの中では信頼されているほどでしたし、逆に外から来た私たち姉妹のほうが、近所でも学校でもよそよそしく扱われました」

　事実を訴えても信じてもらえない空気。他に行くところもない。親戚夫婦からは、ここを出たらおまえたちは一いつ緒しよにいられなくなるぞ、と言われた。一緒にいたいなら自分たちの言うことを聞いておとなしくしてろ。誰だれかにしゃべったら別々の施し設せつに飛ばしてやる。

　ただの脅おどし文もん句くにすぎなかったのだろう。が、そのときの姉妹にとっては、二人一緒にいることだけが心の支えだった。離れ離れになるのは、世界の終わりに等しかった。

「夫婦の金かね遣づかいも、酒さけ癖ぐせも、暴力も、日を追うごとにひどくなりました」

　そのうち殺されるのではないかと思うほどになった頃、姉妹は相談し合って、誰かに打ち明けて助けてもらうしかないという結けつ論ろんに達した。

「学校が終わったあと、二人で待ち合わせしてから、お姉ねえちゃんの担任の先生のところに行ってすべてを打ち明けました。私たちにとって、とても勇気のいる決断でした。もしかしたら一緒にいられなくなるかもしれないと、そのときもまだ不安に思っていたんです。本当に究きゆう極きよくの選択だったんです。なのに……」

　信じてもらえなかった。担任の教師は親戚夫婦の同級生で、三日月姉妹の話よりも夫婦のデタラメな弁べん解かいのほうを信じた。それどころか、三日月姉妹が嘘うそをついて大人おとなを困らせようとしている──そんな風ふうに取って、二人を叱しかった。そして帰された。

　待っていたのは報ほう復ふく。その日の暴ぼう力りよくはいつにも増してひどかった。姉は妹を守るため一人で計画したことにして、虐ぎやく待たいの矛ほこ先さきを自分に向けさせた。何度も殴なぐられ、蹴けられ、踏まれた。三み日か月づきは押入れの中で目を瞑つむり、耳をふさぎ、泣きたいのを我が慢まんして口を閉じ、ただ震えているしかなかった。泣けば親しん戚せき夫婦は余よ計けいに怒り狂う。その被ひ害がいを受けるのは姉だ。

「何もできませんでした。お姉ねえちゃんはいつも私を守ってくれていたのに、私は何も……」

　幼かった三日月はあまりにも無む力りよくだった。

「次の日、夫婦が遊びに出たあと、お姉ちゃんは朝ごはんを作ってくれているとき、血を吐いて倒れました」

　救きゆう急きゆう車しやの中で処しよ置ちを受ける姉の身体からだは痣あざだらけで、あちこち赤く青黒く変色していた。昨日きのう今日きようだけのものじゃない。内ない臓ぞうがひどく損そん傷しようしている。もう少し手当てが遅れていたら危なかった。救急隊たい員いんがそんな話をしているのを、三日月は泣きじゃくりながら聞いていた。

「私は気づきもしませんでした。お姉ちゃんの身体があんなになっていたなんて……お姉ちゃんはいつも私の前では笑ってたんです。きっと心配させまいと、ずっと無む理りをして……」

　姉は手しゆ術じゆつ室しつに運ばれたが、命に別べつ状じようはないとのことだった。それを聞いた三日月はこっそり病院を抜けだし、幼い足で遠い家いえ路じを引き返した。

「そのときには、もう決心してました。このままじゃ、お姉ちゃんも私も、いつかあの二人に殺される。お姉ちゃんを守るには、あの二人をどうにかしなくてはいけない」

　姉が病院に運ばれた以上、三日月が何をしなくても虐待容よう疑ぎで警察が動いただろう。しかし助けを求めても聞いてもらえなかった経験から、三日月は他の誰だれも信じることはできなくなっていた。信じられるのは姉と自分だけ。私がお姉ちゃんを守らなくちゃ……。

「迷いはしませんでした。あの二人を人間だとは思ってませんでしたから。それは今も変わりません。あれは……ケダモノでした。欲望のままにふるまう、ただのケダモノ」

　幼い三日月が抱いたのが明確な殺さつ意いだったかどうかはわからない。ひ弱な子供が大だいの大人おとな二人を〝殺す〟というのは現実的じゃない。それよりは〝消す〟という概がい念ねんに近かったろう。

　どうあれ他の考えは思いつかず、幼いがゆえにその想いは純じゆん粋すいだった。

　その純粋な心を嗅かぎつけ、現れたのだ。鎌かま鼬いたちが。

「いつの間にか、足あし元もとにすり寄っていました。目が合った瞬しゆん間かん、助けになってくれることを理解し、それを望みました。すると鎌鼬は胸に飛び込んできて、そのまま私の身体に宿ったのです。怖こわくはありませんでした。むしろありがたいと思いました」

　事は、簡単に終わった。家に帰っていた二人は酒さけ浸びたりで、姉妹しまいの不在に激げき怒どしていた。そこへ一人で現れた三日月に、有う無むを言わせず暴ぼう力りよくを振るおうとした。

　三日月は有無を言わせず二人を葬ほうむった。跡あと形かたも残さずに。

「その後、親戚夫婦は失しつ踪そう扱いになり、私たち姉妹は別の町の施し設せつに、二人一いつ緒しよに入ることになりました。姉が中学を卒業してからは、アパートを借りて二人で暮らしました。両親が残したお金がまだ少しあったので、贅ぜい沢たくをしなければ普通に学校に通えるぐらいの余よ裕ゆうはありました。姉が短たん大だいを卒業して就しゆう職しよくしたのを機に、勤め先があるこの四し季き森もりに移って来たんです。ずっと貧びん乏ぼう続きですけど、あの頃に比べたら、何もかもが幸福に思えます」

　しかし、施設に移ってからあと、三み日か月づきの心しん境きようにはある変化が起きていた。ようやく手に入れた平へい穏おんな日常。今度は、それを守らなくては、という思いに駆かられたのだ。

「この先も、この幸せを守らなきゃいけない──その気持ちに応えるように、鎌かま鼬いたちはそれからも私に憑つき添ってくれました。私も鎌鼬と共に歩むことを受け入れました。そうして気づいたときには、鎌鼬は私の心に根を下ろしていました。今はもう一いつ心しん同どう体たい、引き離すことはできません。だから普通の人間に戻ることもできません──いえ、戻る気はありません」

　鎌鼬と共に歩むことを決めたとき、三日月彼方かなたは心に決めた。

「大事なものを守るためならなんだってする。日常を脅おびやかすものがいれば手段は選ばない。正義も悪も法も倫りん理りも人じん道どうも外げ道どうも関係ない。誰だれであろうと何であろうと、害とみなせば遠えん慮りよなく斬きり裂さき、断ち切る。それが、鎌鼬として生きる私の信しん条じようです」




　そういうことか、と遥はる彦ひこはようやく三日月が断ち切りたいものが何であるか知った。それは形あるものでなければ、現げん時点にあると限ったものでもない。

　しいて言えば、将しよう来らい的な害がい悪あく。その見えない敵こそが、意い断たちの対たい象しよう。

　キリサキ魔まになってアヤカシを狩るのも、ただ異常性を満たしたいがためじゃない。自分の生活圏けんを平和に保ちたい。日常の死し角かくに潜ひそむ脅きよう威いを消し去りたい。そうした願い──純じゆん粋すいであるがゆえに狂きよう気きじみた信しん条じようが、心を駆り立て、黙だまっていられなくするのだろう。

　それは逃れようのない鎌鼬の本ほん能のう。もはや宿しゆく命めい。それを背負い、何年ものあいだ誰に頼ることなくたった一人で、姉との日常を守り続けてきたのだ。そしてそれはこれからも続く。

　終わりのない意断ちの願い。叶かなえることはまず不ふ可能。

　ましてや三日月は鎌鼬と一心同体。

「俺おれが協力したところで、どうにもならないってことか」

「そういうことです」三日月は憂うれい顔で答えた。「でも……嬉うれしかったですよ。今まで私を殺そうとした相手はたくさんいましたけど、助けようとした人は初めてでした。それも私に殺されておきながら……だからですかね、こんな昔むかし話ばなしをしてしまったのは」

　遥彦は思う。自分がそうだったように、三日月も誰かに話を聞いてもらいたかったんじゃないだろうか。何年も自分の胸にだけしまい続けてきたなら、なおさら。

　ふと目が合うと、三日月はふんわりと微笑ほほえんで、遥彦の頬ほおをつついた。首だけの遥彦はされるがまま。三日月は面白がってつんつんし続ける。

「ふふ、それにしても、本当に困ったさんですね、あなたは。殺しても死んでくれないのでは断ち切りようがありません。だからせめて、おとなしくしていてください。あなたの日常を巻き込むつもりはありませんし、あとは私のほうで始し末まつをつけますから」

「始末って？」

「決まってます。この街に、キリサキ魔まは二人といりません」

　意い断たちの対たい象しようは日常を脅おびやかすものすべて。この街の平へい穏おんを守ることが三み日か月づき自身の日常を守ることにつながる。となれば、鎌かま鼬いたちの宿しゆく命めい的本ほん能のうからして黙だまっていられるはずがない。止めたところで止まりはしないだろう。

　まだまだ落ち着くのは先になりそうだな。遥はる彦ひこはすぐさま観かん念ねんした。

「わかった。でも、きみを放ほう置ちするのはやっぱり不安だ。俺おれも付き合わせてもらう」

「また私を見張る気ですか？　あんまりしつこいと、つんつんしちゃいますよ？」

　つんつん、つんつん。三日月は両手人ひと差さし指ゆびで連れん打だ。

「やめなさいって」表情筋きんを駆く使しして抵てい抗こうした。「……また俺みたいに口くち封ふうじで誰だれか殺されでもしたら困るし、きみが異常性に耐えられなくなったとき、都つ合ごうよくアヤカシが見つかるとも限らないだろ。そのときカッターが近くにいる誰かを狙ねらわないとも限らない」

「それはまあ、髪かみを切ったり服を切ったり、イタズラで解かい消しようしたことはありますけど」

　あるのかよ。がっくり肩を崩しそうだったが、今は肩がない。

「話を戻すけど、見張る以外の方法がないわけじゃないんだ。実は、鎌鼬を引き離すのとは別の案があって。なんでこんなこと思いついたんだか、我ながら頭を疑うんだけど……その、次からどうしてもなんか斬きり裂さきたくなったら、俺を使う、ってのはどうだ？」

「はい？」

「いやほら、俺は不ふ死じ身みで痛みも感じないから、何されても平へい気きだろ。わざわざアヤカシを探し回らなくても、俺を使えばすぐに異常性を解かい消しようできる。そうすれば、周りにカッターが向くこともなくて、俺としても心配の種たねが減るわけで」

　自分に何ができるのか、夜通し考えた末に見つけた第二の解決策さくが、それだった。こういう身の上じゃなければ、そして、キリサキシンドロームに溺おぼれる三日月の姿すがたに魅み了りようされていなければ、思いつくことはなかっただろう。惚ほれた弱みとまでは言わないが、魅みせられた弱みってやつなのかもしれない。死んでおかしくなったのは身体からだだけじゃなくて心もか。

　ホント、我ながらどうかしてる。

「お互い、損な話じゃないだろ？」

　三日月は瑠る璃り目めをまたたいた。間が抜けたように遥彦の顔をじっと見ていたが、そのうちぷぷぷっと笑いだし、おかしそうに肩を揺らす。

「なるほど、そうきましたか。自分を慰なぐさみ物ものとして差しだすとは、ホンモノのマゾですね」

　いや、慰み物とまでは言ってない。それにマゾでもない。断じて違うぞ。

「確かに、あなたの不死身は私のオモチャにもってこいです。いつでもどこでも好きなときに好きなだけ斬きり裂さけるなんて、夢みたい……実にステキな提案です。うふ」

　三み日か月づきは両手を合わせてうっとり。視線を中ちゆう空くうに、危ない妄もう想そうに浸ひたっていた。その様よう子すを見た遥はる彦ひこは何か致ち命めい的なミスを犯したような不安にさいなまれた。もっとビジネスライクな取引を想そう像ぞうしていたのだが、やけに喜ばれている。しかも変な誤ご解かいまでされている。

　改めて話を整理したほうがよさそうだ。そう思ったとき、ピピピピと電子音おんがして、三日月がケータイを手にした。着ちゃく信しん相手を確認すると笑顔の花が咲く。

「もしもし、お姉ねえちゃん？　うん、うん……今？　商店街の近く。えっとねぇ──」

　甘え調子で話しだした。姉のことが大好きなのが見ているだけで伝わってくる。シスコンなのか。これまた意い外がいな一面だが、さっき聞いた話を思い返せば無理もないか。

「うん、大だい丈じよう夫ぶ、もう帰るとこだったから。うん、じゃあ、そっち行くね。え……もぉ、わかってるよぉ、子供じゃないんだからぁ……えへへ。はい……はい……はーい、じゃねー」

　電話を終えた三日月はすかさず起き立りつした。すっかり忘れられていた遥彦は、膝ひざ枕まくらから落ちて床を転がる。三日月は「あ、失礼」と気き軽がるに謝った。

「私もう行きますね。お姉ちゃんと一いつ緒しよにごはん食べて帰るんです。うふふ」

　実に嬉うれしそうだ。姉妹しまいデートを前にして浮き足立っている。

「あ、そうそう。さっきの、私にその身を捧ささげるって話、お受けしようと思うので、明日あしたからよろしくお願いしますね、センパイ」

「え、ああ、よろしく」

　初めて先せん輩ぱいと呼ばれた戸と惑まどいのままに応じた。

　……ん？　なんか今、ただならぬ文もん句くを聞き流してしまった気が。

「それではさよならまた明日っ。ちゃーおー」

　三日月は水すい兵へいのように敬けい礼れいすると、動物並なみのすばしっこさで駆かけていく。

　あれは本当に三日月彼方かなたなのか。これまでとキャラが違いすぎる。あんなはじけた面もあったんだな……そんなことをぼんやり思っているうちに、日が沈んでいった。

「ちょい待て」ハッと気づく。「このままだと、もしかして……」

　しばらくすれば身体からだは元通りになるだろう。しかし三日月の〝絶対領域〟により、服や所しよ持じ品ひんは跡あと形かたもなく斬きり裂さかれた。このまま行けば確実に……全ぜん裸らだ。通学鞄かばんはタイヤキを食べたところに置いたままだが、着られるものは入ってない。

「ここから家まで、歩いて三十分……素すっ裸ぱだかでどうやって帰れと？　いくら不ふ死じ身みでも社会的に死んだらオシマイだぞ。どうする……どうするよ、俺おれ」

　星がちらつき始めた空を見ながら、遥彦は必ひつ死しに考えをめぐらせる。

　長い夜になりそうだった。







　　＃２　ハイトクスクラッチ







　とある街まち角かどの喫きつ茶さ店。客きやく入いりはそこそこ。壁かべ際ぎわのテーブル席に女性客きやくが二人、向かい合って座っている。一人は漆しつ黒こくの巫み女こ装しよう束ぞく姿すがた。もう一人は紫し紺こんの修しゆう道どう服ふく姿。

　二人はトランプでゲームをしていた。七しち並ならべのようだ。

「お元気そうでなによりですわ。もっと早く会いに来てくださればよかったのに」

　修道女が上じよう品ひんに微笑ほほえむ。年のころは二は十た歳ち前後か。マリンブルーの瞳ひとみ。鮮あざやかなブロンドの髪かみ。目め鼻はな立だちがはっきりしており、御ご愛あい嬌きようのようにそばかすが少し。その容よう貌ぼうからして明らかに異い国こくの血が感じられるが、どことなく和のテイストも見え隠かくれする。混こん血けつらしい。

「ちょいと人助けをしていてね。一応、無ぶ事じだと連れん絡らくは入れておいただろ」

　修道女よりも小こ柄がらで年下に映る黒い巫女は、しかし態度は大きく言って返すと、テーブル上のトランプの列に、手て札ふだから一枚カードを出して並べた。

　修道女もカードを置き、扇おうぎのように開いて持った手札越ごしに、ツインテールを揺らしながら自分の手て札ふだと相談する黒くろ巫み女こを、にこにこと朗ほがらかに眺ながめる。

「あれほどの惨さん事じだったのです。こうしてお顔を拝はい見けんできないことには、安心して夜も眠れませんでしたのよ？　なのに杏あん奈なは、電話でちょっと話すだけ……いつもそう、わたくしの心を奪うばっておきながら、全ぜん然ぜん相手をしてくれないんですもの。あんまりですわ」

「ふふん、焦じらされると燃えるだろ？」

　黒巫女は得とく意い気げな顔をして、わざと出さずにいたカードを置く。

　修しゆう道どう女じよはくすりと笑い、「い・け・ず」とその隣となりの数字を並べた。

「〈村むら雨さめ事じ変へん〉のほうはどうなった？」

「収しゆう束そくに向かってますわ。生せい存ぞん者しやなし。双そう方ほう全ぜん滅めつ。そういうことでかたがつきそうです」

「そうか……ま、どっちもこれ以上、大ごとにはしたくないだろうからな」

　二人にしかわからない話をして、同時にストローをくわえ、ドリンクを吸う。

　黒巫女と修道女。和と洋の神しん職しよくコラボは、他の客きやく目めを引いてやまない。しかし、浮いているわけではなかった。むしろ、この店にはマッチしていると言ってもいい。

　特殊な格かつ好こうをしているのは二人だけではない。ウェイトレスは全員、私し生活ではまずお目にかかれないコスチュームを着用している。メイドに始まり白しろ袖そで赤あか袴ばかまの本ほん家け巫女装しよう束ぞく、ナースにポリス、チャイナ、さらにはネコやウサギの耳や尾を模もしたアニマルアイテムを装そう着ちやく。はたまたアニメやゲームのキャラクター衣い装しよう。エトセトラエトセトラ。

　変へん装そうするのが制服の代わり。つまり、ここはコスプレ喫きつ茶さ。統とう一いつ感かんがないのが欠点だが、店はいつもにぎやかで、客がコスプレしてくることも珍めずらしくもない。だから黒巫女と修道女の姿すがたはこの場に馴な染じんですらいる。人目を引く要因は、格好よりも顔立ちにあるのだろう。どちらもそれに足るルックスの持ち主だ。

「よろしいのですか？」と修道女。「このまま幕まく引ひきになっても」

「いいんじゃないかい」と黒巫女。「そのほうが動きやすくもなるし」

「でも……オトモダチは？　みなさんは御ご無ぶ事じですの？」

「さあね。手て元もとに一人いるが、あとは知らん」

「一人というのは、杏奈のボーイフレンド？」

「そんなんじゃない」黒巫女は微び妙みように過か剰じよう反応した。「いつも言ってるだろ。あれはただの腐くされ縁えんだ。とにかく連れん中ちゆうのことはかまわん。死んでたら死んでたでそこまでさ」

「杏奈がそう言うのでしたら、かまいませんけれど」

「それより、ちょっとした儲もうけ話があるんだけどね……聞くかい？」

「もちろん。アイ・ラブ・マネー。是ぜが非ひでも、ですわ」

　黒巫女は指をくいくいして近ちこう寄れと合あい図ず。修道女は手札を置いて腰を上げ、テーブルの上に身を乗りだした。黒巫女が口元に手を添え、ひそひそと耳打ちする。

「……ぁん」

　修しゆう道どう女じよがぶるるっと震えて甘い吐と息いきをついた。黒くろ巫み女こが話しているあいだ、くすぐったそうにモジモジ、身をくねらせる。話が終わると惚ほうけた表情で席に戻った。

「相変わらず耳が弱いね」

「舐なめるのは反則ですわ」

　舐めていたらしい黒巫女は、血を吸ったあとの吸きゆう血けつ鬼きのように唇くちびるを舌したでなぞる。そしてゲームの続きに戻ると、ジョーカーを使って言った。

「今後のバックアップと、ひとつ調べものを頼みたい。少しばかり厄やつ介かいかもしれないが、わたしが腕うで利ききと認める情報屋やなら、そう難しくもないはずだ。やってくれるかな？」

「オフコース。御ご奉ほう仕しさせていただきます」

　二つ返事をした修道女は淑しとやかに微笑ほほえみ、ジョーカーと自分の手て札ふだを入れ替えた。




　放課後ごの四し季き森もり西にし高校。二年四組の教室。

　遥はる彦ひこがカバンに荷物を入れていると、御み木き本もとが遊びに誘ってきた。

「遥彦、ボーリング行こうぜぃ。野の々の原はらが部ぶ活かつ休みだから女子を誘ってくれるとさ」

「あー、悪い。俺おれ、用事あるんだ」

「なんだよ、最近やけに忙しいな。まさか……オンナ？」

　疑いの目に「ちげーよ」と半はん笑わらいで返す。内心はヒヤリだった。ニュアンスはまったく違うが、女が絡んでいるのは事実だ。

「卓たく郎ろう、門の前に集合でいいんだよね。みんなにメールするよ？」

　ケータイを片手に野々原が聞いた。「おう、いいぜ」と応じた御木本が、次いで遥彦の不ふ参加を告げると、メールを送信しながらアヒル口を尖とがらせ、眉まゆ尻じりを下げる。

「そっか、遥彦、来られないんだ……用事があるんじゃ、しゃーないか」

「せっかく女子と遊べるってのにな。それもボーリングだぞ。あれだぞ、ストライクとかスペアが出たら自然とハイタッチだぞ？　あわよくばそのあとカラオケだ。せっかく俺がナイスなセッティングかましたってのに、この絶ぜつ好こう球きゆうを逃すバカがどこにいる？」

「ここにいる。俺だって無む念ねんだよ」

　交こう友ゆう関係のほとんどが男子である遥彦にしてみれば、女子を交えて遊ぶ機会なんて年に一度あるかないかのビッグイベントだ。唯ゆい一いつの女おんな友達の野々原は腐くされ縁えんみたいなものだし、最近になって知り合った後こう輩はいの女子は、とてもじゃないが友人関係とは呼べない。

　うなだれて教室を出る遥彦の肩に、御木本がニヤニヤと手を回す。

「何の用か知らんが、そう落ち込むな。おまえの分も楽しんできてやるからさ」

「……俺の屍しかばねを越えていけ」

　下げ駄た箱ばこで運動靴ぐつに履はき替えていると、あとから同じクラスの生徒がやってきた。艶つやのあるきれいなローファーを出したのは、顔の上半分が前まえ髪がみで隠かくれた地じ味みな女子。

「およ、委員長」御み木き本もとがいちばんに気づく。「そちらも今お帰り？」

　委員長こと瀬せ里り沢ざわ道みち流るは首をすくめるようにうなずいた。

「あれ、道流、今日きようは早いね」野の々の原はらが声をかける。

「あ、うん……特に仕事もなかったから」答えながら靴くつを履はく。

「じゃあさじゃあさ」御木本がピエロのように近寄った。「一いつ緒しよにボーリングでもどう？　十人ぐらい来るんだけど、ちょうど一人ダメになったとこでさ、人にん数ずう多いほうが盛り上がるし」

「え、あ、あの……わたし、その、予備校が、ある、ので……ご、ごめんなさいっ」

　瀬里沢はまるでプロポーズを断るかのように生き真ま面じ目めに腰を折った。かろうじて聞こえるほどの声せい量りようでさよならを告げ、逃げるように下げ駄た箱ばこをあとにする。

　御木本が「待ってよぉ」と追いかけようとしたのを、野々原がローキックで止めた。

「やめなさい。バカが感う染つるでしょうが」

「イダダダダ……委員長みたいなマジメちゃんには、多少バカをおすそ分けしたほうがいいんだって。つーか、また威い力りよく上がってません？　それ以上強つよくなってどうすんの？」

「あたしが強くなってるんじゃなくて、あんたが弱くなってんのよ、帰き宅たく部ぶ」

　三人はそろって下駄箱を出た。正門まで、帰宅する生徒がぞろぞろと流れている。先を行く瀬里沢はちょっと猫ねこ背ぜ気ぎ味みで、顔を伏せるようにして歩いていた。

「委員長ってガード堅いよなぁ。それにいっつもオドオドしてるし。野々原は、一年のとき同じクラスだったんだよな？　ずっとああなの？」

「まーね。遊びに誘っても無だ駄めよ。親が厳きびしいみたい。あと超ちよう奥おく手てだから」

「見るからにシャイだよなぁ。なのに委員長なんかやってんのなぁ……なんで？」

「なんでって、あんたも当事者の一人でしょうが。覚えてないの？　ホームルームで委員会とか決めるとき……あ、遥はる彦ひこは休んでたか」

　瀬里沢が学級委員になったのは、自発的ではなく圧あつ倒とう的てき他た薦せんがあったからで、さっさと決めてしまいたい担任から「じゃあ、やってくれるか？」と聞かれ、黙だまってうなずいたそうだ。要するに、面めん倒どうな役やく職しよくを押しつけられた格かつ好こうらしい。

「一年のときもそうだったの。中学のときから、ずーっと学級委員やってたみたいでさ、オナチューの子たちには、委員長になる前から委員長って呼ばれてたっけ」

　瀬里沢は出身中学が違う。遥彦と御木本は一年のときクラスも違っていたので、野々原と一緒にいる姿すがたを見かけたことはあったが、ちゃんと知り合ったのは二年になってからだ。

　そう言えば、病びよう欠けつ明あけで遅れて新クラスに参さん入にゆうしたとき、遥彦のように二年になって初めて知り合ったやつも、担任でさえも、すでに瀬里沢のことを委員長と呼んでいた。委員長として認にん識しきはしていても名前が出てこない。そんなやつも中にはいるみたいだ。

　ちなみに遥彦は、苗みよう字じにさん付けで呼んでいる。たいして仲良くはない。雑ざつ談だんレベルのやりとりさえしたことはなく、挨あい拶さつする程てい度ど。この前ノートを借りたときも、瀬里沢と会話らしい会話をしたのは野の々の原はらだけで、遥はる彦ひこは御み木き本もとと共にお礼を述べて拝おがんだだけだ。

「つーか、野々原と委員長って、考えてみると意い外がいな組み合わせだよな。どういうきっかけで仲良くなったわけ？　マジメな優ゆう等とう生せいと体力バカがどうつながるのやら──ぐへっ！」

　ミドルキック炸さく裂れつ。腹を抱えて悶もん絶ぜつする御木本を無む視しして、野々原は話した。

「最初はね、ぜんぜん話もしなかったんだけど、一年の一学期の終わり頃だったかな、道みち流るが告こく白はくされてるところに、たまたま出くわしたの。その相手がまた遊んでそうなやつでさ、下した心ごころが丸まる見みえっていうか、カラダ目当てなのがバレバレで、道流が断ってるのにしつこく言い寄ってたから、助けに入ったわけよ。ローからのミドルで。それがきっかけ」

　なるほどな、と御木本がふらつきながらも根性で会話に戻る。

「しっかしもったいないぜ。地じ味みっ子こちゃんだけど、あの爆ばく弾だんボディはそれを補って余りあるものがある。俺おれ的にはあれだけでもＢプラス……おっ、トリプルＡ発見！」

　急に話の矛ほこ先さきが変わった。御木本の照しよう準じゆんは、瀬せ里り沢ざわのさらにその先を歩いていた女子生徒にスライド。今や事実上のミス西にし高こうと言っても過か言ごんではない人にん気きを博する一年女子。

　三み日か月づき彼方かなたは今日きようも男子に囲まれていた。

「いつにも増して群がってんなぁ。しかしま、あの可愛かわいさはエンジェル級ですのぅ」

　外そと面づらは天てん使しでも中身は鎌かま鼬いたちだ。ああいうのを猫ねこかぶりっていうんだ。

　遥彦はのどまで出かかった心の声を、ため息に変えて吐きだす。

　校内では自発的に三日月と距離を置いていた。せめて学校ではアヤカシとか関係なく穏おだやかな日常を送りたいからだ。どうせあの人気ぶりでは簡単に近ちか寄よれないし、下へ手たに近づいて三日月彼方の争そう奪だつ戦せんに、その気もないのに巻き込まれたくない。

　だから学校では他人のふり。黒くろ髪かみロングの揺れる背中を傍ぼう観かんするのみ。どうせこのあと落ち合う手はずになっている。日常の交こう友ゆう関係ではなく、非ひ日常のジンガイ関係として。

　と、正門の手て前まえ、三日月がぴたりと立ち止まった。どうせまた男たちを散らしていくのだろう。遥彦はそう思って見ていたが、今回は違った。

　三日月は回れ右。振り返るとほぼ同時、上空から獲え物ものを見み据すえる鷹たかのごとく、視線が一いつ直線に遥彦を射い抜ぬく。目と目が合った。

　直後、何を思ったか逆走しだす。まっすぐこっちに駆かけてくる。

　その勢いのまま、遥彦の腕に抱きついた。

「…………へ？」

　取り巻いていた男子たち、前を歩いていた瀬里沢、隣となりに並んでいた御木本と野々原、そしてその場にいたその他の生徒諸しよ君くんが、いっせいに足を止め、注目。

　みんな、ぽかーんとしていた。しかし、このときいちばんぽかーんとしていたのは、他の誰だれでもない、抱きつかれた当の遥彦だった。何が起きているのやらさっぱり。

　え……なにこれ。どゆこと？

　錆さびついた動きで、腕に絡みつく後こう輩はいを見向く。するとすぐ間ま近ぢかに、目を瞑つむって軽くあごを上に向けた三み日か月づきの面おもて。まるでキス顔のようなそれがすぅーと近づいてきて。

「…………」

　唇くちびると唇が、触れた。
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　本当に、キス、された。

　三日月がハッと目を見開く。自分からしておきながら驚いたような反応。すぐさまぎゅっと目を閉じると、離れるどころか身体からだをあずけてくる。

　遥はる彦ひこはとっさに手を添え、抱きとめざるを得ない。

　そのままたっぷり十秒ほど、公こう然ぜんキスは続き……。

　やがて唇を離した三日月は、まず呼吸。息を止めていたらしい。爪つま先さき立だちからかかとをつけると、遥彦の隣となりにぴたっと寄り添った。そして自分を取り巻いていた男子たちに対し、あるいはこの場にいるすべての生徒に対し、選手宣せん誓せいするように凜りんと声を張る。

「御ご覧らんのとおり、私はこちらの伊い佐さ見み先せん輩ぱいとお付き合いしています。ですから今後一いつ切さい、交際交こう遊ゆうの申し出は御ご遠えん慮りよください。しつこくされても無む駄だです。私はセンパイ一ひと筋すじですから」

　誰だれも彼もがポーズボタンを押されたみたいに固まっていた。遥彦も然しかり。

　すでに収しゆう拾しゆう不可能なほど波は紋もんを広げていたが、三日月はトドメを刺すように……。

「ちなみに私たち、もうセックスもしました」

　爆ばく弾だんを投とう下か。威い力りよくは抜ばつ群ぐん。クリティカル。

　どよめく。ざわめく。ひそめく。

　だが、ここでもいちばんの被ひ爆ばく者は遥はる彦ひこだ。失しつ語ご症しように陥おちいったように言葉にならない。頭の中ではクエスチョンマークの嵐あらしが暴れに暴れ、思し考こうを根こそぎ吹き飛ばしていく。

　え？　え？　え？　えええええええええっ？　…………え？

　混乱のあまり回かい線せんが焼き切れ、動フ作リ不ー良ズを起こした。

「さ、行きましょ、センパイ」

　ハートが浮かぶような猫ねこなで声。可愛かわいいけど無ぶ愛あい想そうで通っている三日月は、とびきりの笑顔で遥彦の腕を抱くと、見せびらかすようにベタベタしながら歩きだす。

　システムダウン中の遥彦はされるがまま。ぎこちなく二に足そく歩ほ行こうを再開。いまだ衝しよう撃げきの余よ韻いんが冷めやらぬ大おお勢ぜいのギャラリーに見送られ、正門を抜けるのだった。




「センパイのバカっ。バカバカバカっ、ドバカっ。なんでいきなりこっち向くんですかっ」

　学校を離れ、土ど手てに出たところで腕を振り放した三み日か月づきは、一方的に機き嫌げんが悪かった。

　事情を聞くに、話は簡単──何度お断りしても次から次へと言い寄ってくる男子どもに嫌いや気けが差していた三日月は、前々から彼らを鼬いたちの道みち切きりにする方法を考えていた。そこで遥彦を使って一ひと芝しば居い打うとうと思いついた。本当は軽くほっぺたにフレンチキスでもして見せるつもりだったが、急に遥彦が振り向いたことで、唇くちびると唇がドッキングしてしまった、と……。

「どうしてくれるんですか。ファーストキスだったのに」

「そんなこと言われても……」

　遥彦は逃げるように足を速める。三日月がぷんぷん怒ってついてくる。つい先日とはまったく逆の光こう景けいだ。

「返してください。私の初めて、返してください」

「そんなこと言われても……」

　理り不ふ尽じんだ。なんで俺おれが責められなくちゃならない？

　さすがに我が慢まんならず、黙だまってられないと思った。が、まともに三日月の顔が見られない。どうしてもキス顔のアップが頭にちらつき、唇のやわい感かん触しよくが思い出され、目が口くち元もとに吸い寄せられてしまう。だから河か川せん敷しきのほうを向いて言い返した。

「あれはわざとじゃない。事故だ、事故」

「当たり前です。わざとだったら、あの場でみじん切りにしてます」

「そ、そもそもはきみが勝かつ手てにやったことだろ。俺は巻き込まれただけだ。どっちかって言うと被ひ害がい者しやだ。俺だって……初めて、だったし。だからあれだ……そう、痛み分けだ」

「は？　なんですか、そのテキトーな言いい草ぐさは。私が相手では不満だと？」

「いや、そういうことじゃなくて……ていうか話変かわってるし」

　キスのこともそうだけど、シチュエーションとか、そのあとの爆ばく弾だん発言だって問題だ。いやむしろそっちのほうが大だい事故。後々に響ひびいてくると思われる。

「あんな大おお勢ぜいいる前で……軽く三十人はいたぞ。どうすんだ、明日あしたから」

「宣せん言げんした手て前まえ、恋人で通すしかないですね。そうしないと意味ないですし」

「そっちはそれでいいかもしれないけど、こっちはそれだけじゃすまされないんだよ」

　今回のことで校内に多くの敵を作ってしまっただろう。三み日か月づきの人にん気きの分だけ恨うらみを買うこと必ひつ死しだ。そんな中むざむざと登校してみろ。どんな目に遭あわされることか……不ふ死じ身みだから何されても平へい気きだけど……ああ、なんか引きこもりたくなってきた。明日、風か邪ぜでも引かないかな……無む理りだろうな。黄よ泉み人びとになってから無む駄だに健康だから。

「キスだけでも大おお騒さわぎになるってのに……セ、セ、セックスしたなんて……なんであんなこと言ったんだよ。あの一言はどう考えても余よ計けいだろ」

　遥はる彦ひこはひたいに手を当てる。三日月は拗すねたように口を尖とがらせた。

「しょうがないじゃないですか……私だって、まさかあんなことになっちゃうなんて思ってなかったし、びっくりして……でも引くに引けなかったし、それでその、つい勢いで……」

　口走ったのかよ。さすがの三日月も動どう揺ようしてたってことか。それならそれで情じよう状じよう酌しやく量りようの余よ地ちがないでもない。と思う遥彦だったが、三日月は軽すぎる調子で続けた。

「ま、言っちゃったものはしかたありません。効果はテキメンでしたし、目的は果たせそうです。これでお互い、変な虫がつくこともないでしょうから、よしとしましょ」

　接せつ吻ぷん事故で人を責めておきながら、自分の放送事じ故こ的てき発言は大目に見ろと？

「よくない。全ぜん然ぜんよくない。せめて学校では穏おだやかでいたかったのに、これじゃあ──」

　遥彦は途と中ちゆうで言葉を止めた。止めさせられた。

　唇くちびるに、ほっそりした指をぴたっと当てられて。

　三日月が指を添えたまま、上うわ目め遣づかいに微笑ほほえむ。

「セーンパイっ、男なら文もん句く言わず、どんと来いですよ。ねっ？」

　イタズラな笑顔を絶ぜつ妙みような角度で傾けると、くるんと回って先を歩く。足あし取どりは軽い。最初の機き嫌げんの悪さはどこへやら。なんて自じ己こ中ちゆう。なんて気き分ぶん屋や。だけど小こ癪しやくなことに笑顔は超ちよう一級品で、魅みせられてしまった遥彦は抱えていた鬱うつ憤ぷんの風ふう船せんに穴が開き、一気にしぼんだ。

　猫ねこかぶりだとわかっているのにだまされる。そんな自分にガッカリだ。

「駅前にケーキがおいしいって評ひよう判ばんのお店があるんです。前々から目をつけてまして。そこで作さく戦せん会議しましょ。もちろんセンパイのオゴリで。私の唇を奪うばったんですから、そのお礼はしてもらいますよ？」

「違う。逆だろ。きみが、俺のを、奪ったんだ」

「じゃあ、奪ってあげたんですから、そのお礼をしてください」

「……はぁ」勝てる気がしない。「……はぁ」

　もうため息しか出てこなかった。




　駅前のロータリーに面したカフェレストラン。二人の前に注文したケーキがやってくる。

　さっそく一ひと口くち頬ほお張ばった三み日か月づきは、のどをなでられた猫ねこのように満足気げに唸うなった。

「ん～っ、この遠えん慮りよを知らない濃のう厚こうな甘さ、なんとも言えません」

「ちゃんと味わって食えよな。一個五百円もすんだから」

　小しよう市民の高校生には厳きびしい値ね段だんに辟へき易えきしつつ、遥はる彦ひこも一口。食べてすぐ「ん？」と首をかしげた。三日月が言うほど甘くはない。遠えん慮りよを知らないどころか、遠慮しまくっているように思える。さっぱりすぎて物もの足たりないぐらいだ。三日月の舌したは甘い物に弱いらしいな。

「ところでセンパイ、この前どうやって帰ったんですか？　ほら、私、いろいろ斬きり裂さいちゃったじゃないですか。なにかと困りませんでした？」

「……いいや、別に」

「そうですか。ならいいんです……あ、話は変わりますけど、知ってます？　露ろ出しゆつ狂きようが出たってウワサ。全ぜん裸らで橋を渡っていたそうですよ。ハレンチな人がいたものですねぇ」

「……それより、キリサキ魔まのほうはどうする？」

「五件目が起きましたね。実際は四件目ですけど」

　今け朝さのニュースで新たな犯はん行こうが明らかになった。場所は常とこ瀬せ川がわ上流。線路の高こう架か下。学校とは反対方向へ、土ど手てを数キロいったところだ。被ひ害がい者は近きん隣りんに住む専せん業ぎよう主しゆ婦ふ。相変わらず手がかりはなし。犯はん人にん像ぞうが見えないことで、都市伝でん説せつのような騒がれ方までしだしている。

「三日月はアヤカシを捜すとき、いつもどうするんだ？」

「何も特別な方法はありません。適当に歩き回ってエンカウントを待つだけです。たいていのアヤカシは、自分の存在を勘かん付づかれないようにしています。野や性せいの本ほん能のうみたいなもので。でも異い能力を使うときは、必ず妖よう気きが放たれ、魔ま境きようが展開されます。その妖気や魔境に触れることで、私たちは存在に気づくわけです。逆を言えば、アヤカシが行動を起こさないことにはなかなか見つけられないということでもあります」

「そうか……せめて、アヤカシの正しよう体たいとか習しゆう性せいみたいなもんがわかればな」

「そう言えば、例の退たい魔ま師し……黒くろ巫み女こさんは？　何かつかんでないんですか？」

「さあ、会ってないからわからん」

　三日月のことを相談して以来、不知火しらぬいの顔は見ていなかった。だから三日月と一いつ緒しよにキリサキ魔を追うことになったことも、まだ知らせることができずにいる。

「向こうが解決してくれりゃあ、それに越したことはないんだけどな」

「いずれにしろ、私たちはあちこちパトロールするしかありません。でも、その前に……」

　キチキチキチ、キチキチキチ、キチキチキチ。

　刃は音おとがして、遥彦は反射的にビクッとなった。三日月が危ない目をしている。

「愉たのしませてもらえますよね？　センパイ」

「……今から？」

「約束でしょ？　やりたくなったらやらせてくれるって」

「……変な言い方するなよ」

「そうだ、どうせなら実じつ戦せん形式にしません？　そのほうが私としても燃えますし、先せん輩ぱいも少しはバトルに慣れたほうがいいです。魔ま境きようの感覚もまだつかめてないんでしょ？　自じ在ざいに使えるようになれば、露ろ出しゆつ狂きよう騒さわぎも起きなくてすみますよ。ね？」

「……ですね」バレてたか。

　まあ三み日か月づきの言うことも一いち理りある。ただ慰なぐさみ物ものにされるよりは、少しでも足しになる方向で考えたほうがいい。三日月は獲え物ものを狩る臨りん場じよう感かんを楽しみたいだけなんだろうけど。

　キチキチキチ、キチキチキチ、キチキチキチ。

　ぶかぶかな袖そでの中で、カッターナイフが待ちきれなさそうに鳴いていた。




　廃はいビルに場所を移し、魔境を展開してキリサキの時間。

　開かい始し直後、三日月はいきなりバケモードで本気モード。容よう赦しやなく襲おそってきた。遥はる彦ひこは逃げるので精せい一いつ杯ぱい。ほどなくして組み敷かれ、上半身をむかれ、あとは一方的に料理されるのみ。ある意味、陵りよう辱じよくと言ってもいい有あり様さまだった。

　斬ざん裂れつの快かい楽らくに溺おぼれた三日月に言葉は通じず、アニマとエロスの入り混じった妖よう艶えん美びな姿すがたを上にして遥彦にできたことと言えば、黙だまって見み惚とれることと、三日月が早く満足して終わるよう好きにやらせることだけ。それこそ愛あい玩がん道具にすぎなかった。

　三日月は淫いん乱らんな微笑ほほえみを浮かべ、息をはずませ、髪かみを振り乱し、刃は物ものを遊ばせる。斬きっても斬っても再生する遥彦の身体からだは無限キャンバスだ。

　やがてカタルシスを迎え、尻尾しつぽをぴんと立てた。感じ入るように息を止める。

「……はぁぁ」ゆっくり吐いて、ぶるるっと震える。「うふ……カイカン」

　尻尾がふにゃりと脱だつ力りよくし、惚ほうけ顔で悦えつに入る。

「病みつきになりそうですね、これ。はまっちゃうかも」

　うっとり余よ韻いんに浸ひたる三日月を見ていると、逆ぎやく効果になっている気がした。俺おれはもしや異い常じよう性せいに拍はく車しやをかけてしまっているのではないか。どのみち、あとには引けないが。

　キリサキの時間後、もう一方のキリサキ魔を見つけるべく、二人はパトロールに出た。路ろ地じ裏うらのゴーストタウンを見て回り、これまでの犯はん行こう現げん場ばを巡り歩く。しかし、そうそう簡単に尻尾はつかめず、手がかりの得られないまま時間だけがすぎた。

　日が沈むと、三日月はさっさと切り上げにかかった。

「そろそろお開きにしましょう」

「え、もう？　暗くなってからが本ほん番ばんじゃないのか？」

「帰りが遅くなると、お姉ねえちゃんが心配するので」

　小学生のような理由を述べ、帰き宅たくの途とにつく三み日か月づき。

　遥はる彦ひこは小こ走ばしりで追いかけた。

「なあ、いいのか、こんなんで」

「いいんです」三日月はきっぱり。「センパイ、何か勘かん違ちがいしてません？　目的はあくまで日常を守ることにあるんです。その日常を留る守すにするわけにはいきません。自分で自分の日常を狂わせちゃったら、元も子もないじゃないですか」

「そうだけどさ……でも、そのあいだに犯はん行こうが起こるかもしれないだろ？　あとになって、あのときちゃんと見回りしていれば止められたかも……なんてことになったら？」

「そこは割り切るしかないですよ。私たちにできることには限界があるんですから、物事には優ゆう先せん順位をつけないと。私が言いたいこと、わかりますよね？」

「ああ、わかる……けど」

　三日月のほうがよほど現実を見ているのだろう。実際、自分だって最初のときは三日月と関わるのを避けようとしていたのだから、何も言う資し格かくはない。

「偽ぎ善ぜん者しやは嫌きらいです。正義面づらしたいなら、どうぞお好きに」

「いや……俺おれも、今日きようは帰るよ」

　若じやつ干かんの後ろめたさを覚えつつ、隣となりに並んでアーケードを歩く。

　三日月の家はオールドタウンの北区にあるらしい。途と中ちゆうまでは一いつ緒しよだ。

　夜の顔を見せつつある通りを歩いていると、思い出したように三日月が言った。

「そうだ、センパイの連れん絡らく先さき、教えてください」

「ああ」ポケットに手を入れるが、中はからっぽ。「そうだ、今ケータイないんだった。このあいだ誰だれかさんに斬きり裂さかれちまったから」

「それはそれは災さい難なんでしたね」

「まったくだ。予備データもないし」道みち端ばたに立つ時計盤ばんを見る。「まだショップやってるな」

「寄っていきますか？」

「そうする。でも方向逆ぎやくだから、先に帰っていいよ。連絡先はまた明日あしたにでも」

　三日月は「では」と迷うことなく告げて別れ、雑ざつ踏とうの中を歩いていった。

　一人になった遥彦はアーケードを引き返し、駅前へ。ケータイショップに入り、事情を説明する。せっかくだから機き種しゆ変へん更こうし、電話番号とメールアドレスを引き継いでもらった。必要な料金は貯たまっていたポイントで支払った。

　店を出てアーケードに戻り、電源を入れて新しん着ちやくメールの問い合わせをした。すると今までに経験のない容よう量りようを受信しだした。な、なんじゃこりゃ。いきなりバグった？

「あ……そうか、あれか」

　原因はおそらく、三日月との公こう然ぜんキスだろう。それで御み木き本もとをはじめとする男おとこ連れん中ちゆうが事情を問いただそうとメール攻こう勢せいをしかけてきたのだ。電話はつながらなかったから。

　電話帳ちようのデータがないので送信主ぬしの判はん別べつに困った。御み木き本もとや数人のクラスメイトのアドレスはうろ覚えながらも見分けがついたが、それ以外は不ふ明めい。というか知らない相手からのメールが圧あつ倒とう的てきに多い。ためしにひとつ開いてみたら呪のろいの文もん句くがずらり。嫌いやがらせだ。無む数すうのアンノウンから迷めい惑わくメールが届いている。これは、つまり……。

「んにゃろう、誰だれか俺おれのアドレス流しやがったな？」

　とりあえず知り合いのものとわかるメールをチェック。しかし内容的には変わりなし。文面からしてみんな怒り狂っているようだ。これは明日あした、仮け病びようを使ってでも休んだほうがいいかもしれん……本気でそう考えるそこへ、またメール。アンノウン。もう見る気がしない。

　メールを全ぜん消去し、電源を切ってポケットへ。帰ったらアドレス変えよう。

　ちょうどアーケードの中ちゆう腹ふくに差しかかる。円えん形けいの交こう差さ広場。そこだけ天てん窓まどが途と切ぎれ、空が覗のぞける造りになっている。

　その広場を抜けるとき、前方に見知った姿すがたを見つけた。

　長い前まえ髪がみですぐに判はん明めい。委員長こと瀬せ里り沢ざわ道みち流る。

　予備校の帰りだろうか。挨あい拶さつぐらいするべきか。でも瀬里沢も下校時じのあれの目もく撃げき者しやの一人なので、できれば今は接せつ触しよくを避けたい。

　というわけで、そのまま通りすぎようと思った。

　のだが、次の瞬しゆん間かん、おかしなものが目について、思わず足を止めた。

「……え？」目を凝こらす。「あれって……まさか」

　見み間ま違ちがいではなかろうか。一度ぎゅっとまぶたを閉じる。そのあいだに瀬里沢は店に入っていく。百円ショップ。あとを追って入り、気づかれないよう陳ちん列れつ棚だなの陰から覗のぞく。

　改めて、瀬里沢の後ろ姿を確認……見間違いではなかった。

　獣けもの耳みみ。そして、尻尾しつぽ。

　ぴくぴく。ふりふり。その手のアイテムじゃないことは、その自然なモーションと周りの無反応からして明らかだ。それに、微び弱じやくながら魔ま境きように似た気け配はい──妖よう気きを感じる。

「……バケモード」

　三み日か月づきとは違う。耳は三角形。尻尾は細く長く、波のように揺れる。

　その姿はごく身み近ぢかな動物を連れん想そうさせた。

「……猫ねこ？」

　瀬里沢は文ぶん房ぼう具ぐの棚の前で止まり、商品を手に取った。耳が小こ刻きざみに震え、尻尾が立つ。

　妖気が濃くなった。魔境を張るほどではないが、遥はる彦ひこは緊きん張ちようして息を呑む。

　そして、目撃した。

　瀬里沢の手が、商品をポケットに忍しのばせる瞬間を。

　今のは……万まん引びき？　マジかよ、あの瀬里沢さんが？

　瀬せ里り沢ざわはネコ娘むすめの姿すがたのまま平へい然ぜんと店を出て行く。あとを追いながら遥はる彦ひこは逡しゆん巡じゆんした。声を掛けるべきか否か。というか、下へ手たに近づいて大だい丈じよう夫ぶだろうか。三み日か月づきのときみたいにいきなり襲おそってきたら……って、どうせ不ふ死じ身みだろ。行け。

「瀬里沢さんっ」

「──？」

　小さな背中がぴくりと止まる。

　振り返ると同時にバケモードは解けた。

「あ……伊い佐さ見み、くん」

「予備校の帰り？」

「う、うん、そう」

　目を合わせず、というか前まえ髪がみで隠かくれて見えず、どもりがちにうなずく。いつもそんな気き弱よわな感じなので、動どう揺ようしているのか普ふ段だんどおりなのか、かえって判断しがたい。

「あの……か、彼女、さんは、一いつ緒しよじゃ……？」

「ああ、うん。先に帰った」

「そう……今日きようは、すごい、びっくり、しちゃった。あんな大おお勢ぜい、いる前で、あんなこと、しちゃうから。あのあと、お、大おお騒さわぎ、だったん、だよ？」

「そ、そっか……だよな」

　瀬里沢のしゃべり方は、声が遅れて聞こえるような独どく特とくの間があった。まともな会話をするのは初めてに近いから、自然なのか不ふ自然なのか、これまたよくわからない。

「あのさ……さっきのことなんだけど」

「……？」瀬里沢は肩を狭くした。「さ、さっき、って？」

「百円ショップで……ポケットに……その、たまたま見えてさ」

「…………」

　瀬里沢は金かな縛しばりにかかったように硬こう直ちよくした。前髪のせいで表情はわからない。ただ、口くち元もとがわなわなと震えていて、動揺らしい動揺が初めて窺うかがえた。

「あ、あぅあ、あれ、は……そそ、その、あの、あぅ、ぅぅ……」

　しどろもどろ。縮こまって震えて、それが声にも伝わって言葉にならない。

　ここまでくると様よう子すがおかしいのは目にも明らかで、通行人にんにチラチラ見られて遥彦も弱った。弱った挙あげ句く、瀬里沢のポケットに手を伸ばし、盗とったものを取っていた。どうしてそんなことをしようと思ったのか、我ながら思し考こうの道みち筋すじをたどれないまま、それを手に言った。

「返してくるから、ちょっと待ってて」

　走って百円ショップに戻る。店に入ったところで、「違うだろ」と自分に呆あきれてひたいに手をやった。やっていることがビミョーにずれている。そもそも、この状況で瀬里沢を一人で置いてきたのが間違いだ。しかし商品を手に店まで戻っておきながら、またすぐに瀬里沢のもとに舞い戻るのもおかしな話。黙だまって置いていくのも変に気が引ける。

　結局、瀬せ里り沢ざわの盗ぬすんだ品をレジに持っていった。百円プラス消しよう費ひ税ぜい。小さな消しゴムの三個入りセット。値ね段だんにしろ中なか身みにしろ、これ目当てで万まん引びきしたとは考えにくい。

　シールだけ張ってもらった商品をポケットに入れ、先ほどの場所へ戻る。もういないかとも思ったが、瀬里沢は律りち儀ぎに待っていた。迷まい子ごのように道みち端ばたでぽつんと。じっとうつむいていたが、こちらに気づくと怯おびえたようにぶるっと震える。やはり前まえ髪がみで目が見えない。

「えっと……とりあえず、ここ離れよっか？」

　聞くと、わずかにあごを引き、狭い歩ほ幅はばでついてきた。




　会話のないままアーケードを抜け、橋を越える。オールドタウンに入ると、暗くら闇やみの密みつ度どが濃くなった。道端に点々と並ぶ街がい路ろ灯とうが心こころ細ぼそい光を落とす。

「家は、こっちでいいの？」

　少し後ろをついてくる瀬里沢に聞いた。小さくうなずくのが見える。

「わりと近いんだな。中学のとき、知らずにすれ違ったりしてたかもな」

　なんの話をしてるんだか。聞くべきことは他にあるだろうに。

　十じゆう字じ路ろに差しかかり、その先に登とう下げ校こうのときいつも前を通る児じ童どう公園が見えた。そこのベンチにでも座って話を聞こうか、と遥はる彦ひこがそちらへ渡ろうとする一方、瀬里沢は十字路のど真まん中なかで立ち止まる。わずかに顔を右へ向ける。

「あ……家、そっち？」

　見み過すごしてしまいそうなほど微び妙みようなうなずきがあった。「そっか」と遥彦は言ったものの、あとに言葉が続かず、二人は無む言ごんで立ちつくす。

　……き、気まずい。何か言わないと。話を聞かないと。

　けど、何をどう聞けばいいのか。万引きのこともそうだが、アヤカシのほうが重じゆう大だいだ。というより、バケモード中に万引きしたってことは、アヤカシが影えい響きようしていると見ていい。だけどそもそも瀬里沢は、自分がアヤカシに憑つかれていることに気づいているのだろうか。場合によってはまったく話が通じなくて、こっちが電波なやつだと思われかねない。

「あ、の……い、伊い佐さ見み、くん」

　ひ弱な声がした。同時に、妖あやしの気け配はいが波打った。

　再び、バケモード。瀬里沢の頭にぴょこんとネコミミが、スカートの下からひょろりと細長い尻尾しつぽが伸びる。前髪がなびいて分かれ、つるんとしたおでことつぶらな瞳ひとみが現れる。

　初めて見えた素す顔がお。前髪のヴェールの下に、隠かくれ美人が潜ひそんでいた。

「お願い……誰だれにも、言わないで……」

「え……あ、万引きのこと？」

　こくり。うなずいた瀬里沢は、遥彦の両手を取った。自分の手で包む込むように握る。神様に祈るようなお願いポーズで上うわ目め遣づかい。濡ぬれた瞳ひとみが大きく揺れる。

「親とか、学校に、知られたら、わたし……わたし……」

　うるうると見つめられて、遥はる彦ひこはたじろいだ。女の子のこういう姿すがたには免めん疫えきがない。

　瀬せ里り沢ざわは「お願い」とさらに迫った。身体からだがぴたっと合わさり、おでこの産うぶ毛げが見えるほど顔が近づく。握られた両手は不ふ可か抗こう力りよくで深い谷間に招かれた。で……でかい。埋まる。

「ちょちょ、ちょっと、せせせ瀬里沢さん？」

「黙だまっていてくれるなら、わたし、なんでもするから……だから、お願い」

　ぽろぽろ。大おお粒つぶの涙がこぼれだす。

　くらり。遥彦は酩めい酊てい感に襲おそわれた。視し界かいを占せん拠きよする桜さくら色いろに染そまった涙なみだ頬ほお。手を包み込む魅み惑わくのふくらみ。ぴったり寄せられた身体の重みと火ほ照てり。そして究きゆう極きよくの哀あい願がん文もん句く……な、なんでもする？　なんでも……思し考こうが横よこ道みちにそれかけて、頭をぶんぶん振った。

「わわわわかったっ、言わ、言わないよ。だから、ととととととにかく落ち着こうっ」

　舌したがうまく回らない。自分こそ落ち着け。

　ひっく、ひっく。瀬里沢はしゃくりあげ、手を解いて半歩下さがる。

　遥彦は瀬里沢の肩に手をやって、できる限りやさしく声をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶだから。言ったりしないから、ホント」

「……うん」

「今日きようは、もう帰ろ。な？　また落ちついたら話そ？」

「……うん」

「えっと……家まで、送ろうか？」

「……ううん」

　瀬里沢はふるふると首を振った。

「大丈夫……今日は、ごめんね？」

「いや、別にそんな」

「じゃあ……ばいばい。また、明日あした」

　ネコミミも尻尾しつぽもふにゃりと萎なえた瀬里沢は、丁てい寧ねいに頭を下げて帰っていく。見送る途と中ちゆうでバケモードは解け、道を折れて視界から消えた。

「……なんも聞けなかったな、結局」

　遥彦はくしゃくしゃと頭をかいて、自分も家いえ路じにつく。

　ニャーオ。

　どこかで猫ねこが鳴いていた。




　家に着いて自室のドアを開けると、黒い姿があった。

　またいつの間に、だ。

「ふふん、夜よ這ばいには少し早すぎたかな？」

　不知火しらぬい杏あん奈なはベッドの上で腹はら這ばいになり、遥はる彦ひこが取っておいたポテトチップスを勝かつ手てにつまみながら何かの雑誌を眺ながめていた。ニヤニヤとページを広げて見せる。

「きみはこういうのが好きなのかい？」

「──ぬぁっ！」

　突然いたことよりもそっちに驚いた。そこに載のっているのは女め豹ひようのポーズを取る裸はだかの女。ずいぶん前に御み木き本もとと交換し合ったエロ本だ。引き出しの奥に隠かくしておいたはずなのに。

「おま、それ、なんで！」

　遥彦は慌あわてて奪うばい返す。黒くろ巫み女こは事もなげに、

「暇ひま潰つぶしに物ぶつ色しよくしていたら見つけた。残念ながら、わたしはそこまでバカでかくない。形には自信があるんだが、大きさでは期待に応えられそうにないな。それほどのものとなると、どこぞのシスターでも連れてくるしかなさそうだ」

「シスター？」なんのこっちゃ。「言っとくけど、これはダチの趣しゆ味みだ。俺おれは大きさにはこだわらない……じゃなくて、人の部屋を勝かつ手てにあさるな。あと布ふ団とんの上でポテチを食うな」

「ところでイタチ娘むすめはどうなった？」

　いきなり話題が変わってガクッときた。もとより不知火を相手に自分のペースを保てるとは思っていない。ひとまずエロ本を引き出しにしまい、三み日か月づきのことを報告する。一応の解決にこぎつけ、今は一いつ緒しよにキリサキ魔まを追っている、と。

　ポテチ片手に話を聞いた黒くろ巫み女こは、「ふふふふーん」とリズミカルに鼻で笑った。

「そうかそうか、それはなかなか面白いことになったね」

「笑い事じゃねぇ。いろいろ大変なんだぞ。学校生活はメチャクチャになりそうだし、放課後ごは慰なぐさみ物ものにされるし……いや、それより、そっちはどうなんだよ。何か進展は？」

「特にこれといって。まあ、正しよう体たいがつかめそうかもしれないでもないこともないかな」

「ああそう」どっちなんだ。「なんかわかったら教えてくれ。こっちもこっちで捜すから」

「ふふん、この前は逃げ腰だったのが、どういう心しん境きようの変化だい？」

「別に……やっぱ、キリサキ魔がのさばってちゃ、落ち着いて夜も眠れないからな。それにわかっていて何もしないのは、なんか罪ざい悪あく感かんがあるっていうか……」

「そうかい。けど、そう躍やつ起きにならなくても、そのうち向こうから顔を出すさ」

「そんなんでいいのか？」遥彦は嘆たん息そくする。「今け朝さもまた被ひ害がい者しやが出たってのに」

「死し人にんが出るたびに心を痛めていたら、退たい魔ま師しなんてやってられないよ。日常の死し角かくで起きるすべてに責任を負うなんて不ふ可能だ。最終的に解決できれば、それでいいのさ」

「……薄はく情じようだな」

「人じん外がい魔ま境きようを渡るには、薄情なぐらいがちょうどいいんだよ。もしくは非ひ情じようなぐらいがね」

　そうかもな、と遥彦は案あん外がい素直に思った。三日月も似たようなことを言っていた。自分たちにできることには限界がある。この目や耳や手足が届く範はん囲いで守りきるしかない。逆に考えれば、それだけは絶対に守らなきゃいけない。

　絶対領域──三み日か月づきの必ひつ殺さつ技わざの名。あれは三日月の信しん条じようそのものなのだ。その三日月は姉との日常を第一に考えていて、領りよう域いき外がいは二にの次つぎ。それが鎌かま鼬いたちのスタンス。

　俺おれはどうなのか。俺の絶対領域は……。

　家族。友達。そのあたりが最低ライン。

　なら、瀬せ里り沢ざわ道みち流るだって無む視しできない。

「あのさ、不知火しらぬい。また相談したいことがあるんだけど」

「ふふん？　何か失くしたかい？」

「いや、今のところそれはない。相談したいのは、俺のことじゃないんだ。実は、同じクラスの女子がアヤカシに憑つかれてて……どうも猫ねこらしいんだけど」

「イタチ娘むすめの次はネコ娘ときたか。きみはどういう趣しゆ味みをしてるんだ？」

「俺の趣味でどうこうなってるわけじゃねぇ。マジメに聞けよ」

「わたしはいつだってマジメだよ。マジメという言葉はわたしのためにあるぐらいだ」

　とか言って寝そべったまま右手でポテチをつまみ、左手でスリットから覗のぞく太おお股またをポリポリかく黒くろ巫み女こ。どう見ても不ふ真ま面じ目めだ。が、お願いする立場の遥はる彦ひこは強く出られない。

「……頼むよ。三日月に言っても斬きり裂さこうとするだけだろうし、きみはキリサキ魔まを優ゆう先せんするだろ。だから俺がなんとかしようって思う。他に動けるやつもいないし……けど、アヤカシのことはよく知らないからさ、有能な退たい魔ま師しに知ち恵えだけでも借りられないかって」

「有能で天てん才さいで博はく識しきで美び少女な退魔師、だ」

「……有能で天才で博識で美少女な退魔師の黒巫女さん、助けてください」

「ふふーん。そこまで言うなら、協力してあげないこともないではないかもしれないね？」

　不知火はニヤケ顔。左手につかんだツインテールをくるくる回す。普通に嬉うれしそうだ。自分で言わせておいて、なんだこの乗せられました感は。実は扱いやすい？

「ほれ、わたしの気が変わらないうちに、さっさと話すがいいよ」

　遥彦は帰りの出来事をそっくりそのまま話して聞かせた。万まん引びきのことは誰だれにも言わない約束だったが、アヤカシのことを知るためにもここはしかたない。

　ポテチをつまみながら聞きとげた不知火は、ちゅぱっと指を舐なめる。

「ふむ……結けつ論ろんから言えば、今の話を聞いただけではなんとも言えないな」

　ティッシュで手を拭ふき、丸めたそれをゴミ箱に放り入れ、続ける。

「猫は家に棲すみ、化ばけ猫は人に棲む。自分が好む心の匂においを持つ者に憑き、満たされない思いを掻かき立てる。その影えい響きようで、普ふ段だんからは考えられない言げん動どうに出たりして、人が変わったように映る。当人は自覚があったとしても自じ制せいが利かない、一種のトランス状態ってやつだ」

　トランス。人を化かす猫。それで化け猫か。

「化ばけ猫ねこの影えい響きようは人による。大げさに言えば、人の数だけ化け猫も存在する。その分、引き離し方もいろいろだ。きみが自分でなんとかしたいなら、まず、そのネコ娘むすめがどういうわけで万まん引びきに走ったのか、その心こころ模も様ようを知ることだよ。それがわからないことには、わたしも安易にああしろこうしろとは言えない。でもまあ、化け猫はキリサキ魔まみたいな脅きよう威いになるものじゃないし、どこにでもいるものだからね、放っておいても問題ないと思うぞ？」

「いや、もう少し調べてみる」

「ふふん、お人ひと好よしめ。ま、好きにするがいいさ。わたしはそろそろ失礼するよ」

　不知火しらぬいは窓を開けて足をかけた。風が入ってきて、黒くろ巫み女こ装しよう束ぞくをなびかせる。スリット入りの袴はかまから生なま足あしをちらつかせながら、仁に王おう立だち。

「化け猫にせよキリサキ魔にせよ、気づいたことがあれば報告したまえ。連れん絡らく先さきを書いたメモをさっきのエロ本に挟んでおいた。三み日か月づきくんにも教えておくといい。それじゃ──」

　グッドラック。不ふ吉きつな幸運を。

　お決まりの文もん句くを残して、二階から飛び降りる。遥彦はすぐに外を見たが、その姿すがたはもうどこにもない。どこから現れてどこへ消えていくのやら。

　窓とカーテンを閉め、ポテチの袋ふくろをかたづけ、エロ本をチェック。メモの切れ端はしが挟まっていて、連絡先が記してあった。それをケータイに登とう録ろくしているとき、自分のメルアドを変へん更こうするつもりだったことを思い出し、そのまま作業に移る。

「瀬せ里り沢ざわさんに話を聞くには、学校に行かなきゃならないか……はぁ」

　三日月の落とした爆ばく弾だんの影響がどう出てくるのか想そう像ぞうもつかない。でも行くしかない。虎こ穴けつに入らずんば虎こ子じを得ず。今回は猫だけど。

　とにかく不ふ死じ身みの見せ所だ。




　翌よく朝あさ、遥はる彦ひこは普ふ段だんより遅く家を出た。瀬里沢のこと、三日月のこと、キリサキ魔のこと、そして自分自じ身しんのこと、あれこれ考えてしまって、また徹てつ夜や。黄よ泉み人びとになってから心配の種たねは尽きない。睡すい眠みん時間は以前の半はん分ぶん以下。それでも問題が問題だけに、緊きん張ちよう感で頭はシャキッとしている。完全にオーバーワークだ。そのうち反動でおかしくなるかもしれん。

　橋の手て前まえに来たところで、周囲を警けい戒かいした。遅ち刻こくギリギリの時間帯たいなので、登校する生徒の姿はぽつりぽつり。状況クリア。自じ意い識しき過か剰じようだったか？

　橋を渡り、土ど手てに出る。怪しい人ひと影かげは見当たらない。安心して学校を目指す。

　油ゆ断だんした。

「確保ぉおおおおおおおおおおおッ！」

　突とつ如じよとどろいた大おお声ごえ。振り返ると、高こう架か下したから複数の男たちが飛びだし、ドドドドドと迫ってくるではないか。同じクラスの連れん中ちゆうだ。逃げる間もなくタックルをもらう。倒されたそこへ次々に覆おおいかぶさってくる。

　人間プレスを食らった遥はる彦ひこの眼がん前ぜんに、薄うす汚よごれたスニーカーが現れた。

「ふっふっふ、昨日きのうの友は今日きようの敵！　のこのこ現れやがったな、遥彦」

「た、卓たく郎ろう……なんのマネだ」

「『なんのマネだ』？　それはこっちのセリフだ！　忘れたとは言わせんぞ。昨日おまえが何をしたか。まったく、とんでもないことをしてくれたもんだぜ。おまえのせいでどれだけの盟めい友ゆうが傷つき、心をへし折られたか……よくもあんな残ざん酷こくなマネができたもんだ！」

「ま、待て。俺おれの話を聞け」

「ああ、聞くさ、もちろん。あとでじっくり、一から十まで話してもらうさ。教室でみんなのいる前で、放課後ごまでみっちり尋じん問もんしてやっから覚かく悟ごしろ」

「ちょっと待ってくれ。俺にもいろいろ事情があってだな」

「そりゃあるだろうさ。あんだけ大おお勢ぜいいる前でトリプルＡが暴ばく露ろしたんだ。情じよう事じの話もぜひに聞かせていただくとしよう。よし、連れん行こうしろ！」

「バカ、違う。事情だ。じ、じょう！」

　誰だれも聞く耳を持たず。クラスメイトに四し足そくの自由を奪うばわれた遥彦は、えっほえっほと御み輿こしのようにかつがれ、教室まで運ばれた。




　教室は拘こう置ち所しよ同どう然ぜんだった。休み時間は御み木き本もとたちに取り囲まれ尋問。自由に席を立つこともままならず、三み日か月づきとのなれそめだのなんだの、しつこく問いただされた。遠とお巻まきにしている他のクラスメイトも、なんだかんだで耳をそばだてていた。

　遥彦は黙もく秘ひを貫つらぬいた。なれそめなんて正直に話せるはずもない。かと言ってうまい嘘うそも思いつかない。下へ手たに誤ご魔ま化かしてあとでばれたら、もっと面めん倒どうなことになる。

　だから昼休みに入ってなお、貝のように口を閉ざしていた。

「強ごう情じようなやつだな。いい加か減げんゲロったらどうだ？　楽になりたいだろ？」

　前の席に陣じん取どった御木本は、犯はん人にんを問いつめる刑けい事じ気取りだ。

　遥彦はため息を返す。瀬せ里り沢ざわに話を聞きたいのに、朝から挨あい拶さつもまともにできていない。

　その瀬里沢は野の々の原はらと一いつ緒しよに購こう買ばいにでも行くのか、包ほう囲い網もうの横を通っていく。チラッと目が合ったが、瀬里沢は瞬しゆん時じに視線をそらした。その隣となりの野々原も、ムッツリ口を結んだまま流し見ただけで教室を出て行く。

「なあ、卓郎。いつまでこんなことを続ける気だ？　もう設定にも飽きただろ」

「そう思うなら教えてくれよぉ、大たい将しよう」

　御木本はいつもの砕くだけた調子に戻る。刑事ごっこも午前中いっぱいやれば疲れて当然。

「いったい、いつの間に、どうやって、トリプルＡをゲットしたんだよ。しかも俺にまで内ない緒しよにしやがって。水みず臭くせぇじゃねぇか。俺たちはな、別におまえを虐いじめたいわけじゃないんだ。むしろ、おまえにあやかりたいんだ。トリプルＡのハートを射い止とめたおまえは、神だ！」

　熱心な宗教信しん者じやのように、周りの男子も大きく二度うんうんとうなずいた。

　ハートを射い止とめたんじゃない。心しん臓ぞうをしとめられたんだよ。なんて言えるはずもない。この分では放課後ごも身み動うごきが取れそうにないな。頭を抱えるように前まえ髪がみをかき上げる。

　そのとき、すべての元げん凶きようの声がした。

「すみませぇん。伊い佐さ見み先せん輩ぱい、いますかぁ？」

　後ろドアのところに三み日か月づきが現れた。時の人の登場に教室中の視線が集まる。

　三日月は控えめな微笑ほほえみを浮かべて入ってくる。クラスメイトが自然と道を空けた。

「センパイ、一いつ緒しよにランチする約束でしょ？」

「え……ああ」覚えはないが、渡りに船。「そう、だったな」

「早く行きましょ。早くぅ」

　袖そでを引かれた遥はる彦ひこはカバンを手に席を立った。三日月に連れられ、尋じん問もんの輪を抜ける。

　教室を出るとき、三日月は振り返って、猫ねこかぶりの笑顔を振りまいた。

「二人きりの邪じや魔ま、しないでくださいね？」

　みんなへらへらしながら「はーい」と合がつ唱しようのように返す。完全に転がされている。

　廊下に出ても三日月の猫かぶりは続いた。腕を絡ませ、わざとベタベタ。まるでバカップルだ。周りからイタイほどの視線を浴びながら、屋上へ向かう。

「これはいったいなんのつもりだね、三日月くん」

「言ったじゃないですか。恋人としてふるまうって。隙すきを与えるとまたしつこく言い寄ってくる人がいるかもしれませんからね、こうしてラブラブなところをアピールするんです。だからセンパイも、ちゃんと私のこと可愛かわいがってください。ほら、頭なでなでして」

「あ、ああ」促うながされるまま、その小さな頭をなでた。「……って、違うだろ。悪いけど休み時間のうちに話をしたいやつがいるんだ。昼は別々ってことで」

「ダーメ」三日月が腕を引き寄せる。「昨日きのうの今日きようが肝かん心じんなんです。もしも置いていかれたりしたら、私のイライラがカッターに乗り移って近くの誰だれかに危き害がいが及ぶ、かもかも？」

　キチキチキチ。袖そで口ぐちに隠かくれた刃はが遥彦の腕をつつく。

「わ、わかった。わかったから、それはしまいなさい」

　あきらめて屋上に移動。ベンチに座ってランチタイム。

　昨日の件はもう全校生せい徒との知るところらしく、その場に居い合あわせた他た生徒にチラチラ盗ぬすみ見られた。にもかかわらず、いやだからこそ、三日月は見せつけるようにラブラブを装う。

「私が食べさせてあげますね。はい、あ～んして」

　箸はしに取った卵焼きを、満まん面めんの笑えみで勧めてきた。

　遥彦は周りの目が気になってためらう。すると三日月が笑顔のまま小こ声ごえで、

「ちゃんとラブラブしないと、今ここで斬きり裂さいちゃいますよ？　はい、あ～ん」

「あ、あ～ん」ぱくり。もぐもぐ。ごくん。「はぁ……」

　ここまで演じる必要があるのだろうか。はなはだ疑問だが逆らうことはできない。なんだか気が重くて、男子として一度は夢ゆめ見みたシチュエーションも素直に喜べなかった。

「ところで、話したい人がいるって言ってましたけど、誰だれですか？　私を差し置いて会いたいなんて。正直に言わないと……もっとイチャイチャしちゃいますよ？　ほっぺについたごはん粒つぶを舐なめ取ったり、膝ひざ枕まくらしたり、逆にセンパイに人間椅い子すになってもらったり？」

　今の遥はる彦ひこにとってどんな脅きよう迫はくが効果的か、三み日か月づきは悟さとっているようだった。下へ手たに隠かくすとあとが怖こわい。というか三日月相あい手てに隠し通す自信もない遥彦は、瀬せ里り沢ざわのことをあっさり白はく状じようした。一応、万まん引びきの部分はぼかして、不知火しらぬいと会って話したことも伝える。

「ふーん。クラスメイトが化ばけ猫ねこのジンガイですか。その人がキリサキ魔まの可能性は？」

「それはない。不知火も別べつ物もの扱あつかいだったし、そういう脅きよう威いにはならないって言ってた」

「その話がどこまで信用できるかも疑問ですけど……それで？」

「で、いろいろ探る必要がある」

「いちいち調べなくても斬きり裂さいちゃえばいいんですよ。宿やど主ぬしにダメージを与えればアヤカシは離れます。そこをしとめるんです。私は昔からそうしてきましたよ。死なない程てい度どにやるから大だい丈じよう夫ぶです」

　あっけらかんと言ってのける三日月。だいたい予想通りの反応だ。

「きみのやり方は最後の手段に取っておくよ。その前に、俺おれのやり方でやらせてくれ」

「いいですけど、私も御ご一いつ緒しよさせてもらいますよ。身み近ぢかにジンガイがいるなら、放ほう置ちしておけません。それに、もしバトルな展開になったら、センパイの手には負えないでしょうし」

「……わかった。でも、もしものとき以外は、おとなしくしていてくれよ？」

「はーい」子供みたいな返事。「あ、そう言えば、連れん絡らく先さき……ケータイは？」

「ああ、新しくした。不知火のほうも教えてもらったから、それもついでに」

「黒くろ巫み女こさん、キリサキ魔のこと、何か言ってました？」

「いや、特に何も。正しよう体たいがつかめそうだとは言ってたけど」

　アドレス交換後ご、三日月は不知火に電話をかけたが、つながらず。残りの休み時間、恋人を演じてお昼を食べた。周りの目がイタすぎるせいか、遥彦はもう味も何もわからなかった。

　これから毎日こうなのだろうか。先が思いやられる。




　ホームルームが終わって放課後ご。瀬里沢は学級委員の仕事で担任に呼ばれ、声をかける間もなく教室を出ていってしまった。そして遥彦の周りには御み木き本もとたちの包ほう囲い網もう。やはりそう簡単には解放してもらえないか。

「あんたたち、つくづく暇ひまねぇ。他にやることないの？」

　野の々の原はらが呆あきれ顔で流し見て、部ぶ活かつに向かおうと後ろドアに手をかける。

　ドアを引いたとき、ちょうどのタイミングで三日月がいた。

「セーンパイ、一いつ緒しよに帰りましょ」

　びっくりして固まる野の々の原はらの脇をすり抜け、遠えん慮りよなく入ってくる。その存在感かんだけで包ほう囲い網もうを散らす。昼休みのときと同じく遥はる彦ひこは袖そでを引かれ、カバンをつかんで席を立つ。

　三み日か月づきは作り笑顔で皆の衆しゆうを振り返り、胸の高さで手をひらひらと振った。

「それではみなさん、ごきげんよう」

　御み木き本もとたち男子は「ごきげんよ～」と声をそろえ、手を振り返していた。どいつもこいつも簡単に騙だまされすぎだ、と思うが、自分も人のことを言える立場にない。

　連れん行こうされる遥彦は、ドアの手て前まえで棒ぼう立だちしていた野々原に「じゃあな」と一声かける。口をぽかんと開けていた野々原は、「あ、うん」と最後まで呆あつ気けに取られた様よう子すだった。

「迎えに来て正解でしたね。昼休みのときもでしたけど、なんだか大だい人にん気きみたいで」

「おかげさまで、浴びたくもないスポットライトを浴びてるよ」

「それはそうと、化ばけ猫ねこの人はどうしたんですか？」

　三日月に聞かれたちょうどそのとき、廊下の向こうから瀬せ里り沢ざわが歩いてきた。こちらに気づくと顔を伏せ、早歩きですれ違う。

　思いっきり避けられた。遥彦は声もかけられずに目で追う。

「もしかして、今の人が？」

　くいくいと袖を引っ張られ、「ああ」と生なま返事を返した。

「今の様よう子すからして、まともに話を聞くのは無む理りそうですけど？」

「そうだな……なんでだろ……どうするか」

「ここはひとつ、センパイの十お八は番こ、ストーカーでもしてみますか」

「十八番じゃない。あと尾び行こうと言いたまえ、尾行と」

　まあしかし、瀬里沢に避けられてしまった以上はしかたない。無理に正面からつつくのは逆ぎやく効果かもしれないし、ここは三日月の提案に乗って外そと堀ぼりから埋めていくか。




　学校を出た瀬里沢は、一人だけ曇り空の下にいるような陰りを引きずり、アーケードを経けい由ゆして駅前に出た。今日も予備校だろうか、と思ったが、小さな歩ほ幅はばで向かったのはカフェレストラン。昨日きのう、三日月とケーキを食べたあの店だった。予備校前まえの時間潰つぶしか？

　遥彦と三日月はロータリーの反対側で、駅ビルの陰から遠とお目めに様よう子すを見守る。瀬里沢の姿すがたは運よくガラス越しに見えている。

　ケータイをいじったあと、手洗いに立った。

　ほどなくして戻ってきた瀬里沢の姿を、一いつ瞬しゆんスルーしそうになった。雰ふん囲い気きが一いつ変ぺんしていたのだ。長い前まえ髪がみは横よこ分わけされ、全体的にくしゃくしゃの無む造ぞう作さヘア。素す顔がおをさらし、少し化け粧しようもした様子。いつも膝ひざ下したまであるスカート丈たけは、大だい胆たんに太ふと股ももをさらす短さ。

　ぐっと大人おとなびて見えた。バケモードとはまた違う変へん身しん振ぶりに、遥彦は口が半はん開びらき。

「男ですね」三み日か月づきが探たん偵てい風ふうに呟つぶやいた。「イメチェンしたのは男と会うからですよ」

　雑な推すい理りだ。と思ったら、まさかのビンゴ。

　それから二十分ほど経過し、三日月が張り込みに飽あきて袖そで下したのカッターで周りに見えないよう遥はる彦ひこの脇わき腹ばらを斬きり裂さいて愉たのしむのを好きにさせながら見張っていると、一人の男が瀬せ里り沢ざわに近づいた。その瞬しゆん間かん、瀬里沢にネコミミと尻尾しつぽが現れた。

「見ろ、三日月、バケモードだ」

　斬ざん裂れつの快かい楽らくに酔よっていた三日月は「ほぇ？」とだらしなく惚ほうけた顔を上げる。

　瀬里沢と男が一いつ緒しよに店を出た。二人は親しげに腕を組み、駅の裏うら手てへ向かう。

「恋人でしょうか……そうは見えませんけど」

　相手はサラリーマン風の中年。小こ太ぶとりで髪かみが薄い。お世せ辞じにも恋人同どう士しには見えないし、ましてや親子とも思えない。なぜなら瀬里沢は媚こびるような仕し草ぐさで接していて、子供ではなく女の雰ふん囲い気きを撒まき散らしていた。何よりバケモードであることが異常の証あかし。

「エンコー」三日月がぽつりと言う。「ですかね」

　遥彦も同じ可能性を思わないではないが、瀬里沢がそんなことをするとは思えない。何かの間違いだろうと思う。しかし、化ばけ猫ねこは人を化けさせる。

　瀬里沢と中ちゆう年ねん男おとこが足を踏み入れたのは、まだ夕方にもかかわらず、けばけばしいネオンに彩いろどられた怪あやしい一いつ角かく。いわゆるホテル街だった。

　男が瀬里沢の肩に手を回し、ラブホテルへ誘う。

「どうします？　終わるまで待ちますか？　それとも、私たちも社会見けん学がくしてみます？」

　面おも白しろ半分の三日月を置き去りにして、遥彦は後先考えず飛び出していた。

「瀬里沢さん！」

　声をかけたときには、すでに細い手首をつかんでいた。ぴくん、と耳と尾が反応。

　男が振り返り、「な、なんだきみはっ」と焦あせりの声を上げる横で、瀬里沢はゆっくりとこちらを向いて遥彦の顔を瞳ひとみに映すと、からっぽの表情で立ちつくす。

「あー、いけないんだー」三日月が追いつく。「ダメですよー、おじさん。未み成せい年ねんを相手にこういうことしちゃ。ケーサツ呼んじゃいますよー？　イチ、イチ、マルッと」

　電話をかけるふりをすると、男の顔は引きつった。

「い、言っとくが、誘ってきたのはその子のほうだからな！」

　捨て台詞ぜりふを吐いて逃げていく。遥彦も三日月もすでにそっちは蚊か帳やの外。それよりも目の前のネコ娘むすめだ。三日月が喧けん嘩かを売るような目つきでネコミミと尻尾を睨にらむ。

「……手、痛い」瀬里沢が呟いた。

「あ、悪い」気づいてパッと離す。

　瀬里沢は手首をさすり、目を合わせず弱々しく笑った。

「また、ヘンなとこ、見られちゃったね」

「瀬せ里り沢ざわさん……ちょっと、ごめん」

　断りを入れ、ネコミミに触れる。ふにゃり。

「んにゃっ！」

　瀬里沢が動物めいた声を発して首をすくめた。驚いた目で見る。

「え……な、なんで？」

　その反応で確信できた。

「自覚はあるんだな？　自分が普通じゃないって」

「……伊い佐さ見み、くん？」

「同じなんだ、俺おれも。だから見えるし、触れる」

　激しくまばたく瀬里沢の目が、三み日か月づきのほうへスライドする。

　三日月は無ぶ愛あい想そう極まりない顔で「私もです」と告げた。

「教えてくれないか？　そうなったわけ。何か、助けになれるかもしれない」

　遥はる彦ひこの問いに、瀬里沢はかすかに首を振る。耳と尾は元気なく萎しおれていた。

「ごめんなさい、わたし……その……少し、時間をちょうだい」

　そう言われてしまえば、それまでだった。




　三人とも無む言ごんで歩く。遥彦と瀬里沢が並ぶ数歩後こう方ほうを、三日月が監かん視しするような目つきでついてくる。瀬里沢のバケモードは解かれていた。

　橋を越えてオールドタウンに入る。

　児じ童どう公園前の十じゆう字じ路ろが、それぞれの分かれ道。

「あの、瀬里沢さん、連れん絡らく先さき、聞いてもいいかな？　明日あしたから連れん休きゆうで会えないし、電話ならいつでも話せるし、そっちのほうが話しやすいかもしれないし」

　瀬里沢は「うん」と小さく答えて、ケータイを差しだした。

　アドレス交換する二人を、三日月が面白くなさそうに待つ。

「いつでも電話くれていいから」

　遥彦が笑いかけると、瀬里沢は「さよなら」とかすかな笑顔を返し、帰っていく。昨日きのうみたいに取り乱すことはなく、借りてきた猫ねこのようにおとなしかった。

　その姿すがたが見えなくなって、遥彦も帰ろうとしたが、三日月はまだ瀬里沢のいなくなった道を睨にらんでいた。

「どうした？　まさか、追いかけて斬きり裂さこうなんて考えてないだろうな？」

「手を出すなと言われましたからね。でも……なんかこう、イライラします」

「なんでだよ」やれやれと頭をかく。「何が気に食わないんだ？」

「知りません。別に私の意見なんてどうでもいいでしょ。どうせオマケなんですから」

　ふてくされた様よう子すでそっぽを向いた三日月は、そのまま挨あい拶さつもなく帰っていった。なんなんだ、あのつんけん態度は。何か怒らせるようなことしたか？

　遥はる彦ひこは首をひねって帰き路ろにつく。

　十メートルと歩かないうちに、ケータイが着ちやく信しん。相手はついさっき連れん絡らく先さきを交換したばかりの瀬せ里り沢ざわだった。立ち止まって電話に出る。

「もしもし、瀬里沢さん？　どうしたの？」

『あ、あの……やっぱり、話、聞いてもらおうと思って……今、伊い佐さ見みくん、一人？』

「ああ、三み日か月づきはもう帰ったよ」

『その、ふ、二人だけで、会って、話せる？』

　二つ返事で「いいよ」と返した。もしかしたら、三日月が一いつ緒しよだったから話しづらかったのかもしれない。学校で避けて通ったのも、だからかも。

『じゃあ、さっきの公園で、会える？』

「いいよ。まだ近くだから。ベンチで待ってる」

　電話を終え、公園に戻った。

　夕ゆう刻こくも残りわずか。だいぶ陰ってきて、街がい路ろ灯とうが光をつけだす。ベンチ傍そばの灯あかりがジリジリと音を立てて点てん滅めつする。足あし元もとには桜さくらの花びら。公園の隅すみに一本だけあるソメイヨシノは、もうほとんど花を散らし、青い芽めをつけだしている。

　数分して瀬里沢が現れた。前まえ髪がみで目め元もとが隠かくれたいつものスタイル。

　遥彦は横にずれ、瀬里沢は少し離れて腰かける。二人の影が並ぶ。

　車が一台、通りすぎたあとの静けさの中、瀬里沢はおもむろに口を開いた。

「えと……わたしがいつも、みんなに、委員長って呼ばれてるの、知ってるよね？」

「ああ、うん」

「そう呼ばないのって、歩あゆ実みちゃんと、伊佐見くん、だけなの」

　言われてみるとそうかもしれない。でも遥彦の場合、別に深い理由もなかった。新学年のスタートが風か邪ぜで遅れた分、周りとペースが合わなくて、すでに馴な染じみ始めていたみんなのように、委員長と気き軽がるに呼ぶのがなんとなく気が引けた。それだけのことだ。

「その、なんでもないこと、だけどね……でも、嬉うれし、かったの」

　不ふ意いに、妖あやしの気け配はい。バケモード。足元に伸びる影に、耳と尾が生はえる。尻尾しつぽをお腹なかのほうにひょろりと回し、指ゆび先さきに絡めながら、瀬里沢はどもることなく独どく白はくを始めた。




「わたしがこうなったのは、去年のちょうど今ぐらい。西にし高こうに入って、少し落ち着いた頃だった。ホント言うとね、西高は第一志し望ぼうじゃなかったの。本ほん命めいは白はく桜おうだったの」

　私し立りつ白桜徳とく女じよ学がく院いん。駅向こうにある名めい門もん。四し季き森もりでは知らないものはいない、いわゆる御お嬢じよう様さま学校。遥彦の妹が中ちゆう等とう部ぶに通っている。

「受験に失敗して、それで西高に行くことになったの。わたしはね、別にどこでもよかったんだ。親とか先生に言われて受けただけで、絶対にここに行きたいっていうほどの気持ちはなかった。小さい頃からずっとそうだったの。こんな性格だから、自分の意見とかうまく言えなくて、なんでも周りの言うとおりにしてきた。学級委員もそう。小学生のとき、先生に勧められて、断りきれずにクラス委員をやったのがきっかけで、それからずっと同じパターン」

　そうして中学になってからも、周りに流されるまま学級委員を務め続けた。そのうち委員長のイメージが定てい着ちやくし、勝かつ手てな優ゆう等とう生せい像ぞうまでできあがった。

「いつの間にか、私はマジメな優等生になってた。でも、それは虚きよ像ぞう。わたしは良い子のふりをしているだけ。委員長を演じてるだけ。本当は予備校なんて嫌いや。勉強するより遊びたい。人のこと悪く思ったり、汚きたない言葉で文もん句くを言いたくなることもある。みんなが思うような人間じゃないの。けれど今さら、どうすることもできなくて……毎日、ギクシャクしてた」

　だんだん自分が自分から遠ざかる。作られた虚像ばかりが先を行って、本当の自分が置き去りになる。ギャップは広がるばかり。虚像と実じつ像ぞうの溝みぞは深まる。

「あれは、雨の日だった。予備校の帰りに、消しゴムを買おうとしてお店に寄ったの。そのお店の壁に万まん引びきを注意するポスターが張ってあって、それを見て思ったの。もし、わたしが万引きをしてつかまったら、どうなるかなって。親も先生も友達も、みんなびっくりするだろうなって。そう思うと、すごくドキドキした。ドキドキしているうちに……自分でも、どうしてなのかよくわからないけど……気がついたら、本当に、万引きしちゃってた」

　心の溝に、魔まが差した。

「万引きしたあと、この公園まで走ってきた。死んじゃいそうなぐらい息が苦しくて、胸が痛かった。悪いことしちゃった、どうしようって、気が動どう転てんした……でも、それとは反対に、満たされている自分がいたの。優等生じゃない、委員長失しつ格かくの、自分がいる。虚像じゃない本当の自分が。そう思うと、なんだかホッとした……そのとき、聞こえたの。猫ねこの声が」

　ニャーオ。鳴き声に気づいたとき、猫はすでに傘かさの中に入っていた。すべてを見み透すかしたような瞳ひとみで、瀬せ里り沢ざわを見上げた。見た目は普通の猫だったが、そうでないことは目が合った瞬しゆん間かんにわかった。それは言葉では説明のしようのない直ちよつ感かんだった。不ふ吉きつなものを感じた。

「そのときは怖こわくなって逃げて、いつもの日常に戻った。だけど、またすぐにギクシャクしだして、あの刺し激げきが欲しくなった。それで万引きしに行ったの。いけないことだってわかってたけど、止まらなかった。でも、お店を出ようとしたとき、店の人に呼び止められて……」

　万引きが見つかった。頭の中が真まっ白しろになった。

「そのとき、出てきたの。あの猫が……わたしの、中から」

　化ばけ猫は、すでに憑ついていた。公園で邂かい逅こうしたあのときに。

　猫が瀬里沢を化けさせた途と端たん、店員は自分が今何をしていたのか、すっかり忘れてレジに戻った。耳と尾を生はやしたトランス状態の瀬里沢は、日常の死し角かくに入っていた。

「助けてくれたわけじゃない。猫は、自分にとって都つ合ごうよく事を運んだだけ。なんとなくだけどそれはわかった。猫ねこの望みがなんなのかはわからないけれど、この子がいれば、また刺し激げきが欲しくなったとき、役に立つ。猫にしてみれば、わたしが何かの役に立っているんだろうけれど、でもそれなら……お互い様でしょ？」

　それから化ばけ猫との暮らしが始まった。

　ギクシャクした日々の中で、心の溝が深まると反動で背はい徳とく的な刺激を欲した。化け猫はその心を掻かき立て、瀬せ里り沢ざわは化け猫を利用し、心の溝みぞを埋めた。

　そうして互いに満たされた。




　半分は同情的に、半分はシビアに、遥はる彦ひこは瀬里沢の心しん境きようを推おし量はかった。

　瀬里沢は心のバランスを取ろうとしたのだろう。ヤジロベーのように良い子と悪い子にふらふら傾きながら。しかし、それはすでにバランスを欠いているも同どう然ぜん。悪いことをすることで自分を実感できたとして、虚きよ像ぞうを演じている限り、その歪ゆがんだ調ちよう律りつに終わりはこない。

「軽けい蔑べつ、した？」瀬里沢の細い声が、先ほどより近くで聞こえた。「でも、伊い佐さ見みくんには知って欲しかったの。わたしのこと、委員長として扱わないでくれた、伊佐見くんだから」

　二人の隙すき間まは五十センチほど。瀬里沢はそのあいだに手をつき、前かがみになって上半身を傾ける。濡ぬれた瞳ひとみが媚こびるように見上げる。制服が第二ボタンまで外されていて、それでも窮きゆう屈くつそうな胸の谷間が覗のぞく。

　かもしだされる淫いん靡びな雰ふん囲い気きに、遥彦は生なま唾つばを呑んだ。

「だけどね、伊佐見くん」

　甘いささやきに鼓こ膜まくをくすぐられ、「は、はいィ？」と声を上ずらせながら身を引く。

「あのね、これだけは誤ご解かいしないで欲しいの。わたし、万まん引びきは何度もしたけど、今日きようみたいなことをしたのは、初めてだったんだよ。出会い系サイトで男の人を誘って、カラダを売ろうとして……今までは、そんなことまでしなくても平へい気きだった。だけど、万引きだけじゃ足りなくなっちゃったの。あんなの、見せられちゃったから……」

　少しずつ距離をつめる瀬里沢。少しずつ横にずれる遥彦。

　あれよあれよという間に、ベンチの隅すみに追いつめられる。

「あ、あんなのって？」

「伊佐見くんと、彼女さんの、キス」

　息いき遣づかいを感じるほどの近さで、瀬里沢は言った。

「三み日か月づきさん、清せい純じゆんそうに見えるのに、みんなの前でキスして、あんな大だい胆たんなことまで言っちゃって……わたし、羨うらやましかったの。あんな風ふうに、周りのイメージを思いっきり裏うら切ぎりたいって。それで初めて、ああいうことしちゃおうと思った。良い子の自分を穢けがしちゃおうって」

　あの接せつ吻ぷん事故と放送事じ故こ的てき発言が、瀬里沢の化け猫に拍はく車しやをかけたのか？

　まさか、こんなところにまで影えい響きようしていたとは。

「止めてくれたのは嬉うれしかった。ありがとう。でもね、それでオシマイってわけには、いかないんだよ？　わたしはまだ、満たされてない……疼うずくの。だから……」

　遥はる彦ひこの手の甲こうに、瀬せ里り沢ざわの手がそっと重ねられた。

「……責任、取ってくれるよね？」

　そして最後の距離がつめられると、不ふ意いの口づけ。

「──ッ！」

　びっくり仰のけ反ぞった遥彦はベンチの端はしから落下、尻しり餅もちをつく。

　瀬里沢は尻尾しつぽをひょろりと揺らし、四よつん這ばいで下りてきた。四し足そくを使ったその動きはとても自然だ。それこそ猫ねこのような身のこなし。

「うふふ」ネコ娘むすめは妖あやしく微笑ほほえみ、自分の唇くちびるに触れた。「伊い佐さ見みくんの唇、奪うばっちゃった。恋人がいるのに、悪いことしちゃったね。でも……まだ、足りないみたい」

　遥彦は尻餅をついたままの格かつ好こうでずるずると後ろに下がる。瀬里沢はキャットウォークで追ってくる。ボリューム満点の胸むな元もとを強調した、挑ちよう発はつ的な女め豹ひようのポーズ。

「せせせ瀬里沢さん？　ちょちょ、落ち着きましょ、ね？　ね？」

「無む理りだよぅ。だってわたし、もう発はつ情じようしちゃった……ニャーオ」

　発せられたのは、猫の鳴きマネではなく、鳴き声そのものだった。

　途と端たん、公園一帯に魔ま境きようが張り巡らされた。さらに遥彦の身体からだは痺しびれたように自由が利かなくなる。う……動けない。金かな縛しばり？　化ばけ猫の異い能のう力りよくか？

「…………っ？」

　こ、声も出せない。

　悠ゆう々ゆうと追いついた瀬里沢は、遥彦をそっと押し倒し、上に乗る。

「昨日きのうはなんでもするって言ったのに、伊佐見くん、何もしないで帰っちゃうんだもん。だから今日きようはわたしが襲おそっちゃうね？　初めてだから上手じようずにできないかもしれないけど……」

　ハッと気づいた。昨日、涙ながらに懇こん願がんされたとき、瀬里沢はバケモードだった。良い子ではなく悪い子のほうだった。あれは猫をかぶって誘っていたのか。

「ねぇ、伊佐見くぅん」

　瀬里沢は切なそうな表情で遥彦の頬ほおを撫なでる。

「一いつ緒しよに、いけないこと、しよ？」

　誘ゆう惑わくの吐と息いきを吹きかけ、再び唇を奪いにくる。金縛りで動けない遥彦はどうすることもできない。この状況を脱せねばという焦あせりと、発情した瀬里沢のキス顔の接近に否いや応おうなしに昂たかぶる性的興こう奮ふんとがない交ぜとなり、もうパニックだ。どどどどどどどどどうすればっ？




　キチキチキチ、キチキチキチ、キチキチキチ。




　そこへ聞こえた、あの刃は音おと。

　瀬せ里り沢ざわのネコミミがぴくぴくと反応する。

　すぐさま遥はる彦ひこの上から飛び退のいた。

「────ッ！」

　直後、落らく雷らいのような凄すさまじさで、何か降ってくる。

　瀬里沢のキス顔と入れ代わりに顔面すれすれに迫ったのは、鼬いたちの形ぎよう相そう。

　逆さか手てに握られたカッターナイフは、着ちやく地ちと同時に遠えん慮りよなく遥彦の胸を貫つらぬいていた。

「……みかづき」声が出せた。

　三み日か月づきは答えず、殺さつ気きに満ちた瑠る璃り目めを標ひよう的てきに向け、飛びかかっていく。

　金かな縛しばりが解けた遥彦の耳に、「シャーッ！」「フゥーッ！」と獣けものの唸うなり声が届いた。三日月と瀬里沢がバケモードで交こう戦せん中。三日月はカッターで、瀬里沢は鋭く伸びた爪つめで、激しくぶつかり合う。接せつ触しよくするたび、キンッ、キィンッ、と甲かん高だかい音と火ひ花ばなが散った。

「やめろ三日月！　瀬里沢さんも！」

　声を張り上げるも、二人は聞こえていないのか聞く耳持たずなのか、公園を縦じゆう横おう無む尽じんに争い続ける。落ちていた桜さくらの花びらが舞い上がり、ひらりひらり宙を飾る。

「二人とも落ち着けって！」

　イタチ娘むすめもネコ娘も相手しか目に入っていない。どちらも人間味を失った獣の形相で、声と音だけなら本当に獣同士の争いにしか聞こえなかった。四し足そくで立ち回るその動きすら、もはや人間のそれではない。

　空中で激げき突とつ。互いをはじく。

　両者とも一歩も引く気はなし。しかし、早くも形けい勢せいは傾きだしていた。非ひ日常の世界で生せい死しのやりとりを当たり前のものとして生きてきた三日月と、日常の片かた隅すみで密ひそやかな悪あく事じに浸ひたっていただけの瀬里沢とでは、踏んできた場ば数かずも密みつ度ども違いすぎる。

　何度目めかの激突で瀬里沢が一方的に吹き飛ばされた。

　両手の爪つめを地面に立てて勢いを殺し、姿勢を整える。立ち上がりかけて、膝ひざをつく。肩で苦しそうに息をする。妖よう気きが弱まり、その表情は人のそれに戻る。戦せん意い喪そう失しつ。

　勝負ありだ。が、三日月は止まらない。カッターナイフに妖気を集める。その場で空気が渦うずを巻き、長ちよう髪はつと共に尾が逆さか立だつ。〝風かざ斬きり〟を放つ気か。

「よせ、三日月！　もう十分だ！」

　遥彦の呼びかけは届かず、三日月はかまえを解とくどころか振りかぶる。ダメだ、完全に頭に血が上っている。本ほん気きで殺やる気だ。アヤカシの野や性せいに呑まれてしまっているのか。

「くそッ、聞き分けのねぇッ！」

　口がダメなら身体からだしかない。無む論ろん、自分の力では三日月を取り押さえるようなマネは務まらない。それでも盾たてにはなれる。身を呈ていすなら今。不ふ死じ身みの見せ所。

　三み日か月づきが〝風かざ斬きり〟を放った。地面に裂れつ傷しようを刻みながら真しん空くうの刃やいばが翔かける。

　遥はる彦ひこは瀬せ里り沢ざわの前に飛びだした。とっさに両手を前に出し、手のひらを大きく開く。そんなことをしても止められるはずがないし、防ぼう御ぎよするならせめて腕をクロスしたほうがいい。しかし身体が勝かつ手てにそう動いた──それは本ほん能のうだったのかもしれない。

　直ちよく撃げきの間ま際ぎわ、きつく目を瞑つむる。
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　衝しよう突とつ。その最さ中なか、どくん、と脈みやく打うつ鼓こ動どう。

　ガキィィィィンッ、と鈍い不ふ協きよう和わ音おんがとどろいた。

　両手を突き抜ける違い和わ感。身体の芯しんまで響ひびく衝しよう撃げき。

　風が爆はぜる。

　無むが馳はせる。

　しんとなる。

「…………？」

　身体は、無ぶ事じだった。バラバラになるのを覚かく悟ごしていたが、原げん型けいをとどめている。それどころか無む傷きずだ。切り傷ひとつ、ついていない。

　三日月は得え物ものを振るった格かつ好こうのまま固まっていた。表情は人間味みを取り戻し、瑠る璃り目めを丸く見開いて驚いている。背中にかばわれた瀬里沢も似た表情。遥彦が乱らん入にゆうしたせいもあるだろうが、それ以上に〝風斬り〟を打ち消したもの──その異い様ような物体にあ然ぜんとしていた。

　遥はる彦ひこも同じだ。むしろいちばん衝しよう撃げきを受けていた。

　両の手のひらから突き出た、円えん錐すい状じようの突とつ起き物ぶつ。

　鬼おに火びのような緋ひ色いろのゆらめきを放つトンガリ。

　それは三み日か月づきの〝風かざ斬きり〟を制し、無む化かした。

「な、なんだ？　これは」

「それは〝鬼の角つの〟だよ」

　回答は頭上から。三人同どう時じにハッと見上げる。

　ソメイヨシノの木の枝に、黒くろ巫み女こが不ふ敵てきな笑えみで腰かけていた。




　突然の登場を果たした不知火しらぬいは、ツインテールの片方をくるくる回しながら、遥彦の手て元もとに集まっていた妖よう気きが散って突起物が消えるのを、半はん目めで見下ろす。

「鬼の角──その名のとおり、鬼が持つ異い能力だ。つまり遥彦、きみの中に宿っているアヤカシは〝鬼〟だ。これで正しよう体たいがはっきりしたな。それはさておき……」

　回答を与えるだけ与えておいて、それ以上の説明はないまま、二人のバケモードの娘むすめを見み比くらべる。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが不ふ吉きつな深しん紅くの光を帯びる。

「こっちがイタチ娘の三日月彼方かなたくん……ほう、わたし好みの可愛かわいい子だねぇ。で、そっちが問題のネコ娘か……ほほう、こっちはこっちでなかなかのものを持っているな。腐くされ縁えんのシスターといい勝負だよ」

「あなたは……黒巫女さん？」

　その顔をまだ知らなかった三日月が聞いた。

「おっと、これは失礼。自己紹しよう介かいがまだだったね」黒巫女はふわりと降り立つ。「わたしは退たい魔ま師しの黒巫女、不知火杏あん奈なという。どうぞよろしく頼まれてあげるよ」

　相変わらずの言い回しで名乗り、ふふん、と人を食ったように鼻で笑う。

「遥彦の家にまたプリンでも食いに行こうかと……もとい、様よう子すを見に行ってやろうと思って向かう途と中ちゆう、魔ま境きようの気け配はいに触れてね。来てみればこのとおり。こうして会えたのも不吉な幸運というものだ。せっかくだから、ちょいと出しゃばらせてもらおうか。そこのニャンコくん」

　呼ばれた瀬里沢の耳と尾がぴんと立つ。不知火は薄うす笑わらいで視線を流した。

「悪い子には、オシオキだよ？」

　赤く染そまった眼めが、ギロリと光る。すると瀬里沢はビクンと身をすくませ、バケモードが解けた。そして一匹ぴきの猫が、身体からだの内から飛びだす。見た目はその辺の野の良ら猫と変わらない。身を縮め、おどおどしながら周りをうかがう。瀬里沢はただただ目を丸くしている。

「憑ひよう依いが解けた？」遥彦は不知火を振り向いた。「何をしたんだ？」

「別に。ちょいと脅おどかして、化ばけの皮を剥はいだのさ。正せい攻こう法ほうとは呼べないやり方だがね。いつもなら料金を取るところだが、今回は貸しにしといてやる。感謝感かん激げきするがいいよ」

　赤く染そまっていた瞳ひとみは、澄すんだ琥こ珀はく色いろに戻っていた。その目に何か秘ひ密みつがありそうだ。しかし不知火しらぬいには説明する気がまったくない様よう子す。聞いても無む駄だだろう。

「とにかく剥はく離りはしてやった。あとは煮るなり焼くなり刺さし身みにするなり好きにしたまえ」

「では」三み日か月づきが前に出る。「化ばけ猫ねこさんは、ここで鼬いたちの道みち切きりにさせていただきます」

　キチキチキチ。カッターの刃はを鳴らし、鎌かま鼬いたちの目つきと化す。

　睨にらまれた化け猫は毛を逆さか立だて、ビクビクしながら後ずさる。怯おびえている。

　三日月はカッターの刃に妖よう気きを乗せ、容よう赦しやなく振るった。

「──ダメぇッ！」

　叫んだのは、瀬せ里り沢ざわ。

　突然、化け猫の前に身を投げだした。

　今さらカッターナイフは止まらない。いきなりのことで遥はる彦ひこが割って入る暇ひまもない。

　三日月が慌あわてて軌き道どうをそらす。間かん一いつ髪ぱつで外れた〝風かざ斬きり〟は、地面を裂さいて消えた。

「やめて……殺さないで」

　瀬里沢は覆おおいかぶさるように猫をかばっていた。

「なんで」三日月は戸と惑まどいの声。「それは、あなたを惑わしたものですよ？」

「わかってる。だけど」瀬里沢は猫を抱きしめた。「こ、この子は、悪くないの。最初に悪いこと、したのは、わたしなの。わたしが、この子を引き寄せた……原因は、わたし、なの」

「だとしても、そのあとであなたの心を掻かき乱したのは、その猫です。あなたがどんな異い常じよう性せいを抱えていたのか、私は詳しく知りませんけど、化け猫さえ憑つかなければ、それは最初の一度きりですんでいたかもしれないんですよ？」

「すまなかったかもしれない」ヤダヤダというように首を振る。「この子がいなかったら、わたしはとっくに、ダメになってたかも、しれない。も、もっと、ひどいこと、してたかも」

　瀬里沢はどもってうまくしゃべれていなかったが、必ひつ死しに訴えた。

「この子は、わたしを利用してた、だけかもしれない、けど……そ、そうだと、しても、わたしのこと、わかって、くれた……この子だけが、わかって、いつも傍そばに、いてくれた。そのおかげでわたし、自分を保って、いられたの。だから……お願い、殺さないで。お願い」

　三日月の刃は迷っていた。いや、もう振るうことはできずにいた。瀬里沢と化け猫の関係が自分と鎌鼬のそれと重なったのかもしれない。アヤカシに支えられる人間もいる。そのことを誰だれよりもよく知っているのは、三日月だ。

　しかし、では、どうすれば？

「いいんじゃないかい？　それならそれで」

　空気をまったく読まない調ちよう子し外はずれな物もの言いいは、不知火。

　ツインテールをくるくる回しながら、軽けい薄はくそうな物言いで語る。

「化け猫は宿やど主ぬしの心を満たし、そのおこぼれにあずかるだけだ。心を掻かき立てるのは、宿主に満たされない思いがあるからだよ。そもそも、ある程てい度ど満足できる状態にあるなら、無む闇やみに掻かき立てることはしない。宿やど主ぬしの心が充実していれば、猫ねこはごろにゃんするだけさ」

　瀬せ里り沢ざわはひたむきな眼まな差ざしで黒くろ巫み女こを見つめた。

「じゃ、じゃあ、わたしが変われば、この子と一いつ緒しよでも、へ、平へい気き、ですか？」

「そうだね。飼い主に問題がなければ、化ばけ猫にだって問題はない。だいたい猫なんて取り立てて騒ぐほどのものじゃないんだ。きみが責任を持って面めん倒どうを見るというなら、それで一いつ件けん落らく着ちやくさ。ついでにひとつアドバイスをくれてやると、化け猫に心を掻かかれないためには、あまり自分を締めつけないことだよ。つまり……少しはバカになれってことだな」

　なんだそりゃ。アドバイスになってるのか、それ。

　ふざけているとしか思えない遥はる彦ひこだったが、瀬里沢は「はい」と神しん妙みようにうなずいた。そして泣き笑いのような表情で、愛いとおしそうに猫に頬ほおを寄せる。猫は心地ここち良よさそうに目を細め、甘えるようにのどを鳴らす。

　瀬里沢のつるんとしたひたいに桜さくらの花びらが舞い落ちた。不知火はふふんと笑う。

「どうやら、血の花は咲かさずにすみそうだね」

　キチキチキチ。三み日か月づきがカッターの刃はをしまった。




　化け猫は再び瀬里沢に憑ついた。しかし瀬里沢は憑つき物ものが落ちたように、すっきりした顔をしていた。公園前まえの十じゆう字じ路ろ。分かれ道で、もじもじと恥はずかしそうに向き直る。今気づいたが、前まえ髪がみは眉まゆまでの長さになっていた。三日月と争っているときに切れたようだ。

「い、伊い佐さ見みくん、あの……ご、ごめんね。その、へ、へんなこと、しちゃって」

「え、あ、いやぁ……」

　思い出して赤せき面めんした。そう言えば、しちゃったんだよな。口くち元もとに手をやりかけたが、傍かたわらに三日月がいたので思いとどまる。キスだけじゃない。普ふ段だんのシャイな振る舞いからは想そう像ぞうもつかない発はつ情じよう姿すがたまで目もく撃げきしてしまった。あの大だい胆たんな女め豹ひようのポーズ。二度とお目にかかれまい。

「あれは、まあ、猫のせいだし、な」

「うん……そう、だけど……」

　瀬里沢は何か言いたそうだったが、ふっと微笑ほほえんで胸に手を当てる。

「わたし、変われるように、がんばる。この子のためにも、自分のためにも」

「瀬里沢さんなら、大だい丈じよう夫ぶ。でも、一人で無む理りすることないからさ、もし、また猫のことで何かあったら、遠えん慮りよなく頼ってよ。まあ、俺おれもまだ初しよ心しん者しやマークなんだけどさ」

　くすくすと瀬里沢は肩を揺らし、素そ朴ぼくにはにかむ。

「ありがと。頼りにするね。えと、じゃあ……また、学校で、ね」

「ああ。今度、アヤカシのこととか、ゆっくり話そう」

「うん。ばいばい。またね」

　胸の前で小さく手を振る。三み日か月づきと不知火しらぬいに深くおじぎをし、お礼を言って帰っていく。

　途と中ちゆうで振り返り、また手を振った。遥はる彦ひこはへらへら顔で応える。

　見えなくなるまで見送って、振り返ると、じと～と三日月のべたつく視線を浴びた。

「よかったですねぇ。ジンガイのお友達ができて」

「あ、ああ」それは素直に喜ばしい。

「それに？　猫ねこはバケモードも可愛かわいいですし？　クラスも一いつ緒しよだし？」

「なんだよ……なに怒ってんだよ」

　まさか一部始し終じゆうを見られていた？　いや、途と中ちゆう乱らん入にゆうの三日月には、金かな縛しばりになっていたところしか見られていないはずだ。たとえその前のあれこれを見られていたとしても、本当の恋人ではない三日月が怒るのは変な話。あ……そう言えば、瀬せ里り沢ざわさんには三日月との関係を誤ご解かいされたままだ。次に会ったらちゃんと説明しないと。

「別に怒ってません」三日月はつんと横を向いた。「ただ、危ないところを助けてもらったくせに一ひと言ことのお礼もなく猫とじゃれ合うドバカさんを、ちょっと殺したいだけです」

「あ、いや、助けてくれてありがとうございます。ちょっと……いや、かなりやりすぎだったけどな……でも、なんで戻ってきたんだ？」

「なんとなく臭におったんです。イタチの勘かんとでも言いましょうか」

「へぇー。そりゃまた野や性せい的な」

　ギロリ。刃やいばのような目つきで睨にらまれた。遥彦は逃げるようにもう一人に話を振る。

「と、ところで不知火、俺おれに憑ついてる鬼おにって、どういうアヤカシなんだ？」

　不知火はいつの間にかポッキーを持って食っていた。ハムスターのようにポリポリと小こ刻きざみにかじっていく。いつも何かしら口にしてるな、こいつは。

「鬼は、もっとも人間に近いアヤカシだ。見た目からして人間そのものだよ。ただし不ふ老ろう不ふ死しで、アヤカシでありながら退たい魔まの力を持つ。それが鬼の角つの。〝アヤカシキラー〟だ。つまり鬼は、あらゆるアヤカシの天てん敵てきに位置するアヤカシと言える」

「そんなどえらいもんが、俺の中に……どうして？」

「さてね」はだけた肩をすくめる。「どのみち寿じゆ命みようが尽きるまで主しゆ導どう権けんはきみにある。鬼が顔を出すのは、きみが死んだあとの話だ。気にしても始まらんさ」

　そう言うと、ポッキーをくわえながら道を横おう断だんした。

「もう行くのか？」

「様よう子すを見に来ただけだからね。特に新しい知らせもないし、時間があれば三日月くんとお近づきになりたいところだけど、それは次回以い降こうの楽しみに取っておくとしよう」

　いつもながらひょうひょうとしたやつ。でも、なんだかんだで最後は助けてくれた。もしかして、最初からそのつもりで現れたのだろうか。自分になら化ばけ猫を簡単に剥はく離りすることができるから……なんて、考えすぎか。

　反対側に渡った不知火しらぬいは、後ろ向きのままバイバイの代わりにポッキーを振った。

「二人とも仲良くやりなよ。グッドラック。不ふ吉きつな幸運を」

　車が一台、走り抜ける。直後に黒い姿すがたは消しよう失しつ。三み日か月づきにも気け配はいがまったくつかめなかったらしく、きょろきょろしていた。

　遥はる彦ひこと目が合うと、ふんっと顔を背そむける。

「帰ります。さようなら。車に轢ひかれて野の良ら犬いぬにでも食べられてください」

　見えない拒きよ絶ぜつバリアを張ったような背中が、ずんずん遠ざかっていく。明らかに機き嫌げんが悪いのだが、理由がさっぱりわからない。ま、いいや、俺おれも帰ろう。

　ニャーオ。

　どこからか聞こえた鳴き声に首をもたげる。

　暗くら闇やみにまぎれ、黒くろ猫ねこが一匹ぴき、道を横切っていた。




　週しゆう明あけの月曜日。天気予よ報ほうは晴れのち曇り。

　リビングで朝食。ルーチンワークのように食べ物を口に入れ、咀そ嚼しやくし、飲み込む。

　土日の連れん休きゆうは何事もなかった。土曜日は、午後から三日月と一いつ緒しよにパトロールをしたが成果なし。翌よく日曜は、三日月は姉と姉妹しまいデートの約束があるということで、遥彦一人でパトロールを行ったが空から振ぶり。不知火も登場せず、キリサキ魔まも動きなし。

　黙もく々もくと食べ進めていると、顔を洗ってきたパジャマ姿の妹が隣となりに着ちやく席せきし、ごはんを食べ始めた。お味み噌そ汁しるをすすり、次におかずを口にしたところで、うぇっと顔をしかめる。

「ちょ、お母かあさん、これ甘すぎ！　また砂糖と塩、間違えたでしょ？」

「あらぁ、やっぱり？」台所から母親がにこやかに顔を出す。「そんな気がしてたの」

「やっぱりって」妹は肩を落とす。「いつもいつもどうやったら間違えるのよ、もう」

　日にち常じよう茶さ飯はん事じとまでは言わないが、母親が調ちよう味み料りようを間違えるのは珍めずらしいことではない。ドジというか天然というか、一種の才能ではないかと思えるような失敗をよくする。そしてその都つ度どしっかり者の妹が注意するのだが、一向に改善される様よう子すがない。

「遥はるくんは何も言わないから、大だい丈じよう夫ぶだと思ったんだけどぉ」

　そのとおり。遥彦は二人が話しているあいだも、平へい然ぜんとおかずを口にしていた。

「……兄にいさん、よく平へい気きね。こんなお菓か子しみたいな味付け」

「まあ、食えないわけじゃないし、残すのももったいないしな」

　というのはただの誤ご魔ま化かしで、実のところ味がよくわからなかった。

　何事もなかった土日を通じて、ひとつだけ気づいたことがある。

　味み覚かくの喪そう失しつ──いつ始まっていたのかはわからない。思えば、三日月とケーキを食べたときには、すでに失われだしていたのだろう。黄よ泉み人びとになって以来、ものを味わって食べる心しん境きようにない日が続いていたので、それ以前から始まっていたとしても、気づけずにいた。

　完全無む味みとまでは言わないが、何を口にしても味が曖あい昧まいで、咀そ嚼しやくすればするほど感覚がぼやけていってしまう。もはや美う味まいも不ま味ずいもない。

　今は平へい然ぜんとしているが、気づいた瞬しゆん間かんはやっぱりショックだった。これで生きる上での喜びをひとつ失った。人間から一歩遠とおざかってしまったのだ、と……。

　だけど、あきらめるしかないのだ。死んだはずが生きているのだから、これぐらいのデメリットは受け入れなければならない。そう開き直るぐらいしかできなかった。

「あ、また出たんだ」

　リモコンでチャンネルを回していた妹が、手を止めた。驚いた顔で見る。

「ね、ねぇ、西にし高こうって、兄にいさんの学校だよね？」

　遥はる彦ひこは「ん？」とテレビのほうを向いた。

　ローカル番組のニュース。キリサキ魔ま事件の速報。また新たな被ひ害がい者が出たらしい。襲おそわれたのは、四し季き森もり西高校に通う女じよ子し生徒。アナウンサーが事件のあらましを告げたあと、現げん場ばからの映えい像ぞうに切り替わる。その画面に被害者の名が表ひよう示じされた。

　遥彦の手から箸はしが落ち、床で跳ねる。苦にがい現実を味わう。

「……せりざわ、さん？」

　被害者の名前。それは『瀬せ里り沢ざわ道みち流る』で間違いなかった。







　　＃３　トビキリスカイハイ







　某ぼうコスプレ喫きつ茶さは、モーニングタイムにもかかわらずそこそこの客入りを見せていた。奥のテーブルには黒くろ巫み女こと修しゆう道どう女じよのツーショット。暗あん黙もくの領りよう域いきが働いているわけではないが、二人の周辺は空くう席せきばかりで、聖せい域いきのような静せい謐ひつさを保っている。

　シャッフルしたトランプを配りながら、修道女が朗ほがらかに微笑ほほえんだ。

「例の調査、無ぶ事じ完了しましたわ。全ぜん滅めつ扱あつかいのせいかデータがたっぷり破は棄きされていましたので、サルベージするだけでだいたいの情報はそろいました。思ったより楽でしたわね」

「楽して稼かせげるに越したことはないよ、ふふん」

「一応、〈七しち支し刀とう〉内部の関係者もチェックしておきました。目を通されます？　ざっと千人ほどになりますけど」

「いや、〈村むら雨さめ組ぐみ〉のものだけでいい」

　修道女はうなずき、なおもカードを配る。黒巫女は手て前まえに滑すべってくるカードを集める。そのトランプの一枚に薄いメモリーチップが重なっていた。はだけた胸むな元もとからケータイを取りだしてチップを挿そう入にゆう。画面をタッチ操そう作さ。すると、顔かお写じや真しん付きの個人データらしきものが表ひよう示じされた。指ゆび先さきでスクロールし、チェックしていく。

　ほどなくして手を止めた。画面に映っているのは、唇くちびるの青さが際きわ立だつ色いろ白じろの少女。梅つ雨ゆ空ぞらのようにどんよりと据すわった目つきが陰いん険けんだ。タッチして詳しよう細さいを呼びだす。

「ふふん？」黒くろ巫み女こは意い外がいそうに眉まゆを上下した。「これはこれは、けっこうな大おお物ものだね。ただの残ざん党とうにすぎないかと思いきや……最後にして最強の一ひと振ふり、ってところか」

　その少女の画が像ぞうを修しゆう道どう女じよにも見せる。

「まあ、この方ですか」マリンブルーの瞳ひとみがきらめいた。「内うち輪わの人間すら、傍そばに近づける者は数限られていたというトップシークレットクラス。高たか嶺ねの花ですわね」

「競けい売ばいにかけたら高たか値ねがつきそうだね。高嶺だけに……ふふん」

　寒いギャグを飛ばした黒巫女は、悪あく代だい官かんのような笑えみでケータイをしまう。

　修道女はカードを配り終えて聞く。

「よろしいのですか？　遊んでいても」

「よろしいのだよ。もう手は打ってある。暇ひま潰つぶしも仕事のうちさ」

「ですけれど、また新たな犯はん行こうが」

「ああ、知ってるよ」

　それがどうした、とでも言うように黒巫女の反応はそっけなかった。

「被ひ害がい者しやが続いて、他の退たい魔ま師したちも疑いの目を強めています。表おもてはともかく、裏うらの情報操作には限界が。これ以上騒さわぎが大きくなるようなら、わたくしの手に余りますわよ？」

「慌あわてずとも、もうすぐさ。クジ運さえ悪ければ、今いま頃ごろとっくにチェックメイトしていてもおかしくないんだけどね。よっぽど不ふ吉きつな幸運に恵まれているらしいなぁ」

　腹はら黒ぐろい言葉が誰だれを指して言っているのか、計りかねた修道女は首をかしげる。

「杏あん奈なが動かずにいるのでしたら、では誰が？」

「ふふん」手て札ふだ越しに琥こ珀はく色いろの目が笑う。「言ったろ、手て元もとに一人いると。駒こまは投入済ずみ。すでに盤ばん上じようはつんでいる。あとは出で番ばんが来るまで成り行きを見守っていればいい」

　修道女は了りよう承しようして微笑ほほえむ。実じつ際さいその考えはまったく読めていない。しかし黒巫女の退魔師としての腕は確かだ。その彼女が言うのだから、解決は時間の問題なのだろう。

　しいて難なん点てんがあるとしたら、その解決プランに、犠ぎ牲せいを出すまいとする姿勢というか概がい念ねんが抜けているということだ。今回にしても、キリサキ魔まの犯行そのものを抑よく止しする手は打たれていない。黒巫女はその辺、人じん道どう的配はい慮りよに欠ける薄はく情じような面がある。

　二人は手て札ふだから七のカードを出して置いた。また七並べ。彼女たちのあいだでブームなのだろうか。修道女がジャンケンで勝ち、最初のカードをどれにしようかと迷う。

「そうそう、依い頼らいのほうが思いのほか簡単にかたづいたので、別の調べものをして遊んでましたの。ちょっとした鬼おにごっこですわ。結果を知りたくありません？」

　そう言って、いきなりジョーカーを放った。

　黒くろ巫み女こは片かた眉まゆを上げ、ジョーカーと自分の手て札ふだを入れ替える。裏うらにまたメモリーチップ。やれやれといった様よう子すでケータイに挿そう入にゆう。表ひよう示じされるデータにざっと目を通すと、ふんっと鼻を鳴らしてすぐ谷間に戻した。

「みなさん御ご無ぶ事じでなによりですわ」

「往おう生じよう際ぎわの悪い連れん中ちゆうばかりだからね」

　その話はそれきりに、二人はゲームを進めた。

　中ちゆう盤ばんに差しかかり、同じタイミングでドリンクに手を伸ばす。黒巫女は着ちやく色しよく料りようたっぷりのメロンソーダ。修しゆう道どう女じよは果か汁じゆうわずかのレモンスカッシュ。

　ストローから同時に口を離したとき、店の奥から突然、「店長店長店長～っ」と騒がしい声が聞こえ、次いで、ガラガラガッシャーンッ！　とコントのような派は手でな音がした。客が何事かと首をもたげる。修道女も青い目を向けた。

「あら、あの声はアルエちゃん。お店ではシスターと呼ぶよう、いつも言ってますのに」

　立ち上がると、豊ほう満まんな胸が慣かん性せい力ではずむ。

「トラブルのようなので、ちょっと席を外しますわね？」

「ああ。ついでにオムライス。と、メロンソーダ、おかわり」

「かしこまりですわ」

　修道女は店の奥に消えていく。黒巫女はメロンソーダの残りを音を立てて吸いながらケータイを開き、先ほどのデータに目を通した。

　確認の途と中ちゆうで着ちやく信しん音おん。電話に出るより先にあくびが出ていた。




　朝のホームルームで、担任から事件について話があった。そこで初めて事を知った生徒も少なくなかったらしく、教室はにわかに騒がしくなった。

　瀬せ里り沢ざわ道みち流るは入院中。怪け我がの詳しい具合は定かでないが、意識が戻らないらしい。

　担任は努めて事務的に、今後の注意を呼びかけた。部ぶ活かつ動どうの時間短たん縮しゆく。なるべく一人で出歩かないこと。暗くなってからの外出は控えよ。人ひと気けのない場所には立ち入らないように。

　遥はる彦ひこは聞いているようで聞いていなかった。これは現実なのか、と疑いたくなる。どこかその辺に「この物語はフィクションです」という断り書きがないかと思って探す。自分が黄よ泉み人びとになったときよりも必ひつ死しに、真しん摯しに、切実に。

　しかし、目に止まったのは瀬里沢の空くう席せき。風か邪ぜで休んでるだけかもしれねーぜ、なんて想そう像ぞうを無む理りにしてみる。けれど、テレビのニュースより、担任から聞く話より、重く沈んだ教室の雰ふん囲い気きより、その空席はなぜか、ひどく生々しく現実をつきつけていた。

　ホームルームが終わると、普通に授業が待っていた。勉強に身が入るはずもなく、遥彦は授業中ずっと瀬せ里り沢ざわの空くう席せきをぼんやり眺ながめていた。

　チャイムが鳴り、やっと一時間目めが終了。隣となりに御み木き本もとがやってくる。

「……ふぅ」机に手をつき、ため息。「なんつーか……さすがにヘヴィだよな」

　そしてまた二に酸さん化か炭たん素その塊かたまりを吐く。クラス一の楽らく天てん家かも、さすがに憂ゆう鬱うつの泥どろ沼ぬまにはまっていた。クラスメイトが襲おそわれた衝しよう撃げきはもちろんあるだろうが、今までキリサキ魔まを話のネタにしていたことへの後ろめたさのようなものも、その顔には滲にじんでいる。

　キリサキ魔なんて、自分たちの日常とは関係のないものだと思っていた。それこそ都市伝でん説せつにすぎないかのように。だけどそうじゃない。キリサキ魔は現実に、すぐ傍そばにいる。日常と隣となり合わせのところに潜ひそんでいる。そう思い知らされたのは、御木本だけじゃないはずだ。

「今け朝さ、近くでマスコミが取しゆ材ざいしてたらしいせ。放課後ごもいるかもな」

「テレビに映るチャンスじゃん」

「どうせ未み成せい年ねんは首から上カットだし、声だって加か工こうされるさ」

　無理に軽かる口くちを叩たたき合っても虚むなしいだけだった。御木本は頬ほおをひくひくさせている。今のところそれが精せい一いつ杯ぱいの笑い方のようだ。天てん井じようを仰いでまた盛せい大だいなため息をつく。

「今朝下げ駄た箱ばこでさ、他のクラスのギャル連れん中ちゆうが、マスコミにマイク向けられたー、とか言ってはしゃいでたんだ。キャーキャー笑ってさ……俺おれもあんな風ふうだったんだよな。事件が起こるたびに、また出たまた出たって面白がって……マジ、過去に戻って自分をぶん殴なぐりてぇわ」

「俺もだよ」

　心しん底そこ同どう意いする。どうして昨日きのうもっと遅くまで見回りをしなかったのか。夜もパトロールを怠おこたらなければ防げたかもしれない。自分が代わってやれたかもしれない。俺ならいくら殺されても平へい気きなのに……そんな思いが、朝からずっと頭の中でぐるぐる回り続けている。

「委員長、なんであんな時間に、あんなところにいたのかね？」

「さあ、な」

　報道によれば、瀬里沢が発見されたのは夜の十一時近く。襲われたのもほぼ同どう時刻と見られている。場所は駅向こうの繁はん華か街がい界かい隈わい。人ひと気けのない裏うら通どおり。幸いにして発見が早かったことで一いち命めいは取りとめているようだが、果たして意識が戻るのかどうか……。

「日曜の夜に、あんな場所で何してたんだろ。あのマジメちゃんからは想そう像ぞうつかねーな」

　そうだな、と相あい槌づちを入れながら、遥はる彦ひこはひとつの可能性を思う。

　化ばけ猫ねこ……いや、もしそうなら連れん絡らくをくれたはずだ。瀬里沢さんはもう簡単に振り回されたりしないはず。頼りにするね、とも言ってくれた。

「あ、そうだ遥彦。野の々の原はらから連絡ないか？」

「野々原？」

　遥彦は野々原の机を見た。荷物はない。ずっと前方にある瀬里沢の席ばかり意識していたので、斜め後方の野々原の席も空からであることに、今いま初はじめて気づいた。病びよう欠けつか？

　ケータイをチェックしてみたが、着ちやく信しんもない。首を振る。

「そっか。メールしたけど反応ねーんだわ。やっぱ、さすがにショックだったのかね」

　よっぽどのことがない限り野の々の原はらは学校を休まない。ちょっとの熱や具合の悪さは空から元気で乗り切るようなやつだ。でも今回は、精神的なものがあるのかもしれない。瀬せ里り沢ざわといちばん仲良くしていたのが野々原だってことは、クラスの誰だれもが認めるところだから。

「にしても、いつまで続くのやら」

　休み時じ間かん終了の鐘かねが鳴り、御み木き本もとは自分の席に戻っていった。

　昼休みになると三み日か月づきがランチを誘いに現れた。皮ひ肉にくなことに、瀬里沢の件があったことで周りにとやかく言われることもなくなっていた。さすがに三日月もイチャイチャして見せようとはしない。

　屋上を目指し、階段を上る。

　後ろをついてくる三日月が、冷めた声を放った。

「言っておきますけど、私じゃないですからね？」

　どういう意味か気づくのに、数秒かかった。

「……はは」乾いた笑いをこぼす。「その可能性は考えなかったな」

「お人ひと好よしですね」三日月は何なに食くわぬ顔。「不知火しらぬいさんと電話で話しました」

「そうか。俺おれも今け朝さかけたけど、つながらなかったんだ……なんて言ってた？」

「ニャンコくんは運が悪かったね、と」

「……それだけ？」

「はい。これといって進しん展てんもないそうです」

「三日月はさ、前に言ってたみたいに、こういうの割り切れるわけ？」

「ええ。私の領りよう域いき外がいのことですから。まあ、知っている人がああいう目に遭あうのは、気分のいいものではありませんけどね。センパイのほうこそ、どうなんです？」

　遥はる彦ひこは答えず、というより言葉が見つからず、くしゃくしゃと頭をかいた。怒りや後こう悔かいなんて単純な言葉では、この胸に渦うず巻まく混こん沌とんは言い表せない。

「別に責任を感じる必要なんてありませんよ」情じように欠けた声が背中を打つ。「世界の裏うらで生きていれば、珍めずらしいことじゃありません。今回はたまたま知り合いに当たったというだけです。いちいち気に病んでいたら身が持ちません」

「そんな言い方しなくたって……」

「余よ計けいな荷物は背負わないことです。荷物が多いほど悲ひ劇げきに当たる確かく率りつも多くなる。下へ手たな人間関係は重おも荷ににしかなりません。一いつ線せんを引いておいたほうが身み軽がるでいられます。いざというとき辛つらい思いをしたくないなら、なおさら……」

「他ひ人と事ごとなら辛くないってか。確たしかにマシではあるだろうな。けど、俺は瀬里沢さんのこと他人事になんかしたくない。関わらなきゃよかったなんて思わない……思いたくねーよ」

「…………」

　三み日か月づきが顔を伏せる。その唇くちびるがかすかに動く。何か言ったようだが、声が小さく、遥はる彦ひこの耳には遠かった。どのみち、三日月の言葉を吟ぎん味みする余よ裕ゆうは、今の遥彦にはない。

　不知火しらぬいは薄はく情じようなことを言うし、三日月は非ひ情じようなことを言う。二人のスタンスを責める権利はないが、苛いら立だちを覚えずにはいられなかった。でも、どこへ苛立ちを向けたところで、それは最終的にブーメランのように自分に返ってくる。

　俺おれがちゃんと見回っていれば、防げたかもしれない。防げたはずなのに。

　後こう悔かいばかりが先さき走ばしり、無限ループにはまる。

　あの日、また学校でね、と言って別れた瀬せ里り沢ざわの素そ朴ぼくな笑顔を思い出す。その笑顔が斬きり裂さかれて真まっ赤かに染そまる。肺に熱ねつ湯とうを注そそがれたように胸むねが煮えたぎる。

　日常が壊こわれた。壊されたのだ。

「そんな簡単に、割り切れてたまるか……」

　階段の途と中ちゆう、三日月が凍りついたように立ち止まった。

「センパイ、角つのが」

「──ん？」

　踊り場で振り返り、そして自分の手を見る。利き手の右手のひらに、緋ひ色いろの突とつ起きが出現していた。それに伴って魔ま境きようの気け配はいも放たれていた。無む意識だった。

「ちゃんとコントロールしてください」三日月は角を睨にらむ。「退たい魔まの異い能のう。アヤカシキラーの代だい名めい詞しは伊だ達てじゃありません。私の立場から言わせてもらえば、触れたら火傷やけどするどころか、かするだけでも命取りになりかねない代しろ物ものですよ、それ。ハンパに扱われては困ります」

「鬼おにの角……こいつなら、キリサキ魔を殺せる、か」

　遥彦は右手をかざす。角が放つ妖あやしい光に、まばたきもせずに魅み入いる。

「……センパイ？」

　その声に、ハッと現実に引き戻された。そして、自分が自然と殺さつ意いを口にしていたことに気づき、胸がざわつく。一いつ瞬しゆんではあったが、完全に理り性せいの壁を超えていた。

　角を消す。妖よう気きが結けつ晶しよう化かして形作られる角は、消えるときは光の粒つぶと化してはじける。

　三日月がきびすを返した。

「やっぱり、お昼は別々で。放課後ごの見回りも二ふた手てに分かれましょう。センパイも角があれば犬いぬ死じにはしないでしょうから、これからは効こう率りつ的てきに。何かあればケータイに連れん絡らくを」

「別にいいけど……キリサキは、しなくていいのか？」

「けっこうです。自じ粛しゆくします。それでは」

　端たん的てきに告げて、タンタンタンと素早い音を立てて階段を下りていく。

　三日月は俺の傍そばにいたくないのかもしれない──ふと、そう思った。俺の近くに、鬼の角が届くところにいるのが、嫌いやなのかもしれない。だから昼食を別々にした。だから放課後も別行動にした。だからキリサキの時間も放ほう棄きした。

「かするだけで命いのち取とり、か……」




　放課後ご、瀬せ里り沢ざわが運ばれた病院に向かった。

　駅の南口にある四し季き森もり中央病院。受付で病室を聞いたところ、面めん会かい謝しや絶ぜつを理由に教えてもらえなかった。せめて容よう態だいだけでも知りたかったが、こちらは警察の捜そう査さ上じようという理由で何もお答えできませんと突っぱねられた。情報規き制せいってやつか。

　鬼おにの角つので魔ま境きようを張って勝かつ手てに捜し回る、という手も考えたが、まだうまくコントロールできない手て前まえ、命を取り扱う病院内ないではどんな影えい響きようが出るかもわからないので、あきらめて引き返すほかなかった。

　病院を出て、そのまま近きん辺ぺんの見回りを行う。南口は繁はん華か街がいを中心に再さい開発で建てられた高こう層そう物ぶつ件けんがひしめいている。表おもて通どおりは華はなやかな一方、裏うら通どおりの影はいっそう濃い。

　喧けん騒そうから遠ざかり、日の当たらない鍵かぎ尻尾しつぽ型がたの路ろ地じに入った。車くるま一台がやっと通れるか通れないかの道みち幅はば。建物の壁には刃は物もので斬きりつけたような傷が無む数すうにある。あたりは水で洗われたようだが、よく見れば小さな血けつ痕こんがあちこちに残っている。

　瀬里沢が襲おそわれた現げん場ば。日常を壊こわされた場所。

　遥彦は血のあとに触れた。負の感情がざらざらとうごめく。

「……これ以上は、やらせない」

　これまでキリサキ魔を追っていたのは、成り行きで、しかたなくだった。被ひ害がいを食い止めたい気持ちはもちろんあったが、それ以上に自分を動かしていたのは、何もしないでいることへの後ろめたさにすぎない。キリサキ魔を捜す協力をしている自分、に自じ己こ満足していた。最終的には不知火しらぬいか三み日か月づきがどうにかしてくれる。俺はあくまで外がい野やだと……。

　偽ぎ善ぜんだ。そんな中ちゆう途と半はん端ぱな姿勢が、今回の悲ひ劇げきを招いたひとつの要因なんだと思うと、自分で自分が許せない。もう外野気分ではすまされない。

「止めてやる……この手で」

　濁にごった決意を胸に、暗い目で捜そう索さくに戻る。

　繁華街の界かい隈わいを歩き回った。一時間、二時間、三時間……日が暮れていく。

　休みなく歩いていたそこへ、メールが届いた。母親からだ。遅くならないうちに帰りなさいという内容。クラスメイトが襲われて心配性になっているのだろう。家族に心配をかけるわけにもいかないので、いったん帰き宅たくすることにした。

　家に着き、私服に着替え、リビングで夕食。

　ちょうどニュースの時間帯たい。どこもかしこもキリサキ魔を取り上げていた。妹が目を背そむけるようにチャンネルを回し、一度も見たことのないアニメ番組に合わせる。

「……いつまで続くんだろ」

　リモコンを置いて呟つぶやく。母親が「そうねぇ」と不安げに応じる。御み木き本もとも同じことを言っていたっけ。表おもて向むき捜そう査さに進展がない状況が続いているだけに、まだまだ終わりそうにないという不ふ吉きつな予よ感かんを、誰だれもが覚えずにはいられないのだろう。

　遥はる彦ひこは狂った味み覚かくで味わいのない夕食をかきこみ、席を立った。

「ごちそうさま。今日きようは疲れたから、もう寝る。おやすみ」

　早はや口くちに告げて、歯を磨みがくなど寝る準備をアピール。自室に戻るとき、玄げん関かんからこっそり自分の靴くつを持っていった。寝る気などさらさらない。布ふ団とんに枕まくらを仕込んで、寝ているように見えるよう細さい工くする。母親も妹も勝かつ手てに部屋に入ったりはしないと思うが、念のためだ。

　パーカーをはおり、窓を開けて靴を履はく。

　二階からジャンプ。着ちやく地ちで体たい勢せいを崩し、足首がグキッと鳴った。なんだか変な角度に曲がっていたが、爪つま先さきを立ててぐるりとまわすと、グキグキと音を立ててすぐ元に戻った。

　忍しのび足で庭を横切り、夜の町へ。




　亡ぼう霊れいのようにさまよう遥彦のあとを、銀ぎん色いろの月が追いかけてくる。

　オールドタウンを一ひと巡めぐりし、川を越えようと橋まで来たときには、すでに家を出てから数すう時間が経過していた。遥彦の感覚ではあっという間だった。疲れはない。

　橋を渡り、店が閉まってシャッター通りと化したアーケードを抜ける。途と中ちゆう、巡じゆん回かいする警察官がいたので、身を隠かくした。線せん路ろを越えて駅の向こう側へ。

　再び繁はん華か街がい。昼も夜も関係なく極ごく彩さい色しきに飾られた摩ま天てん楼ろうは、放課後ごに来たときよりも猥わい雑ざつなムードに満ちていた。夜の街は別の顔。キリサキ魔まの活動も夜が主体のようだし、まだこの付近に潜ひそんでいる可能性は捨てきれない。

　ネオンの届かない横よこ道みちにそれると、一気に人の気け配はいが失うせた。

　深い谷底を行くように、足あし元もとも定かでない暗い路ろ地じを進むこと、しばらく。

　ふと、暗がりの先に人ひと影かげが見えた。アヤカシの気配はしなかったが、なにやらきょろきょろとしていて挙きよ動どう不ふ審しん。向こうからはこちらは陰になって見えていないようだ。

　上空、薄く伸びていた雲が流れ、細い月明かりが降る。闇やみの中にすらっとした細ほそ身みの姿すがたが照らしだされた。稲いな妻ずまのようなギザギザラインの入ったジャージには見覚えが。

「……野の々の原はら？」

　相手はびくりと反応し、素早く振り向く。ポニーテールが時間差で跳ねる。

「……遥彦？」

　こちらに気づいた野々原歩あゆ実みは、ホッと肩の力を抜いた。

「びっくりしたー。なにしてんのさ、こんなとこで」

「おまえのほうこそ、なにやってんだよ」

「ん……ちょっと、うららを捜そう索さく中」

　うらら。野の々の原はらの愛あい犬けん。

「散歩してたら、急にどっか行っちゃって。ぜんぜん帰ってこないの。それで捜してたんだけど、この辺よく知らないから迷っちった。そっちは？」

「俺おれはその、あれだ、レンタルの返へん却きやくで近くに来て……ここ近ちか道みち、みたいな？」

「駅前じゃなくてわざわざこっちの店に……あ、わかった。エッチなやつだ？」

「ちゃうわ」

　流れでツッコミを入れる。とりあえず誤ご魔ま化かせたか。

「おまえな、犬捜さがすにしても、こんな時間にうろついてたら危ないだろ。瀬せ里り沢ざわさんのこと知らないわけじゃないだろ？」

　その名が出ると、野々原は痛いような苦にがいような顔になった。

「わかってる……でも、うららが……」

「家に帰ってるんじゃねーの？　あいつ賢かしこいし、前にも何度かあったろ。急にどっかいなくなって、そのうちふらっと戻ってきて……とにかく帰ったほうがいい。親も心配するし」

「親は今、いないの。お父とうさんは出張。お母かあさんも泊とまり込み。来週まで一人だから……まあでも、そうだね。警察に見つかって補ほ導どうされてもまずいし、帰りますかな」

　ポケットに手をつっこんで歩きだす。アヒル口を尖とがらせているあたり不ふ本ほん意いそうだ。うららのこととなると自分のことさえ二の次になりがち。寝るときはいつも一いつ緒しよというぐらい溺でき愛あいしてるからな。親バカみたいなもんだ。

「そう言えば、今日きよう学校休んでたけど、具合でも悪かったのか？」

「あ……うん。ちょびっとね。でも、昼寝したらぴょっこり治ったよ」

　おどけた調子で答えていたが、声にはいつもの張りがない。心なしか表情も暗い。やはり瀬里沢の件のショックを引きずっているのか。

　ネオンが目にうるさい表おもて通どおりに出る。深夜を回っても人通りは絶えない。コンビニやカラオケ、居い酒ざか屋やにマンガ喫きつ茶さなど、二十四時間営えい業ぎようの店もたくさんある。

　並んで歩く遥はる彦ひこと野々原の横を、大学生ぐらいの若い男女グループがおしゃべりしながら通りすぎる。すれ違い様ざまにゲラゲラと大きな笑い声が飛ぶ。その様よう子すを野々原は顔をしかめて流し見た。事件とは無む関係な第三者への、恨うらめしさと羨うらやましさの入り混じったまなざし。

　ふぅ、とアヒル口からため息を漏もらすと、足あし元もとに視線を落とした。

「実はさ……あたし、道みち流るが襲おそわれるちょっと前まで、一緒にいたんだよね」

「え……マジで？」

「うん。初めて道流から遊びに誘われて、二人で一日中、これでもかぁ～ってぐらい遊びまくったの。ショップはしごして、ゲーセンではしゃいで、カラオケ熱ねつ唱しようして……道流があんなにはじけたとこ見るの初めてで、びっくりしちゃった。前まえ髪がみ短くして、素顔もさらして、人ひと前まえで恥はずかしがるのは相変わらずだったけど……こりゃ何かあったに違いないって思っていろいろ聞いてみたら、その辺は笑って誤ご魔ま化かされちゃったんだよね。ただ、『ちゃんと自分を好きになりたい』って、なんか吹っ切れた感じで言ってて……キラキラしちゃってたな」

　野の々の原はらはそのときのことを思い出したのか、ふわりと笑った。

　変わろうとしていたのだ、瀬せ里り沢ざわは。化ばけ猫ねこに頼るのではなく、自分の力で。キリサキ魔まに襲おそわれるなんて夢にも思わず、ささやかな日常を精せい一いつ杯ぱいに過ごしていた。

　そう思うと胸が詰まった。体は痛みを感じなくても、心は痛む。

「楽しかったなー。今度みんなでボーリング行こうって話もしたの。時間も忘れて遊んで、カラオケを出たらもう遅くて、それで帰ったんだけど」

「どこまで一いつ緒しよだったんだ？」

「えと」野々原の視線が右上をよぎる。「橋を渡ったところ。そこで別れた」

　じゃあ、瀬里沢はそのあと一人で繁はん華か街がいに戻ったということか？　なぜ？　やはり化け猫が関係しているのか？　でも今の話を聞いたら、それこそ猫に振り回されるとは思えない。

「大だい丈じよう夫ぶかな、道みち流る……許せないよ、キリサキ魔……なんで道流があんな目に……」

「理り不ふ尽じん、だよな」

　なんとなく言葉が続かなくなり、二人は黙だまって繁華街を抜けた。




　野々原の様よう子すがおかしくなったのは、橋を渡っているときだった。

　急にふらふらとよろめいて、肩にぶつかってきた。「あ、ごめん」とすぐに離れたので、最初は単につまずいたか何かしたのだろうと遥はる彦ひこも気にしなかったが、それから十歩と行かないうちにまたも足あし元もとがおぼつかなくなり、そのまま車しや道どうのほうへそれていった。

「おい、危ねーぞ」

　遥彦は手を伸ばし、手首をつかんで引き寄せた。野々原は体重が傾くまま胸の中に飛び込んできた。遥彦のパーカーをぎゅっとつかみ、しがみつく。

　一いつ瞬しゆん、なんの冗じよう談だんかと思った。が、抱きとめた身体からだはやけに熱く、呼吸は浅くて苦しげだった。ひたいや首くび筋すじに玉のような汗あせをかいている。しかも自じ力りきで立つことすらままならないようで、支えていなければ倒れてしまいそうだ。

「おまえ、すげー熱じゃねーか」

「……あは？　遥彦がぎゅってするから、のぼせちゃった」

「アーホ。なにが昼寝したらぴょっこりだ。思いっきりぶり返してんだろ」

　病み上がりで夜よ風かぜに長く当たっていたのが悪かったのかもしれない。

「大丈夫かよ。歩けるか？」

「へーきへーき。失礼つかまつった……ぅあ!?」

　立とうとしたが無む理りだった。手を離した途と端たん、棒ぼう立だちのまま後ろに倒れていく。

　遥彦は慌あわてて手を引っ張ったが、無理な体勢になって体重を支えきれない。とっさの判断で身体からだを入れ替え、自分が下になった。後こう頭とう部ぶをしこたま打ちつける。痛つう覚かくがなくて幸い。

　目を開けたら超ちよう至し近きん距離だった。互いに赤せき面めん。

「ごごごごめんっ」

　野の々の原はらが焦あせってどこうとするが、足あし腰こし立たたずに突つっ伏ぷし、遥はる彦ひこの鼻に頭ず突つきが飛ぶ。その勢いでまた後頭部を強きよう打だした。これまた痛みがなくて幸いである。

「おまえは動くな。じっとしとれ」

　野々原を制して起き上がる。二人とも地べたに座り込んだ。野々原は空から元気を見せる余よ裕ゆうはあるようだが、身体がついてきていないあたり、だいぶ厳きびしそうだ。

「俺おれ、一円も持ってないんだけど、おまえは？」

「ない。手ぶらで出てきたから」

　じゃあ、タクシーって手は使えないな。

「しょうがない、なら、これだ」

　遥彦は背中を向けてしゃがんだ。野々原はらしくもなくアタフタする。

「べ、別にいいって、そこまでしなくても。ほら、汗あせかいちゃってるし、臭においも……」

「まともに歩けないやつが何を言う。さっさとしろ。じゃなきゃ、お姫ひめ様さま抱だっこだぞ」

「あ、そっちのほうがいいかなぁ……なんちって」

　野々原は犬けん歯しを見せて笑い、背中に乗ってきた。

　遥彦はちょっと横にふらつきながら立ち上がる。

「う……重っ」

　バシッ。頭をはたかれた。

「失礼な。そっちが軟なん弱じやくなんでしょ。身しん長ちようのわりには軽いほうなんだから」

　まあ確かに、百六十オーバーにしては身み軽がるなほうだろう。いつも部ぶ活かつでしぼられているだけあってスレンダーだし。でも、それとは別の要よう因いんもありそうだ。背中がそれを感じ取る。

「なるほど、身長がある一方で物足りないものもあるわけだ。それで総そう重じゆう量りようが軽く……」

　バシバシッ。二に連れん発ぱつ食らった。

「誰だれがつるぺただっ」

「そこまで言ってねーだろっ。どんだけ過か剰じよう解かい釈しやくしてんだ」

「牛乳たくさん飲んでるのに、なんで？　ねぇ、なんで？」

「知るかよ。無む駄だに体力使ってねーで、おとなしくしてろ」

　よいせ、と背負いなおして、無む人じんの橋を歩く。

　肌はだに触れる夜よ風かぜは冷たい。背中は熱を持ち、汗ばむ。

　野々原はぐったり身体をあずけ、遥彦の肩にあごを乗せていた。

「なんかさ……こうしてると昔を思い出さない？　ほら、病院を抜けたとき」

「ん？　ああ、あんときは大おお目め玉だま食らったなぁ。誰かさんのおかげで」

「あれは連れん帯たい責任よ、連帯責任。それに、おかげでうららに会えたんだし」

　そうか、あのときか。遥はる彦ひこは当時のことをぼんやりと思い出す。

　三年前、中ちゆう二にの夏休みに入ってすぐのこと。野の々の原はらは轢ひき逃げに遭あったのだ。部ぶ活かつ帰りに横おう断だん歩道を渡っていたところへ、信号無む視しをした暴ぼう走そうトラックが突っ込んだ。

　幸い命に別べつ状じようはなかったが、足を大おお怪け我がして、しばらく入院。車くるま椅い子す生活になった。

　遥彦は御み木き本もとや当時のクラスメイトと一いつ緒しよに何度か見舞いに行った。野々原は病院生活が退たい屈くつだったらしく、顔を合わせるたびに暇ひまだ暇だとぼやいていた。

　で、ある日、こっそり病院を抜け出すことを考こう案あんし、実行に移した。その共きよう犯はんに選ばれたのが遥彦と御木本だった。今にして思えば、中二にもなって子供じみたマネをしたものだ。裏うら口ぐちから車椅子を押して出て、野々原の要よう望ぼうに応えてあちこちに出向いた。

　そうして逃とう亡ぼう散歩をしていたとき、路ろ上じように横たわっている子犬を見つけた。車に轢かれたらしく、動かないので死体かと思い、遥彦も御木本もスルーしかけたが、野々原は自分で車しや輪りんを回して子犬のもとへ向かった。

　子犬は足に怪我を負っていたが、生きていた。親に頼んで動物病院に連れてってもらう、と野々原が言いだしたので、子犬を連れて戻ることにした。子犬はかなり弱っていたので、遥彦と御木本も代わりばんこに車椅子を押して急いだ。

　しかし道どう中ちゆう、勢いをつけすぎたせいか、車椅子の車輪がいかれた。投げ出された野々原は子犬をかばって身体からだを打ち、あちこち擦すりむいた。車椅子は使い物にならなくなったので、遥彦が野々原をおんぶし、御木本が車椅子に子犬を乗せて抱えて運ぶことにした。

　やっとこさ戻ったとき、病院は野々原がいなくなったことで大おお騒さわぎになっていた。警察まで呼ばれていて、あとはもう説せつ教きようリレー。警察に叱しかられ、医者に叱られ、親に叱られた。

　子犬はちゃんと動物病院で治ち療りようを受け、野々原が飼うことになった。入院中は親に頼んで毎日のように連れてきてもらい、退院してからはいつも一緒だったそうだ。

　入院生活とリハビリで夏休みを棒に振った野々原だったが、奇き跡せき的な回復を見せ、二学期の途と中ちゆうからは学校に復帰した。足も元通りで、部活ではブランクを感じさせない動きで活かつ躍やくを見せた。今となっては歩けない時期があったとは思えないほど足さばきに長たけている。

「あんときは重かったな。体格的に。へとへとで着いたら説教地じ獄ごくだし、まいったぜ」

「そっか。中二のときっていうと、まだ遥彦も卓たく郎ろうもあたしより背ちっちゃかったんだ。よくぞここまで成長した、うむ。今じゃ彼女もできて、オトコになったわけですな」

「いや、それは……まあ……」

　遥彦は否定しかけたが、言葉を濁にごすにとどまった。

　三み日か月づきとの恋人関係──いや、恋人同どう盟めいは、非ひ日常側がわで活動する上では役に立つ。二人一緒にいても変に思われないし。下へ手たに日常を巻き込まないためにも、周りにはそういう風ふうに思わせておいたほうがいい。もちろん野々原にも……。

「おまえはどうなんだよ」

　話の矛ほこ先さきを変えることにした。

「好きなやつとか、いないのか？」

　考えてみると、野の々の原はらの色いろ恋こい話は聞いたことがない。これまで、その手の話題の中心はだいたい御み木き本もとだった。中学時代は惚ほれ薬でも飲まされたように見かける女子から女子へ胸キュンし、告こく白はくしては断られ、ハートブレイクしまくっていた。復活も早かったけど。

「いるよ」野々原がしんみり呟つぶやく。「けっこう前から、ずっと……今でも、スキ」

「へぇ、一いち途ずじゃん」興きよう味みを引かれた。「誰だれだよ？　俺おれの知ってる人？」

「うん、まあ……毎日、顔は見てるんじゃないかな。でも……その人にはもう付き合ってる子がいたの。相手は、あたしなんかじゃ絶対に敵かないっこない、メチャクチャ可愛かわいい子で、二人ともすっごく仲良くてさ。だから……失しつ恋れんしちゃいました。撃げき沈ちんであります」

　耳みみ元もとの声は儚はかない笑いを含んでいた。その口ぶりからして、失恋したのはそう昔のことではなさそうだ。相手は誰だろう。毎日見ているとなると、クラスメイトか？　でも、これぞというやつは思いつかない。まさか御木本……は、ないな。あいつ中ちゆう三さんからずっとフリーだし。

　橋を渡り終えたところ、くちゅんっと背中で野々原がくしゃみし、鼻をすすった。

「ペース上げるぞ」

　遥はる彦ひこは歩ほ調ちようを速める。野々原の腕がきゅっと首に回された。




　野々原の自宅は二階建ての二に世せ帯たい住宅、だった。祖そ父ふ母ぼも一いつ緒しよに暮らしていたが、小中学生時代にどちらも他た界かいし、それ以来、両親とうららとで暮らしている。

　親が仕事でいない、と言っていたとおり、家の明かりはついていなかった。

　うららを呼んでみたが、反応なし。こちらも帰っていないようだ。

　背中の野々原から鍵かぎを受け取る。玄げん関かんを開けて中に入り、下ろす。

「あとは一人で大だい丈じよう夫ぶだな？」

「あぅ、眩暈めまいがする。動けない。このままじゃ死ぬかも。これは介かい抱ほうが必要だよ、絶対」

　しんどそうなくせにおどける野々原。本ほん音ねと冗じよう談だんが半はん分ぶん半分ってところか。

　やれやれと思いながら、おんぶを再開。廊下を進む。

　野々原の自じ室しつは一階にある。昔は二階にあったが、例の轢ひき逃げ事件で足を怪け我がした際、下の階に部屋を移し、以降そのままになっている。

　野々原の家に上がるのはずいぶん久しぶりのことだった。高校生になってからは来た覚えがないから、一年以上はブランクがある。

　部屋は昔とそう変わりない。小学生の頃から使っている勉強机づくえ。ベッドとカーテンだけは新しい。タンスの代わりの収しゆう納のうケース、クローゼット。どちらも開けっ放し。学校の制服が壁にハンガーでかけられている。小さな丸テーブルの上に、バッテリーの切れた携けい帯たい電話。

　何度か来たことがあるとは言え、女子の部屋ということで微び妙みように緊きん張ちようした。それに昔はいつも御み木き本もとや他の友達も一いつ緒しよだった。部屋に二人きり……いや、家に二人きり、というのは長い付き合いでも初めてだ。

　野の々の原はらをベッドに下ろすと、「汗あせかいて気持ち悪ぅ」とすぐにジャージを脱ぎだした。上を投げ捨て、下は前ぜん屈くつするように足から抜く。

　シャツとスパッツだけになった姿すがたから、遥はる彦ひこは慌あわてて目をそらした。汗に濡ぬれて透すけていたのだ。しかもノーブラで、自じ称しようつるぺたとは言え、ふくらみと尖せん端たんが目に明らかだった。

「うーん、お腹なか空すいたなー。そう言えば、お昼から何も食べてないんだったー」

　野々原は自分の格かつ好こうには無む頓とん着ちやくに、暗にメシを要求。ここぞのタイミングで、ぎゅるるるるるるぅ、と腹の虫が派は手でなオーケストラを奏かなでる。「えへ？」と斜めに傾いた笑顔には、汗で髪かみの毛が張りついていた。

　遥彦はチラッと見るものの、またすぐに視線をそらす。直ちよく視しできん。

「ふ、普通は具合が悪いと食しよく欲よくなくすもんだろ。まあ、おまえらしいけどさ……お湯とタオル持ってくるから待ってろ。あと、おかゆぐらいしか作れねーけど、それでいいか？」

「うむ。よろしく頼むぞよ」

　ったく。ここぞとばかりに人をこき使いよって。

　遥彦は上着のパーカーを脱いで、椅い子すの背もたれにかけた。それから風ふ呂ろ場ばに向かい、洗面器きにお湯をため、きれいなタオルと一緒に持っていく。それを丸テーブルに置いて、身体からだを拭ふくのは本ほん人にんに任せ、次に台所へ。

　手ごろな土ど鍋なべを見つけておかゆを作った。火にかけたところで一ひと息いきつき、そう言えば今いま何時だろう、と壁かべ掛かけ時計に目をやる。午前二時を回っていた。

　おかゆの完成を待ち、おぼんに載のせて持っていく。ついでに冷れい蔵ぞう庫こにあった梅うめ干ぼし、それからおでこに張る熱ねつ冷さましシートの冷えペタがあったので、それも。

　肘ひじでノックし、「どうぞ」の声をもらってからドアを開ける。野々原はパジャマ姿になってベッドの上にいた。ポニーテールは解いて髪を下ろしている。

　遥彦は丸テーブルにおぼんを置き、これでお役やく御ご免めんとパーカーを手に取った。

「じゃあ、俺おれはこれで。おまえはそれ食ったら薬飲んで寝ろ」

「あ、待って……なんかね、だるくて腕上がんないの。だから……食べさせて？」

「上がんないわけないだろ。自じ力りきでパジャマに着替えてんだから」

「それはさっきまでの話なの。今はもうムリなの。一人じゃ食べられないの。だからちゃんと介かい抱ほうして。食べさせてくれなかったら飢うえ死じにしちゃうぞ」

　いきなり駄だ々だをこねだした。わがまま園えん児じかよ。

　遥彦は呆あきれて嘆たん息そくし、了りよう解かいの返事の代わりに冷えペタをおでこにぺちっと強めに貼はりつけてやった。そしておかゆを食べさせようとしたら、

「熱いのヤダ。ちゃんとフーフーして。じゃなきゃ食べないもん」

　とんだ甘えん坊ぼうだ。もはや羞しゆう恥ち心しんもない。熱に浮かされて幼よう児じ退たい行こうでもしたか。

　しかたなく、恥はずかしいけど言われたとおりフーフーして一口一口食べさせた。

　食事が終わると、今度はトイレまで連れていくよう言われた。もはや自じ力りきで動く気がないらしい。トイレのあとは薬くすりを飲ませるため、リビングに運んだ。ソファに野の々の原はらを下ろし、薬箱ばこの在あり処かを聞いて、風か邪ぜ薬を発はつ見けん。体たい温おん計もあったのでついでに熱を測らせたら、三十九度を超えていた。

　ミネラルウォーターで錠じよう剤ざいを飲ませると、ソファにぐったり横たわって「うぅ～」とつらそうに唸うなる。ここにきて本当の病人らしくなってきた。どうやら燃ねん料りよう切れのようだ。空から元気もここまでか。

　おんぶしてリビングを離れる。野の々の原はらがうなされるように呼ぶ。

「遥はる彦ひこぉ」

「んー？」

「帰っちゃヤダ」

　いきなり首に抱きつかれた。

　びっくりして反応を失った遥彦の耳に、熱を含んだ吐と息いきがささやく。

「一人に……しないで」

　それだけ言うと、野々原はくーくーと寝入ってしまった。

　無む理りもないか、と遥彦は緊きん張ちようを解く。仲良しのクラスメイトが一いつ緒しよに遊んだ帰りにキリサキ魔まに襲おそわれて意識不ふ明めいの重じゆう体たいに陥おちいり、ただでさえショックなところ、両親は不在。愛犬のうららも行方ゆくえ知れず。さらに高熱を出してダウン。そりゃ一人でいたくないよな。

「……最初からそう言えっての」

　動けないだのお腹なか空すいただの食べさせてだの、回りくどいことしやがって。おかゆなんて結局半はん分ぶんも食ってねーし。

　部屋に戻り、そっとベッドに寝かせた。寝ね顔がおがこちらに傾く。遥彦は思わず固まった。薄く開いた唇くちびるや、頬ほおにかかるほつれ髪がみ、まだ少し汗あせばんでいる首くび筋すじが、なんとも言えない生なま々なましさをかもしだしている。いくら腐くされ縁えんとは言え、野々原も女。こんな無む防ぼう備びな姿すがたを間ま近ぢかにしたら一いち男おとことしてそそられるものが……。

　いかんいかんいかんっ。妄もう想そうしかけて首を振り、ため息を吐つく。

「こんなときだってのに、俺おれってやつは」

　キリサキ魔を追う決心を固めておきながら、煩ぼん悩のうに振り回される始し末まつ。

　イエローカード一枚。自分を戒いましめて野々原の部屋を退たい場じようした。

　玄げん関かんではなくリビングに向かい、ソファに横になる。キリサキ魔を早く見つけたい気持ちはあるが、野々原の願いを無む視しもできない。今日きようのところはここに残ろう。

「何も起きてくれるなよ」

　祈るように呟つぶやいて、まぶたを下ろす。

　最近、遥はる彦ひこの睡すい眠みんは切り替えが利くものになっていた。自分の中でスイッチのようなものができていて、それをオフにすることで電源を切るように眠りに落ちるのだ。そして二、三時間の深い眠りのあと、自動的にオンになる。睡眠時間はそれで十分。今まで徹てつ夜や続きだと思っていたが、実は黄よ泉み人びとになってほとんど眠らなくても大だい丈じよう夫ぶな身体からだになっていたらしい。不知火しらぬいに言わせるところ、この命は鬼おにの力に依い存ぞんしていて、肉体は擬ぎ似じ的に生せい命めい活動を行っているにすぎない。だから眠りも短時間で事こと足たりるのだろう。

　深しん呼吸をして、スイッチを切った。

　あとは目が覚めるまで、わずかな時間を、死んだように眠り続ける。




　カーテン越しの朝日が部屋を明るく照らした。

　朝の六時半、遥彦はスイッチオン、起き動どうする。寝ね起おきのだるさはない。目が覚めた瞬しゆん間かんから心しん身しんともに完全覚かく醒せいを果たす。

　窓を開け、庭に顔を出した。小こ声ごえでうららを呼んでみたが、反応なし。帰らずか。どうしたんだろうな。いつもは野の々の原はらにべったり。それこそラブラブな一人と一匹ぴきなのだが。たまにいなくなっても、その日のうちには帰ってくるやつなのだが。

　冷れい蔵ぞう庫こからミネラルウォーターを拝はい借しやく。コップ一いつ杯ぱいを飲んで、野々原の様よう子すを見に部屋へ向かう。音を立てないよう戸を開ける。

　まだ寝ていたが、椅い子すにかけっぱなしだったパーカーを取ったとき、「んん」とかすかにうめいて目を覚ました。

「悪い、起こしたか」

　野々原は「う～」と唸うなった。寝起きの顔を見られたくないのか、それとも昨日きのうのことを恥はじているのか、布ふ団とんをかぶって隠かくれる。

「……今、何時？」

「六時半。具合はどうだ？」

「んー、ビミョー。昨日よりは楽だけど」

　熱を測らせると、三十七度二分。下がったには下がったな。

「学校は休め。もう一ひと眠ねむりして、腹が減ったら、おかゆの残りがあるから温めて食え。学校が終わったら、また様子見みにくるからよ」

「ん……りょーかい。じゃあ、寝る……あ、玄げん関かんの鍵かぎ、机の上の、持ってって」

「わかった。あずかる。じゃあな」

　バスケットボールのキーホルダーがついた鍵をつかむ。

　部屋の戸を開けたとき、「あ、遥彦」と野々原が布団から顔を半分だけ出した。

「あの……ありがと、ね」

「はいよ、お大事に」

　野の々の原はら宅たくをあとにし、チュンチュンとスズメの鳴く声を聞きながら、自宅へ向かう。

　家に着いたのは七時過ぎ。家の鍵かぎは持って出ていたが、すでに母親も妹も起きている時間なので、正面突とつ破ぱは難しい。どうするかな、と思ったとき、魔ま境きようを使うことを思いついた。まだ魔境だけを操そう作さすることはできないが、鬼おにの角つのを発動すれば自然と展開される。

　さっそく右手に意識を集中。角の感覚はすでに暗あん黙もく知ち。赤い突とつ起きが現れる。

　そのまま玄げん関かんの鍵を開けて家に入った。靴くつを脱いで上がる。台所のほうからトントントンと包ほう丁ちようがまな板を鳴らす小こ気き味み良い音が聞こえる。リビングのドアが開いていて、テレビを見ているパジャマ姿すがたの妹の背中が見える。

　と、不意に、妹がこちらを向いた。遥はる彦ひこはギクリとして固まった。明らかに視し界かいに入ってしまっていた。が、妹は何も気づかない様よう子すで、またテレビに向き直った。

　セーフ。魔境の効果があったようだ。階段を上って自分の部屋に戻ったところで、角を消した。そしていつもの朝を始める。

　テレビのニュースでは、キリサキ魔の続報なし。新たな被ひ害がい者しやは出ていないようで一安心だった。瀬せ里り沢ざわはまだ目を覚まさず、唯ゆい一いつの目もく撃げき者しやの証しよう言げんが待ち望まれているという。あとはコメンテーターがいろいろ勝かつ手てに言っていたが、それは見る気も聞く気もしなかった。

　妹が家を出た五分後に、遥彦は家を出た。兄妹きようだい関係は冷えている、というか妹のほうが冷たいので、なんとなく遥彦も二人一いつ緒しよにならないようにしている。妹が小学生だった頃は、むしろ待ってくれていたものだが。

　丘を下って、児じ童どう公園前の十じゆう字じ路ろまで来たとき、三み日か月づきに出くわした。

「おはようございます」

「ああ、おはよう」

　挨あい拶さつだけして並んで歩く。特に会話もなく住宅街を抜け、橋を越える。

　二人のあいだは微び妙みように距離が開いていた。やはり鬼の角を警けい戒かいしているのか。

「……臭においますね」

　いきなり三日月が言った。視線を受けた遥彦は、反対側へ首を回したが、これといって何も見当たらない。つまり、視線と言葉の矛ほこ先さきは……俺おれ？

　自分の制服を嗅かいでみる。特に何も感じないが。

「センパイ……昨日きのう、何か変わったことありました？」

「え、いや、別に、何も」

「じゃあ、誰だれかと一夜を共にしたりしませんでした？」

「バ、バカ、あるわけないだろ、そんなこと」

　ななな、なんという勘かんの鋭さ。もしや三日月、女のニオイを嗅ぎ取ったのか。あくまで形の上とは言え、野の々の原はらと一いつ緒しよだったのは事実。

　昨日きのう、汗あせだくの野々原は臭においを気にしていたが、別におんぶをしているときも気にかからなかった。しかし、三み日か月づきは野や性せい的な感性を持つイタチ娘むすめ。普通では嗅かぎ取れない臭においにも反応するやもしれん。油ゆ断だんならん。

　別に隠かくす必要なんてないだろうけど、なんか言いづらいし。

「あ、あれだ」とにかく誤ご魔ま化かせ。「昨日、風ふ呂ろに入んなかったから、それでかな」

　三日月は眉まゆを寄せ、汚けがらわしいものを見るような視線の槍やりで遥はる彦ひこを刺した。

「……不ふ潔けつ」

　一言でバッサリ斬きり捨てられた。




　昼休み、三日月はランチを誘いに現れた。鬼おにの角つのを嫌いやがってこないかとも思ったが、恋人関係のアピールは続けるようだ。ただ、距離は微び妙みように開いたままで、屋上のベンチに座るときも一人分の隙すき間まがあった。特に会話もなく、昨日と同じように放課後ごは別行動を取ることを確認しただけで昼休みは終わった。

　そして放課後。野々原の見舞いに御み木き本もとも連れて行こうかと思い、声をかけたが、夏休みへ向けて資金を稼かせぐため、アルバイト（の面めん接せつ）に行かないといけないからダメとのこと。まだ四月だというのに気の早いやつだ。妙なところで計画的である。

　途と中ちゆうまでは一緒に下校した。

「あ、それとさ、うららが失しつ踪そう中なんだ。どっかで見かけたら、連れん絡らくくれ」

「おう。他の連れん中ちゆうにもメールして聞いてみるわ。ま、すぐ見つかるだろ。目立つからな、あいつ。んじゃ俺おれはここで。野々原によろしく言っといてくれや」

　橋の手前で別れた。遥彦は川を越えて野々原宅へ向かう。

　十五分ほど歩いて、家に到着。ブザーを鳴らしかけたが、そこで鍵かぎをあずかっていたことを思い出して、手をポケットのほうに伸ばした。そのとき背後でいきなり声が。

「……臭いますね」

　遥彦は電でん撃げきを食らったように跳ねた。振り返るまでもなく声で正しよう体たいはわかった。朝と同じ台詞せりふを口にしたイタチ娘が、ぶかぶかな両りよう袖そでをだらりと下げて立っている。

「み、三日月、なんでここに？」

「あとをつけました。いつぞやの仕返しの意味も込めて」

　しれっとストーキングを白はく状じようした三日月は、尖とがった視線で野々原宅を射い抜ぬく。

「この家から臭います。今け朝さセンパイから感じたのと同じニオイです」

「う、嘘うそをつけ。なんも臭わんぞ」

「まあ、センパイのような鈍感と馬鹿を兼ね備えたドバカさんにはわからないでしょうけれどね……というのは冗じよう談だんというか皮ひ肉にくというかただの侮ぶ辱じよくで、誤ご解かいのないよう話を進めますと、これはマジメなお話です。ここで言うニオイとは、普通のニオイではありません」

「普通じゃないって、どういうことだよ」

「アヤカシのニオイです」

「……え？」

「香りの類たぐいというよりは、気け配はいといったほうがいいかもしれません。私は獣けもの憑つきなので、そういうのに少し鼻が利くんですよ。最初はセンパイのニオイかとも考えました。お風ふ呂ろに入ってないと言っていたので、黄よ泉み人びとであるがゆえの体たい臭しゆうのようなものなのかと。でも……」

　三み日か月づきは無ぶ愛あい想そうに遥はる彦ひこの身体からだを目で舐なめた。

「鬼おにの角つのを出したときに感じた妖よう気きとは、明らかに別物でした。つまり、センパイはどこかで他のアヤカシの気に触れたのです。そしてもうひとつ。アヤカシのニオイとは別に、誰だれか人のニオイ……こちらは明らかな体たい臭しゆうの類が、確かに感じられました」

　そっちまで嗅かぎ取ってたのかよ。恐るべし、鎌かま鼬いたちの嗅きゆう覚かく。

「そこで、ちょっと鎌をかけてみたら、センパイの態度が明らかに挙きよ動どう不ふ審しんだったので、尾び行こうしてみたわけです。ニオイの理由が、その誰だれかさんにあるんじゃないかと思って。そうしたらビンゴ。この家から、その誰かさんとアヤカシ、二つのニオイが同時にします」

　野の々の原はらの家だから当人の匂においはして当然だが、アヤカシの気配まで？

　ホントかよ、と疑ってしまうが、三日月がわざわざ嘘うそデタラメを並べる理由もない。

「野々原さん」三日月が表ひよう札さつを読む。「どういう仲ですか？」

「なんていうか……昔なじみの腐くされ縁えん。小学生のときから一いつ緒しよで、今も同じクラス」

「昨日きのうはその人と一緒だったんですね？　何かおかしな様よう子すはありませんでした？」

　おかしいも何も、風か邪ぜでダウンしてたからな。

　返事を待たずして、三日月は門に手をかけた。

「ともかく中に入ってみましょう。その人がキリサキ魔まである可能性もありますし」

「野々原が？　そんなわけあるかっ。あいつは瀬せ里り沢ざわさんといちばん──」

「うるさい」叱しかるように言い放った。「喚わめかないでください、気づかれるでしょ。私に突っかかっている暇ひまがあるなら、自分の目で確かめればいいんです。どのみち、ちゃんと調べる必要があります。この家からなんらかの気配がするのは確かなんですから」

　キチキチキチ。三日月はカッターを鳴らして敷しき地ちに踏み込む。

　遥彦は前に回り込み、行く手を遮さえぎった。

「ま、待て。その……なんかあっても、いきなり斬きり裂さくとか、ナシで頼む」

「それは時と場合によりますね。修しゆ羅ら場ばで先せん手てを逃せばこちらが殺やられかねません。センパイは不ふ死じ身みだからいいですけど、私は下へ手たをすると命取りになりますから」

「だから、俺おれが前を行く。それならいいだろ？」

　三日月は冷めた表情で二、三秒考えると、お好きにどうぞと肩をすくめた。

　遥はる彦ひこはあずかっていた鍵かぎで玄げん関かんを開ける。すかさず三み日か月づきが気づく。

「なんでセンパイが家の鍵を持ってるんですか？」

「え……い、今はそんなこと、どうでもいいだろ」

　ひそひそ声で返し、音がしないよう慎しん重ちようにドアを開け、身体からだを滑すべり込ませるように中へ。後ろ手に支えるドアを、続く三日月が代わりに支えて中に入り、そっと閉める。

　家の中はひっそりしていた。遥彦に感じ取れるほどのはっきりした妖あやしの気け配はいない。

「どうだ？　ニオイはするか？」

「ええ、微び妙みように強くなりました。でも、なんだか残り香がのような感じ……アヤカシはもう立ち去ったあとなのかも。とにかく油ゆ断だんせずに参まいりましょう」

　三日月も釈しやく然ぜんとしない様よう子すだが、今は野の々の原はらの無事を確かめるのが先だ。しかし本当にアヤカシの気配の残ざん滓しが漂っているなら、ここに野々原がいることを望むべきなのか否か。いたとして、果たして無事でいるのかどうか。

　頭の片かた隅すみに最悪のケースがちらつく。悪夢から抜け出せないような焦しよう燥そう感を抱きながら、息を殺して踏み込んだ。野々原の部屋の戸をゆっくり開けてみたが、そこにはいない。

　と、奥のほうから、物音が。

　三日月と視線を交わし、先へ進む。廊下がところどころ濡ぬれていて靴くつ下したが湿った。

　リビングのドアに手をかける。キチ、キチ、キチ。三日月が撃げき鉄てつを落とすようにカッターの刃はを伸ばす音を背中に聞きながら、イチ、ニノ、サンで一気に押し開き、突とつ入にゆうっ。

「──ひゃあっ!?」

　響ひびいた悲鳴は、この家にいて当然の人物のもの。

　野々原歩あゆ実みは、キッチン前の食しよく卓たくに手をつき、寄りかかるように立っていた。椅い子すに座るところだったようだが、突然の訪ほう問もん者しやに驚いて腰が砕くだけ、派は手でに尻しり餅もちをつく。

　遥彦は一いつ瞬しゆんの間を置いて直後、慌あわてて目をそらした。身体ごと横を向く。

　なぜなら野々原は、裸はだかにバスタオル一枚を巻いただけの湯上がり姿すがただった。濡れた髪かみから雫しずくが垂れ、火ほ照てった肌はだを伝い落ちる。
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「ば、ばかっ、チャイムぐらい鳴らせっ」

「すすすすまんっ……え、でも、あれ？」

　どういうことだ。アヤカシは？　気配は？

　視線で隣となりに問いかけるが、三日月は突入前と変わらず厳きびしい表情のままだった。瑠る璃り目めは油断なく野々原を見み据すえ、握ったカッターの刃は先さきを遠えん慮りよなしに向ける。

「ちょ、何してんだよっ」

　遥彦が割り込むと、三日月はあごをしゃくって言った。

「その人です。ニオイの元は」

「三日月、彼方かなた……」野々原は憮ぶ然ぜんと見返す。「なんで、あなたが、ここに……」

「理由はいろいろですけど、しいて言うなら……センパイの彼女だから？」

　偽いつわりの関係である以上、それは冗じよう談だんか皮ひ肉にくのつもりなのだろうけど、そうとわかるはずもない野の々の原はらは一いつ瞬しゆん苦にがい顔で言葉に詰まった。噛かみつくように返す。

「あっそう……それで？　遥はる彦ひこの彼女までが何しに来たのよ。いきなり人んちに上がりこんできたかと思えば、カッターなんか向けて、なんのつもり？　どういうことよ？」

「こういうことですよ」

　三み日か月づきは妖よう気きを放ち、獣けもの耳みみと尻尾しつぽを出した。バケモード。

　おいおい、と遥彦はいきなりの変身に頬ほおが引きつる。普通の人間には見えないとは言え、どういうつもりなのか。問いただそうとしたその後ろで、野々原が目を丸くして呟つぶやいた。

「え、なに……コスプレ？」

　遥彦は反射的に振り返った。が、バスタオル一枚の姿すがたから、またすぐに視線を外す。

「お、おまえ……見えるのか？」

「見えるって……その、耳と、尻尾？」

「じゃ、じゃあこれはっ？」

　遥彦は右手に鬼おにの角つのを出した。野々原は少し仰のけ反ぞる。

「は？　なにそれ、手て品じな？」

　もはや疑いようがなかった。野々原には見えているのだ。三日月のバケモードと遥彦の鬼の角つのをちゃんと目もく視しできている。ということは、つまり……どういうことだ？

「ちょっと、いきなり上がり込んで出し物なんか見せて、どういうつもり？」

「それはこっちが聞きたい」ため息を挟み、角を消した。「と言っても、その反応……出し物呼ばわりしてるようじゃ、話が通じないだろうな。三み日か月づき、この状況をどう説明する？　野の々の原はらは何もわかってないぞ」

「みたいですね……となると、これは……」

「とりあえずカッターをしまえって」

　三日月はふてくされたように下した唇くちびるを突きだした。獣けもの耳みみを震わせ、尻尾しつぽを揺らす。床にぺたんと座り込んで口をぽかんと開けている野々原を品しな定さだめするように眺ながめて、無む害がいだと判断したのかキチキチと刃はを収しゆう納のうする。バケモードも解いた。

「この人はおそらく、自分でも気づかないうちにアヤカシに憑つかれていたんです。そして今はもう憑かれていない。つまり、元ジンガイです」

　話が見えないだろう野々原は、困こん惑わくの表情を遥はる彦ひこに向けた。

「悪い、野々原。いきなりでわけわかんないと思うけど……」

　遥彦はアヤカシについてざっと説明を試みる。日常の裏うらに潜ひそむ非日常の存在であり、先ほどの変へん身しんや手て品じなっぽいのもアヤカシの力で起こしたもので、普通の人には見えないこと。

　しかし要よう領りようよく伝えることができず、野々原も頭の上にハテナを増やすのみだった。

「要するに」三日月がじれったそうに口を挟む。「野々原先せん輩ぱい、あなたは普通ではありえない状況に置かれていたんです。今まで、何か非ひ現実的な体験をしたことはありませんか？　自分の中で異常や変化を感じたことは？　それをもたらした存在に心当たりは？」

　野々原は目をぱちくりし、自分の膝ひざをさすった。

「……うらら」

　その名前に、遥彦は「！」、三日月は「？」。

「どうやら心当たりがあるようですね。話してもらいましょうか」

「……わかった。でも、せめて服ぐらい着させてほしいな」

「そうですね。私も同性の裸はだかを見て喜ぶ趣しゆ味みはありませんから。まあ、センパイはこのままのほうがうれいしのでしょうけれど」

「この状況でそういうこと言うか」

　とにかく話は着替えてからだ。遥彦は窓のほうを向いて、野々原が先に行くのを待つ。視し界かいの隅すみで、野々原はテーブルのふちをつかんで立った。腕の力だけで身体からだを持ち上げて支えるような、不自然な立ち方だった。

　何か妙みように感じた瞬しゆん間かん、野々原はバランスを崩して倒れた。

「どうしたんです？」三日月が嘲ちよう笑しよう気ぎ味みに言う。「腰が抜けちゃいましたか？」

「…………ッ」

　野の々の原はらは言い返すことなく、もう一度テーブルをつかんで立つ。壁に手をつき、寄りかかるような格かつ好こうで歩こうとする。

　でも、ダメだった。一歩たりとも満足に歩けないまま、その場で無ぶ様ざまに転ぶ。

　さすがに三み日か月づきも不ふ可か解かいそうに眉まゆ根ねを寄せた。遥はる彦ひこも下した心ごころなどなく真ま顔がおで凝ぎよう視しする。

　野々原は床に手をついて上半身を起こす。バスタオルから伸びる長い足は無む造ぞう作さに投げ出さたまま。口く惜やしげに唇くちびるをきつく結び、太ふと股ももをぎゅっとつかむ。

　遥彦はまさかの可能性を思った。そう言えば、さっきリビングに入ったときも、テーブルにつかまって立っていて、すぐ倒れた。さらに昨日きのうのことを思い出す。橋の途と中ちゆうで倒れたときからずっと、自分の力で立つことも歩くこともしなかった。

「野々原……おまえ、もしかして、足が……」

「……あは？」

　野々原は陽気に笑って見せ、軽い調子で言う。

「ごめん遥彦。部屋まで運んでちょ。あ、せっかくだし、お姫ひめ様さま抱っこがいいな、なんて」

　おどけて両手を伸ばす。無む理りに作った笑顔がすべてを物語っている。

　遥彦は無言で応じ、濡ぬれた体を抱き上げた。




「──中ちゆう二にの夏、トラックに轢ひかれて怪け我がしたとき、あたしの足、完かん治ちは難しいって……リハビリしても杖つえなしじゃまともに立つこともできないだろうって、医者に言われてたの。だからもう普通に歩いたり走ったりは無理なんだって、あきらめるしかなかった」

　外傷はそれほどでもなかった。問題は足そのものではなく、腰のあたりの神しん経けい系にあったのだ。事故時に意識を失い、そのまま手しゆ術じゆつされ、次に目を覚ましたのはベッドの上で、そのときすでに両足の感覚はなく、動かそうと思っても動かなくなっていた。

「あのときは泣いたなぁ。物に当たって、親に当たって……ボロボロだった」

　それでも見み舞まいに来る遥彦や御み木き本もとの前では、いつもの自分でふるまっていた。いや、二人の前だったからこそ、いつもの自分でいられたのかもしれない。

　転機が訪れたのは、あの日だった。

「三人で病院を抜け出した日、あの日のうららとの出会いが、あたしを変えた」

　うららは野々原と同じで、車に轢かれて足を怪我していた。動物病院で診みてもらうと、命を助けるには前足の片方を切断しなくてはならない、と言われた。野々原は一生面めん倒どうを見ることを約束し、両親に頼んでうららを治ち療りようしてもらった。

　両親は、うららを助けることで娘むすめが前向きになってくれるのを期待した。病院からいなくなったとき、もしや自殺でもしでかさないかと不安だったらしい。遥彦たちの前ではいつも通りの野々原だったが、足が動かなくなった現実を受け止めきれてはおらず、両親の前ではヒステリックに泣き喚わめいたり、暴れたり、実は情じよう緒ちよ不安定な状態が続いていたのだ。

　だから警察まで呼ばれていて、遥はる彦ひこと御み木き本もとも含め、こっぴどく叱しかられたわけだった。

「うららは、あたしの分身みたいだった。車に轢ひかれて、足を怪け我がして、まともに歩けなくなって。でも、必死に生きようとしていた。抱き上げたとき、すごく通じるものがあったの。この子と一いつ緒しよなら頑がん張ばれるって思った。足が動かなくても、歩いて行けるって」

　入院中は親にせがんで毎日のように会わせてもらい、退院してからは、ほとんど一日中、動けない一人と一匹ぴきは一緒だった。

　そんな日々の中、唐とう突とつに、野の々の原はらの身に不ふ思し議ぎが起きた。

「うららの怪我がだいぶ治って、前足が片方なくても、不ぶ格かつ好こうにでも歩けるようになった頃ころだった。うららがあたしをじっと見て、鳴いたの。『立って』って言われたように感じた。『大だい丈じよう夫ぶ、歩けるよ』って。それで、やってみたら……立てたの、本当に」

　そのときは数秒だけだったが、まったく消え失うせていた足の感覚が、かすかによみがえっているのを確かに感じた。そして、その不ふ思し議ぎな回復は、その後も続いた。

「うららの足の具ぐ合あいがよくなっていくにつれて、あたしの足も日に日によくなった。夏休みが終わる頃にはもう普通に歩けるぐらいにまでなっていて、医者は奇き跡せきだって言った」

　もう一生、立つことすらままならないと思われていた患かん者じやが、一月もしないうちに自じ力りきで歩けるようになった事実を前にしては、それこそ奇跡的てき回復と呼ぶしかなかっただろう。

　ただ、野々原にはわかっていた。

「ぜんぶ、うららのおかげなんだって思った。ううん、ほとんど確信してた。ただ、言葉ではうまく説明できないし、それに……なんとなく、このことは誰だれにも言わないほうがいい気がした。だから、あたしだけの……あたしとうららだけの秘ひ密みつにしてたの」




　野々原は話をしながら、スポーツブラと下着をつけ、その上にシャツとスパッツ、最後にギザギザラインのジャージに身体からだを通す。足が動かずとも、経けい験けん者だけあって器き用ように着替えをこなした。「もういいよ」と背中を向けていた遥彦に声をかけ、ドライヤーで髪かみを乾かす。

　遥彦は正面に向き直る。その隣となりではイタチ娘むすめがずっと野々原を見張っていた。

「犬のアヤカシ……なるほど……」

　なにやら納なつ得とくしている三み日か月づき。遥彦が問うまでもなく解説する。。

「犬系けいのアヤカシは、主人と認めたものに対し、良くも悪くも忠ちゆう義ぎを尽くす習性というか本質を持っています。そのうららちゃんが、もともとアヤカシで、似た境きよう遇ぐうにあった野々原先せん輩ぱいの心と惹ひかれあったのか、はたまた、世話をしているうちにアヤカシとしての素そ養ようが目覚めたのか、その辺の経けい緯いは今となってはわかりかねますけど、主人と認めた野々原先輩のことを、アヤカシの力で陰ながら支えていたんでしょうね」

　奇跡的回復。転じて、異常な回復。憑ひよう依いによってもたらされる異常性──いや、この場合はうららの献けん身しんと呼ぶべきか──によって、野々原の足は動いていたわけか。

「憑ひよう依いが解けたことで、野の々の原はら先せん輩ぱいの足を支えていた妖よう気きが漏もれ出たのでしょう。私が感じたニオイの正しよう体たいは、それだったわけです」

「忠ちゆう義ぎを尽くすアヤカシが、どうして離れていったんだ？」

「さあ、そこまでは」

「あたしを守るため──だと思う」

　野々原がドライヤーを止めて言った。

「そちらの心当たりもあるわけですか」

　三日月の言葉に、神しん妙みようにうなずいて答える。

「あの夜……道みち流るがキリサキ魔まに襲おそわれたとき、本当はあたしも、あの場所にいたの」

「──え？」

「カラオケを出て帰る途と中ちゆう、道流が急に、用事を思い出したって言って、走って行っちゃったの。話を聞く暇ひまもなかった。様よう子すがおかしかったから、心配で追いかけたんだけど、すぐに見失っちゃって……ついさっきまで見えていた背中が、急に消えたみたいだった。でも、近くに道流のケータイが落ちてた。それが、あの通りの手前だった」

　日常を壊こわされた、鍵かぎ尻尾しつぽ型の路ろ地じ裏うら。

「その先に行ってみたら、道流が、キリサキ魔に襲われてて……」

　きっと瀬せ里り沢ざわは出くわしてしまったのだ。キリサキ魔に。そして気づいたのと同時に気づかれた。だから野々原を巻き込むまいと、化ばけ猫ねこの力を借りて日常の死角に入り、あえてキリサキ魔の注意を引いて離れた。だがケータイを落として遥はる彦ひこに連れん絡らくを取れなかった。

　一方で野々原は、自覚がなくてもアヤカシが憑依していたせいか、あるいはケータイを拾ったことによる偶ぐう然ぜんか、魔ま境きように迷い込んでしまった。一線を越えてしまった。

「道流はたぶん、戦ってたんだと思う。キリサキ魔と。だけど、あたしが着いたとき、目の前で斬きられて、倒れて、血まみれで……あたし、思わずケータイ落としちゃって、それで気づかれて。キリサキ魔は、あたしのことも襲おそってきた」

　迫る魔の手を前に、野々原は一歩も動けなかったという。

「そのとき突とつ然ぜん、うららが出てきたの。あたしの身体からだから。うららはキリサキ魔に飛びかかって、そのまま相手を引きつけて、離れていった」

　主人を守るために身を投げ出し、その場から遠ざかったわけか。

「道流はひどい怪け我がで、もう意識がなかった。すぐに救きゆう急きゆう車しやを呼んだけど、電話で事情を聞かれたとき、うららのこととか、どう説明したらいいかわからなくて、何も言えないまま切っちゃった。救急車が来たときも、隠かくれて見ているしかできなくて……道流が運ばれていくのを見送ってから、急いで家に帰った。うららが戻ってるかと思って」

　しかし、うららの姿すがたはどこにもなかった。

「次の日になっても帰ってこなくて、学校も休んで一日中捜さがし回った。見つからないまま夜になって、怖こわかったけどもう一度あの場所に行ってみたの。でも、そこでも見つからなくて、歩き疲れて調子が悪くなってきたとき、遥はる彦ひこと会ったわけ。あとは知ってのとおり」

「橋で倒れたときには、もう歩けなかったのか？」

「うん……最初は痺しびれるような感じで、家に着いたときにはもう感覚がなくて。風か邪ぜのせいかとも思ったけど、今け朝さになっても同じだった……そのあと二度寝して爆ばく睡すい。起きたのはほんの一時間ぐらい前。こんなときにって自分でも呆あきれちゃった」

　そして足が動かないまま、腕の力で身体からだを引きずり、風ふ呂ろ場ばに行って汗あせを流した。それからのどを潤うるおそうとリビングへ濡ぬれた身体を引きずり、なんとか椅い子すに腰かけようとしていたところに遥彦たちが突とつ入にゆうしてきた、と。

「キリサキ魔まを見たんですね？　どんなでしたか？」

　三み日か月づきはあくまで事務的に問う。野の々の原はらは口にゴムをくわえ、後ろ髪がみをまとめる。そのゴムでまとめた髪を結ゆいながら言った。

「男。暗くて顔はよく見えなかったけど、見た目は普通のサラリーマンぽかった。スーツ着てネクタイして、メガネかけてた。それから、刀……日に本ほん刀とうを持ってた。あんまり参考にならないよね。一応、警察にも匿とく名めいで電話したけど、悪戯いたずら電話だと思われちゃった」

「日本刀……それが凶きよう器きですか。相手はジンガイと見てよさそうですね。黒くろ巫み女こさんの話ではジンガイはシロということでしたが……いずれにしても、見つけて始し末まつするだけです」

「キリサキ魔を捜すの？　危険よ、あんな……あれは、普通じゃなかった……」

「普通じゃないのは私たちも同じです。私は今まで何度もアヤカシを狩ってきましたし、センパイにいたっては不ふ死じ身みです」

「不死身？」

　野々原が目を点にする。まあ、知らずに聞いたら馬鹿げた文もん句くだよな。

「詳しいことはまた今度、この件が片付いたら改めてってことで。うららのほうも、キリサキ魔を追えば見つかるかもしれないし」

「それはどうでしょうね」

　三日月が水を差した。

「うららちゃんは、家族や人の目に触れ、日常の側がわに身を置いていました。普通のアヤカシではなくて、〝シキガミ〟のようなタイプだったんだと思います。シキガミは距離空くう間かんを跳び越えた〝召しよう喚かん〟が可能です。野々原先せん輩ぱいが襲おそわれたとき、その身を通じて現れたというのがその証しよう拠こ。でも……ちょっと考えてみてください。もし召喚移動が可能なら、同じようにどこにいたって戻ってこられたはずですよね？」

「ああ……そうだな。確かに」

「なのに戻ってこなかった。それどころか憑ひよう依いのつながりまで途と絶だえ、野々原先輩の足は動かなくなった。これは妙みようです。忠ちゆう義ぎを尽くすアヤカシが、自ら主人との絆きずなを断って献けん身しんを放ほう棄きするなんて。つまり、戻ってこないのではなく、戻ってこられない。絆きずなを断ったのではなく、断たれた。または、断たざるを得ない状況に陥おちいった……なんらかの理由で、そういうことになったんだと推すい測そくされます」

　なんらかの理由──三み日か月づきが言わんとすることは嫌いやでも想そう像ぞうがついた。野の々の原はらも見当がついたのだろう、表情を曇らせてうつむく。

「まあ、ここでこうしていても始まりません。目もく撃げき証しよう言げんは得られたわけですし、私はもう行きますけど……センパイは？」

　野々原を一人で置いていくのは気がかりだが、三日月が言うようにここにいてもなんにもならない。そうだな、と返しかけたところ、野々原が「待って」と止めた。

「あたしも連れてって。うららを見つけたいの」

「それはそうでしょうね。うららちゃんがいないと足が動かないわけですから。だけど見つけたところで、どうにもならないかもしれませんよ？」

　三日月の容よう赦しやない毒に、野々原は唇くちびるを噛かむ。

「……いいよ、それでも。足がこのままでもかまわない。でも、うららは絶対に見つける。今のあたしがあるのはうららのおかげなの。あの子がいたから、生きてこられた。大げさじゃなしに……だから、見つけないと。自分で帰ってこられなくなってるなら、なおさら、あたしが捜してあげなきゃ……迎えに行ってあげなきゃ……」

「気持ちだけじゃどうにもなりません。自じ力りきで立てもしない人が一いつ緒しよにいても邪じや魔まになるだけです。お荷物を抱えていては、もしものとき私たちのほうが危なくなります」

　三日月はあくまでも非情。野々原はうなだれる。

「そうだね……わかった。じゃあ、あたしはあたしで捜す」

「歩けないのに？」

「歩けなくても」

　二人の視線が衝しよう突とつした。野々原の目は本気だ。放っておいたら本当に地面を這はってでもうららを捜しに行くだろう。

「聞き分けのない人」三日月はイライラと言葉を吐く。「忠告に耳を貸さないなら、ぐるぐる巻きにしてさるぐつわでもかませて軟なん禁きんしましょうか。ねぇ、センパイ」

　同意を求められた遥はる彦ひこは、やれやれと肩を落とした。三日月も素直じゃない。イラついているのは心配の裏うら返がえしで、口は悪いけど野々原のためを思って言っている。野々原だってわかってはいるだろうけど、うららのことを思うとじっとしていられないのだろう。

　大きく嘆たん息そく。野々原の前で、背中を向けてしゃがむ。

「センパイ？」

「昔から言い出したら聞かないやつだからな」眉まゆ尻じりを下げて苦く笑しようした。「勝かつ手てに動かれちゃ、それこそ気が気じゃない。三日月に迷めい惑わくはかけねーよ。俺おれが野々原の足になる。もしものときは不ふ死じ身みで盾たてになる。だから、いいだろ？」

「……もう知りません。どうぞ御ご勝かつ手てに」

　付き合いきれないといった様よう子すで、三み日か月づきは部屋を出て行った。

　遥はる彦ひこは「ほれ」と野の々の原はらをうながす。

「ごめんね」野々原は素直におんぶされた。「さんきゅ」




「あ、あのさ……考えてみたら、これ、めっちゃ恥はずかしくない？」

　家を出て五分後には、羞しゆう恥ち心しんで顔を赤くしていた。昨日きのうは夜中だったが、今日きようはまだ夕方。外を歩けば人がいる。そして当然、おんぶ姿すがたは目立つ。

「俺おれだって恥ずかしい。我が慢まんしろ」

　これぐらいのことでわざわざ魔ま境きようを張るわけにもいかないしな。

　おんぶして歩く遥彦の斜め後ろを、三日月が不満いっぱいの顔でついてくる。なんだかんだ言いながら一いつ緒しよに行動するらしい。

　目的地は繁はん華か街がい。そこで野々原が目もく撃げきした男を捜す。

　オールドタウンを抜け、やがて常とこ瀬せ川がわが見えてきた。四し季き森もりの北と南を結ぶメインブリッジは人も車もそれなりの交通量だ。

　西の空は赤く、川の水面みなもがキラキラと陽よう光こうをはじく。

　橋を渡る途と中ちゆう、ちょうど真まん中なかあたりまで来たとき、三日月が立ち止まった。

「……臭においます」

　遥彦は足を止めて振り返った。

「またそれか。今度はなんだ？」

「血だ」答えたのは、背中の野々原。「血のニオイがする」

「はっきり感じます。それも妖よう気きの混じった……センパイ、本当にわからないんですか？」

「血のニオイ……血の……ニオイ？」

　突とつ然ぜん、雷かみなりに打たれたように、遥彦は気づいた。

　血のニオイどころか、何のニオイも感じられない自分がいる。橋の下を流れる川水。河か川せん敷しきに広がる草花。車の排はい気きガス。この場にあるはずのニオイを感じない。あちこちで消しよう臭しゆうスプレーが撒まかれているのではないかと思うほどに。

　集中してようやく感じ取ったのは、風になびいて顔にかかった野々原の、ポニーテールから香るシャンプーの匂においだった。それもかろうじてわかる程度のもので、次の瞬しゆん間かんには何だったのかつかみ損そこねている。匂いで計る世界が、薄く、遠くなっている。

　黄よ泉み人びとの喪そう失しつ。いつの間にか嗅きゆう覚かくが失われだしていたのだ。普段の生活でニオイを意識することなんてほとんどないし、味覚のときと一緒で意識する余よ裕ゆうもない毎日だったから、まったく自覚がなかった。

　また、人間から遠ざかっていく……どこまで壊こわれていくんだ、俺おれは。

　だが、そんなショックを受けている間もなく。

　ぽつり。頬ほおに何か当たった。雨あま粒つぶかと思った。

「遥はる彦ひこ」野の々の原はらが息を呑む。「顔、血が……」

　不ふ意いに、風がやんだ。

　そして押し寄せる、一線を越える気け配はい。

　夕ゆう凪なぎから魔ま境きようへ、世界が裏返る。

「上です！」

　三み日か月づきの声に、顔を上げる。

　上空を巨きよ大だいな影がよぎった。

　次いで、何かが落ちてくる。

　車道の真まん中なかにたたきつけられ、鈍い音を上げる。

　それは、血まみれの犬だった。前足が一本、ない。

「うらら!?」

　魔境と化した今、新たに橋に入ってくる人も車もいない。渡る途と中ちゆうだった人たちも突とつ然ぜん落下してきた犬には気づかぬまま、無自覚にこの場を歩き去っていく。

　カカカカカ、カカカカカ、カカカカカ。

　無人と化した橋の上空、奇き妙みような音が鳴り渡り、つられて三人は再び首をもたげた。

　異い形ぎようの姿すがたが空を旋せん回かいする。それは人間の骸がい骨こつ……いや、鳥か。頭だけは人間の髑どく髏ろ。首から下は鳥。全身は骨だけで構成された、血けつ肉にくを持たないスケルトン。歪いびつに枝分かれした骨の翼つばさで空を泳ぐ。カカカカカという音は髑髏が歯をカスタネットのようにかち鳴らすものだ。

「なんだ、ありゃ」

「〝狂きよう骨こつ〟ですね」三日月が答えた。「狂った骨と書きます。死体に憑つく、というより、死体から生まれるアヤカシです。死者の恨うらみ辛つらみといった狂きよう気きを媒ばい体たいに、生まれてほどなくしてバケモノ化します。もしかしたら、キリサキ魔まに殺された被ひ害がい者の一人なのかも。うららちゃんが戻ってこられなかったのは、あれのせいだったのでしょう」

　そのうららは、路上に横たわったまま動かない。

「遥彦、うららのところにっ！」

「ダメだ、おまえはいったん安全なとこに──」

　避ひ難なんさせようと橋を戻りかけたとき、カカカカカと狂骨が骨の翼で羽ばたいた。すると無数の鋭い骨ほね矢やが放たれ、遥彦の行く手に降り注そそぐ。「うおおッ!?」と危ないところでブレーキをかけた。目の前でグサグサと路上に刺さる。一本一本が巨きよ大だいな釘くぎのようだ。

　三日月がカッターの替かえ刃ばを投げて反はん撃げきしたが、悠ゆう々ゆうと飛んで避けられる。逆に骨矢の雨に降られ、こちらは逃げ回るしかない。戦いは上を制したほうが有利だというが、これでは有利どころか一方的だ。三み日か月づきの〝風かざ斬きり〟も〝絶対領域〟も、遥はる彦ひこの角つのが持つアヤカシキラーの効力も、届かなくては意味がない。

　カカカカカ。嘲あざ笑わらうような音と共に降る、骨ほね矢やの雨あられ。

　三日月は避けられるのを承しよう知ちで替かえ刃ばを投げながら、遥彦はおんぶした野の々の原はらの指し示じを受けながら、右う往おう左さ往おう逃げ回る。橋の上では身を隠かくすこともできない。その上、狂きよう骨こつは獲え物ものを逃すまいと狡こう猾かつに行く手を遮さえぎってくる。

「右っ、右右っ、あ、左っ、前っ、違う、後ろっ、バックバックっ」

　野々原が指示しながら遥彦の髪かみの毛をその方向へ引っ張る。遥彦は操そう縦じゆうされるがまま、頭の傾くままにひたすら走り、なんとか骨矢を避けて回った。

　だが、いつまでも逃げ切れるはずもなく。

「うおッ!?」

　足を射い抜ぬかれ、遥彦は突っ伏した。野々原も路上に倒れ込む。

「は、遥彦っ」

「俺おれは大だい丈じよう夫ぶだ。言ったろ、不ふ死じ身みだって」

　負ふ傷しようは問題じゃない。ただ刺さった骨矢の何本かは貫かん通つうしている上、路面まで達しており磔はりつけ状態だ。抜かないことには身動きが取れない。野々原が這はってやってきて抜くのを手伝ってくれる。が、狂骨が待ってくれるはずもなかった。

「センパイ！　またそっちに！」

　三日月が放つ声に、カカカカカと不ふ吉きつな鳴き声が重なる。旋せん回かいからの追つい撃げき。三日月とは逃げ回っているうちに距離が開いてしまっていて、助けには間に合わない。

　遥彦はとっさに野々原を突き飛ばした。

「えっ──ひゃあっ！」

　野々原は横に転がり、着ちやく弾だん範囲から逃れる。動けない遥彦は両手に鬼おにの角つの、骨矢をはじいて防ぼう御ぎよする。だが、すべてを防げるはずもなく、さらに身体からだを貫つらぬかれた。

　三日月が刃を投げて牽けん制せいし、間を作る。大きく旋回してくる狂骨をひきつけようと路上に出る。しかし狂骨は途と中ちゆうで方向転換。狙ねらいは串くし刺ざしになっている遥彦──は、すでにしとめたものと見たのか、野々原のほうへ向かった。

「逃げろッ！　野々原ッ！」

　遥彦は呼びかけるも、野々原はそれに反し、逃げるどころか狙われやすい道の真まん中なかへと這はっていく。その先には大事な家族の姿すがた。野々原の目にはうららしか映っていなかった。

　なんとか辿たどり着き、その血まみれの身体を抱き起こす。すでに虫の息だ。

「うらら……」

　うららはかすかに目を開き、主人の姿を瞳ひとみに映す。大好きな温ぬくもりに包まれていることと知り、安らかに眠りへ落ちていく。今まさに命の火が消えようとするそこへ、カカカカカ、と狂骨が頭上に達し、まとめてトドメを刺さんと骨ほね矢やの雨を飛ばした。

「────っ」

　野の々の原はらはぎゅっと目を瞑つむる。うららをきつく抱きしめる。

　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの、その瞬しゆん間かん。

　うららの目が、カッと見開いた。

　瞳ひとみに、燐りんが燃えるような青い光が灯ともる。その輝きは一いつ瞬しゆんにして全身に伝い、眩まばゆく燃え上がって一人と一匹ぴきを包み込んだ。遥はる彦ひこたちが手をかざして見つめる中、遥かな遠とお吠ぼえがとどろくと共に青白い光の波は動どうが放たれ、骨矢もろとも狂きよう骨こつを吹き飛ばす。

　閃せん光こうが散ったあと、猛たけ々だけしいアヤカシの鼓こ動どうが響ひびく。

　ほのかな光を帯びた三本足の犬が、凜りつ然ぜんと宙に立っていた。

「……化ばけた？」

　三み日か月づきがあ然と呟つぶやく。

　野々原が抱いていた血まみれの肉体はもうない。

　そこにいるのは霊れい体たい。死して尚なお、忠ちゆう義ぎを尽くす。

「うらら」

　野々原の声が震える。その目に浮かんだ涙を、うららがぺろりと舐なめる。

　一人と一匹は、目と目で通じ合う。

「そっか……今までもずっと、悪いやつから守ってくれてたんだ……そうだったの……あたしのために、こんなになってまで……」

　わん、とうららは声を上げ、尻尾しつぽを振った。当然だと言っているようだった。

「だけど、同じだよ？　うららがあたしを大事に思ってくれてるみたいに、あたしもうららのこと大事に思ってるんだよ。だから、もう、うららだけに大変な思いはさせない。守られるだけじゃ嫌いやだよ。あたしだって守りたい。一いつ緒しよに……いいでしょ？」

　うららは「くぅーん」と鼻を鳴らす。

　野々原は微笑ほほえんで、両手を伸ばした。

「おいで、うらら」

　返事をするよう元気に吠ほえて、三本足の犬は主人の胸へ飛び込んだ。甘えて頭をすり寄せると、その霊体がきらめいて、野々原の身体からだに溶けて染しみ込むように姿すがたを消す。

　そして再憑ひよう依いを果たした野々原歩あゆ実みは、バケモードへ。




　勇ましい妖よう気きが奮ふるい立つ。大きな白はく銀ぎんの尾がぶんぶんと唸うなりを上げてはためき、波なみ風かぜを起こす。二本の長い足はしなやかに、力強くアスファルトを踏みしめ、威い風ふう堂どう々どう仁に王おう立だち。髪かみの合間から覗のぞく垂れた獣けもの耳みみはいち早く異常音おんを感かん知ちし、ひょっこり反応した。

　ポニーテールを揺らして野々原が見上げた先、不ふ吉きつな鳥とり影かげがちらつく。

　カカカカカ。弾はじき飛ばされた狂きよう骨こつが舞い戻ってきた。

「にゃろめ、高たか笑わらいしてられんのも今のうちだ」

「野の々の原はら、いきなりで無む理りすんな」

「大だい丈じよう夫ぶ。ぜんっぜん負ける気しないから」

　ニッと笑う野々原。牙きばのように尖とがった歯がキラリ。

「あたしとうららに任せてちょ」

　カカカカカ。狂骨が羽ばたき、骨ほね矢やを降らす。

「ふんっ、ワンパターンなやつ」

　野々原はぐっと膝ひざのバネを溜ため、地を蹴けった。さらに宙を蹴った。

　一段、二段、三段──跳んでいるのではない。もはや飛んでいる。

　ジグザグに宙を翔かけ、骨矢の雨をかわしながら急きゆう上昇。そのスピードはぐんぐん加速していく。地上から天空へ、夕空を背景に白はく銀ぎんの稲いな妻ずまが昇った。

　あっという間に標ひよう的てきと肩を並べる。

　狂骨の翼つばさが鍵かぎ爪づめのように変形し、振り下ろされる。

「遅いッ！」

　野々原は軽やかな空中ステップでかわし、瞬しゆん時じにしてふところに踏み込んだ。そこから繰り出される、蹴り、蹴り、蹴り。蹴り蹴り蹴り。蹴り蹴り蹴り蹴り蹴り。

「うらうらうらうらうらうらうらうらうらうらうらうらうらうらうらうらうらぁッ！」

　怒ど涛とうの連続蹴げりで上へ上へと相手を押し上げる。そして反転跳ちよう躍やく、ポニーテールと尻尾しつぽが弧こを描く。サマーソルトで相手の頭上へ躍おどり出ると、くるりと回転、かかと落とし。

「うらあッ！」
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　狂骨の背骨に炸さく裂れつ。墜つい落らく急降下。

　そのまま激げき突とつかと思われたが、狂骨はギリギリで翼つばさをはためかせ、路面衝しよう突とつを逃れた。カカカカカ。洞どう穴けつのような眼めは上空の野々原を見み据すえ、再び飛び立たんとする。

　地上の二人はそこを逃さない。

「センパイッ！」「おうッ！」

　三み日か月づきの声に応え、遥はる彦ひこは身体からだに刺さっていた最後の骨矢を抜き、走りだした。左右から迫った二人はそれぞれの得え物もので、駆かけ抜け様ざまに狂骨の翼を断ち切る。遥彦は受身に失敗して転がり、三日月は華か麗れいに着ちやく地ちを決め、そして翼を失った狂骨は今度こそ地に伏した。

「狂骨のコアは髑どく髏ろです」三日月が上空に指し示じ。「そこを砕くだいてください」

「ガッテンだッ！」

　天を蹴る。白銀の稲妻が地上へ降ってくる。ジグザグから一直線、さらに螺ら旋せん回転。その様さまは稲妻から竜たつ巻まきへ。地上でもがく狂骨へ、キリモミダイブ。

「でやあああああああああああああああああああ───ッ！」

　咆ほう哮こうの果て、爆ばく音おん、衝しよう撃げき。橋が揺れた。




　激げき震しん後、野の々の原はらの足の下、踏みつけられた髑どく髏ろが砕け散る。それを皮切りに全身にヒビが入っていき、爆はぜるようにして狂きよう骨こつは粉ふん砕さい。

　粉こな々ごなになった骨ほね身みは風に流され、跡あと形かたもなく消え失うせた。いたるところに刺さっていた骨ほね矢やもボロボロと崩れ、散っていく。

　橋の上に静せい寂じやくが戻った。

　勝利の立たて役やく者しやははぁはぁと息を乱している。

　遥はる彦ひこは肩に手を置き、「やったな」と声をかけた。

　野々原はポニーテールをなびかせ、「うんっ」と清すが々すがしい笑顔。

　しかし直後、バケモードが解けて、ふらっと倒れた。

「野々原？」遥彦は慌あわてて抱きとめる。「おい、野々原！　しっかりしろ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、気き絶ぜつしただけですよ」

　三日月がキチキチとカッターをしまって合流した。

「いきなりで力をセーブできずに、妖よう力りよくを使い果たしてしまったんでしょう。ゆっくり寝かせてあげるのがいちばんの薬です」

「そうか。なら、よかった」

「それにしても、死んで〝天てん狗ぐ〟に化ばけるなんて……こんなこともあるんですね」

「テング？　うららのことか？」

「ええ。天を駆かける犬、別名〝天てん駆く〟とも呼ばれるアヤカシです。御ご覧らんになったとおり、空中を自じ在ざいに駆け回る異能力をもたらします。〝天狗飛とび切きりの術じゆつ〟とか言われますね」

「けど天狗って、人間っぽいやつじゃないのか？　あの、顔が赤くて、鼻が長い……」

「伝でん承しようとして伝わっているのはそうですけど、それはアヤカシの天狗を従えていた退たい魔ま師し一族のことらしいですよ。センパイがおっしゃっている天狗の顔は、その退魔師たちが正しよう体たいを隠かくすために使っていたお面にすぎないそうで」

「ふーん。詳しいんだな」

「天狗には以前、遭そう遇ぐうしたことがあるので」

　三み日か月づきはすまし顔で言い、沈んでいく夕ゆう陽ひを見送る。

　遥はる彦ひこは野の々の原はらを背負うと、しみじみと思って呟つぶやいた。

「アヤカシもいろいろだな……化け猫ねこに天狗、鎌かま鼬いたちみたいに、気持ちが通じ合って、お互いに良い関係、良いパートナーになれるやつもいれば、さっきの狂きよう骨こつとか、蛇じや魅みとかキリサキ魔まみたいに、危険で厄やつ介かいなやつもいる」

「そんなの人間だって同じですよ」

　三日月は涼しく返し、「それに」と続ける。

「善悪なんて関係ありません。守るためには奪うばわなければならない。人じん外がい魔ま境きようは殺すか殺されるか。それが嫌いやなら、何も持たないことです。守しゆ備び範囲を広く持つほど、迎え撃うつ敵も増えるというもの。今回みたいに下へ手たに首を突っ込むのはオススメしません」

「別に突っ込んだわけじゃないって。俺おれだって知らないうちにだったし、それに野々原はもともと腐くされ縁えんだしな……つーか、三日月だって、なんだかんだで協力してたじゃんか」

「そ、それは……成り行きでそうなったってだけで、別に野々原先せん輩ぱいのためとかじゃないですし、ましてやセンパイのことが心配だったとか、そんなんでもないですから。絶対違いますからね。絶対絶対絶対にっ」

　無む駄だに力強い否定だった。

「そうですかい」皮ひ肉にく気に返す。「とにかく、いったん引くとするか」

「ですね。戻ってその荷物を下ろしたほうがいいです」

　さっさと行ってしまう三日月を、遥彦はため息混じりに追う。

「またそういう言い方する。そんなんじゃ友達できねーぞ？」

「別に、友達なんて……私にはそんなもの、必要ありま──」

　言葉は遮さえぎられた。

　唐とう突とつに吹き渡った異質な波風によって。

　背せ筋すじを震わす不ぶ気き味みな気け配はいに、二人はバッと振り向く。

　ゆらり、ゆらり、ゆらゆらり。

　手すりの上、陽かげ炎ろうのように揺れる人ひと影かげがひとつ。

　一振りの日に本ほん刀とうを手にした、乱れ髪がみの女がいた。







　　＃４　ムラサメファントム







　女は紙切れのように重みの感じられない様さまで、ふわりと欄らん干かんから降り立った。爪つま先さきを引きずる足取りで、かすかに身体からだを揺らしながら向かってくる。気だるそうにぶらさげた日本刀の切きっ先さきが路面をこすり、キキキキキと不ふ協きよう和わ音おんを奏かなでた。

　ボサボサの茶ちや髪ぱつ。小こ麦むぎ色の肌はだ。化け粧しようは濃く、崩れて醜みにくい。下着が見えそうなほど短いデニムスカートに、歩きにくそうなヒールの高いブーツ。遊び好きしそうな格かつ好こうのギャルだった。その表情は虚うつろ。口元にはよだれが垂れ流し。見るからに様よう子すがおかしい。

「キリサキ魔ま？」三み日か月づきがいぶかしげに見た。「魔ま境きように気づいて、向こうからお出ましになりましたか。探す手間が省はぶけましたね。でも……女？　野の々の原はら先せん輩ぱいの話では、犯人は男のはずですけれど……あの日本刀、アタリと見てよさそうですか？」

「キリサキ魔……あいつが……」

　黒い感情が湧わいてくる遥はる彦ひこの横、先に三日月が前へ出る。

「ここは私が。目には目を、歯には歯を、キリサキ魔まには──キリサキ魔を」

　キチキチキチキチキチキチキチキチキチ。

　獲え物ものを前にしてカッターナイフがうずく。

「四し季き森もりを騒がせた通り魔事件は、今日きようで鼬いたちの道みち切きりです」

　キリサキ魔らしきギャルは、がっくりと腰を追って前に屈かがんだ。首だけ上げて、地を這はうように駆かけだす。アスファルトをこする日に本ほん刀とうがキキキキキと火花を散らす。

　三み日か月づきは左ひだり袖そでからカッターの替かえ刃ばを投とう擲てき。ギャルは人間離れした跳ちよう躍やく力で高々と跳んでかわし、大だい根こん切りで刀を振り下ろす。三日月は薄い刃をかざす。

　刃やいばと刃が激げき突とつした瞬しゆん間かん、重力圧を帯びた風の輪が広まった。

「……ぬるい」

　受けきった三日月は、くわっと鼬形ぎよう相そうに変へん貌ぼう。バケモードで耳と尾がピンと逆さか立だつ。ひゅんひゅんひゅんと風かざ鳴なりがし、真しん空くう刃はが高速で渦うず巻まいた。必殺の〝絶対領域〟を展開。

　ガキィンッ、と甲かん高だかい音を上げ、ギャルの手から日本刀がはじかれる。三日月がカッターを薙なぐ。〝絶対領域〟の範囲が拡大、ギャルを呑み込む。その全身に刹せつ那なで無限回数の斬ざん裂れつ断層を刻む。バラバラになる間も与えず、ズタズタに斬きり裂さく。

　時間にしてほんのコンマ何秒。斬裂の嵐あらしは一いち陣じんの風と共に解かれ、同時にギャルの姿すがたは一いつ瞬しゆんにして赤い霧きりへと爆はぜた。

「……、……、……」

　霧が晴れたあとに、形なし。

　幕はあっけなく閉じられた。

「こんなものですか」三日月がバケモードを解く。「ずいぶんと手て応ごたえのない」

　確かに。こんなにあっさりかたがつくなんて。しかし考えてみると、キリサキ魔が強敵だというのはこちらの勝かつ手てなイメージだ。それに相手がどうというより、三日月がハンパじゃないのだろう。〝絶対領域〟は絶大な殺さつ傷しよう力を持つ上、相手を寄せつけない攻こう防ぼう一体の技。もはや無敵。あまりにも圧あつ倒とう的すぎたせいで、肩すかしを食らった感が否いなめないのだ。

　キチキチキチ。三日月が刃を戻し、手の甲こうで髪かみを横へ流す。

「センパイ、不知火しらぬいさんに連れん絡らくを」

　遥はる彦ひこは我を取り戻し、片手で背中の野の々の原はらを支えながら、ケータイを手に取った。三日月は路上に刺さっている日本刀を見つけ、そちらへ向かう。

　三コール目で、電話口から皮ひ肉にくった物言いが応えた。

『ふふん、なんの用かな、不ふ吉きつな幸運の持ち主くん？』

「キリサキ魔を倒した」端たん的てきに告げた。

『キリサキ魔を倒した』不知火はリピート。『と、言ったのかな？』

「そうだ。たぶん、キリサキ魔で間違いない」

『それはご苦労。相手はどんなやつだった？』

　どんなだったっけ。現れた途と端たんにバトル突とつ入にゆうで、決着もあっさりだったので、簡単なイメージしか残ってない。派は手でな格かつ好こうのギャル。心しん神しん喪そう失しつな様よう子す。凶きよう器きの日に本ほん刀とう。

『……なるほど。で？　その刀は？　まだそこにあるのかい？』

「ああ」と返してそちらを見ると、三み日か月づきがうっとりと日本刀を眺ながめていた。「うふ、よく斬きれそう。もらっちゃおうかな」と斬ざん裂れつ狂きようを刺し激げきされて興こう奮ふんしている。引き抜こうと手を伸ばしたまさにそのとき、不知火しらぬいが言った。

『下へ手たに触れるなよ。日そ本つ刀ちが〝本体〟だ。わたしが行くまで──』

　本体？　遥はる彦ひこの目は三日月に吸い寄せられる。不知火の声が遠のく。

　ぞわぞわと肌はだが粟あわ立だち、反射的に叫んでいた。

「よせっ、三日月っ！　触るなっ！」

「──？」

　三日月が小首をかしげて振り返る。

　その手には、時すでに遅く、日本刀。

　直後、鼓こ動どうにも似た波風が大気を震わせた。

　びくん、と三日月の身体からだが跳ね、金かな縛しばりに襲おそわれる。日本刀の刃やいばから湯ゆ気げのような白いもやが立ち昇り、身体に絡みついていく。黒くろ髪かみが水中にいるようにゆらゆらと舞い踊る。見開かれた瑠る璃り色いろの瞳どう孔こうから光が失われ、暗くら闇やみへ落ちていく。

『──遥彦？　三日月くんがどうかしたかい？　おい、遥彦？』

　不知火が事態を問うていたが、遥彦はケータイを耳に当てるのも忘れていた。

　三日月は魂たましいを抜かれたような放心の表情。まとわりつく白いもやが、身体を薄くコーティングし、浸しん透とうしていく。ゆっくりまばたきをすると、目つきがどんよりと重く据すわった。ゆらりゆらり、ノロマなメトロノームのように頭と身体が揺れだす。

「う～ん……うん……うんうん。この子、なかなかのものね。使えるかも」

　聞こえた声こわ音ねは、三日月のものではなかった。明らかに別の女のものだ。口く調ちようも違う。澄すました感じは似ているが、もっとずっと高たか飛び車しやな雰ふん囲い気きに変わっていた。

「ちょうどいいわ。そろそろ落ち着きたいと思っていたし、おかげでゆっくりできそうよ」

「……みか、づき？」

　遥彦は当とう惑わくの目を向ける。気づいた三日月がゆらりと振り向く。

「あら、ヒトならざるモノ……試し斬ぎりにはちょうどいいかしらね」

　陰いん鬱うつな目つきで睨にらむと、刀の切きっ先さきを路面につけた。

「村むら雨さめ流〝月つき影かげの舞まい〟……斬り捨て、ごめんあそばせ」

　口元に薄笑いを浮かべ、片腕の動きだけで刀を下から上へ振り上げる。すると刀とう身しんから鬼おにの角つのと同じ気の結けつ晶しようのような三日月状じようの刃が放たれた。

「──ぬあッ!?」

　疾しつ風ぷうのごとく駆かける剣けん閃せん。遥はる彦ひこは避ける間もなし。正面直ちよく撃げきこそしなかったものの、ケータイを手にしていた右腕を、上腕部で切断される。時間差で巻き起こる激しい風圧に、背負っていた野の々の原はらが飛ばされ、手すりの向こうへ。

「野々原──ッ！」

　追いかけて欄らん干かんから身を乗り出し、左腕を思いっきり伸ばした。ギリギリのところで手首をつかむ。野々原は振り子のようにぶらぶらと揺れる。

「外した？」三み日か月づきが不満そうに眉まゆ根ねを寄せた。「まだ身体からだのなじみが悪いわね。余よ計けいなモノが憑ついているせいかしら。おかげで不自由もいいところよ」

　違う。あれは三日月だけど三日月じゃない。

「おまえ、誰だれだ？　三日月をどうした！」

「うるさいわよ、俗ぞく物ぶつが」蔑さげすみ見て、吐き捨てる。「耳みみ障ざわりにもほどがあるわ。おかげで不ふ愉ゆ快かいもいいところよ。一いち撃げきでしとめられないなんて情なさけない。技に溺おぼれた自分が許せないわ。次は直じかに斬きり捨ててあげる。わたしの刃やいばにかかって死ねることをありがたく思いなさい」

　奴ど隷れいを罵ののしる貴き族ぞくのように言って、三日月は身体をゆらりゆらりと揺らしだす。そこから木この葉はが舞うように左右不規則に揺れる動きで、間ま合あいを詰めてきた。物理法則などおかまいなしの幽ゆう霊れいめいた動きに、今さらながら遥彦はギョッとする。

　ど、どうする？　右腕は落とされ、左手は野々原を離せず、身動きの取りようがない。無防備な遥彦に残された手は、ひとつだけ。

　しかし迷った。その隙すきに三日月がふところに入り込み、居い合あいのようなかまえを取る。遥彦は身をそらす。が、動いたときにはすでに刀は振り抜かれたあと。袈け裟さ懸がけに傷が裂さけ、血が噴ふいた。

　仰のけ反ぞった背が手すりを越える。半分はその流れで、もう半分は自らの意思で、遥彦は中空へ投げ出された。

「────────っ！」

　重力に引かれ、自由落下。十数メートル下の川に、野々原と共に突っ込む。深くて流れの速いところ。浮いてこない。水面が血に染そまり、赤色が流れていく。

　その様さまを、三日月が憂ゆう鬱うつ気に見下ろした。

「またつまらないモノを斬ってしまったわ。調子もイマイチだし、おかげで不ふ便べんもいいところよ。ハァ……独ひとり身はつらいわね。自分で自分が手につかない。兄にい様さまがいてくれたら、この身を任せてしまえるのに……ああ、兄様に抱かれたい」

　時雨しぐれ心地ごこちのような面おも持もちで、今まさに夜に変わっていく空を仰ぎ見る。キキキキキと日に本ほん刀とうをひきずり、ゆらりゆらり身体を揺らして歩き去る。

　魔ま境きようが解け、橋の上に日常の光こう景けいが戻っていく。人と車が流れだした中、歩道と車道のあいだに設けられた段差の陰に、遥はる彦ひこの右腕が携けい帯たい電話を握ったままで転がっていた。




　川下へ流されることしばらく。なんとか岸に辿たどり着いた遥彦は、左腕一本で野の々の原はらを引き上げる。暗くなった空は薄い雲に覆おおわれ、星ひとつ見えない。河か川せん敷しき周辺に人ひと気けはない。

「ゲホ、ゲホゲホッ……野々原……」

　野々原を仰あお向むけに寝かせる。すぐに咳せき込んで水を吐いた。気き絶ぜつしていた分、大量に水を飲まずにすんだようだ。気は失ったままだが呼吸は戻った。ひとまず安心だ。けど。

「くそっ、三み日か月づき……無事なのか？」

　おそらく三日月は身体からだを乗っ取られた。アヤカシに憑ひよう依いされ、活動の支配権を奪うばわれたのだろう。心──意思まで完全に殺されてしまったのだとしたら、三日月はもう……。

「水遊びするには、時期が早すぎやしないかい？」

　不意に聞こえた皮ひ肉にくった物言いに、はじかれたように顔を上げる。

　土ど手ての上に小さな黒い人ひと影かげ。片手にタイヤキ。また食ってる……じゃなくて、またいつの間に。毎回毎回、登場は突とつ然ぜんすぎるし、退場は忽こつ然ぜんすぎるやつだ。

「不知火しらぬい……どうして、ここが？」

「橋でこいつを拾った。血けつ痕こんがほとんどなかったんで、川にでも流されたかと思ってね」

　的確な分ぶん析せきを述べ、土手を下りながらもう一方の手につかんでいた遥彦の右腕を放って寄こす。ついでにケータイも。

　なるほど、と遥彦は納なつ得とくして右腕を拾い、切断面を押し当てた。

　不知火は傍そばで倒れている野々原を覗のぞき込む。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが緋ひ色いろに染そまる。

「なんだい、この貧ひん乳にゆう娘むすめは。見たところ、犬……天てん狗ぐが憑ついてるようだが」

「俺おれのダチだ。ちょっと、いろいろあってな」

「イタチにネコときて、今度はイヌか……着実にコレクションを増やしているようだね。それにしても短期間でこうも立て続けにジンガイ娘に出くわすとは……モテキってやつか？」

「冗じよう談だん言ってる場合じゃねぇんだ。三日月が──」

「わかってるよ」軽けい薄はくな受け答え。瞳の色が元に戻る。「電話越しに聞こえていた。三日月くんが囚とらわれたんだろ。ようやくエサに食いついたかと思えば、ミイラ取りがミイラになってしまったな……いや、鎌かま鼬いたちが刃は物ものに魅み入いられるのは当然と言えば当然。わたしの計算が甘かったわけか。というより、もともと三日月くんの存在が計算外だったからなぁ」

　不知火は途と中ちゆうから独ひとり言ごとになっていた。

　言葉の端はし々ばしが気にかかったが、遥彦はとにかく話を急ぐ。

「三日月は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「さてね」不知火はタイヤキをかじり、もぐもぐして続ける。「もう食われてしまったか、あるいは食われている最さ中なかにあるか……どっちにしろ望みは薄いな」

「薄い……ってことは、まだ望みはあるってことだな？」

「そうとも言えなくもないわけではないけどね」

「どうすればいい？　どうしたら三み日か月づきを助けられる？」

　不知火しらぬいはタイヤキを平らげ、ツインテールの片方をくるくるする。

「なかなか難しい注文だよ、それは。肉体の支配権を奪うばわれた時点で、助かる見込みは格段に下がる。いざ助けようと思えば手て間ま暇ひまもかかる。三日月くんのことはあきらめて、もろとも始し末まつするのが楽だし利口だよ。わたしが出て行けば楽々解決さ。ふふん」

　何が「ふふん」だ、この薄はく情じよう者め。遥はる彦ひこは感覚を取り戻した右腕の拳こぶしを握りしめた。だけど今ここで感情に走ったところで、何にもならない。

「頼む」拳を開き、地面についた。「助かる可能性が少しでもあるなら、すがらせてくれ」

　瀬せ里り沢ざわのときは、気づいたときにはもう手遅れだった。でも三日月は、まだ手の届くところにいる。ここで手を伸ばさなければ死んでも死にきれない。生きても生ききれない。

「うーむ、ちょっとシンキングタイム」

　のんきに言って、不知火は何かと交信でもするように目を瞑つむって空を向いた。ツインテールを両手でくるくる回す。とても真剣に考えているようには見えないのだが、本気と冗じよう談だんの区別がつかない人を食った態度が黒くろ巫み女この真しん骨こつ頂ちよう。今さらだ。

「ひとつ聞く。キリサキ魔まの前で、鬼おにの角つのをさらしたかい？」

　遥彦は「いや」と首を振った。ギャルの相手をしたのは三日月だし、三日月が憑ひよう依いされたあとは、すぐに両手の使えない状況に追い込まれ、角を出すどころか抵てい抗こうすらできなかった。

「やはりそうか。つまり……だとすると……」

　不知火はぶつぶつと口の中で言葉を咀そ嚼しやくする。聞き取れない。

「……ま、どのみち結果は同じだな」

　ぱちりと琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが開いた。考えがまとまったようだ。ツインテールの回転をやめ、お決まりの不敵な笑みを浮かべる。

「ふふん、きみ一人では無む理りだね。必然的にわたしも手を貸さねばなるまい。楽な仕事をあえて難しくしようと言うのだから、面めん倒どうな役回りはきみのほうで請うけ負ってもらうよ。わたしはあくまでアシスト役だ。それが条件……というか、そうしないことには三日月くんの救きゆう出しゆつフラグが成立しない。いいかな？」

「ああ、もちろん。なんだってやるさ。それでどうすれば？」

「まあそう急せかすな。とりあえずセッティングをすませよう」

　はだけた胸元からケータイを取りだす不知火。右手の人ひと差さし指ゆびでツインテールの毛先をいじりながら、左手親指でコール操そう作さ。耳に当てて気軽に話し始めた。その相手は……。

「やあ、三日月くん。いや、村むら雨さめくんと言うべきかな？」

　三日月？　ムラサメ？

「わたしは退たい魔ま師しの黒くろ巫み女こ、不知火しらぬいという。その娘この姉あね貴き分で、同どう性せい愛あい関係にあるものだ」

　ど、同性愛って……いきなり何を言いだすんだ、こいつは。

「ふふん？　なぜ、きみのことを知ってるかって？　それに答えるのはやぶさかでないでもないのだけど、ここはひとつ直接会って話そうじゃないか。なに、タダでとは言わないよ。鬼おにに会わせてやる、と言ったらどうかな？　それも〈鬼おに和わ番ばん衆しゆう〉の鬼にね」

　不知火は向こうの声に耳を貸したあと、ぞんざいに鼻で笑った。

「ふふん、それは思い違いさ。〈鬼和番衆〉は誰だれ一人として欠けてはいない。〈村むら雨さめ組ぐみ〉は無む駄だ死じにしたんだ。わたしは生き延びた鬼たちの居い所どころを知っている。嘘うそだと思うなら確かめに来るがいいよ。一時間後、川下にある学校のグラウンドで待つ。じゃ、そういうことで」

　返事も聞かず、一方的に電話を切った。交こう渉しようと呼ぶにはあまりにも乱暴すぎる。この状況下でよくもそんなふてぶてしい態度が取れるものだ。

「大だい丈じよう夫ぶなのかよ、そんな適当で。しかも変なこと言うし、話が見えねーぞ」

　呆あきれて追及すると、不知火は得意そうに指を二本立てた。ピースサイン？

「ふたつ、わかったことがある。ひとつ、三み日か月づきくんの声ではなかった。それはフィルターを通しているせいだ。三日月くんの意思──精神を押さえ込もうとする働きがフィルター効果をもたらし、しゃべるとき自然と憑ひよう依い者の声に変わってしまうんだ」

　フィルター？　よくわからなかったが、三日月の身体からだにまとわりついた白いもやを思い出した。あれが三日月の心身を覆おおって閉じ込めている、と考えればいいのか。

「そして、もうひとつ。わたしのことを知らなかった。名前も、関係性も、本当のところをわかっていなかった。もし三日月くんを完かん璧ぺきに近いまで支配できているなら、その記き憶おくを探ることができるはずだ。同じように、遥はる彦ひこ、きみが鬼おに憑つきの黄よ泉み人びとであることを三日月くんの記憶から知ることができていたなら、すんなり見み逃のがされてはいなかったはずだ。つまり……」

「まだ完全には支配されていない？」

「ふふん」肯こう定ていの鼻笑い。「どうやら風が吹いてきたね」

「でも、来るのか？　このまま逃とう亡ぼうするってことも」

「問題ない。必ず来るよ。こちらは先に行って待つとしよう。とりあえず、そこのワンコくんは邪じや魔まだから回収してもらうとして」

　不知火は言いながらどこかに電話をかけ、なにやら手配した。一分とかからない。

「腐くされ縁えんにバックアップを頼んでおいた。すぐに手の者が拾いに来るから、このまま放置プレイで大丈夫だ。過保護で御ご奉ほう仕し好きなやつだから、手厚く扱ってくれるさ。ああ、ついでに言っておくと、例のニャンコくん、意識を取り戻したよ」

「瀬せ里り沢ざわさんが？　本当かっ？」

　不知火は返事の代わりに目の前にケータイを突きつけた。近すぎて見えん。

　少し引いて見ると、病室で撮とったらしい画が像ぞうが表ひよう示じされている。

　病院服姿すがたでベッドの上にいる瀬せ里り沢ざわ。バケモード姿なのは大だい丈じよう夫ぶな証あかしだろう。ただ、不知火しらぬいにネコミミを甘あま噛がみされ、半泣き顔で困り果てているシーンだった。

　思わず肩を崩す。瀬里沢さん……お元気そうで。

　ていうか黒くろ巫み女こ、何をやっとるんだ、おまえは。

「わざわざ出向いて治ち癒ゆ術じゆつを施ほどこしてやったのさ。大怪け我がでも死んでさえなければ傷は治せるからな。そう、きみから電話がくるちょっと前のことだ。もうすっかりごろにゃんで、明日あしたからでも日常に戻れるよ。表おもて向むきに容よう態だいは隠かくさせていたから、特に支し障しようもないだろう」

「そうか……とにかく、よかった」安心した。

「わたしがすべて手配した上、治してやったんだ。存分に感かん謝しや感激するがいい」

「そうだな……本当なら、そうしてもいいところだ。でもなぜか素直にそう思えないのは俺おれの心が狭いからではないはずだ。てか、なんで教えなかった、そっちで手を回してたこと」

「ん……言ってなかったっけね？」

「聞いてねーよ、これっぽっちも」

「言われてみると、言ってないような気がしないでもないような」

　不知火はからかうような笑えみを見せた。

　わざとだ。絶対わざとだ。この性しよう悪わる巫女め。だけど……はぁ、本当によかった。これで胸につっかえていた大きな心配事がひとつ消えた。あとはもう三み日か月づきに集中するだけだ。

「細かいことは気にするな。早く行ってパーティーの準備を始めないとね」

「さっき言ってた学校って、西にし高こうのことだよな。ここからどれくらいだ？」

「おいおい、きみの目は節ふし穴あなかい？　いっぺん潰つぶして再生したらどうだ？」

　不知火は土ど手てのほうを見上げる。その視線をたどった遥はる彦ひこは、ようやく己おのれの現在位置を把は握あくした。見上げた先、百メートルと離れていないところに西高の校舎が見える。

　抜け目ない黒巫女は、ふふんと得意気に鼻で笑った。

「では救きゆう出しゆつ策を伝でん授じゆしよう。もっとも、策と呼べるほどのものではないけどね」




　川のせせらぎを背景に、二人は土手を歩く。

「……確かに、策とは呼べないな、それ。荒技もいいところだ」

　野の々の原はらに申し訳ないと思いながらも、あの場に寝かせたまま置いてきて、学校に向かいながら話を聞いた遥彦は、大だい胆たん不ふ敵てきな黒巫女の大胆にして不敵な救出案に、不安になったというか呆あきれ気味だった。しかし不知火は気楽そうだ。

「不満なら降りてもいいんだよ？」

「いや、やるよ。言われたとおり、やってみせるさ」

　過程より結果が大事だ。三日月を救えるなら、この不ふ死じ身みは惜おしくない。たとえ火の中、水の中、土の中、嵐あらしの中、どこにでも飛び込んでやる。

　やるべきことがはっきりすると、気持ちも少し余よ裕ゆうを取り戻した。するといろいろなことが気になりだしてくる。

「三み日か月づきに憑ついたあの刀、どんなアヤカシなんだ？」

「ん？　あれはアヤカシじゃないよ」

　なら、ジンガイか……いや、刀がジンガイっておかしいし、それに不知火しらぬいは以前、ジンガイではないと断言していた。アヤカシでもジンガイでもない……なら、なんだ？

　そこで考えは行き詰まる。不知火の話は、ところどころ黒く塗りつぶされた検けん閲えつ文書みたいに消しよう化か不良感が否めない。それも肝かん心じんな部分が抜けている。さっきの電話にしてもそう。聞き慣れない言葉がいくつもあった。

「不知火、いったい何をどこまで知っている？　この際だ、ぜんぶ教えろよ。ムラサメって誰だれだ？　オニワバンシュウってなんだ？　何を隠かくしている？」

「別に隠してなんかいないよ。話す必要がないってだけで」

「だったら、話したところで問題ないだろ」

「ふふん」黒くろ巫み女こは肩で笑った。「言葉尻じりを拾うのがうまくなったね」

「どっかの皮ひ肉にく屋さんのおかげでな」

　二人は西にし高こうに到着した。歩いて十分とかからなかった。正門から入り、校舎脇わきを通ってグラウンドへ。不知火は校舎の時計を見上げ、唇くちびるを舐なめる。

「まだ時間もあるし、暇ひま潰つぶしにはなるか」片目を細めて振り返った。「話してあげないこともないではないよ。ただし、時間の無む駄だにしかならないような退たい屈くつな話だ。そこのところ、了りよう解かいしておいてくれたまえ。あとで時間を返せを言われても困るからね」

　遥彦はうなずいた。黒巫女も軽くうなずき、グラウンドへ下りる階段に腰かける。そして髪かみをほどき、一振りして、またツインテールを結ゆい直しながら話しだした。




「アヤカシがはびこる裏うら舞台の一部では、〝ギルド〟と呼ばれる集団体制が築かれている。まあ、名乗るのは自由だから、その実体はピンからキリまでだ。ギルドの目的やスタンスも千せん差さ万ばん別べつで、利害の一致から協力することもあれば、対立して衝しよう突とつすることもある。日常茶さ飯はん事じとまでは言わないが、潰つぶし合い殺し合いも珍めずらしくない」

　無む法ほう地帯同然のアンダーグラウンド。それでも裏世界のバランスが維い持じされているのは、乱立するギルド同士で牽けん制せいし合っているからだ。弱じやく肉にく強きよう食しよくの自然界に絶ぜつ妙みような生態系けいが築かれているように、無む秩ちつ序じよであるがゆえの秩序めいたものが、そこにはある。

「今から二週間……いや、三週間ほど前になるか、とある二組のギルドが衝しよう突とつした。そのギルドというのが、〈鬼おに和わ番ばん衆しゆう〉と〈村むら雨さめ組ぐみ〉だ。〈鬼和番衆〉は、〈四し天てん門もん〉と呼ばれる鬼のコミュニティを外れ外された、少数の〝はぐれ鬼〟たちによって作られたギルドだった。できてまだ二年足らずの、若いギルドだ。一方の〈村雨組〉は、数百年に渡って続く人間中心の一大ギルド〈七しち支し刀とう〉に属する退たい魔ま師し一派だった」

　計七派の勢力からなる〈七支刀〉は、アヤカシやジンガイに対して排はい他た的なスタンスを取っていた。その中でも〈村むら雨さめ組ぐみ〉は強きよう硬こう派はで知られていた。自分たち人間が裏うら世界を導き、アヤカシやジンガイは管理下に置かれるか、淘とう汰たされるべき。そうした人類至し上じよう主義を、カルト的に追求する一派だった。その狂きよう信しん性は他の六派の手にも余るほどだった。

「名を馳はせ始めていた〈鬼おに和わ番ばん衆しゆう〉の存在は、彼らを刺し激げきするのに十分だった。彼らは不ふ審しんを抱いた。〈鬼和番衆〉は〈四し天てん門もん〉が勢力拡大の足がかりとして、はぐれ鬼を装よそおって作ったものではないか、と」

　その不審、被ひ害がい妄もう想そう、過か剰じよう反応、狂信の末、テロを起こした。

　たった数人の鬼に対し、〈村雨組〉は二百を超える数でしかけた。それでも勝ち目は五分に届かない。鬼とはそれほどの相手。だから〈村雨組〉は、ある策を用いた。

「彼らは〈鬼和番衆〉が拠きよ点てんとしていた〝異い界かい〟そのものを消しよう滅めつさせる手に出た。異界ごと消してしまえば、たとえ最強と謳うたわれるアヤカシでも、助かりようはない」

　それは理り不ふ尽じんがまかり通る人じん外がい魔ま境きようですら禁じ手とされるもの。表おもて世界で言うなら核かく爆ばく弾だんを落とすに等しい愚ぐ行こうだった。だが〈村雨組〉は聖せい戦せんと称してその業ごうを正当化した。

「結果、異界は潰つぶれ、〈鬼和番衆〉は壊かい滅めつした。だが、その影えい響きようの凄すさまじさは、〈村雨組〉の想そう像ぞうをはるかに超えていて、彼らもまた逃げ遅れた」

　双そう方ほうとも全滅。生せい存ぞん者なし。表おもて向むきはそう見なされた。

「一連の騒そう動どうは〈村雨事じ変へん〉と呼ばれ、すでに過去の出来事になっている」

　しかし話はここから。エンドロールに名前の載のらない者たちが、中にはいた。

「〈村雨事変〉の最さ中なか、情報屋やを通じてテロを知ったわたしも現場にいた。そこで腐くされ縁えんの鬼を一人、助けた。すでに消滅に巻き込まれていたため、肉体はあきらめ、魂こん魄ぱくだけを連れて脱出した。その魂魄も放っておけばすぐに消滅しかねない状態だった。そんな状況でこの四し季き森もりに降り立ったわけだが、すぐに奇き妙みような事実に気づいた。日付が一週間ほど進んでいたんだ」

　若じやつ干かんの時間跳躍タイムスリツプ。禁じ手の計り知れない影響力は、時空にまで歪ゆがみをもたらしていた。それで異界から表舞台へ出る際、時間軸じくが微び妙みようにずれたのだ。たった一週間のずれですんでよかったと思うべきかもしれない。

「空白の一週間のうちに、この街ではキリサキ魔が横おう行こうしていた。情報屋から事態の推すい移いを聞いて、すぐに犯人の目め星ぼしはついた。異界を脱出する際、同じように外へ逃れる〈村雨組〉の娘むすめを見かけていたからね。だが、そっちを追う前に、腐れ縁の魂魄をどこかに落ち着かせなければならなかった。でないとわたしの親切が無む駄だになる」

　弱りきった魂たましいが回復するまで、少なく見積もって百年弱。不ふ老ろう不ふ死しの鬼にとってはたいした時間ではない。人間一人の寿じゆ命みようと同じ程度と考えると、その辺の誰だれかに宿しておけば、ちょうど寿命が尽きた頃ころ、入れ代わりで復活できるだろう。

　不知火しらぬいは入れ物を探した。鬼おにの器うつわ。できれば若いやつを求めて夕暮れの街を歩いた。けれどなかなか人ひと影かげが見当たらなかった。そこは表おもて通どおりから外れたゴーストタウンだった。

「ぶらぶらしていると妖よう気きを感じた。すぐに消えてしまったがね。出向いてみたら、死体がふたつ転がっていた。ちょうどいいと思った」

　死体の片方は、まだ魂たましいが消しよう滅めつしきっていなかった。不知火の赤く染そまった眼めには、それが見て取れた。腐くされ縁えんの性別とも一いつ致ちする。若いので寿じゆ命みようも十分そうだ。

「わたしは死体に魂を宿し、目を覚ます前にそいつのふところから学生手帳を拝はい借しやくして素す性じように目を通した。ここまで言えばもうわかるだろ……そう、きみだよ」

　伊い佐さ見み遥はる彦ひこ。それが、不知火が鬼の魂を宿した死体うつわの名だった。




　予想だにしていなかった展開に、遥彦は戸と惑まどいを隠かくしきれない。

　鬼に憑つかれ、黄よ泉み人びとになったのは、ただの偶ぐう然ぜんではなかった。偶然の裏うらには背景があり、そして偶然を必然へと導いた陰の立たて役やく者しや──否、黒くろ幕まくがいたのだ。

「な、なんで……そんな大事なこと、ずっと隠して……」

　言葉にならない遥彦を横よこ目めに、不知火はしれっと肩をすくめ、足を組みかえた。黒くろ袴ばかまのスリットから白い生なま足あしがあらわになる。

「アヤカシが憑ついて黄泉返がえった。きみにはその事実だけで十分だし、最低限の情じよう報ほう量で頭はパンク寸前だったじゃないか。黙だまっていたのは親切心からだよ。きみにとって重要なのは、憑ひよう依いしたのが鬼だということで、わたしの腐れ縁だの〈村むら雨さめ事じ変へん〉だのは関係ない。その点、角つのが目覚めたタイミングで正しよう体たいは教えてやったろ。説明責任は果たしていたさ」

　いまだかつてこんなにも能のう弁べんな弁明を聞かされたことはない。しかし遥彦としても反応に困るところだった。怒るのは筋すじ違ちがいだ。黄泉返ったのは黒くろ巫み女このおかげだったわけだし、むしろ感謝しなくてはならないのかも。でも素直に礼を述べる気になれない。

「……はぁ」気が抜けた。

　どこまでも食えないやつ。黒巫女の黒は腹はら黒ぐろの黒に違いない。

「あのさ」気を取り直して。「その腐れ縁の鬼、名前はなんて言うんだ？」

「ふふん、そんなこと聞いてどうする？」

「別にどうもしないけどさ。自分の中にいるやつの名前ぐらい、知っておこうと思って。一応ほら、恩人に当たるわけだし」

「それを言うならお互い様さまさ」不知火は髪かみの毛先をいじる。「きみが鬼のおかげで黄泉返ったのと同時に、鬼はきみのおかげで消滅を免まぬがれた。恩義を感じる必要はない。むしろ二人を救ったわたしにこそ恩を感じるがいいよ。ぞんぶんに崇あがめたまえ」

「……はは」引きつるように笑った。「で……名前は？」

「シキだ。ひぐれざかしき。日が暮れる坂道に、司つかさどる禁きん忌きの忌き」

「日ひ暮ぐれ坂ざか司し忌き……俺おれの中の、鬼おに」

　自分の胸のあたりに視線を落とす。名前を知っただけでも、なんとなく親近感のようなものを覚えた。俺が死んだら、この身体からだは司忌のものになるのか。

「その司忌って、不知火しらぬいの……なんていうか、大事なやつなのか？」

「……は？」

　珍めずらしく虚きよをつかれた顔になる不知火。すぐに背中を向ける。

「別に大事とかそんなんじゃない。ただの腐くされ縁えん、それ以上でもそれ以下でもないよ」

　そうは言っても、三み日か月づきを見捨てることも厭いとわない薄はく情じような不知火が、自ら手間ひまをかけて救った相手だ。腐れ縁の裏うらには、たぶん別の言葉が隠かくされている。ちょくちょく様よう子すを見に現れたのも、俺じゃなくて、俺の中にいる司忌のほうを気にかけていたからなんじゃ？

　でも、聞いたところで、こいつは絶対に本当のところは言わないだろう。

「話を戻すけど、キリサキ魔まの正しよう体たいは、〈村むら雨さめ組ぐみ〉の生き残りなんだよな？」

「ああ。名前うんぬんがわかったのは、つい先日だったがね」

「つまり、犯人は……人間」

　なんてことはない。消去法で考えれば自然とそこに行き着く。アヤカシとジンガイの二に択たくしか頭になかった。先入観に囚とらわれていたわけだ。

「え、けど、待ってくれ」遥はる彦ひこはこめかみに指を当てた。「三日月を乗っ取ったのは、人間じゃなくて刀だぞ？　あれはどういうことだ？　話が通じないだろ」

「それが通じるんだよ。ざっくり説明してやるから、適当に聞き流すがいい」

　ざっくりじゃ困るし、聞き流したらダメだろ。

「キリサキ魔の名は、村雨永と遠わ子こ。村雨一族本ほん家けの血を引く娘むすめ。生きつ粋すいのサラブレッドだ。兄が当主で永遠子はその付き人だった。〈村雨事じ変へん〉で、兄が消しよう滅めつ間ま際ぎわに永遠子だけなんとか外に逃がしたようだ。そして今、村雨の名を司つかさどる最後にして最強の一振りになっている」

　不知火は手元のケータイにデータを起こし、遥彦に差しだした。受け取って目を通す。据すわり目の少女の写真。その下に詳しよう細さいデータがスクロール。

「村雨一族には代々受け継がれている秘ひ術じゆつがある。〝転てん身しん術〟と呼ばれるものだ。己おのれの魂たましいを器物に憑ひよう依いして一体化し、人と物、ふたつの姿すがたに自じ在ざいに変身することができる。魂が憑依したアイテムは、その気を帯びることで強力な霊れい器きに変わる。それを扱うというわけさ」

　手元のデータによれば、永遠子は一族の中でも特に才覚に優れていて、今から五年前、齢よわい十にして一族の名を冠かんする先せん祖ぞ伝来の転身刀〝村雨〟を後こう継けいしたらしい。さらに十三歳さいで村雨流の免めん許きよ皆かい伝でんを許されている。剣けん士しとしても一流のようだ。

「じゃあ、三日月が手にした、あの刀が……？」

「そう、永遠子だったんだよ。転身者は〝守り手〟と称される。もちろん自分で自分を扱うことはできないから、〝担にない手〟との二人一組が基本だ。永遠子は守り手役。兄が担い手役だった。その兄を欠いたことで、人から人へ憑ついて回っていたんだろう」

　人間が物に変身──転てん身しんするなんて、たまげた話だ。しかし今日きようまで目まの当たりにしてきた非日常の数々、何より自分自身の身の上を思えば、そこまで驚くことでもないか。

「でも、なんで人を襲おそったりするんだ？　人類至し上じよう主義なんだろ、〈村むら雨さめ組ぐみ〉ってのは」

　遥はる彦ひこはケータイを返して聞く。不知火しらぬいは鼻笑いで受け取った。

「ふふん。永と遠わ子こが襲っていたのが、人間だとは限らないよ？」

「え？」ハテナ。そして閃ひらめき。「まさか、これまで襲われたのって……」

「情じよう報ほう屋やに調べさせたところによると、いずれの被ひ害がい者からもアヤカシの憑ひよう依い痕こん──残り香がが検出された。つまりそういうことなんだろうね。永遠子は〈村雨組〉の思し想そうに則のつとって襲っていたわけだ。人間ではなく、ジンガイを」

　瀬せ里り沢ざわも、そして無自覚ではあったが野の々の原はらも、ジンガイだった。だから襲われたっていうのか。ジンガイだっていうだけで。アヤカシと通じていたというだけで。

「そんな勝かつ手てな……やってることはバケモノと同じじゃないか」

　不知火は皮ひ肉にくっぽく片かた眉まゆを吊つり上げた。

「きみと永遠子のどっちが正しいとか間違っているとか、そういう問題じゃないんだよ。主義主張は自由。貫つらぬくにはチカラがものを言う。それが人じん外がい魔ま境きようというものだ。人ならざるものが中心の世に、人の世のモノサシなど通用しないさ」

　正義も悪も法も倫りん理りも人じん道どうも外げ道どうも関係ない。そう言ったのは三み日か月づきだったか。大事なものを守るためには手段を選ばない──選んでいられない。三日月のそんな信条こそ、人外魔境を渡る上で欠くことのできないマニュアルなのかもしれない。

「さて、無む駄だ話はここまでだ。向こうが来る前に仕掛けをすませるぞ」

　遥彦はがっくりきた。今のやりとりを無駄話って……ホント、皮肉なしにはしゃべれないやつだな。それが不知火なりの処しよ世せい術なのかもしれないけど。

　皮肉屋の退たい魔ま師しは胸元から何か取りだした。カード。ただのトランプだ。それをシャッフルし、右手から左手へ、左手から右手へ、器き用ように宙渡ししながらグラウンドに出て行く。

「心ひとつでどんな風ふうにでも変わる、バケモノにいちばん近いイキモノ、それが人間だ。何を失っても、せいぜい自分だけは見失うなよ」

　そう言って見返ったときのまなざしと微笑ほほえみが、初めて見るやさしさとやわらかさをたたえていて、遥彦は不ふ意い打うちを受けたようにぽかんとしながら「ああ」とうなずいた。

　不知火はすぐさま面おもてに不敵さを取り戻し、スペードのエースを指に挟む。

「さて、では手始めに……遥彦、きみを墓はか送おくりにするとしよう」




　薄い雲が流れ、欠けた月が顔を出す。

　日常から乖かい離りしたような静けさの中、グラウンドの中央に人ひと影かげがひとつ。闇やみよりも濃い漆しつ黒こくの装しよう束ぞくに身を包んだ黒くろ巫み女こ。他には誰だれの影もない。

　やがて、待ち人が現れた。ゆらり、ゆらり、ゆらゆらり。その身を左右にゆすり、一振りの日に本ほん刀とうを引きずりながら、姿すがたを隠かくしようもない校庭へ足を踏み入れる。

　三み日か月づき彼方かなた──否、今は村むら雨さめ永と遠わ子こと呼ぶべきか。

「遅かったね。記き憶おくが探れなくて迷まい子ごにでもなったかい？」

　不知火しらぬいはトランプをシャッフルしながら、からかうように出迎えた。

　永遠子は少しあごを上げ、見み下くだすような角度で視線を放つ。

「うるさいわね。一いつ介かいの退たい魔ま師し風ふ情ぜいが、わたしに対等な口を利くなんて一生早いわよ。おかげで不ふ愉ゆ快かいもいいところだわ。さっさと鬼おにを出しなさい。どこよ、〈鬼おに和わ番ばん衆しゆう〉の残ざん党とうは」

「やれやれ、とんだ貴き族ぞく様だ。〝村雨〟の後こう継けい者ということで、さぞ周りから持ち上げられて育ったんだろうね。目に浮かぶようだよ、お姫ひめ様のわがままに従じゆう者しやが振り回される絵が。しかし今はもう誰もいない。〈村雨組〉はきみを残して全滅した。一方で〈鬼和番衆〉はギルドこそ壊かい滅めつしたが誰一人として欠けてはいない。残党という言葉はきみにこそふさわしい。ちなみに鬼たちの情じよう報ほうは、これに入ってるよ」

　皮ひ肉にくのオンパレードで返した不知火は、トランプをシャッフルする手を止め、胸元からケータイをつまんで出して見せた。

「渡しなさい」永遠子は命令口く調ちよう。「片かたっ端ぱしから斬きり捨ててやるわ」

「はいどうぞ、というわけにはいかないさ。その娘むすめを解放するというなら、渡してあげなくもないではないけどね」

「嫌いやよ。この子はお気に入りなの。わたしがもらうわ。あなたの選択肢しはふたつにひとつ。おとなしくそれを渡して命拾いするか、わたしに斬られて命を落とすか」

「ふふん。幼少期から鎌かま鼬いたちに憑つかれ続けている三日月くんは、刃は物ものの扱いが身体からだに染しみついているからね、きみが欲しがるのも無む理りはない。その身体とその刀があれば、鬼と対等に渡り合えるというわけだ。しかし裏うらを返せば、きみ一人では太た刀ち打うちできないということでもある。きみ自身、剣けん士しとしては免めん許きよ皆かい伝でんの腕前らしいけど、自分で自分は扱えないからね。だから自分を使うために他人を使わざるを得ない。難なん儀ぎな話、というより、めんどくさいね」

　誰かに聞かせるように長々と分ぶん析せきした不知火は、ケータイをしまい、再びトランプを切りだした。永遠子は苛いら立だたしげに刀の切きっ先さきをかざす。

「一いつ挙きよ一いち動どう、一いち言ごん一いつ句く、腹が立つ。おかげで不ふ機き嫌げんもいいところよ。血を見ないことにはすまされない……すまさないわ。首は最後にしてあげるから、ありがたく思いなさい」

　交こう渉しよう決けつ裂れつ。するべくしてしたと言っていい。

　ゆらりゆらり。永遠子は身体を揺らし始める。それは〝木この葉はの舞まい〟と呼ばれる村雨流独どく特とくのかまえ。風に舞い踊る木の葉のように、捉とらえどころのない足運びを成すものだ。

　一方、トランプを両手に分けた不知火は、手の中でしならせ、上に向けてはじいた。乱れ舞うカードは意思を持ったように色で分ぶん別べつされ、宙で整然と並ぶ。赤黒二色の列が、交差しながら身体からだの周りを衛えい星せいのように回りだす。

「言っておくけど、その娘むすめを人ひと質じちに使っても無む駄だだよ。支配されるぐらいなら始し末まつする。本人もそれぐらいの覚かく悟ごは持っているだろうからね」

「そんな下か等とうなマネをわたしがするとでも？　侮ぶ辱じよくもいいところよ。しかもなにそれ。カードゲームでも始めるつもり？　人をおちょくるのも大たい概がいにしなさい」

「あいにくまともな装備は持ち合わせてなくてね。即席作製インスタントで悪いが、もとより真まっ当とうな道はとうに踏み外した身だ。巫み女こではなく黒くろ巫女らしく、邪じや道どうで行かせてもらうよ」

　不知火しらぬいは回転するトランプの一枚を指で挟み、投げた。永と遠わ子こが楽々と斬きり裂さいたそのカードは、真まっ二ぷたつに裂けて直後、小爆ばく発はつを起こす。不知火は続けてカードを投げ、牽けん制せいする。

「トランプに細さい工くした〝符ふ術じゆつ〟……この程度で、わたしを止められるとでも？」

　永遠子が木この葉はの舞まいを演じる。飛び交うカードの中をすり抜けるようにして間を詰める。踏み込みと同時に逆ぎやく袈け裟さ斬り。

　不知火も滑すべるような足さばきで退ひきながら、指を二本そろえて前へかざす。するとトランプが結集し、亀かめの甲こう羅らのようなフォーメーションを築いて盾たてとなった。

　だが、永遠子の刃やいばは事もなくそれを斬り裂き、首を狙ねらう。

　仰のけ反ぞった不知火の頬ほおに傷が走った。かすかに血が飛ぶ。

「おっとっと、危ない危ない。さすが村むら雨さめの中の村雨。まともに殺やり合ってはタダじゃすまなそうだ。少し消しよう耗もうさせてからと思ったが、早めにしかけるとするか」

　不知火はトランプを一枚、放つ。それは木の葉の舞で迫る永遠子ではなく、手前の地面を狙っていた。刺さったカードが小爆発を起こすと、それを発ほつ端たんに、爆ばく竹ちくのようにグラウンド一帯で爆ばく破はが連れん鎖さ。地中に仕掛けられていたカードたちが続々と起き爆ばくしていく。

　土つち煙けむりが蔓まん延えん。狙いは明白、視し界かい封じ。

　もくもくとスモークが広がる中、永遠子を狙って四し方ほう八はつ方ぽうカーブを描きながら、次々とトランプが飛ぶ。永遠子は易やす々やすと斬り捨て、余よ裕ゆう綽しやく々しやくと鼻で笑い飛ばす。

「ふんっ、今度は土煙で目くらまし？　小物が考えそうなことね」

　煙えん幕まくの外では、不知火が淡たん々たんトランプを投げていた。内から外が見えないように、外から内も見えない。永遠子の正確な位置もつかめないまま、いい加か減げんに放っているように映る。実際アタリよりハズレが多い。しかし赤く染そまった瞳ひとみは、何かしらの意い図とを秘めている。

　とは言え、決定打に欠けるのは事実。たとえ視界を奪うばわれようと、永遠子は己おのれの間合いに入ったカードをいとも簡単に察知し、見切り、斬り裂く。傍そばに外れたカードの爆破も、楽に跳んで避ける。カードに限りはあるだろうから、手て札ふだが尽きるのは時間の問題。

「こんなチャチな手で、本気でわたしをどうにかできると思っているのかしら。子供だましにもほどがあるわ。おかげで不ふ愉ゆ快かいを通り越して愉快ですらあるわよ」

　あちこちで爆ばく破は音が絶えない中、右足元にカードが飛んでくる。永と遠わ子こは発はつ破ぱ前に余よ裕ゆうで左へ跳んだ。続けて正面で爆破が起こり、その奥から二枚飛来。ハートのクイーンとスペードのジャック。一いつ瞬しゆんで絵え柄がらを見分けることすら造ぞう作さもない。一振りで二枚同時に斬きり捨てる。

　と、そのとき。

　ぞわり。

　唐とう突とつに、気け配はいを感じた。

　戦いにおいては終しゆう始し冷れい徹てつを貫つらぬいていた永遠子の面おもてに、初めて動どう揺ようが走る。いくら視し界かいが利かないからと言って、こんなことはありえない。村むら雨さめ流免めん許きよ皆かい伝でんは伊だ達てじゃない。己おのれの間合いテリトリーを気配がよぎれば、目を閉じていたって察さつ知ちできる。銃じゆう弾だんだってものともしない。

　だからこそ理解し難い。

　なぜなら、それはいきなり、ふところにいた。

　まるで神かみ隠かくしならぬ神かみ現あらわし。これぞ神しん出しゆつ鬼き没ぼつ。

「な──にッ!?」

　永遠子は据すわり目を見開いた。地面すれすれの低い姿勢でかまえていたのは、少年。それは橋の上で斬り捨てたモノに他ならなかった。




　不ふ意い打うちに成功した遥はる彦ひこは、正せい拳けん掌しよう打だ。命めい運うんをかけた一いち撃げきを放つ。

　しかし、永遠子の身体からだは本能的に回かい避ひ行動を取り、飛び退のいて当たらない。数センチのところでかわされて終わる──いや、本命はここから。遥彦は奥の手、角つのを出す。それが腹部までの距離を埋める。

　それでも届いたのは先せん端たんだけ。チクリと刺す痛みに永遠子が顔をしかめながらも、飛び退き様ざまの一振りで手首を落としていった。

　あたりでトランプの爆ばく発はつが続き、また土つち煙けむりが充満。互いの姿すがたが見えなくなる。

「チッ、小こ賢ざかしい……村雨流〝旋風つむじの舞まい〟ッ！」

　永遠子は刃やいばを横一線。土煙に剣けん閃せんが走り、風が暴れた。上空に渦うずを巻いて昇り、地上は真しん空くうのように気流がやむ。

　一瞬にして場がリセット。不知火しらぬいと合流した遥彦の目に、三み日か月づき──永遠子の姿が、あらわとなった。その腹部には小さな傷がつき、かすかに血がにじんでいる。

「わたしがふところに入られた……あんなクズに、ありえない。いったい、どこから、どうやって……不ふ可か解かいもいいところよ。それ以上に自分の不覚が許せないったらないわ」

　永遠子は痛みより屈くつ辱じよくで顔をしかめる。

　ふふん、と不知火が偉そうに手を腰に当てた。

「どこからどうやって？　それは一いち目もく瞭りよう然ぜんというものだよ」

　永遠子が疑わしげに目を凝こらし、ほどなくしてあるものに気づく。先ほど遥彦が襲しゆう撃げきをしかけた場所、その地面に空あいている、穴。それは爆ばく破はで作られたものとは明らかに違う、人一人が納まる土ど葬そう用の墓はか穴あなのよう。そして遥はる彦ひこは全身土まみれ。

「まさか……最初から、そこに？」

「御名めい答とう」ニヤリと不知火しらぬい。「きみが来る前に生き埋めにしておいたのさ。名づけて、墓上がり作戦。黄よ泉み人びとならではの斬ざん新しんな小こ細ざい工くだろ？　ふふふふふーん」

「黄泉人ですって？」永と遠わ子こが遥彦を見る。

　遥彦は不知火の言葉を証しよう明めいするように、左手につかんでいた落とされた右手首を、接着して見せた。見る見るうちに傷口は消え、指が動く。

　永遠子は歯ぎしりした。

「くっ……まんまとはめられたってわけ」

　そう、永遠子がこの場に現れた瞬しゆん間かんから──否、その前から、遥彦たちの作戦は始まっていた。地中からの不ふ意い打うちは、視し界かいと常識、ふたつの死角をつくものだ。しかし成功の要因はそこに持っていくまでにこそあったと言える。

　第一に、この見渡しのいい、身を隠かくせる障しよう害がい物ぶつなどいっさい見当たらないグラウンド。その中央で不知火がぽつんと一人きりで待つことによって、永遠子の警けい戒かいレベルを引き下げ、簡単に姿すがたをさらさせた。こちらの土ど俵ひように引き込むことに、まず成功した。

　第二に、〝符ふ術じゆつ〟と土つち煙けむりによる目くらまし。その狙ねらいは煙えん幕まく外からの遠えん距離攻こう撃げきに注意を引きつけることにあり、さらに一見デタラメに放たれていたかに見えたカードはカモフラージュで、実は功こう名みように足あし元もとを狙った爆破をまぎれさせることにより、永遠子を不意打ちのポイントへ誘ゆう導どうしていた。そしてタイミングを見計らい、ポイントを狙いすまして爆破。それが墓を暴くと同時に合図にもなり、生き埋めになっていた本命の二の矢が放たれる。

「やってくれたわね」永遠子は舌した打うちした。「でも残念、結果はただのかすり傷よ。この程度ならどうってことない。次はこっちから仕掛けてやるわ。出し惜おしみはしない。冥めい土どの土産みやげに見せてあげるから感謝なさい。村むら雨さめ流奥おう義ぎ、五月雨さみだれの……ぐっ、うぅ!?」

　刀をかまえようとしたところ、不意にぐらつく。顔が当とう惑わくに歪ゆがむ。

「な、なに……？　身体からだが、動かない……どう、して……」

「じわじわ効いてきたようだね」不知火は腕を組んで静せい観かん姿勢。「結果はただのかすり傷。確かにそうだ。でも、こっちは最初からその『ただのかすり傷』が狙いだったんだよ」

「……？」

「三日月くんを完全に支配できていなかったのが、きみの敗因だ。三日月くんの魂たましいが生きている以上、その身体はジンガイ属性を持つ。なら、たとえただのかすり傷でも、アヤカシキラーの一いち撃げきは命取りだ」

「アヤカシ、キラー？」永遠子は遥彦を見た。「まさか、その黄泉人……っ！」

「ちゃんと電話で言っておいただろ？　鬼おにに会わせてやる、と」

　黒くろ巫み女こは確信犯の悪笑い。その隣となりで右手の再生を終えた遥はる彦ひこは、鬼おにの角つのを出して見せる。緋ひ色いろの突とつ起きがぼんやりと赤く明めい滅めつを起こす。

　暗い瑠る璃り目めに映し見た永と遠わ子こは、鬼の波動を今さら感じ取って恨うらみ言を吐こうとするが、のどの奥から出てくるのはくぐもった悲鳴。

「うぐっ……うああっ……うああああああああっ！」

　脳天に五ご寸すん釘くぎでも打ち込まれたように、永遠子は──三み日か月づきは、頭を押さえ、髪かみを振り乱して苦しみだした。




　ここまでは作戦通り。奇き襲しゆうで鬼の角を食らわせ、村むら雨さめ永遠子が三日月の身体からだから逃げだすよう仕向ける。離れたら不知火しらぬいが迅じん速そくに三日月を治ち療りようする。一歩間違えれば三日月をこの手で殺すことになりかねないのだから、荒技以外の何ものでもない。

　遥彦は固唾かたずを呑んで見守った。三日月はふらつきながら悶もだえている。だが、日に本ほん刀とうは握られたままだ。あまり時間を取ると三日月の身体がもたない。

「おい、全然離れないぞ。傷が浅かったのか？」

「いや、あれぐらいで十分だよ。下へ手たに深く入っていたら即そく死ししてる」

　苦痛に喘あえぐ三日月と永遠子。二人の声せい音おんが入り混じった悲鳴が、魔ま境きようの空に響ひびく。鎌かま鼬いたちと村雨の気がせめぎ合い、暴風を巻き起こす。

　日本刀から白いもやが昇り、離れるどころかしつこくまとわりつく。

　一方で身体はバケモード。獣けもの耳みみがぴんとそり、尻尾しつぽは毛を逆さか立だてる。

　不知火は赤い眼めを凝こらして「うーむ」と唸うなった。

「これはちょいと予想が外れたな。どうやら向こうもイチかバチかの賭かけに出たらしい。三日月くんから離れるどころか、完全に支配しにかかっている」

「え……なんでだよ。早く離れなきゃ、向こうだって危ないはずだろ」

　鬼の角を食らった三日月の身体にとどまれば、村雨永遠子も道連れになる。もしも鎌鼬だけが離れれば、ただの人間に戻ってアヤカシキラーの影えい響きようもキャンセルされるが、三日月と鎌鼬は一いつ心しん同どう体たいだから、それはありえない。だから永遠子のほうが離れざるを得ない……というのが作戦前に聞いた不知火の分ぶん析せきで、遥彦としても異い論ろんはなかった。だが。

「身体が角に殺される前に、三日月くんの魂たましいを食らうつもりなんだ。三日月くんの魂が消えれば身体はジンガイ属性を失って、ただの器うつわになる。そうなれば永遠子は人間だから、アヤカシキラーの影響は受けない。かすり傷はただのかすり傷になる。そんなに三日月くんの身体が欲しいのか……いや、ここで身体を失うことは終わりに等しいと判断したわけか」

「なら、俺おれたちであの刀をどうにかできないか？　今なら隙すきだらけだし」

「無む茶ちやだね。二人の魂は今、リンクしている。無む理りに引き離したり破は壊かいしたりすれば、共倒れ必死だ。ここまでくるともう外野には手の出しようがないよ。あとは魂の消しよう耗もう戦。どちらが先に根負けするか。三み日か月づきくんの精神力に期待するしかないな」

「あんなに苦しんでるのに、何もできないのかよ……」

　鬼おにの角つのも役には立たない。遥はる彦ひこは角を消して拳こぶしを握りしめた。

　三日月は鼬いたち形ぎよう相そうと化し、悲鳴とも咆ほう哮こうともつかない獣けものじみた叫びを上げながら、デタラメに日に本ほん刀とうを振り回す。刀を手放したがっているようにも、刀に身体からだが振り回されているようにも見える。

「ううううううううううううううううううッ！」

　そのうち動きが鈍ってきて、かすかに上を向くような格かつ好こうで棒ぼう立だちになった。

　ひゅんひゅんひゅん。風かざ鳴なりが聞こえだし、〝絶対領域〟が発動。しかし、身体に絡みつく白いもやは斬きっても斬っても断ち切れない。

「……やめ、て……入って、こないで……」

　かすかに三日月の声がした。遥彦は風圧に目を細めながら耳を傾ける。

「そんなの、わかってる……私は、人の道を外れた、ジンガイ。わかってる……もう、後戻りはできない。私は、誰だれにも……誰とも……ずっと、一人で、このまま……」

「……三日月？」

　なんだ？　何を言っている？

「落としにかかったな」不知火しらぬいも風に目を細めた。「三日月くんの弱みをつかんだんだ。そこを責めて屈くつ服ぷくさせようとしているんだよ。要は精神攻こう撃げきさ」

　内面の攻こう防ぼうの激しさを表すように〝絶対領域〟は荒れ狂い、その様さまが瑠る璃り色いろを帯びて可か視し化した。三日月は球きゆう体たい状の斬ざん裂れつの嵐あらしに包まれ、わずかに宙に浮く。

　やがて鼬形相が引いて人間味を取り戻した。が、表情は抜け落ちていく。

「いいの、このまま……私は、戻れない、わかってる……」

　電波の悪いラジオのように声が途と切ぎれ途切れに届く。

「普通になんて、戻れない。友達なんか、いらない。仲良くしちゃ、ダメ。恋愛なんか、できない。好きになっちゃ、ダメ。守れ、ない。守り、きれないよ。お姉ねえちゃん、だけで、精せい一いつ杯ぱいなの。もう他に、大事なもの、大事な、人なんて、いらない。だって、これ以上は、無む理りだから、一人でいい。一人じゃなくちゃ、ダメなの。私は、一人で、いな、くちゃ──」

　それは、無理やり自分に言い聞かせているように聞こえた。おそらくは精神攻撃に耐える三日月の心の声が漏もれているのだろう。普段の無ぶ愛あい想そうな態度や、つんとすました横顔、非情な言動の裏うらに隠かくされていた、真実の声が。

「だけど……辛つらいよ……淋さびしい、よ……」

　三日月の瞳ひとみは暗く淀よどんでいき、声は弱よわ音ねの質を帯びる。

「誰にも、本当のことは、言えない。誰にも、本当の自分は、見せ、られない。誰にも、本当の気持ち、伝え、られない。しかた、ないの。それが、私の選んだ、道……でも……」

　虚うつろな目から、つぅーと涙がこぼれた。

「もう……疲れた、よ……誰だれか……私を、受け止めて……誰か……」

　屈しそうだ。心が折れかけている。

　今に始まったことじゃないのだと遥はる彦ひこは思った。三み日か月づきが何の苦く悩のうもなくジンガイでいられたはずがない。そんなはずないじゃないか。俺おれは一月足らず。三日月は七年だ。それもずっと小さい頃から……比べ物にならない。そのあいだ何の挫ざ折せつも喪そう失しつも後こう悔かいも懺ざん悔げもなしでいられたはずがない。俺が経験した以上の理り不ふ尽じんを目まの当たりにし、人じん外がい魔ま境きようを渡って生きるというのがどういうことなのか、その身と心で思い知ってきたに違いない。

　何かを失うことで自分の守れる限界を知り、失う怖こわさと哀かなしさから周りに壁を作り、あえて独ひとりぼっちであり続けた。絶対領域を定め、自分の心までそこに閉じた。最初から非情だったわけじゃない。非情にならなければ、とてもじゃないが心が耐えられなかったのだろう。

　一月足らずの俺に三日月のこれまでをわかってやれるはずもないが、それでも、その華きや奢しやな背中に背負ってきた孤こ独どくを、苦悩を、悲痛を、覚かく悟ごを、今なら想そう像ぞうできる。理不尽に日常を壊こわされかけ、そしてまた目の前で失いかけている今なら。

「…………、…………、…………」

　三日月の声はもう聞こえない。放心状態で瞳どう孔こうが開き切っている。その背後で、白いもやが人間の上半身を象かたどった。うっすら透すけて見えるそれは、不知火しらぬいに見せてもらった画が像ぞうの女にそっくりだ。村むら雨さめ永と遠わ子この霊れい体たいか。

　永遠子は後ろから三日月を抱きしめ、肩の上で顔を並べ、頬ほおを寄せてささやく。

「いいのよ、楽になりなさい。わたしにはあなたの孤独がわかるわ。だからわたしが代わってあげる。苦しいのも、辛つらいのも、哀しいのも、何もかもすべて、もらってあげる」

　そそのかして、永遠子は三日月に口づけをした。白いもやが唇くちびるの合間から体内へ直じかに入り込んでいく。三日月の心が落ちかけているのを象しよう徴ちようするように、耳と尾が萎しおれていく。

　このままじゃ、三日月は……。

「ちっ……くしょぉおおおッ！」

　いても立ってもいられず、遥彦は駆けだした。

「三日月ッ！　ダメだッ、耳を貸すなッ！」

　遥彦の突とつ進しんを〝絶対領域〟が拒きよ絶ぜつする。

　両手に角つのを出し、真しん空くう刃はの嵐あらしに突き立てた。摩ま擦さつで火花が散り、キィィインと耳鳴りのような音が響ひびく。腕はすぐにズタズタになり、次いで身体からだ、足、顔と、全身に傷が走った。
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「うがッ……痛ッて、ぇ？」

　痛覚は失われたはずなのに痛いものを感じ、遥彦は顔を歪ゆがめた。身体の痛みではない。自分の痛みでもない。これは三日月の痛みだ。妖よう気きを伝って魂たましいに響く、三日月の嘆なげきだ。

　瞬しゆん間かん、イメージが走った。三日月が独り、膝ひざを抱えて泣いている。

「……待ってろ。今、そっち行くからよ」

　不ふ死じ身みを最大限に生かし、ひるむことなくアヤカシキラーを押し込んだ。

　尖せん端たんが徐じよ々じよに徐々に突とつ破ぱする。

　ピシリと小さな切れ目が入る。

「くぅぅぅ、うおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　扉とびらを無む理りやりこじ開けるように、あとはもう力ずく。

　左右へ押しのけ、隙すき間まに飛び込む。

　嵐あらしの中は、台たい風ふうの目のような静けさだった。遥はる彦ひこは角つのを消し、宙に浮いている三み日か月づきを、永と遠わ子この霊れい体たいから奪うばい返すようにつかみ寄せ、胸に抱いた。

「そいつに心を許すな、三日月。俺おれの声だけ聞け。もう一人で背負わなくていい。俺がぜんぶ受け止める。ぜんぶ受け入れる。だから戻ってこい。俺のところに戻ってこいッ！」

「…………、…………、……う、うぅ、う」

　三日月がうめいた。全身が強こわ張ばり、激しく痙けい攣れんを起こす。

　遥彦は絶対に離すまいときつく抱きしめた。

　鎌かま鼬いたちの気が、熱を帯びて伝わる。

「ううう、うあ、あああ、ああああああああああ──ッ！」

　唸うなり声は次第にボリュームを高め、最後の力を振り絞しぼるような絶ぜつ叫きようへと変わった。そして次の瞬しゆん間かん、唐とう突とつに声が途と切ぎれ、鎌かま鼬いたちと村むら雨さめの気は爆はぜて〝絶対領域〟が掻かき消える。

　グラウンドに血が飛び散った。




　腕の中で三み日か月づきの身体からだが力を失い、重くなる。遥はる彦ひこは抱いたまましゃがみ込んだ。三日月はぐったりしていたが、確かな呼吸と鼓こ動どうが感じられた。

　しかし、右腕がなかった。日に本ほん刀とうを握っていた腕だ。肘ひじから先のところですっぱりと切せつ断だんされ、飛んだ血と一いつ緒しよに落ちている。その落ちた手に、刀はない。

　何が起きたのか、すぐに理解した。村雨永と遠わ子この呪じゆ縛ばくを断ち切るため、三日月は全ぜん精せい力りよくをかけて己おのれの腕を斬きり裂さいたのだ。

　頭上でぶんぶんと音がする。はじき飛ばされた刀が回転していた。

「ふふん、チェックメイトだ」

　傍ぼう観かんしていた不知火しらぬいが、自分の髪かみの毛をつまんで引き抜いた。それに息を吹きかけると、髪は赤い光を帯びて鎖くさりに変化する。まるで妖よう術じゆつだ。手首をしならせて回し、放り投げる。

　ジャラジャラジャラ。赤い鎖は生き物めいて宙を泳およぎ、蛇へびのように日本刀に絡まった。囚とらわれた刀は落下し、ガシャンと地面にたたきつけられる。

「……セン、パイ……」

　か細い声に、遥彦は腕の中へ視線を戻す。

　憔しよう悴すいしきった三日月が、弱々しくも笑ってみせる。

「聞こえ、まし、たよ……センパイ、の、声」

　遥彦も笑えみを浮かべて「ああ」とうなずく。じっと見上げる瑠る璃り目めにまっすぐなまなざしで応え、涙のあとをぬぐってやった。三日月は安心しきったように身体からだをあずけている。

　背後に不知火が立った。

「ほれ、見つめ合ってないでそこをどけ。早く治ち療りようしないと衰すい弱じやく死しするぞ？」

「あ、ああ、頼む」

　三日月をそっと寝かせ、不知火に託した。

　不知火は黒くろ袴ばかまをひるがえしてしゃがみ、赤い眼めで三日月の容よう態だいを診みる。

「ふふん、自分で腕を斬きり落とすとは見上げた根性だ。かなり消しよう耗もうしているが、まあ大だい丈じよう夫ぶだろう。腕のほうもきれいに落ちているから、くっつけるのは難しくない。傷きず痕あとも後こう遺い症しようも残さず元通りにできそうだ。さすがは鎌鼬だね」

　瞳ひとみから赤い光が失うせ、琥こ珀はく色いろに戻った不知火は胸元で印いんを結んだ。ぶつぶつ呟つぶやきながら何度か印の形を手早く変えていく。すると両手がランプのようなあたたかい光に包まれた。

　治癒術ヒーリング。片手を三日月の腹部へ、もう一方の手は傍そばに落ちていた腕を拾い、切断面を合わせて軽く握る。一いつ瞬しゆん、三日月は苦痛に顔をしかめたが、すぐに痛みが和らいだのか、細く息をついて安らかな表情になった。そのまま眠りに落ちていく。

　ホッと胸を撫なで下ろす遥はる彦ひこの耳に、かすかなうめきが聞こえた。

「くっ、うぅ……」

　カタカタカタ、カタカタカタ、カタカタカタ。

　日に本ほん刀とうが震えている。絡みつく赤い鎖くさりがジャラジャラ締めつけると、刀は薄いもやと化して人の輪りん郭かくを象かたどった。〝転てん身しん術じゆつ〟が解けて、永と遠わ子こが正しよう体たいをさらす。

　死しに装しよう束ぞくのような真まっ白しろな和わ服ふく姿すがた。首から足首にかけて厳げん重じゆうに鎖が絡まり、両手は後ろ腰で完全に封じられている。身をよじるが、逆に鎖の拘こう束そくが強まり、無ぶ様ざまに顔から地に伏した。口の中に入った土をぷっと吐く。白い面おもては汚れ、屈くつ辱じよくに歪ゆがむ。

「無む駄だだよ」不知火しらぬいは口くち元もとで笑った。「そいつは動けば動くほど絡みつく。きみの処しよ分ぶんはあとでゆっくり考えてやるから、おとなしく転がっていたまえ」

　永遠子は忠ちゆう告こくを聞かずに足あ掻がき続けたが、鎖はそのたびに肉に食い込み、自分で自分を苦く痛つうに追い込むはめになる。

　遥彦は二人のもとを離れ、永遠子のほうへ向かった。このまま黙だまって終わりにさせるつもりはなかった。なんとか上じよう半身を起こした永遠子は、まだ目に殺さつ意いを残したまま睨にらんでくる。青い唇くちびるが自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う。

「鬼おに憑つきの黄よ泉み人びと……不ふ老ろう不ふ死しの鬼が人間に憑くなんて前ぜん代だい未み聞もんよ。おまえみたいな鬼まがいに引いん導どうを渡されるなんて、わたしも焼きが回ったものね」

「キリサキ魔ま……あんたは、俺おれがこの手で……」

　無む表情に見下ろす遥彦は、右手に角つのを出した。静かな面おもてとは裏うら腹はらに、胸の内は荒すさんだ感情で塗り潰つぶされる。その在あり様ようが乗り移ったように、角はどす黒い血の色を帯びて明めい滅めつした。

「ふん、薄うす汚ぎたない角だこと。穢けがれたジンガイが正義の味方面づらなんて、笑っちゃうわね」

「ジンガイだって人間だ。アヤカシだって悪いものばかりじゃない。人類至し上じよう主義なんて勝かつ手てな狂きよう信しんで命を奪うばう、そんなバケモノは……ここで断ち切る」

「人類至上主義？」永遠子は笑い飛ばす。「そんなもの、どうだっていいわ」

「……？」

　吐き捨てられた言葉の意い外がいさに、感情を押しとどめていた遥彦の頬ほおがぴくりと震えた。

「組の思し想そうなんて知ったことじゃない。わたしはただ、兄にい様さまの傍そばにいられたら……兄様を守ることができたら、それでよかったのに……わたしにはもう兄様しかいなかったのに……」

　どんよりと曇った眼めを伏せる。その奥に揺らめくのは憎ぞう悪おの炎ほのおだ。

「許さない……兄様を奪った鬼、父とう様を奪ったアヤカシ、母かあ様を奪ったジンガイ……絶対に許さない。最後の最さい期ごまで、この世の妖あやしきものすべてを呪のろってやる」

　永遠子を突き動かしていたのは、常じよう軌きを逸いつした狂信などではなかった──その事実を前にして、遥彦の中で沸ふつ騰とうしていたものが急に熱を下げていく。そんなことは望んでいなかった。欲しいのは怒りだ。マグマのように煮えたぎる怒りだ。

　断ち切るんだ……ここで、俺おれの手で……。

　こいつに瀬せ里り沢ざわさんは殺されかけた。野の々の原はらも一歩間ま違ちがえれば危ないところだった。ささやかな、だけどかけがえのない日常を奪うばわれた人たちが、何人もいた。

　守るためには奪わなければならない。殺すか殺されるか。不知火しらぬいのように薄はく情じように、三み日か月づきのように非ひ情じように、正義も悪も法も倫りん理りも人じん道どうも外げ道どうも関係なく、終しゆう止し符ふを打つ。その覚かく悟ごを決めて俺はここまできたはずだ。

　なのに、どうして……冷めていく。

「さっさと殺しなさいよ」永と遠わ子こは投げやりに言った。「おとなしく殺されてやるわよ。兄にい様さまのいない世界に未み練れんなんてないわ。そうよ……あのとき一いつ緒しよに死ねたらよかった。兄様……どうしてわたしだけ逃がしたりしたの……どうして一緒に逝いかせてくれなかったの……」

　その目からはもう憎ぞう悪おさえ消え、首を差しだすようにうなだれる。

「兄様……もうすぐお傍そばに……兄様となら、地じ獄ごくでも、どこへでも……」

　すべてを投げて微笑ほほえみすら浮かべる永遠子の姿すがたに、遥はる彦ひこの無む表情は決けつ壊かいし、歪ゆがんだ。この女はすでに死を受け入れている。いや、最初から生きることを放ほう棄きしていたのだ。妖あやしきものへの恨うらみの念だけでさまよっていた、生きた怨おん霊りようだったのだ。

　終わらせろ。断ち切るんだ。自らにそう言い聞かせる一方、引き金を引くために必要な感情はどんどん離れていく。ここにきて生じた迷いがそうさせていた。自分を動かしている怒りと	永遠子を動かしていた恨みは同じではないのか。自分がしようとしていることは永遠子がしてきたことと同じではないのか。

　迷いが心を掻かき乱す。そこから目を背そむけるように、遥彦は今いま一度激げき情じようを振り絞しぼろうときつく目を瞑つむり、鬼おにの角つのを振り上げた。

　そのとき不意に、不知火の言葉が脳のう裏りをよぎった。

「心ひとつでどんな風ふうにでも変わる、バケモノにいちばん近いイキモノ、それが人間だ。何を失っても、せいぜい自分だけは見失うなよ」

　これまで自分が何を失ってきたか思い返した。

　そして今、何を失おうとしているかを思った。

　荒れていた心の水面みなもが、鏡かがみのように落ち着く。

「あんたはバケモノだ……バケモノだったんだ」

　ゆっくりと目を開ける。淡たん々たんと永遠子を見下ろす。

「俺は、あんたみたいにはならない」

　角から狂きよう気きの光が失うせ、澄すんだ緋ひ色いろの輝きを取り戻す。

「俺は……鬼になる」

　そして遥彦は、静かに腕を下ろした。







　　＃＃　デッド・アンド・アライブ







「じゃあ、ダーリンとはしばらく会えないわけですか」

「だーかーら、そんなんじゃないといつも何度も言ってるだろ」

「危険を顧かえりみず全力で助けに向かっておきながら否定されても……ですわ」

「あれは、別に、たまたまってやつだよ」

「たまたま……ふーん。わたくしからテロの情じよう報ほうを聞いた途と端たん、後あと先さき考えずに異い界かいに乗り込んだのが、たまたまでしたの？　それで、たまたま一歩間違えたら自分まで消しよう滅めつしかねない状況の中、たまたまダーリンを血ち眼まなこになって捜して、たまたま魂たましいだけでも必死に守って、たまたまその魂を宿した男の子を、たまたま通いつめて見守っていましたの？」

「うるさいな。そんなにたまたま言ってると変へん態たいに聞こえるぞ。司し忌きを助けたのは別の用事のついでだし、遥はる彦ひこの面めん倒どうを見ていたのは儲もうけ話のついでだ」

「たまたまの次はついでですか。でもそれを言うなら、ついでは用事のほうで、儲け話のほうでしょう。杏あん奈なの本命はいつだって司し忌きくんですもの。火傷やけどしそうなぐらい焼けますわね」

「……しつこい。それ以上言ったら店を潰つぶすぞ」

「まあ怖こわい」

　修しゆう道どう女じよは口元に手を当て、くすりと笑った。

　黒くろ巫み女こはムスッとしてストローをくわえ、メロンソーダをぶくぶく泡あわ立だてる。

　場所はいつものコスプレ喫きつ茶さ。いつものテーブル席で向き合って座る二人。いつも以上に客目を引きつつも、いつものように彼女たちの周りだけ小さなエアポケットができている。

　片手間にトランプゲームをしながら、ちょうど黒巫女が今回の件について一部始し終じゆうを話したところで、修道女はようやく全容を知ったばかりだった。

「それで……この子は、どうしましょう？」

　その席には、二人の他にもう一人いた。修道女の隣となり、壁に立てかけられるようにして座らされている少女。それは十二分に、いつも以上に周りの目を引く理由になっていた。

　なぜなら、少女は辱はずかしめ同然の拘こう束そくを受けていた。縄なわで四し肢しを封じられ、身体からだを亀きつ甲こう縛しばりされた挙あげ句く、口にはさるぐつわをはめられ、オマケにペット用の首輪までされて鎖くさりでつながれている。黒巫女が店に引きずってきた当初はンーンー唸うなってもがいていたのだが、今はもうあきらめたのか疲れたのか、どんより据すわった目で恨うらめしそうに二人のやりとりを見ていた。

　死しに装しよう束ぞくのような白い和わ服ふく姿すがた。

　村むら雨さめ永と遠わ子こだった。

「売ったらいくらぐらいになる？」

　黒巫女の率そつ直ちよくな問いに、永遠子は目をむいて「んーっ！」と唸った。

「転てん身しん刀とう〝村雨〟としての価か値ちだけでも、五億おくは下りませんわ。そこに〈村雨組ぐみ〉の生き残りである点、本家の血ち筋すじを引く点、まだ若い生き娘むすめである点、顔立ちも悪くない点などを加味しますと……うまくいけば十億いくかもしれませんわね」

　修道女の真剣な計算に、永遠子は首を振って「むーっ！」と唸った。

「ふふん、気の強い姫ひめ様さま気き質しつだから、調ちよう教きようのしがいもあるだろうし」

「ええ、その手のマニアなら、喜んで大金を積んでくださりますわ」

　身の危険を感じた永遠子はがむしゃらに暴れた。しかし黒巫女特性の縄の前にはどうにもならず、着物が乱れて露ろ出しゆつ度どが上がるのみ。さらにバランスを崩してテーブルに顔面を強打。目め尻じりに涙が浮かぶ。それでも負けじと顔を上げて黒巫女を睨にらみ、唸り散らす。

　必死だった。必死すぎて哀あわれだった。

「何か言いたそうですわね。本人の希望も聞いてみましょうか」

　修道女が永遠子を起こして背もたれに寄りかからせ、さるぐつわを外す。糸を引いた唾だ液えきが口元に垂れる。ぷはぁ、と息を吸い込んだ永遠子は、それまでの息苦しさからか逆上のあまりか、ぜぃぜぃあえぐだけで、何か話そうにもなかなか声にならない。

「あ、あんたら」ようやく言えた。「わたしを売るですってっ？　冗じよう談だんじゃないわよっ！　なに考えてんのよっ！　ギルドに引き渡すんじゃなかったのっ!?」

「キリサキ魔まの事件は業ぎよう界かい側の認知を受けていないんだ、きみの首を差し出したって一円にもなりゃしないよ。牢ろう獄ごくに入れるぐらいなら売り飛ばすさ」

「……さ、最低もいいところだわ」

　永と遠わ子この頬ほおが引きつる。まさか人じん身しん売買にかけられるなんて。

「きみの道はふたつにひとつ。身体からだを売るか、身体で稼かせぐか、だ。どっちがいい？」

「どっちも同じじゃないのっ！　まともじゃないわよっ！　外げ道どうもいいところよっ！」

「どうしようかなぁ。どっちがいいかなぁ。どっちがより堪こたえるかなぁ」

　聞いておきながら無視した黒くろ巫み女こは腕を組み、悪い魔ま女じよのようにニタニタと考える。苦痛を与えるよりも恥ち辱じよくを与えるほうに重きを置いているようだ。

「……さ、最悪もいいところだわ」

　永遠子の顔は青ざめた。まさかこんな連れん中ちゆうだったなんて。

　レモンスカッシュを飲んでいた修しゆう道どう女じよが、柔にゆう和わに微笑ほほえんで言う。

「まあ、そう急いで決めなくてもよいのではありませんか？　売ろうと思えばいつでも売れるわけですし、しばらくこちらで預からせてもらう、ということでいかがです？　わたくしとしても、手放す前にいろいろ愉たのしみたいですし」

「た、愉しむって何よっ！　いろいろって何よっ！　何する気よっ！」

「そーだなー」黒巫女は気軽に賛同した。「調ちよう教きよう済みもそれはそれでニーズはあるし。うむ、いいだろ、好きにしたまえ。ただし傷きず物ものにするなよ。きみはいつもやりすぎるから」

「うふふ、かしこまりですわ。じゃ、そういうことで。よろしくね、トワちゃん」

「よろしくじゃないわよっ！　なんなのっ！　なんなのよ、あんたたちっ！　あたしをどうする気なのっ！　ちゃんと答えなさいよっ！　こんなの生なま殺ごろしもいいところよっ！」

「やれやれ、うるさい娘むすめだ」黒巫女が嘆たん息そくした。

「こらこら、他のお客様にご迷めい惑わくでしょ？」修道女が注意した。

　直後、永遠子のみぞおちにドスッと重い拳こぶしがめり込んだ。周りに見えない位置で、にこやかな修道女の容よう赦しやない一いち撃げき。永遠子は白目をむいてテーブルにひたいから落ちる。

　何事かと見守っていた他の客や店員の目をいっさい気にせず、黒巫女と修道女は何事もなかったようにドリンクを飲む。まったく平へい然ぜん堂々としているし、修道女がこの店のオーナーであることは客たちもよく知っているので、みんな『そういうプレイ』だと思ったのか、特に波は紋もんが広がることなく、ほどなくして店内はいつも通りの空気になった。

　はだけた肩をすくめて、黒巫女は昏こん倒とうした永遠子を見る。

「まあ、しばらく様よう子すを見て、あとは態度次第ってことで」

「はい。では、お預かりいたします」

　修しゆう道どう女じよは永と遠わ子この身体からだを起こして壁に立てかけ、乱れた髪かみを直し、口元のよだれを拭ふいてやる。どうやら二人のあいだでは最初から話がまとまっていたようだ。

「杏あん奈なはこれからどうしますの？　オトモダチはバラバラ。みなさん、しばらく鳴りを潜ひそめるつもりのようですし、司し忌きくんの復活は百年先……大いに暇ひまですわね」

「わたしはいつだって暇だよ。まあ、しばらくは四し季き森もりに身を落ち着けようかと思う。まだ目を離すには危なっかしいのがそろってるからね。世話を焼いてやらないでもないさ」

「よかったですわ」修道女は祝福の微笑ほほえみ。「杏奈に新しいオトモダチができて」

「そんなんじゃない。ただの腐くされ縁えんだよ」

　皮ひ肉にくを吐いた黒くろ巫み女こは、まんざらでもなさそうに「ふふん」と笑った。




　いつもの時間に家を出た。住宅街のゆるい坂を下っていくと、児じ童どう公園が見えてくる。その前を通りかかったとき、ベンチに座っていた一人の女生徒が立ち上がった。

「い、伊い佐さ見みくん」小走りでやってくる。胸がすんごい揺れる。「お、お、おはよっ」

　前まえ髪がみを横分けしてヘアピンでとめた、つるんとしたおでこの娘こ。

　遥彦は目を丸くして、次に表情がほころびた。

「おはよ、瀬せ里り沢ざわさん。髪、切ったんだ」

　不知火しらぬいの写真で見たよりも全体的に短くなり、シャギーを入れていた。

「う、うん。前髪だけ短いと、やっぱ変で……でも、ちょっと、落ち着かない、かな」

「似に合あってるよ。前よりずっといい」

　もじもじ顔を伏せた瀬里沢は、ミュートされた音量で「ありがと」と言う。

　今日きようから日常生活に戻ることは、前日に電話をもらって聞いていた。怪け我がの具合については不知火の手配で隠かくされていたので、実はたいしたことなかった、で話は通るだろう。みんな驚くに違いない。元気な姿すがたにもそうだが、イメチェンされた外見のほうにも。いつも長い前髪で素顔が隠されていたので、隠れ美人の登場に野や郎ろう共は色めき立つこと必ひつ至しだ。

「あの……ニュース、見たけど、キリサキ魔まの、あれって……」

「ああ、不知火が書いたシナリオらしい。いくらなんでも強ごう引いんすぎるよな」

　並んで歩きながら、今け朝さのニュースを思い出す。キリサキ魔、死し亡ぼう。どこのチャンネルでも大々的に報道していた。あらすじはこうだ──昨夜遅く、警察官が巡じゆん回かい中、女性の悲鳴を聞いて駆かけつけたところ、キリサキ魔を発見。逃げたキリサキ魔は、途と中ちゆうから車を盗ぬすんで暴走。その果てに事故を起こし、爆ばく発はつ炎えん上じよう。遺い体たいは損そん傷しようが激しく、ＤＮＡ鑑かん定ていでこれまでの犯人と同一であると判明（もちろんデタラメだろう）したものの、身元を示すものはいっさい見つかっていない。警察は現在も身元を調査中──とのこと。

　なんて無む理りやりな幕の下ろし方。しかも、あとは流れに任せるとか言っていた。「そのうち日常に埋もれて、ほとんどの連れん中ちゆうが忘れるさ」だそうだ。そうかもしれない。時間と共に忘れ去られてしまうか、あるいは都市伝でん説せつとして語り継がれるか。

　どうあれ、これで表おもて向むきにも事件に区切りはついた格かつ好こうか。

　橋を渡っていると、後ろから走ってきた誰だれかに肩をバシッと叩たたかれた。

「おっすーっ」

　ポニーテールが軽やかに跳ねる。元気印じるしの笑顔がまぶしい。

「道みち流るおっかえりぃ。会いたかったよぉん」

　野の々の原はらは瀬せ里り沢ざわの背後に回り、胸に手を回した。そのふくらみを遠えん慮りよなく堪たん能のう。赤せき面めんした瀬里沢が涙声で「ひぇぇん、やめてぇぇ」と訴えるが、かまわず揉もみしだく。

「これこれ、この目の覚める感かん触しよく。やっぱ一日の始まりはこれに限りますなぁ」

「……いつもそんなことしてんのか」

「ちちち、違うよっ。いつもじゃないよっ。たまにだよっ」

　瀬里沢が必死に否定する。墓ぼ穴けつを掘っているとも知らず。

「羨うらやましいだろぉ」野々原がムフフと見る。「てゆーか、あたしが羨ましい」

「だ、ダメだってばぁ、ひ、人が、見てるよぅぅ」

「よいではないかよいではないかぁ」

　じゃれ合う二人と橋を渡る。土ど手てに出たところで瀬里沢はようやく解放されたが、朝一からもうヘトヘト。逆に野々原は充じゆう電でん完了したみたいにバリバリだった。

　横一列になって歩くそこへ、ひょろりと長い影が近づく。

「よ、おはよーさん」

　御み木き本もとが並んだ。遥はる彦ひこ、野々原、と順に見て、三人目で大きくまばたき。すぐさま遥彦の首に腕をひっかけ、顔を寄せてひそひそ聞いてきた。

「おい、遥彦。そこにいるＡプラス女子は誰だ？　俺おれのデータにないぞ」

「誰って……瀬里沢さんだよ」

「セリザワ？」名前を聞いてもすぐにピンとこず。遅れて気づく。「え……委員長ぉっ!?」

　無事な姿すがたと一変した姿に二重で驚いた御木本はシェーッと飛び跳ねた。すぐさま前方に回り込む。びっくり立ち止まる瀬里沢の手を取って握り、鼻息を荒くして迫る。

「委員長。いえ、瀬里沢さん。好きです。付き合ってください──あぎゃっ！」

　返事をもらう前に野々原のハイキックをもらい、土手を派は手でに転がり落ちていった。

「おいおい、さすがに側頭部はまずいだろ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。ちゃんと手て加か減げん──もとい、足あし加減しといたから。それより時間ないよ。色しき情じよう魔まは放っといて、ほら、ダッシュダッシュ」

　野々原が駆かけだし、瀬里沢も続いた。遥彦はカエルのように伸びている御木本に「生きてるかぁ？」と声をかける。「なんのこれしき」と這はい上がった御木本はまだあきらめていないようで、「待ってよぉ、委員長ぉ」と元気にあとを追いかけていく。

　三人の背中に日常ってやつを感じて、遥はる彦ひこは自然と笑えみがこぼれた。




　昼休み、三み日か月づきがランチを誘いにきた。もうすっかり当たり前に遥彦も応じて、屋上に出てベンチに並ぶ。今日きようは天気がよく、たくさんの生徒でにぎわっている。

「あのぉ、センパイ？　私たちのこと……話して、ないんですか？　あの二人に」

　三日月との恋人関係が偽ぎ装そうであること。野の々の原はらと瀬せ里り沢ざわに。

「あ、忘れてた。でも……ま、このままでいいかなって。野々原にも瀬里沢さんにも、できれば日常の側にいてもらいたいからな。また何かあって俺おれと三日月で動くとき、アヤカシ関係だってことを気づかれないようにするには、恋人って建たて前まえがあったほうがいいし」

「そう、ですか」複雑そうな顔で口を尖とがらせ、プチトマトを食べる。

「腕の調子は？」

「おかげさまで。刃は物ものもちゃんと手につきます」

　三日月はぶかぶかな袖そでから右手を出す。握って開くと、指の合間にカッターの替かえ刃ばがずらりと並んだ。その手を左右に素早く振ると、次の瞬しゆん間かんには消えている。さらに、くるりと手首をひるがえすと、今度はカッターナイフが握られていた。得意気にキチキチ鳴らす。

「お見事。よかったよ、本当に」

　遥彦が笑いかけると、三日月は一いつ瞬しゆんきょとんとなり、「ど、どうも」と忙せわしなく横よこ髪がみを耳の後ろへ撫なでつけた。妙みような緊きん張ちようを誤ご魔ま化かすように話の矛ほこ先さきを変える。

「そ、そうそう、不知火しらぬいさんから聞きました。キリサキ魔……殺さなかったんですって？」

　遥彦は「ああ」と一言だけ返して、晴れた空を仰いだ。ちぎれ雲がのんびり流れるのを眺ながめながら、あれでよかったんだよな、と自分の胸に聞いてみる。




　あのとき何もせずに角つのを消した遥彦に、永と遠わ子こは驚いたように食ってかかってきた。

「なんのつもりよ。情なさけでもかけようっての？　それとも怖気おじけづいたのかしら？　鬼おにになるとか言っておきながら、とんだ体ていたらくね。肩すかしもいいところよ」

　どんなに挑ちよう発はつされても、遥彦の中には虚むなしさが広がるだけだった。

「あんたのことは許せない……でも、殺さない。あんたの復ふく讐しゆうに、ここで報復したら、大事なもんを失くす気がする。一線を越えて、戻れなくなる気がする」

　無常に返す遥彦に、永遠子は「偽ぎ善ぜん者しや」と吐き捨てた。

「きれいごともいいところだわ。大事なものを奪うばわれて、壊こわされて、復讐以外に何があるっていうのよ。何もかも失くしたわたしの気持ちが、おまえなんかにわかるものかっ！」

「……そうだな。わかるなんて言ったら、それこそ偽善だ。だけど実際に奪われかけて、壊されかけて、その無念を想そう像ぞうすることはできたよ。その想像すら、あんたが味わった現実には届かないんだろうけどさ……でも、そんなあんただからこそ、大事なものを奪われる気持ちは誰だれよりもわかれたはずだろ。なのに、あんたは自分の手で同じことをした。心を投げて、復ふく讐しゆうに身を任せて、バケモノ同然のことをした。俺おれは、あんたみたいにはならない」

　永と遠わ子こは唇くちびるを噛かんで押し黙だまり、遥はる彦ひこを睨にらんだ。遥彦が静かに見返すと、耐え切れなくなったように先に目をそらした。それは永遠子が、自分がしたことに罪ざい悪あくを感じた瞬しゆん間かんだった。

「……殺さずにどうするっていうのよ。わたしにどうしろっていうのよ」

「どうこうしろなんて偉そうなこと、俺には言えないよ。あんたの無念はあんたにしか晴らせないし、あんたの罪はあんたにしか償つぐなえないんだ。でも、死んじまったらどっちも果たせないだろ。だから、これで終わりなんてダメだ。あんたはまだ感じることができる。大事なものを思う気持ちも、それを失うことの無念さも。その心をさえ捨てて完全にバケモノに堕おちるっていうなら、そのときは、俺がこの手で終わらせてやる」

　きびすを返した遥彦の背に、永遠子の声が噛みつく。

「ま、待ちなさいよっ。あんた、鬼おにになるんじゃなかったのっ？」

「なるさ。あんたに守りたいものがあったように、俺にも守りたいものがある。壊こわれかけたけど、なんとか取り戻すことができた。もう二度とあんな思いはしたくないし、誰だれにもさせたくない。だから鬼になるんだ。人もアヤカシもジンガイも関係なく、守れるように」

「それがあんたの鬼……そんな生ぬるい鬼、聞いたことないわ。笑い種ぐさもいいところよ」

「笑われたっていいさ。俺は俺の鬼を貫つらぬく」

　言葉を交わしたのはそこまで。向こうはもう何も言ってこなかったし、こちらももう何も言うことはなかった。あとは黒くろ巫み女この退たい魔ま師しとしての裁さい量りように任せた。




　昼休みが終わりに近づき、屋上から他の生徒の姿すがたがなくなる。弁べん当とうの残りを口に運び、ほとんど無む味み無む臭しゆうのそれを咀そ嚼しやくしながら、遥彦は自分が失ったものを改めて思った。

　この身体からだは生きながら死んでいく。今までは、何か失うたびに人間から遠ざかるんだと思っていた。でも、そうじゃない。人を人で在らしめるのも、失くすのも、その心ひとつ。俺はジンガイだけど、自分で自分を投げない限り、人間だ。この目で人とアヤカシが通じ合う姿を見てきたから、そう思えた。ジンガイとして生きていくことを正面から受け止められた。だからこそ、鬼になろうと思えた。

「……守るよ」

　遥彦は神しん妙みように呟つぶやいた。三み日か月づきのほうを見て改めて言う。

「俺がずっと守ってく」

「え……？」三日月の目が泳ぐ。「あの、その……い、いきなり、そんな」

　徐じよ々じよに顔の表面温度が上がっていった。緊きん張ちようで肩がすぼまって、キチキチキチキチキチキチと焦あせるようにカッターを鳴らす。挙きよ動どう不ふ審しんだったが、遥彦はいつもの癖くせだろうぐらいにしか思わずに立ち上がり、フェンスの向こうに広がる街並みを見渡して続けた。

「大それたこと言うようだけどさ、四し季き森もりは俺おれが守る。この街が、俺の絶対領域だ」

「──へ？」三み日か月づきはかくっと肩を崩した。「あ、ああ……そういうこと、ですか」

　力が抜けたように吐と息いきをつく。どことなく残念そうでもあり不服そうでもある表情で遥はる彦ひこの横顔をじっと睨にらむと、いつものつんと澄すました態度に戻った。

「それを言うなら、『俺が』ではなく、『俺たちが』ですよ」

「ん？　でも、三日月の守備範はん囲いはそこまで広くないだろ」

「それはその、今までとこれからは違うっていうか……もう一人じゃ、ないですし……大事なものができたっていうか……セ、センパイと一いつ緒しよなら、大だい丈じよう夫ぶかなって……」

　三日月は涼しい顔をしていたが、耳が赤くなっていた。それに、無む駄だに首をかしげたり髪かみをいじったりしている。今日きようはやけにコミカルだな。

「ふーん。非情な三日月くんの口からそんな言葉が聞けるとはねぇ」

　からかい気ぎ味みに言ってやると、返ってきたのは怒ど涛とうの否定。

「べ、別にセンパイのことが特別どうってわけじゃないですからっ。むしろどうってことないですからっ。どっちかって言うと不知火しらぬいさんのほうが頼りになりますしっ。センパイなんてどうせあれです、あれ……そう、オモチャですっ。センパイがいないとキリサキができなくて困るから、だから囲ってあげるんですっ。わかりましたねっ」

　ビシッと指をつきつけた三日月は、息を止めるように睨にらみつけた挙あげ句く、なぜか拗すねた顔でぷいっとそっぽを向いた。わけのわからない遥彦は引きつり笑顔。結局オモチャの位置づけは変わらないのかよ。囲われる身なのかよ。

「はいはい、さよですか」

「さ、さようですよ。さようですとも」

「けど三日月、もう俺でキリサキするのは、やめたんじゃ？」

「前は自じ粛しゆくすると言ったまでです。今より解禁します。と、いうことで……」

　ぶかぶかな両りよう袖そでからカッターの刃はが顔を出す。二に刀とう流。まさに鎌かま鼬いたちのようだと遥彦が思っていると、バケモードにまでなった。獣けもの耳みみがぴくぴくと小こ刻きざみに揺れ、尻尾しつぽが興こう奮ふんしたようにパタパタ躍やく動どう。早くも斬ざん裂れつ狂きようにドロップしたのか、瑠る璃り目めは中毒の光を宿す。

「み、三日月？　ちょ、いきなりエンジン全開すぎやしないか？」

「それはもう我が慢まんしてましたから、溜たまっちゃって溜まっちゃって」

「いや、でも、あれだろ。俺に近づくの、嫌いやがってたじゃないか」

「もう平気です。センパイのこと信じてます。だからいただきますっ」

　三日月はごちそうを前にした子供のような純じゆん粋すいさで襲おそいかかってきた。

　む、貪むさぼられるっ。遥彦はとっさにアイアンクローで制す。

「ままま待ちなさい。信じてもらえるのは嬉うれしいけども、だからってそんなガツガツこられるとちょっと。それにもう昼休み終わるし──うおっ!?」

　尻尾しつぽで足払いされた。背中を打ったところ、腹の上にお尻しりが乗り、マウントポジションを取られる。こうなるともうやられ放題だ。

「センパイが期待させるからいけないんですよ？」

　前かがみになった三み日か月づきが、アニマとエロスのはざまで小こ悪あく魔まのように笑った。

「私のこと、ちゃんと受け止めてくださいね？」

　キチキチキチ、キチキチキチ、キチキチキチ。

　カッターの刃は音おとを聞きながら、遥はる彦ひこはすっかり観念した。受け止める。受け入れる。あの言葉に嘘うそはない。それに、例によって斬ざん裂れつ狂きように乱れる姿すがたを見たい思いもあるし、これはこれで心を許してくれたってことなんだろうし……いや、でもやっぱり想そう像ぞうしたのとなんか違う。いやいや、だいぶ違う。ていうか結局、前と何も変わってなくない？

　無事日常を取り戻したはいいが、いちばんの悩みの種たねも無事健けん在ざい。主導権はつかめず。また振り回されては文字通り尻に敷かれる毎日が待っていそうだ。

　でもま、手の届くところにいてくれるほうが、いろんな意味で安心か……昼休み終了のチャイムが鳴る中、艶あでやかな笑えみに見み惚とれつつ、そんなことを思ったりしたりして。




　こうして、伊い佐さ見み遥彦は三日月彼方かなたに取り憑つかれる運びとなった。







　　あとがき










　はじめまして。このたび「キリサキシンドローム」が刊かん行こうとなりました、小こ林ばやし三み六ろ九くです。




　この話が出来上がるまで、ずいぶん長いことかかりました。着ちやく想そうを得て書き始めた頃に入学を迎えていた中高生たちは、もう卒業を控えた年になっています。いつの間にそんなに経たっていたのやら。まさに光こう陰いん矢やのごとし。

　とは言え、今回のお話、初期に書いたものは丸ごとボツになり、一度ぶち壊こわして作り直しているので、当とう初しよの構こう想そうとは異なる別べつ物ものになっておりまして。なのでひとつの作品に取り組んできたとは言えないかも。おまけにバイト生活の傍かたわらでの作業ということもあり、実じつ質しつ的に費やした時間は半年足らずかも。そう考えるとビミョーな気分にさせられますな……作家でメシが食えてない以上、仕方のないことですが。

　それはともかく、これだけの長期間、辛しん抱ぼう強くサポートしてくださった編へん集しゆう者の方々には本当に感謝しなくてはなりません。最初から最後まで容よう赦しやなく続いたボツとバツの連れん発ぱつには心がバキボキ音を上げて折られまくりましたけども、何はともあれ周りの御ご助じよ力りよくなしにはここまで来られませんでした。関係者の皆様に心よりお礼申もうし上げます。




　本書は最悪なボーイ・ミーツ・ガールから始まるお話です。ジャンルで言うとバトル物に属しますが、中には特とく殊しゆな嗜し好こう……いえ、要素も入っておりますので、読んでみたらバトルチックな別物かもしれません。黒くろ巫み女こさんに言わせれば下げ手て物ものでしょうか。

　長ちよう編へん小説になりますが、各章は短たん編ぺん的な形にもなっています。各エピソードをもう少し掘り下げて書きたかったな、と若じやつ干かんの心残りはありますが、枚数制せい限げんの中でやれることはやれたかなと思うので、一冊としてはもちろん、一話一話を楽しんでもらえたら嬉うれしいです。

　そして願わくは、鼬いたちの道みち切きりになりませんように……。




　そんなこんなで、またの機会があることを祈りつつ、こつこつと妄もう想そうを重ね、話を考えていきたいと思います。

　お付き合い頂き有あり難がとうございました。





小林三六九
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小こ林ばやし三み六ろ九く

北海道出身。東京都在住。

趣味はゲームと読書。最近は読書離れが深刻。

休日は引きこもりがち。もとい、インドア派。
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イラスト／池いけ田だ靖やす宏ひろ

ゲーム会社に所属するグラフィックデザイナー。

本業の傍らでさまざまなイラストの仕事をこなしたり同人やＨＰでイラストを発表している。

海外ゲームに目がなく『The Elder Scrolls V:スカイリム』の発売を首を長くして待っている。

http://homepage2.nifty.com/mutukidou/
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小こ林ばやし三み六ろ九く





発　行　　　　2015年1月8日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2011 MIROKU KOBAYASHI





※2011年11月10日発行の電撃文庫『キリサキシンドローム』初版に基づき制作











[image: ]




item/image/logo-dengeki.png





item/image/p083.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		＃＃　デッド・オア・アライブ



		＃１　キリサキシンドローム



		＃２　ハイトクスクラッチ



		＃３　トビキリスカイハイ



		＃４　ムラサメファントム



		＃＃　デッド・アンド・アライブ



		あとがき



		奥付











item/image/cover.jpg





item/image/p157.jpg





item/image/p057.jpg





item/image/p277.jpg





item/image/p232.jpg





item/image/k002.jpg
TIRATTIAT
FUHFIUFO—-L4
NAWTRT 59T
FEFYRAANA
AFGHRAT7 UM A
TIRTYRTIAT

169

237

285





item/image/k001.jpg
INA=7T1

A SR/ BHE]






item/image/k004.jpg
SELUELORIAKS
S e o
Hﬁ (RO RIS

! ~ ,

N\ = SN
Sha== N
NS

SRV AN NS

, —)
\ «
<
@%&%

ERKMR <






item/image/k003.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/photo.jpg





item/image/p032.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/p109.jpg
ill \Y





item/image/p208.jpg





item/image/p009.jpg
Y

I\R=7
ASAL/ HHEBR
Design:Yoshihiko Kamabe (ZEN)






